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年報第 10号を出 版するに当って

年報を出すたびにいつも同じようなことを苦慮する。何か有効適切な新方式は無いものか

と考えるからである。

装釘は，毎回同じ形式のものを採用しているので問題はないが，内容のことになると必ず

検討を加えねばならない心地になる。

まず事務面と試験，検査，研究面のふりあいと採択事項。このうち事務面は，毎年似たも

のであるため，くふうというほどのことはすくない。したがって試験，検査，研究の面がど

うしても考J長の対象となる。

どのテ｛マとどのテ｛マを選択し，どの程度の枚数にするか。これが年報編集の際におけ

るさしあたっての重要問題であるO

これについては，いつものことながらいろいろな意見がある。そこで関係者の識見を徴し，

種々の条件に合致するようJ比較研究して結論を求める。すなわち万機公論に決し，それに準

拠して編集をおこなうことにしている。

この年報もこうした経緯をたどって編まれたものである。

今， l=!:J，版に当ってこれらのいきさつを顧みれば，多少の感慨無きを得ない。

i砂たるー小冊子に過~－ないけれども，諸賢の御精読を賜らば，われわれの最も幸とすると

ころである。

昭和 35 年 8 月

東京都立衛生研究所長 新井養老



次日

・1説－－－－－－序第一堂

・3 

機 構…・・…...・ H ・－－－……………………………………・・・・・・・……………－－－…・……，， 3

予算及び決算…

施 設……………一－……・・・…………一・・・・・・・…・・・…………………・・……－－－…・・・……… 7

5 

機構及び事業の概要…第二輩、

I 

JI 

m 

務…一

庶務課………・…………………………………………………………………・・…… 8

経 理 課………・・・……………………………………………………………………………… 8

P投 生 物科…………ー・……………………………・・……………一…・……………………・・・… 8

臨床試験科…………・・・……・・・………………・・・……一……－－………・・………一…………… 9

環境衛生科…………・・・……－－－－－－－－…………………………・・・…………・・・………………・・...14 

水質試験科…－－－………・・・……………………………………一…………………………・・…..17 

食 品 科…………………………………－－…………・・・………………………・・・………ー…18

栄 養 科…………………・・・…………………・・・・・・………・ー…………………………・…..20 

獣医衛生科…・－－……………………………………………………………………………………21

医薬品科…………………………・・…...・ H ・－－－………...・ H ・－一……－………………………..22 

衛生用品科……………………………ー………………・・・……………一……………ぃ………23

業

工

五

m 

IV 

x 

VI 

四

v 

四

立

XI 

門

i
り
ム

二
三
子
夫

兼
千
士
正

官
一
同
士
旦
問

中
へ
司
十
十

自

j
田
町

山
石
坂
浅
辺

調査研究事項

インフノレエンザA2型ウイルスの分離におよぼす発育鶏佐卵令の影響

・・・・・・微生物科

第四章

工

岩 di奇謙ご
坂井千三
浅田富士子
村上 一
辺 野喜 正夫

ニューカツスル病ウイルス（NDV）の組織培養

一一発育鶏肝j支JI大筋組織陪養のND V感受性について一一・・・微生物科

JI 

32 

斑 昭和33年他誌に発表した研究業績

1 SM培地の指示薬に関する知見… 壁 ・39
口

L
仏
お
じ
じ
円

三
守
ム
円
ハ

型7
1長

門
関

・fi段生物宇｜

2 Differentiation of Brucella Melitensis 

from the other Types of Brucella with 

Phenol and Salts・・・ .. ・・・・・・・・・・・・ ... ・・ ..…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 'rf技iu句H 辺野喜正夫－－－…39

辺野喜正夫・・・…40

辺野喜正夫・・・・・・40

A Specific Action of Bile on Brucella 

Melitensis 

Type Differentiation of Brucella with Sodium 

Cholate…………………………・・・………………………."J）技生物f:;I
細菌学的に見た食中毒の問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・f)校生物fl.

( 1 ) 

3 

4 



ハ
u

d
佳

老
夫
郎
子
一
一
一

正

士
a

養

官

庁

r

査
口
ソ
パ
凶

井
野
山
出
井

新
辺
高
浅
坂

昭和32年東京都において流行したインフルエンザの検索成

績について・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・微生物科

5 

Salmonella giveのー検出例について………………………微生物科
可

i
A
住

友
円
L

以
仲
た

、u
v
i
J
c
－A

ノ

刀
口

円
H
H

内
中
日

薮
田
井

6 

衛・・・・・・41定口1工結核菌検査の統計的観察・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・微生物科

1例のブルセラ症で経験した細菌学的検査に｜却する

二，三の失IL1よ…………………・・・……………………………微生物科

7 

8 

正夫・・・・・・41辺野

サルモネラ等の抗原誘導用に使用する一試験管

(BY試験管）の考案……………………………ー・………微生物科

9 

辺野喜正者 ・41 
薮 内 伺

百昭和33年度｜臨床試験科の研究業績について

1 水質硬度試験紙について……………………………………臨床試験科 正－－－・・・42

ワ山A
吐

正
寿
茂
一
典

ー
付
λ

文

賢

革

連
木

沢

沢

々

岸

柳
秦
池
佐
山

文沢HHa白
石
川
ヴ

E
3
4
1
 

ビタミンKの豚回虫卵の発育抑制作用について…………臨床試験科2 

外科手術前後のj抱．清電解質についての臨床的ならびに

実験的研究・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・臨床試験科

3 

主..43 文沢
j也

柳
大

メゾ酒石酸j包の生化学的，薬理学的研究（ 2) 

アロキサン糖尿と血液中の存在について………………臨床試験科

4 

正......44 文j尺n
H
Hい
a

口
H
H
J

『
寸

s
q

，
カリウムのII易管内吸収におよぼすビタミン＠薬物の影響に

関する研究・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・臨床試験科

5 

必斗－－a生
公
正

に
U

A
告

功
武
典
夫
子

正
裟
佐
尭

袈
喜

奈

本

一

＼

1
4
f
u
一服ォ

斎
小
中
斎
鈴

小笠原
柳沢文

東京都のばい煙と屋外空気に関する調査（第14報）………環境衛生科v 

。，
e制

民
d

功
武
典
夫
子

正
裟
佐
尭

袈
喜

宗

主

小

ミ

1
4
4山
膝
ォ

斎
小
中
斎
鈴

東京都のばい煙と屋外空気に関する調査（第15報）……・・・環境衛生科VI 

斎総 功
小林正武
中山袈裟典・・・・・・59
斎藤喜佐夫
鈴木亮子

東京都のばい煙と局外空気に関する調査（第16報）………環境衛生科VII 

東京都のばい煙と屋外空気に関する調査（第17報）………環境衛生fJj. 斎総 功
小林正式
1=1二i山袈裟典…・・・67
斎 藤 喜 佐 犬
鈴木亮子

( 2 ) 

日E



認..s2 

功
武・・・・・・88
；告

雅...... 92 

d
U
A
 

門

i

功
武
清
夫
助
〈
助
治
勇
雄
夫

正

佐

裟

兵

秀

正

好

正

正

元

秀

喜

袈

土

寸

寺

藤
林
角
膝
山
田
回
沢
布
山
藤
林
膝
林
養
藤
林
養
尾
村

斎
小
両
斎
中
広
須
熊
千
高
斎
小
斎
小
善
斎
小
善
長
三

東京都内河川i汚濁による大気汚染の経験…………・…・・…叩衛生研究所

浅草保健所

環境消毒法の研究（第4報）……………….........…....・H ・－環境衛生科

局

局

生

h"！－..・
ニ＇＂＂オミ：

｛布

建

IX 

正

x 

円。
0
0
 

功
武
治

環境消毒法の研究（第5報）…………………………………環境衛生課XI 

環境消毒法の研究（第6報） ....・ H ・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・....・ H ・－環境衛生科XII 

陸水の自然放射能測定調査・…一…・・……...・ H ・....・ H ・.....・ H ・水質試験科XIII 

。，
，

MハU
せ

1

－
雅
一

長 尾 元
三村秀

松井多ー
西坦 進… 106
直井家寿太

北村久寿久… 113

弗素含有;J:I二戸XIV 

心不
口
口口各種食品の放射能調査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・…－－－－－－－－－食xv 

6

3

1

2

 

2

Q

U

A

A

5

 

噌

i

噌

i

1

ょ

1
4

一
瑛
子
老
治
徴
士
口
大
郎
老
治
徴
子
子
子
老
治
雄

多

代

養

勝

正

達

養

勝

甲

富

代

養

勝

正

弥

田

美

井
居
一
J

井
山
井
沢

5
田
井
山
井
辺
城
宇
井
山
口

4
枠

什

仲

て

ベ

イ

寸

ノ

松
藤
佐
新
秋
泊
旅
山
山
新
秋
泊
渡
井
桜
新
秋
道

寸
斗
，

f
z
q
 

寸
寸
寸

イ

Jan－－

心
レ
「

寸
寸
寸

マ2
A
1

口
口口

蓑

養

ロ
ロ口

ブドウ球菌 Enterotoxinについて…………………………食

ツカリンナトリウムおよび、ズノレチンの食品添加物

公定書原案作成について・－－…－－－・・・・・ー・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・食

クロレラの栄養成分について……...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…栄

都下小金井および小平における高齢者の食生活について…栄

XVI 

XVJJI 

XIX 

老
治
倣
麿・ 158

江
子

蓑
勝

博
文
矩

井，
μ
升

新
秋
油
関
梶
添

心
レ
「

rIγ 

養小麦粉におよぼすr線照射の影響…・・・…...・ H ・－－……………栄

生休，食糧中 Strontiumの測定の意義および濃度に

ついて 万n:.(:I~··· ………………………………一－………・・・栄

xx 

XXI 

ハUF
0
 

4
i
 

－
二
＼
凡
仲
川

二
ノ
ふ
か
仙

山
島

手下仔！？：
松木

牛乳中の大腸菌群の熱抵抗性に関する実験的研究 v 
;i~~＼衝撃を受け7こ大ll易再rnrの！？？安来にx»J・する発有能成
について・・・・・・．．．．．．．．．．日・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．・・・・・・獣医ffi¥f~1J~1-

日大大学院
( 3 ) 

XXII 



xx班 牛乳中の大腸菌群の熱抵抗性に関する実験的研究 VI 

殺菌時における牛乳中の大腸菌と共存細菌との聞の

“association”の有無に関する実験的考察………・・・…一－獣医衛生科

日大大学院

XXIV ケイ酸カラムによるポマード中着色料の試験法…・・・………衛生用品科

( 4 ) 

春松嶋 田本問 幸昌佐治雄夫…164 

落戸岡 村合谷 健哲輝 夫也子υ 169 



第一章序

1. 設立の自的と事業

東京都立衛生研究所は，東京都の公衆衛生の向上増

進に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床試験，環境試験，水質検査，栄養試験，食品

検査，獣疫検査，製品検査，医薬品検査およびこれら

の研究などきわめて多岐にわたっている。

これらの試験検査は，衛生行政の裏付けをする収去

試験，中毒試験などの行政試験を中心として行われ，

一般都民からの依頼による依頼試験も行っている。

その他地方衛生研究所，各積検査機関および各関係

方面との技術交流を行い，技術の向上a，検査成績の確

災を期するとともに手術的恭礎的調査研究にも努力を

払っている。

また衛生試験検査技術指導講習会を開催するなど技

術指導方面にも役割を果している。

2. 沿革

本研究所の設立以前には，衛生試験fl}f，細菌検査所ぅ

衛生検査所，獣疫検査所，血築研究所，製薬研究所の

6機関があったが，これらを統合して昭和24年に東京

都立衛生研究所が設置されたので、ある。

3. 本年の状況

腸管系病原菌の検査件数は 308,928件で32年より約

21,600件の増加となっており，また陽性率をみると，

31年の2.25%, 32年の2.39%であったのに比べ33年は

1. 77%と大巾に下っている。 )J易管系以外の法定伝染病

関係の検査件数は約12,300(tlニであるが，陽性数からみ

ると日本脳炎は450件仁l::i151件3 次いでジフテリアが

180件中56件であった。 これに対して流脳，コレラ，

ペストには陽ti：がみられなかった。

梅市：血清反応の取扱件数は 113,274件で32年よりや

や減少したが，陽性率は11.4%であった。

大森保健所管内に発生した食中毒にl;:j~ してはj記者糞

便72件中16件から Salmonellagiveを検出したO

本年特筆すべきことは，抗生物質耐性赤痢菌が健康

者の保菌検索で検出されたことである。

本年の寄生虫の検査件数は 200,451件で32年よりや

や減少しているがp 虫卵保存率け、32年の15.4%に比べ

て9.S%と大巾に下っているn

この保卵者の減少は一般都民の寄生虫駆除に対する

関心の深まりと p 学童に対する定期検五の効果の現わ

メ

説

れとみられる。

近年都市公害の問題がクローズアップされてきてい

るが， 29年末からの継続事業としての，ばい煙による

空気汚染状況の調査によって，注目すべき資料を提出

している。また夏季の異常渇水に関連して，浅草地区

に起った河水y:15尚による金属製品の腐蝕3 黒変事件に

1%zして隅田川水の綜合的調査を行った。

水質試！肢は依然として年々増加している。中でも首

位を占めているのは井水の飲料適否試験で 8,890件で

あった。これは31年， 32年に比べてそれぞれ 3,700件3

3,000件の増加となっている。試験成績からみて飲料

に適すると判定されたものは，化学試験の約 6剖，細

菌試験の約 li~U 5分で、あった。また29年以米清掃局か

らの依頼により簡易水槽便所の放流水の試験も年々増

加している。本年は約 3,000件におよんでいるが，不

良件数が多く，清掃法の基準不適合は80%で＇32年より

10%の減率となっているが，まだまだ使用者側の維持

管理に不備な点があるためと思われる。

また科学技術庁からの委託により32年9月以降，陸

水の放射能測定調査を続けており，注目すべき資料が

得られた。

食品関係のおもな一斉検査には，飲用氷（不適率約

20%），酒類，チューインガム，歳末（不適率0.47%)

等があった。

食中毒：関係では50［牛のうち毒性物質の検出されたも

の5件で、あった。

製品関係では総件数8,369件で，内訳は人工甘味料

が 1,426 fc！二，人工着色料が303,(ll二，かん水が6,281件，

Mc椴カノレνワムが 353件で、あった。

また科学技術庁からの委託により水質試験科同様食

品の放射能測定調査をも進めている。

栄養科としては食品の成分々析，栄養価の測定，栄

養調｝ljlの研究，相談を行っている。

強化食品の試験では？許可内容量に対して含有量の

不足が過半数を l~i めている。また身体障害者，高齢者

に対しての栄養H~取状況調査によって有益な資料を得

ている。

狂犬病についてはう受理I[検体83頭で昨年より約30頭

減少したが， H：犬病と／!lf/tされるものはなかったのこ

れで31年以来 3年間連続発生をみなかった。

牛乳々製I日の1＆五についてはp !I完去品， {t(WTh!品を合



わせると 5,539件で32年に比べて約 1,000件の増加と

なっており，不適E容は 45.33 %で、あったが，その主な

ものはアイスク Pーム類であった。

食肉魚介ならびにその加工品の検査については，総

受理件数は 3,682件で昨年よりやや増加している。

医薬品については，本年は特に自動車排気ガスによ

る汚染問題が表面位してきたので，市販加鉛ガソリン

の四エデノレ鉛定量試験のため一斉検査を行った。その

他例年のとおり殺虫剤（121件〉，市販消化剤および殺

菌剤（50件〉，風邪薬（36件），駆虫剤（25件〉，催眠剤

(66件〉等の品質試験を行った。

生薬関係の収去検体は469件（148種〉で適否試験の

結果，粉末生薬は成分，含量の不足しているもの，灰

分の超過するものがあった。

附属薬用植物園は年年標本植物の整備拡充に務め業

務の参考資料としている。

衛生用品においては，一般依頼試験は 218件で昨年

よりやや減少しているが，収去試験は 4,012件と大巾

に増えている。収去品中大半は医療器械器具，顔面，

頭髪用品が 1~'5 めている。

衛生材料関係では最近品質の向 l二が目立っており不

適品は極めて少くなってきた。

倒年行っている衛生試験検査技術指導講習会を33年

も実施し，細菌試験，臨床試験，水質試験，食品中の

有害性物質試験，牛乳，乳製品の試験などの講習を

326名に対して実施した。

( 2 ) 



危企ー」

府＿..... 機構および事業の概要

工機 橋

本研究所は所長の下に，庶務課，経理課の 2課と微

生物科，臨床試験科，環境衛生科，水質試験科，食品

科，栄養科，獣医衛生科，医薬品科，衛生用品科の 9

科がある。細部の組織？担当業務の概要および、配置人

員は別表のとおりである。

部
川
例 i~ コU市山 置

（昭和34年4月1日現在）

～＼＼、＼ ＼ 
職 主 技 主 技 看

事務手助 技術助子 i 工員
作 m 

職臨H員寺

fコ』
名

課 師 護 三→主佐→ 務

ヰ 癖 名 ＼＼ 自市 補 *rn 女計 員 員

f廿； j砦 課 ｜ 7 3 8 ユ 5 3 25 
／／  

経 J]l 5果 7 2 6 3 21 

（！） (2) 
1J投 生 物 科 15 16 2 3 工

臨 床 試 E会 F↓ 4 2 工 3 2 ょ3

環 境 衛 生 科 6 2 8 

（〉 (1) 
水 質 i式 店長 科 5 l 

食 ロロ口 不↓ 工4 2 l 工 18 

栄 養 手斗 8 ユ l 10 

獣 医 1詰 生 科 7 l l 9 

医 薬 口口口 科 9 2 l 2 工4

衛 生 m 口に口1 科ー 6 6 

張 所 2 7 l 5 エ l l 4 l 24 

(2) ぷ;3)
♀6 8 11 5 
r、

註 （ 〉は結核休養者を示す。

( 3 ) 



東京都立衛生研究所の組織と事業
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予算およ び 決 算lI 

昭和33年度予算および決算

(1）総括

昭和 33年度

i話＇ 6~成または
不用額

額算L
、、討。

'{{fl 算予
目科

当

89, 127, 

80, 780, 

73, 573, 

79, 480, 

者I）庁費

保健衛生費
経

169, 908, 1 

29, 675, 

5, 585, 

86, 

153, 054, 

30, 560, 

7, 387, 

llO, 

L
i
 

使用料及手数料

国庫支出金

雑 収入

日オ

35, 348, 
j原

134, 559, ll4, 996, 主主引一般財源充当額

78, 288, 

67, 748, 

2, 627, 

財

追加更正額

2, 627, 

146, 036, 

30, 770, 

6, 568, 

84, 

345, 

345, 

昭和34年度予算額（34.8.1) 

分区

78, 288, 

65, 120, 

費庁

街

者15

，保
経

生健

143, 409, 1 

30, 770, 

6, 223, 

84, 

J日

AaH

使 用 料および手数料

国庫 支 出 金

雑収入

費

i原

工08,613, 2, 282, 106, 331, 源充当額ttj・ 般ヲ｜差

事業別予算および決算額（歳出）(2) 

rn 額

228, 
242, 
801, 
11, 
5, 

651, 

不官自

10司 580,
21, 136, 
23, 894, 
2、052,
2‘073, 

12, 862, 

算決算

工0,808, 
21, 379, 
24, 695, 
2, 063, 
2, 079, 

13, 513, 

予

費
費
費
費
紺
（
費

（目別〉分

］可！

菌検
化学試
究調
術指
防措

管
細
理
研
技
予

区

(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 

年度

昭
和
三
十
二
年
度

1, 941, 

199, 
274, 
443, 
工63,
56, 

147, 
271, 
198, 

72, 599, 

9, 793, 
14, 198, 
23, 244, 
2, 068, 
2, 022, 

13う076,
12，工50,
4、225,

74,540司

9, 993, 
14, 472, 
23, 688, 
2, 232, 
2, 079, 

ユ3,223, 
12, 421, 
4, 424, 

費
山
骨
（
費
山
武
山
武
費
費
問

理
菌検
化学 2式
究調
術指

吾JU
H又

管
経
理
研
技
施
予
詩

(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 

昭

和

三

十

三

年

度

置！出

1, 755, 

( 5 ) 

80, 780, 82, 536, 



減，（：：，込増決

2, 841, 

104, 

2, 046, 

749, 

150, 

1, 801, 

1, 672, 

129, 

53, 

Le,. 

企ミミ

乙2込

企ミミ

乙L

左：：，，.

ε：：，，. ι仲
戸

北
官
庁

40, 044, 

額

26, 787, 

149, 

16, 648, 

9, 989, 

6, 503, 

ユ21,

29, 675, 

252, 

15, 885, 

13, 537, 

5, 585, 

4, 864, 

721, 

86, 

35, 348, 

特定財源予震および決算額内訳(3) 

コr，
q

－J
 

者負

29, 833, 

128; 

17, 099, 

12, 606, 

7, 579, 

ユ59,

算予八刀

数 料

文書手 数 料

細菌検査手数料

理化学試験手数料

庫支出金

収入

区

手

年度

昭

和

三

十

二

年

度

！主｜

雑

53, 412, 37,572, 

32, 517, 

148, 

17, 932, 

14, 287, 

工50,

7, 387, 

6, 537, 

850, 

140, 

数料

文書手数料

細菌検査手数料

理化学試験手数料

都立学校入学考査手数料

庫支 出金

匡！庫負担金

委託金

収入

1』

lご1

子

国

円

μ
干
守

十

H刀
iコ

年

度
Le,. 1ι 

l二I

(34.8. 1) 昭和34年度事業別珠算額（歳出〉(4) 

J

－ヨ円
H

(1) 

12) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

9, 209, 

16, 637, 

23, 806, 

1, 727, 

2, 079, 

12, 084, 

2, 203, 

額

120, 

2, 160, 

345, 

IE 吏加迫額

9, 088, 

14, 476, 

23, 805, 

1, 382, 

2, 079, 

12, 084, 

2, 203, 

算予初当一

礼

申

弐

お

弐

伸

軍

司

お

司

、

お

孔

お

礼

お

之

社
t
J
4
J
4リ
乍

J
u
f
J
4
1
J
d
f
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分（目別）

理

検査

学 試 験

調査

指導

措置

菌

化

究

術

防

管

細

理

研

技

予

諸

区

67,748, 2, 627, 65, 120, 1
 

4
コ日

1』
仁1

(34.8. 1) 特定財源内訳（歳入）(5) 

数 料

文書子数料

細菌検査手数料

理七学試験手数料

庫支出金

国庫負担金

委託金

収入

30, 770, 

186, 

18, 002, 

12, 582, 

6, 568, 

6, 223, 

345, 

84, 

官~i

345, 

正更n
H
H
 

’有川
N迫吉良

30, 770, 

186, 

18, 002, 

12, 582, 

6, 223, 

G, 223, 

算予初当分区

手

国

345, 

345, 

84, 
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班施 ~又fL 

本研究所の施設は次のとおりである。

詔！ 〆λI二ョ1 ｝？？ ,f:五 士山

庶 務 3果

経 叩ー 課 新宿区百人町4了目539 鉄筋ゴンクリート建

環境衛生科 電（371)0591～0593 地J'.2階地下 l階

水質試験科 3551・1669（所長〉 28: 1, 181. 54 3, 524. 附間建物27！諌

ユノペ込、: 仁l川二1I 宇｝ 0591（］支持目宿直JIJ)

栄 養 科－ (368)4141 

獣医衛生科

医 薬 口口口 科

衛生用品科

分庁舎 鉄筋ゴシクリート建

微生物科 文京区大塚辻町18 8 675.53 1, 067. 771地上 3階地下 l階

臨床試験科 電代（941)8141, 8144 附属建物 7~掠

立川出張所 立川市柴崎町3の155官立川 2858 30. 50 立川保健所内

荒川出張所 荒川区三河島7の605の2電（891)8212 16. 50 荒川保健所内

小石川出張所 文京医小石川水道町6電（921)0909 15.00 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町日の961 電（961)1727 15. 50 板橋東保健所内

杉並出張所 杉並区荻搾3の145 市（391)4832 12.00 杉並西保健所内

荏原／：U 張所 品川区平塚4の23 電（781)3209 エ6.50 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3のS電（641)3488 14. 50 深川保健所内

一河島分室 荒川区三河島9の1983電（831)9981 ,,:; 113.00 249.00 鉄家筋建コシクリート平

381 2, 090. 571 4, 840. 

( 7 ) 



童
a三第

1. 庶務課

人事，文書3 給与など、の一般的庶務事項の他，検査

物の受付－，各種統計の作成などを行っている。

この他本研究所の機関誌として事業月報，研究報告

および年報を発行している。本年け、保健所配置の衛生

試験技術者 326名に対する技術指導詰習会を開催し，

また地方衛生制究所全国協議会には役員として活躍し

た。

2. 経理課

1 業務概況

(1) 昭和32年度迫加予算要求書提出 (1月24日〉

(2) 昭和33年度新規経費査定内示（ 2月3日）

(3）杉並出張所改築工事竣工（ 2月 5El) 

(4) 昭和32年度迫加予算査定内示（ 2月17日）

(5) 科学技術庁委託3 放射能測定調査終了報告書提出

(32年度分〉 (4月15日）

(6) 分庁舎非常口改修工事および排水工事竣工（ 4月

27日）

(7) 本庁舎陸屋根防水工事および：tJI：水工事竣工（ 5月

27日）

(8) 診療エックス線技師養成所新築設計委託建築局へ

( 5月14日〉

(9) 科学技術庁委託放射能測定調査契約の締結（33年

度分） (7月 1日〉

側昭和32年度決算調書提出（ 7月）

問 診療エックス線技師養成所新築工事執行委任建築

局へ（ 7月9日）

(1司 会計検査院実地検査（厚生省関係） ( 9月 1日）

(1司 昭和33年度追加予算査定ならびに計数整理（ 9月

9 El) 

倒） 講習用教室改修工事竣工（ 9月15日〉

(15) 診療エックス線技師養成所新築工事着工（10月8

日〉

(16) 昭和34年度当初予算編成（10月）

仰） 同上要求書提出（11月）

（瑚昭和33年度第 1同臨時出納検査（11月24日）

(1到 昭和33年度追加l予算査定ならびに計数整理 (12月

2 El) 

側 11昨日34年度当初予算査定ならびにiii・数強翌日 (12月

21日〉

2 主な工事

(1) 放流水検査室改修工事 700,000円

業 務

(2) 屯気引込線ftf'l[工事 420,000円

(3) 本館｜副長根防水修rm工事 750,000円

(4) 木館給排水’修Jl日工事（ 2件） 495,000円

(5) 技術指導教室改修工事 264,000円

外 251ll~ 3,205,000円

3 物品調達（器具整備〉

(1) ｝リワ：r.~消装置 1台 405,000円

(2) メトラー直示天l'F 2台 520,000円

(3) 日立冷凍遠心機 1台 2,400,000円

(4) 分子蒸油器 1ムIコ 365,000円

(5) 真空洗縦装置 1ム1=i 647,000円

(6) 電気低温冷蔵庫プエノレコ 1ムIご1 345,000円

(7) 日立炎光光度計 1台 248,000円

(8) メトラー直示天秤 1台 260,000円

(9) WI!本ポーラログラブ 1台 565,000円

(10) X線装置 1式 1, 140,000円

外 1,570件 43,405,000円

4 不用品売却

(1) 高圧滅菌器外 75件 47,350円

3. 微生物科

本科の業務の大半は法定伝染病の病原菌検索であっ

て，本年度の総件数は 452,908件であった。このうち

健康者（飲食物取扱業者，各団体の賄人3 上水道事業

従事者）保再l者，注意患者，保菌者および問、者の家族

関係者等に関する材料が 308,928件であり，例年のと

おり夏期の伝染病の流行期をひかえ都民の食生活と惰

接な関連のある飲食物営業者および集問給食従業員に

対し？ 6, 7月の 2カ月の間に 134,877件の検査を行

い赤痢雨 558件，パラチフス商 1件を検出した。

梅毒血清反応、は，緒方法，ガラス板法の両法を併用

し，その取扱件数は 111,708件で昨年よりやや減少を

示している。なお陽性数は昨年の15,625件に対し，本

年は12,823件であって，年々陽性者数は減少してゆく

傾向にある。

またガラス板法？緒方法，双jよの定量検査件数は年

々増加！し，今年は昨年より 200件増の 2,697件を消化

している。

やや取扱件数の減少したものにはあ~ii支出iの培養検査

ならびに耐性試品売を挙げることができる。

食中存関係について見ると本年は 602'111二を扱い，特

に大森保健所管内の山王小学校に発生した食中毒に際

して患者糞便72件1:1:116件から Salmonellagiveを

( 8 ) 
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検出した。

その他日本脳炎等ワイーJレス性疾店、にi兵jする補体結

合反応，血清反応？三河島における鼠体検査等は，ほ

ぼ＇f7il年並の件数であるが，それぞれ所期のj真果を挙げ

ており，なかんずく l作年からの継続試験として？本郷

保健所管内に発生を見た集団チフスの感染経路をつき

とめるべく悶立予防衛生研究所，駒込病院？本郷保健

所との協同調査を続行した結果，官：内のー豆腐屋の家

族の一員であるチフス保菌者によるものであることが

判明し，過去 2カ年ごしの集LJIチフス感染源淵査に終

止符を打った。
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一一一一昭和33年

~ ＿，国 町 τ宅」弔詞跡、F ， ／ 」牛三三宇J ド ー』F ト

"" 句＝司0 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10' 11 12月

微生物科取扱件数（最近3年間〉

（註〉 和l線は！場’i''L:数を示す。

また本年！M'筆さるベきことはVe生物質i(ij、t'Iつミ赤：~wrr蕗iが

健康者の保菌j妥1t￥：で
従来健l操t保甚i者j免来では！｜自和32年まで‘:JA生物質．に耐

性の亦痢｝量n土j負IJ＼されなかつたが’今年になってはじ

めて 3株検出された。菌の抗生物質耐性化の現況を知

る上に重要なことである。

継続研究としては近年薬剰耐性ブドク球菌が広く蔓

延し重症な肺炎p腸炎の原因となっているが7本科では

これが感染症の病理を解明すると共にその先疫学的治

山ならびに予防の方法についての研究，赤痢11¥fの抗生

物質感受性の推移にi対する調査？イシブノレエシザワク

チシ予防接種の効果（国立予防衛生研究所，国立病院

と協同），都民の A/Asia/57型イシブ jレエシザ抗体の

Jft移に関する調宜，糞便内赤痢l'Jiiの保存ならびに増菌

培地 GN-BrothのliJf9'G, )J易＼lj~吉原 1Jii新分離J:;ji地 DC

LS寒天のwr-究，百1=111瓦1hlfの感染免疫に｜却する研究，

ブドワ球菌毒素に関する研究などを行っている。

新しい事業としてはアデノワイノレス 3 ポリ才ワイノレ

ス笥；の検査がで、きるように，組織培養を開始し，その

実験的段階は完了した。来年度からは本i去を応用する

ことによって， ワイノレスM：疾山、の検在ならびに研究を

一歩前進させることができるであろう。

また，家兎3 モノレモツトの飼育植を従来の木製，鉄

製品からスデシレス製に切換え？実験動物の生活環境

を改善し，消=Tlf:に便利にするようにした点を特記して

おく。

以上のほか，本年は医科大学3 歯科大学生の見学，

イシターン延約 500人の見学ならびに指導，また保健

所の防疫職員， o 食品衛生監視員 100人に対する講習を

行った。

4. 臨床試験科

ぎ！科に於ては診断に必要な血液，保尿， l品脊髄液など

の検査を行ってきたが，本年の検査件数は 5,932件で

昨年より約 804,jq二の減少を示した。しかし定量分析の

ように 1件で、定性分析の数十倍の手数がかかる残余窒

素3 血糖等の分析が 2,0611LI二を l~l め p その上動物を用

いての純娠反応が 732件あった。

なお，都栄養課と協力し昨年に引続全八丈島へ栄養

指導調査に行った。昨年より，住民の栄養状態がすこ

ぶる良くなった事は，栄養調査ならびに指導を行った

効果であろう。その外部内各保健所のX線技師の健康

治Fltのための血液検査は年 2IITJ行った。

生化学的研究調査は昨年同様カノレνワムおよびマグ

ネνワム代詩！と，糖尿病の研究であるO 前者のガは一

応まとまり栄養食糧学会総会の「カノレνワムの栄養学

「巾諸問題jと言うv／＇ポジワムに於いて「血清透析性

カノレνワム測定の7主義J(j1J¥I沢文正）という特別講演を

行い，さらにこの代！制から一つの他戚のあり方を見出

し全国学校給食研究大会に於いて「食生活と健康J

（柳沢文正）の特別講演を行った。

( 9 ) 
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i 赤 訴q チ ブ ス 赤 ？利 ナ フ ス 赤 痢
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臨床試験科取扱件数（最近3年間）

（寄生虫）

（註） 細線は陽性を示す。-
O l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 II 

臨床試験科取扱件数（最近3年間） なお明年度は特に 3 多摩地区の寄生虫の~：j誌に努力

（臨床試験〉 する計画である。

（註〉 細線は｜閉症を示す。 研究調査については3 豚回虫卵を用いピタミ：：，； Kの

影響について調べた。その結果ピタミシKは抑制的に

寄生虫関係においては，原虫，嬬虫の検査を行なっ 働く事が明らかになった。

ており，その対象は昨年同様学童の嬬虫検査が大半を 5. 環境衛生科

占めている。 諸種の環境衛生学的試験研究を行っており，その中

昭和33年度は200,451件，その陽性率は10%である。 心をなすのは空気関係の試験であるが3 主な項目を記

28～29年頃に比し，実に寄生率が半減しており，また すると，室内外空気，日光，照明等に関すること，住

学童10%位，一般（成人〉は13%前後の陽性率で普通 居，作業場および衣服衛生に関すること，ばい煙，騎

の反対の現象を示している。学童は年2～3固定期的 音，紫外線等に関すること，ぢん芥，尿尿その他汚物

検査を行なっているため，その成果が如実に現われて 処理に関すること，その他環境衛生に関することなど

いるものと考えられる。 となる。

また，その外に青果，野菜（清浄野菜を含む）及び 本科の事業対象は，一般都民の公衆衛生に密接に関

土壌の寄生虫卵検査，汚水処J:'ill場の汚泥の寄生虫生死 連しているもので，行政面では興業場，公衆浴場，

鑑別を行なっている。 理， 美容所， 墓地p 公園， 河川等都民の日常生活に

( 14 ) 
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直接にふれるものが多い。また都内のピノレ，事務室，

工場等の依頼による空気，有害ガス試験等が多く，依

頼試験は実際上本科の日｝j3’業務のほぼ半ばを占めてい

る。

昭和33年度に行った業務の主なものをあげると，先

ず昭和29年末からのばい煙による東京都の大気汚染状

況の調査である。これは本科の力の許す最大限度まで

行っているもので，依頼試験と並んで本科の日常業務

のほぼ半ばを占めている。従来｜司様都内26カ所の観測

定点（主として保健所屋上）で空気を調査対象として，

保健所の協力のもとに，気温，湿度，天候、風力，風向，

紫外線強度，月間降下ばい趨量およびその放射能，浮

遊塵量，麗1失数，炭般ガス量，細菌数，一般イ七炭素量

等の概況をす凶起しようとするものである。

調査は第 4年度に入ったわけで‘あるが，各地の11キド

麗量は月により，地区により相当著しい差があり， 1 

～ 5月の寒季に多く， 6～12月間は比較的少し東京

の降下塵量は季節的に寒季とi援季，あるいはi援房期と

非暖房期とにおよそ分けることができ，暖房の影響が

矧著であり，また地域的にはピノレfli，繁華街が多くう

工業地域を凌いでおり， f1宅地，郊外は最も少い。かく

大！？！刊さ地域が最もばい側が多いのは東京のばいt,iv［の特

性に数うべきである。各地降下塵量の試験年泣くによる

若は比較的少し所により比較的一定したものである

ことを忠わせ，降下麗の少い所は暖房期に入っても比

較的増加が少く，これに反し降下麗の本来多い所は暖

房期の増加が顕著である。ピノレfijに比べれば，工業j也

j請の降下鹿量の月変化は比較的に小である。｜年下鹿量：

に及ぼす風向の影響はー発煙！源が多いためか明｜僚で、な

い。鹿j夫の数量は日々変化が顕著で一定しないが，昨

ド塵の多い所は多数を示すことがしばしばである。し

かし降下麗の多い所でも浮遊趨が少し空気l1i染の認

められないこともあり，要するにスモッグないしスモ

ークが認められない場合は，都心の空気も汚染は少い

と考えて大過なく，かかるものが認められる場合，あ

るいは無風の曇ないし雨，雪の日などは注意を要する

と考えられる。

とにかく東京は世界有数のばい煙者j）市であることは

否定し難いことであって，ばい煙防止に努力が必要で、

あることは明らかである。

次に，本年度で注目すべきものは，夏季の異’市なi晴

天続きによって起った各河川の異常渇水と，それに関

連して起った河川汚濁の高度化が，猛暑と相まって結

局河水中の汚物の腐敗，分解を起し，悪臭ある有害ガ

真鏑？燐育ilil1Uその他の金属製品を！商蝕，黒変せしめる

'fi:fil二が生fじ，関係業者9 工場等の問で

たO 被害はi：国旺i川沿岸P 特に浅草地区に著しかった

が‘多摩川下流の工場等にも同様な被害があった。本

件の原因については各方面からのII意説が新聞紙上に流

布されていたが，都衛生局の通牒に基ず色この原｜却

を究明するため迅速に河岸空気ならびに附凹川水の綜

合的調査を行い，甚しい河水の￥15尚，黒変と空気中の

有害ガスの存在を確認して，その聞に充分の関連を認

めた。有害ガスは硫化水素とアンモニアを主とし酸

化窒素や亜硫酸ガス量は普通外気と大差なく，また金

属の腐蝕状況よりするも原因からは除外された。

硫化水素は空気中に 0.2～0.3ppm程度の多量に検

出せられ，河水中にも硫化物として多い場合はlOppm

を証明し？付近に硫化水素を排出する工場等もなく，

総ての状況より考えて本件の主l却は川水より発生した

硫化水素によるものであることが明らかにされ，対策

として荒川の水を隅田川にもっと大量にまわせるよう

お湖水門の改修の急務であることを意見具申した。と

ころが半にして 7月末第11号台風による出水により，

我々の対策は台風が忠実に実行してくれた結果とな

り，本件は一挙に解決したO その後8月に）Ii水はP:J：び

黒化，悪臭を発したが，高度に杢らぬうちに夏は去

り，気温低下して問題は少くなり？今日に至っている

が，多忙中炎天の下本調査の迅速な推進のため奔走し

た骨折りは大なるものがあった。本調査の！際は衛生

j品浅草保健所，民間有志の関係者も一致協力された

が，関係各位の労も我々同様大で、あったと思う。

本調査の結果の概111告は新聞，ラジオ等を通じて都民

に発表され，民間関係者の不安をしずめたのみでな

く，河川河尚防止運動推進の一助ともなった。

また年末には者15教育庁の依頼に応じて，文部省企画

の学校環境綜合調査に参加して，主として小，仁｜コ学校

の外気状況に関する調査を担当し空気調査を15校，

！騒音調査を18i交行った。調査校は何れも都内小中学校

中状況不良とみなされているもののうちから選ばれた

もので，騒音では可及的最大と忠われる場合を試験し

たが， 50ホン以下の値は皆無で， Iliff騒音が大きく 80～

85ホン位は普通であり， 70ホン前後なら小さい方で，

自動車の警笛や，電車の通過音，工場の特殊作業音な

どは90ホン前後を示した。空気試験は普通空気試験の

他，趨挨量及び外気中に最も普通な有害ガス（一酸化

炭素，亜硫酸ガス，アンモニア，硫化水素）について

試験個所の状況に応じ選択的に行ったO 普通空気試験

スを発生して河岸一倍の空気を汚染したのみでなくラ は3：：試験mm所について行町った。空気試験の対象校は何

( 16 ) 
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れも何らかの空気汚染を近所に持つものであるが3 対

象校の選定は夏，試験実施は晩秋と時期のずれが著し

く風向が大きく変っていたためか，校外の風下の地点

まで出張して試験した場合を含めても，その謀しく不

良な成績は得られなかった。夏季の検討が必要であ

る。しかし従来放置された学校環境の調査がp とにか

く不充分ながら行われるようになったことに，大きな

意義が認められる。

その他年初には環境衛生監視員に対する講習を倒年

の如く行った。講習期日は短いが3 講習材料の更新そ

の他講習準備に費した努力は相当大きいものがあっ

7こ。
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次に民間よりの依頼試験は前記の如く本科の日常業

務のほぼ半ばを占めるもので，申込件数は我々の処理

能力を上廻ることが多く，申込順に処理している。内

容的には一般に上述した諸問題に比し量，質ともに単

純であるが，これは一つは試験費用の問題で、あって，

民間が試験費用のさらに大額の支出を厭わなくなれ

ば，試験ももっと大規模になる可能性は多分にあり，

現在でも往々複雑な問題もあるが，多忙のため応じき

れない困難がある。

研究業務の中では，多忙な日？札研究的業績をあげ

るに非常な困難の中から，日本薬学会に普通室内空気

中乃鹿咲，炭酸ガス判定標準改訂を提案し，日本公衆

衛生学会に薬用液状消毒石鹸 KYSAir Sampler濃

度指数と環境条件，東京都の大気汚染等に関する報告

を行った。

6. 水質試験科

日常の業務として一般飲料水の試験は住宅建設の増

加に伴い年を追って多くなっている。

年間の依頼も別表に示すように 5,000件を越え，遠

からず10,000件になろうとしているような状態であ

る。
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水質試験科取扱件数（最近3年間）

近年都の人口が急激に増加し特殊尿尿浄化槽の設置

が日を追って多くなる傾向にあり，浄化槽から放流さ

れる水が浄化不完全なため，その大部分のものが清掃

法で定められた規定に外れている。当科では清抑局の

依頼を受け年間 3,000件検査を行っているが，その約

8割が不適格となっている。また東京湾および河川の

汚染も近年甚だしく特に大腸菌による汚染が著しい。

( 17 ) 



したがって夏季の水泳場としてはいずれも適当とは忠 また 9月の第22号台風により冠水した井戸について

われない。近年水泳プoーノレの新設が年毎：に多くなり者15 全部の各保健所54カ所からの総計 7,404件についてl河

内には現在約 400以 tを数えるに至っている。毎年季 同様簡易検査を行ったが飲料不適のもの 5,187件p 適

節にはその水質を検査し衛生局及び各保健所と共に するもの 2,217件であった。

プーノレの衛生的維持管却を指導しているがp 検査の成 前々年度から引続き科学技術庁の委托を受け陸水に

績からみて年月を追ってプーノレの管思が良くなって米 ついて？放射能による汚染調査を行っており，河水は

ているのは喜ばしいことである。 玉川｜，下水は三河島の処山下水，簡易水道水は古悔水

次に水道法による水質規準も 7月16日に省令が発令 道，浅井戸水は北多摩郡保谷町所在め井戸＼深井戸は

され，部内の簡易水道および専用水道は毎月定期的に 当研究所内の井戸水3 天水およびその沈殿物は伊豆大

水質を検査することになったが，まだ本年は調査中で 島のものについて毎月 1回放射能を測定している。そ

34年度から共体的に試験が出来るよう目下準備を急い の試験成績は別頃の通りである。

で、いる。 調査研究は都内小岩地区の井戸水中の弗素の含有量

温泉の検査は，一日寺温泉ブームの観を呈した東京も， 調査を実施した。これは米年度も引続き行う予定であ

その後落付きを見せて米ているので検査も只今のとこ る。 （別項参照）また，地下水中の生物の調査も本年

ろ減少している。 は特に進みその成果も著るしくこれも引続き行う予定

33年中で特筆すべきことはj：半期の異常渇水による である。

:J:I：戸水の汚染と，水道水の不足のため’!13'11寺使mしてい 7. 食 品 科

ない井戸水など，特に都内M1h地区，調介i，玉川p 目 (1) 化学試験関係

県，在；原？？南「Fl，大森，品川の 7保健所管内総11!・4, 343 A）収去品検査および食，，ごllff調査（送付検体）総処

カ所の井戸について簡易検査を行ったが，飲料不適の Jll(件数は件数は 8,702件でフ本年行われた一斉M
もの2,070件、過するもの2,273であった。 査は次の通りである。
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食品科取扱件数（最近3年間）

Gi主） 細線は不通件数を示す。
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1）飲Jll氷一斉検査…件数 103flj：で不適件数は21

！？：あった。不適の.Fiil由の中ではアンモニア検山

によるものが多かった。

2）チューインガム一斉検査…検査件数30j＇ドで，

使Jljタノレク中の1ilt京の定量を行ったものである

が？いずれも 0.3ppm以｜ごで、あった。

3）酒類一斉検査…酉の市前後数Ill!行ったが，そ

のll!St浅草保健所管内の食堂で，焼酎，合成酒等

から 1ml中メチノレアノレコーノレ 60mg, 15mg~字

非常に濃度高く 1包険なものを発見している。な

お今年度摘発されたメチノレ含有酒は，いずれも

10～lOOmg/mlの高含有量を示し， fl2:1境j支の高

いものであった。

4）歳末一斉検査…総｛牛数 7,450件で， うち不適

が35件（O.47%), 不適品の内訳は｛期限含有の

あられ、せんぺい等 7件，許可外着色料検出の

京子等25件，その他 3件であった。

逐年件数の増加を見ているが，不適率は漸減

して，食事情の安定化を物語っている。

5）食中毒関係…総件数50件のうち毒性物質の検

出されたもの 5件で， F13択は次の通りである。

批素検出（320ppm）の米飯，ふぐ議検出の吐

物？っきょ葺， メタノーノレ検出（lmltj::i120mg)

の焼酎， ！お敗によるとみられるやきいか等で
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あった。他に中華麺でアノレカリ性が強く 3 中毒

原因の疑いあるものが ljl¥：あった。

B）製品検査関係

総件数8,369件で，一！才！？料公l，かん水等の件数増

加を見ている。人工一甘味料は 1,4261LI：で、溶性サッ

カリン製j~lj130件， ズノレチ γ製剤390(ll二タ混合製剤1

906件，うち不適件数はllfll：，人工着色料は303件

で，うち不適件数は 1件であった。かん水は6,287

fl: ( Jlj不適15件），硫酸カノレνワム353件（内不適

43件）の検査を行った。

甘味料および硫酸カノレνワムの不適品は内容量

が申請書記載量に合わないものが多く，他はそれ

ぞれ純度不足または異物混入等によるものであ

る。

C）依頼試験日当係

本年 3 月および 4J=J に清涼飲料水の規格に L\l~す

る厚生省告示ならびに同特殊容器許可基準に｜却す

通達が発せられ，これに伴う依頼試験が多かった

が， M許可｜二ド請のための依頼は計 130件3 うちfh

ii同0111ぅポリエチレン容器49ILI二3 側外容器殺1Mill

n，；克服ガス水lOILI：となっているO

なお一般食品に関する依頼試験のほか？食品添

加物の規格に関するもの 163件があるが，食品添

加物公定者の制定に伴って，これらは史．に増加す

る見込である。また容器，包装関係件数は 7701'I二

で・あったが，年々いちじるしい増加を見せてい

心。

D）調査研究関係

1）食品の放射能汚染調査は科学技術庁の委記に

より32年 9月から行われ， 33年度も継続実施中

である。結果および件数は別載論文の通りであ

る。（GMCによる食品乾燥物および灰分 0.5g 

について β線を測定〉。なお，人工放射能汚染の

明らかに認められるものは3

1月煎茶 1件 νジミ 111:1二

3月煎茶 1'fLI二 νジミ 1件

7月 ホーレン草 11'+:

8月ナν21'1二

9月ナv1 N：番茶 1flj: 

10月 ホーレン草 HI二大根（柴） 1 f'I: 

（ともに人工放射能汚染が特に顕著であ

る〉

11月ナν1件 νジミ 1件

12月番茶 1件

2 ）添加物公定書制定に＇~~］する調査 厚生省の

委嘱により，合成調味料（溶性サッカリン，ズ

ノレチン， i/クロヘキも／ノレアミノスノレホンF控ナト

リワム）プロピレングリコーノレ，グリセリシ，

ソノレピットフ酸化防止剤（プナノレヒドロオキν

アニソーノレフ ジプナノレヒドロオキ V トノレエン）

の規栴制定についての調査を行った。

3）ホワ目安およびその塩類の定性並びに定量法の

研究，従来の薬学会協定法に不充分のところが

あったので，これを補足するための研究を行っ

たもの。

4) IH度化防止剤の分離定性法の研究 許可酸イ七

防止剤 6種について，クロマトグラブ，逆相ク

ロマトグラブ等を用いて，分離定性する方法を

研究した。（ 3 )( 4）については34年薬学会に発

表の予定である。

12) 細菌学的試験関係

33年中処理した細菌試験の検体数は例年に比して

飛躍的に卜．昇し，昨32年の 3,985件に対して，その

倍に近い 6,969件におよんでおりタその約90%は食

品衛生行政に基くものである。

一般都民からの直接依頼による検体も昨年度の 2

92件に対し本年度は 556ftj二となっているO

1）収去検体検査

処理！検体数の大部分を 1J:iめる収去検体の主なも

のは？

1. 団体宿泊旅館および弁当調製所の一斉検査

(2月～3月， 443件〉

2. 鉄道弘済会および国鉄関係飲食店の衛生調査

( 3月～4月ヲ 299flj二〉

3. アジア競技大会開催による宿舎の衛生指導に

i渇する検体（ 4月， 130IL!二）

4. 食品衛生行政夏季対策検体（ 6月～10）ヨヲ

3, 571件）

であり，食中毒に対する予防および原因調査を目

的としては，

1. 市販νユークリームおよび同製造工場の衛生

状態調査（ 3月『 4月、 5月， S'83fl¥二）

2. うぐいす立製造工場の汚染源、調査（369！午〉

3. 食中毒発生H寺の関係検体（258件）

となっている。その他は保健所で自主的に行った

調査検体および市販清浄野菜の汚染状態調査検体

(360件〉等である。

2）一般依頼検査

部民からの直接依頼による検体も前述のように

急増し，特にポリエチレン袋詰ジユースおよびi陥

( 19 ) 
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入缶詰ジユースの例外容器の申請にかかる細i量l検

査が目立って多く，次いで』ミ子類製造販売店から

の依頼である。

(3) 調査研究事項

かねて実施中であった一般食品から分離した大

腸菌株中の E.Coli type (Imvic testによる）

に属したものの中からの病原性大腸菌の検索結果

は，一般食品分離株中にも，いわゆる病原性大腸

菌といわれる No.26, No. 55と抗原を同じくす

る株が相当数（17%）存在することが昨かめられ

た。

なお， I~ごl者検体からのブドワ球菌毒素の検出に

ついては鋭意研究を統行中で‘あるO

8. 栄養 科

部民の依頼による食品の成分分析，栄養価の測定，

栄養調J~日の研究などを行っている。

33年には依頼試験は 320件であって，その内容は穀

類，魚貝類の加工品が多く，飲料，菓子類，調味料が

これに次ぐものである。

強化食品の試験はう大部分収去品であって，主とし

て食パシ，ジユース，味噌，納豆，ジャム，イIll煮類，

米，マカロニ，マーガリシ等である。

試験の結果は，約半数が許可内容量に対して含有量

が不足であった。

例えば，食パン中の VB1, VB2ラジユース野iの VC,

マーガリンのVA等である。

強化栄養素の性質を考えて，製造工程中の損失防

止ぅ混和の均等，包装容器の遮光，保容等に色々と工

夫が必要と思われる。

33年中に行った調査研究の主なものは次のとおりで

ある。

(1) 身体障害者の栄養摂取状況についての調査を昨年

の多摩補導所に引続いて，今年は文京，八王子両官

学校生徒を対象として実施した。

(2) 高齢菌者の栄養摂取状態については，部下小金井

市及び小平町の高齢者の食生活，生活時間，健康状

態，環境等についての調査を行った。

(3) 都内農家主婦の栄養調査においては，城南地区の

農家主婦50名程を対象としてP 栄養摂取状態や3 生

活時聞による消費熱量の問題等を調査した。これに

よって，食事の変化に乏しく食品数は限られた範囲

内のものであり，今後改善すべき点が認められた。

(4) 魚肉の食慌の含有量についての研究。

(51 クロレラは，新しい高等の栄養食糧資源として将

米大いに注目され研究されているが，これに関する

有mo;菜類の探索，栄養成分，食品化の問題，更に薬

)l:Jとしてのm途等について検討している。

(6) 昨年に引続いて百合科植物 8種についてアミノ酸

の組成の定性分析を行った。

(7) 鰹節だし汁および煮干だし汁の虫味成分について

は，煮沸時間と浸出物の関係，特にアミノ酸につい

てその関係を調査した。
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(8) γ線照射による小麦粉諸性質の変化について？近

年放射性同位元素の放射線を利用する目的で食品化

学の分野に研究がなされている。

(9) 生体，食糧中の Srの濃度と Caとの割合につい

て， Sr は Ca 摂取のI~~に不純物として，生体l)jに

入り骨組織に沈着する。当科においても国連科学委

員会の方針に従い，すでに平衡状態に達している

Natural-storontiumと Caを測定し， また生体

のもつ DiscriminationFactorを算出して将来

日osrの生体内蓄積量p 許容量を推定しようとする

ものである。現在では比較的多量に容易に得られる

牛、馬， j康等の獣骨について Srと Caとの比較を

求める基礎的の実験を行っている。

9. 獣医衛生科

狂犬病，牛乳々製品，食肉魚介ならびにその加工品

などの検査と，これらの業務を行うために必要な基礎

的な調査，研究で従来と変りなく，その概要は次のと

おりである。

A 狂犬病の検査

33年中疑似狂犬病として受理した検体は83頭でfl'1::

年に比し約30頭減少したO これらの検体につき，！！品

の病理組織学的検査（j'l[f~·~~ または切片標本によるネ

グリ小体p 非化膿性脳炎）， 補体結合反応， および

動物試験などを行ったが，昨年に引き続き狂犬病と

断定されるものは全く認められなかった。したがっ

て東京都においては昭和31年以来 3年間連続発生皆

無で明治末期以来の新記録を示した。このような絶

滅したと思われる時期に，市街毒の行方を探ること

は将米の防疫1：重要なのでp 検査と併行して i•fll獲!f!f

犬（約300頭），家鼠（約100~）などについて病毒分

離試験を行ったが，認むべき成果は得られなかっ

た。

B 牛乳々製品の検査

検体は都公衆衛生部および都内各保健所から送ら

れる収去品と，会社，一般都民からの依頼品で，その

種類は広汎にわたっているが3 持に牛乳，アイスク

リーム類，乳酸菌飲料，粉乳などが多かった。 33年

中に受理した検体は収去品 4,129件， 依頼品 1,410

件計 5,539件で昨年に比し約1,000件増加してい

る。

ここ数年末収去，依頼とも年々処理件数は上昇

し，ことに本年は別表のとおり公衆衛生部計画の食

品夏季対策に基き， 4月から 7月末日までに大小 7

回のアイスクリーム類一斉収去検査が行われ，さら

にその前後を通じてこの種の依頼検体も著しく増加l

( 21〕

しp 両者とも年間検査件数の約70%を占めているO

c 食肉魚介ならびにその加工品の検査

検体は前者と同じく収去品と依頼品が主で，その

他これらの食品に起因したと疑われる中毒検体も若

干含まれている。その種類は多種多様であるが，獣

一野収去検査状況

月 El 種 類 件数 ’考備

工 工.16～ 1.21 生かき

2 2.24～ 3.11 生かき

3 3. 3～ 3. 7 学校給食m牛乳

4 i 4.14～ 4. 25 I ア（第イス工回ク）リーム

51 5.6 iアイスクリーム
ミックス

6 I 5.19～ 6. 3 I ア（イ第ス2匝クI)リーム

7 I 6.10～ 6.11 I ア（第イス3回ク〉リーム

8 I 6.16～ 6. 27 I食その肉加魚工介品ならびに

9 7. 7～ 7.10 

10 7.14～ 7. 28 

11 7.29 

12 I 8. 4～ 8.15 飲牛乳料・3々 飲はつ料乳酵乳酸菌

工3I 11.18～11.19 Iれん，粉乳

エ4I 11. 24～11. 27 I牛

15 I 12. 1～12.15 I生クリーム

16 12. 2～12.工5 食にそ肉，の加魚介工な品らび

16 I立！



12 n 5 6 7 8 91011 

取扱件数（最近3年間）

2 3 4 

医薬品科

件

1.600 

されたものが相当あった。

補給業務に伴い3 者I）財務局検収書Mから送付fこなった

ものは， B・H・C乳斉IJ, D・D・T, B・H・cm；合油剤

が主（44種， 194件）で3 その他クレプーノレ石鹸Ut'.が

1種 7件あった。何れも品質は良好で、あった。

理別送付件数は次のとおりであるO

否

0 

7(2) 

8 

l 

0 

2 

l 

14 

33(2) 

〉内の数字は補給関係の送付検体

一般依頼試験のうち薬剤関係の化学試験件数は年間

282件である。公定書基準適否試験36件，定量試験179

flう定性試験67件である。公定書基準適否試験のうち，

主なものは3 性ホノレモンj守iJHI：ラコーチゾンおよびそ

( 22 ) 

ぃ曲

百王

内加工品（ハム，ソーセージ），魚肉加工品（魚｜勾ソ

セージ，ねり製品）が約50%を1_l:iめている。本年

中に受Jl![した検体は収去品 3,069件？依頼品 613件

~＼j-3, 682件で昨年に比し約200件増加している。従米

この ~ti）門の依頼検査は低調だったがp 近年一般衛生

思想の向i：と獣ptごし魚肉加工品などの消費量の増加

などに伴い，業界も品質の向！二には異？吉な I~~心を払

っている。そのため年々業界からの依頼検査が増加

し3 本年の受耳目状況を見ても収去品はほぼ昨年と変

りないが，この撞の加工品の依頼が前記件数増加の

主因をなしている。本年中に行われた食肉魚介関係

食品の一斉収去検査の状況は別表のとおりである。

なお，本年中に当科で行った調査，研究の主なも

のは次のとおりである。

(1) 捕獲犬および家そなどから狂犬病市街古：の分割J~

試験（保毒犬の調査，続行中）

(2) 杏積乳｜！喰菌出地の発育能試験

(3）乳， i札魚介食品から脇球菌分離試験

(4) 魚ソーセージ原料のでん粉および香主－~：＋などの

細l岩汚染度試験

(5) 生かきの衛生学的調宜

10.医薬品科

33年における行政措置による業務は， 117種， 481件p

補給業務によるものは＇ 45種201件で3 計162種9 682 

件である。

本年は特に 2月に者1)1今における自動車排気ガスによ

る汚染問題に関連して，市販加鉛ガソリン20種， 80件

の四エナノレ鉛定量試験の一斉検査を行ったが，四ェナ

ノレ鉛の含有量は規定量：の許容範｜主i内にあった。

またD・D・T,B・H・C，等を主斉ljとした多種多様の

殺虫剤24種， 121件について含量適否試験を行ったが，

この種のものについては毎年一斉検査を行っているの

で不良品は減少の傾向にあるが，それでもなお不良品

が発見されている。 6月に市販消佑剤（ジアスターゼフ

パンクレアチン p 含糖ペプνン3 タンニン 1111安アノレプミ

ン等19種 102件）および殺菌剤（主として逆性石鹸）

8種50件について品質試験を行った。消化剤について

は旬：年不良品の多いのが注目されているが，今回もま

た相当数不良品が発見された。メーカーの製造および

品質管珂！については3 なお相当の研究の余地があると

考えられる。

9月には，風邪薬 8種361tl二，駆虫剤 5種25件， 12月

には催眠剤 6種661LI：の品質試験を行ったが概して良好

であった。他に中毒，内容不明，その他1M11在で送付・さ

れたもののなかで3 不純物の混入により不食品と判定

20 20 
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の製剤 4fl二，乳糖 4件，パラプイシ類，消毒剤，キニ

ーネ塩類がそれぞれ 3件，その他で，これ等は大部分

がIii品入医薬品であるO 定量試験は製剤中のビタミンの

定量が最も多く， V.A16件p V. B1 20件， V. B2 16 

件， v.c17件， R-!'69件におよび全定量試験の 38%を

占める。その他食品添加物として使用される薬品中の

枇素重金属の定量が21件（12%) B・H・C, D・D・T
製剤中の主薬の定量・が20件（11%），栄養剤中の Caの

定量 6利二（35%），解熱剤中の主薬の定量 9件（ 5 %) 

等が主なるものである。また変ったものでは麻酔器に

使用するソーダライムの C02吸収試験が 3件ある。

別に医薬品の融点、旋光度，比重p 吸光度等の.，宜数の

測定が13件あるO

定性試験では， B・H・C 手L斉ljの乳｛七性，乳イ七安定

性の試験が18ド｜ニ（27%）ある。本年の依頼試験で特に

目立つ点はiji出入臨薬品の試験依頼が多いことで，公定

書基準適否試験では36件中27件（75%），定量試験179

件中52件（29%), 定性試験67件中26件 （39%), 計

282件中105件で37%に達する。この撞の依頼は今後一

層増加する予想で，従来の封かん試験，添加物試験に

代るものと考えられる。なお年間の依頼試験の受入れ

状況は4月の51件が最高で 1丹と11月が何れも11件で

最も少い。 4月から 9月までの半年聞に 204件72%を

受入れ処理している。

生薬とその原料ならびに製薬原料関係ではp 一般か

らの依頼試験は 125件で，公定書生薬の試験がその大

部分である。輸入生薬としてはアラビアゴムF オワパ

ク， Vヤクヤクフオリープ拍！？ポタシ皮，吐根，屑茶

（カフェイシ定量：〉などである。

薬務部からの収去品は148種， 469件について適否試

験を行ったが3 そのうち粉末生薬は成分，含量の不足

しているものP 灰分の超過するもの等の不適品があ

り，依然として不良品が多い。

付属薬用植物闘は標本植物の整備拡充につとめ日常

の試験検査に参考資料として？また薬用人参，ベラド

ンナ根などの生育状況と成分合最の比較試験を行つ

た。

11.衛 生用品科

化粧品，用具3 衛生材料，玩兵，麻薬類およびそれ

らの原料の試験検査ならびに研究を行っている。

一般都民からの依頼試験については，化粧品，玩只

を通じて有毒な許可外色素の試験を，また化粧品関係

では批素および鉛等重金属の試験を取扱ったものが多

く，特に洗剤顔料についての試験が目立っている。玩

具については附属のリボン類に有者色素が検出されて

いる。

衛生材料については，脱脂綿，ガーゼについて主な

メーカーからの試験依頼があり 3 また薬務部から補給

業務による紺帝，脱脂綿等の試験も行っているが3 一

般にその品質は向！？し不良品は極めて少くなってい

る。

行政試験の件数は，年間 4,766件であってフ化粧品

の 3,528件（ 5) 11月）， m只の 576件（ 8) 11月），

衛生材料の 133itl二（ 2) 11月）があり，それぞれの月

において試験を行った。

者15薬務部から送付された不正麻薬の定性，定量試験

についてはp 本年に入ってその数を増し p その取扱い

件数も 355件に達していて，カフェイン等を混入する

ものも検出されている。

化粧品については，保健衛生上の観点からその品質

に対する規制が年を追って活発となり，当研究所も国

立衛生試験J九化粧品工業会と協同して化粧品原料の

規格設定を行っているが3 本年は日本薬学会の香粧品

試験法作成作業に，口紅，香油の試験法が取り lプ．げ、ら

れ当科もこれに参加して，その完成を見た。

法定千七粧品用色素には，仁l紅用として69品目，ポマ

ド用として48品目があるがフ本年実施した口紅，ポ

マードの収去試験においてはその製品中に含まれてい

るこれらの色素を検査の主要な対象として， 始めて
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（昭和33年 1 月～1~月）幸良年結成務業在日
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呑粧品試験法の基準に従って試験を行った。その結果 注意を要するものである。概して衛生材料の品質は向

口紅については，許可外色素を使用したものは全体の j：しており不良品は極めて少くなっている。

13.5%であって，口紅，ポマードを通じて有名メーカ 用具については，注射筒および注射針についてそれ

ーの製品にもこれが認められたことは注目される。 ぞれ8月， 11月に収去試験を行ったが3 注射筒につい

繊維材料中，脱脂綿，ガーゼについては，最近その ては35種105本中不i商品として 5cc用に，目盛誤差の

価簡の競争が激しく，市場品についてはその品質量目 多いもの 3本を 2cc～20cc用各種について， 耐熱耐

の不足が懸念されていたが，この点を考慮して11月に 寒試験において破損するもの 7 本で計10：~＼：の不適品を

実施したデパート特1i師品の収去試験においては，量目 認めた（不適率約9.5%）。

の不足3 異物（木片， d主体？毛等〉の混入や俊うもを認 注射針については48種 576本中不適品としてパリを

めるもの等はほとんどなく，吸水力検査において沈降 有するものが，静脈月九皮下用，ツベノレクリンFFJの各

速度は平均 3秒以内で、あった。量自については，表示 種について見られ計15本であって不適率は約 2.6%で

量の98%以上のものが全体の82%を1::':1め，同じく 98% ある。注射筒，注射針を通じてこの成績はこれまでの

～95%のものは14%, 95%以下のものは全体の 4%で ものと比較して？はるかに品質の向J~＇.畠晶が認められる。

あつた。なお脱fl旨綿3 ガ一ゼを通じて不i車率は約 3% 調査研恥究としては？ケイ酸カラムによるポマ一ド中

で、あり，不i盛の主な耳［！由は水i容·［~

これはその脱！｜旨漂白の過程における処rmの誤りに基因 る実験的研．究，｛七粧用クリ一ム中 G一11および、 Bithi-

するものであるが，最近，なおこの様な不適品がLUた onolの新比色定量法等がある。

ことは珍らしいことであって，今後の検査においても

( 26 ) 



調盗研究事項第四章
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に思われたので， A2型ウイノレス分離と発育鶏眼目令

との関係を究明した。

実験材料および実験方法

j芯者材~：：~1. : 1Jt試材料はいずれも定型的な臨床経過を

たどり，血清学的にも A2型ワイノレスの感染を証明出

来たj記者の合i欺液（プイオシ） 7’例で試験管に採取し

た後，魔法瓶中に氷漬けして直ちに当研究室に持参し

たものである。研究室に持参後は，デイープフリーザ

ー（－25°C）に凍結保存した。材料採取患者および採

取時の概要は第 1表に示した。

患者材料からのインプノレエンザワイノレスの分離には》

プエレツト 3 マクス，ハムスターへの経鼻接種3 発育

鶏眠羊ll莫腔内または尿II莫腔F＇~接種，鶏服組織，猿腎細胞

を利用した組織陪養法など種々あるが，今日実j＼？，｛に多

くの研究室で採用しているのは，発育鶏恒三i’＇ ii英JJ~~内接

種法である。芋膜！控内法には通常12～13日令の発育鶏

肢が使われるが， これはワイノレス感受性と卵令との関

係を検討した先人の実験を考慮しての結果である。

1957年以来我々は現在までに30数株のA2型ワイノレ

スを分離しているがうその経験からみると？帰化12,

13日令のものよりも10日前後のものが種々の点で有利

合同（足立株）
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r｝~に死んだものは試験から除外した。継代i古養は接種

情養卵から採取した羊水の一部をグノレープ毎に混合し

それを肉水プイオシで 5倍に稀釈して接種したO

赤血球凝集反応（HA試験） ：ワイノレスの増否および

増殖の程度はHA試験によってきめた。

H A試験の術式は衛生検査指針に従ったO

実験成績

1）.発育鶏旺継代i~~の各種卵令発育鶏抗感染実験

j忍者材料をつかって実！軌を行うに先立って，研究京

( 27 ) 

第 1表：供試材料の状況

／／ 

ワイノレス分離方法：分離術式は衛生検査指針に準じ

て行った。使用した鶏眠は白色レグホシ種で，前日検

卵後気室を上に向け立てたまま解卵器に置いて翌日実

験に供した。 j記者含験プイオンは融解後 3,OOOrpm 10 

分間遠心沈殿して沈査を除き，ストレプトマイジン200

r/ml, ペニνリン 200u/mlの；！t!J合に加え，解化鶏

JI主の羊膜！！空および、尿JI莫！陀内に 0.1ml宛接種した。卵

令はYI呼化 8i=i, 101], 12日の 3種で，各群とも 5・（同の

鶏IEEをmいたの接種後のJ者養は 4F l問つづけラ 2 「l~J、



保存A2型ワイノレスをJJjいて各種卵令発育鶏旺のワイ

ノレス感受性を検討した。実験にJlJいたのは， A2／足立

2/57, A2森1JrI 59の2株で， 足立 2/57は羊ll英腔 1f~ ， 

）府県腔19代継代のものの柴尿被を，森rLr/59は今年 2

月当研究室において分離したもので分離初代卵の紫尿

液を接種材料とした。それぞれの接積材料は肉求ブイ

オシで稀釈してう 8日， 10日， 12日の各卵令発育鶏［lf

の羊ll莫！控および尿）！莫腔内 O.lmlずつ接種して35°Cブ

ラシ器中に 4日間培養した。足立2/57株は 1群41/iHI,

森山／59株は 1静 5・f店！の発育鶏！！壬をつかった。実験結

果は第 2, 3表にまとめた。各卵令発育鶏旺に対する

感染価（EIDso）は足立2/57株では 8日卵107, 10日卵

第2表：保存株（A/2／足立2/57）の各種卵令解化鶏脹感染実験

稀接種ワイノレ釈ス

10-3 

10吋

10『 5

10-6 

10『 7

10-s 0 /., 

一一一一一一一一
EID so 107 101・8 107・3

第3表：新分離株（A2森山／59）の各種卵令瞬化鶏膝感染実験

接稀種ワイノレ釈ス

10-2 

10-3 

io-・1 

io-5 

10-6 

ェ0-1

EID5o ios・s 

107・3, 12日卵 107'3，森山／59tl；で、はそれぞれ 1Q5-B,lQ5・s,

1Q5•2で卵令による差異は明らかではなかった。尿II英）j＜；~

液，平fl英腔n主別に赤血球H%集索のti！現を見てワイノレス

感受性を調べると y 卵継代数の進んだ足立2/571~とでは

卵令差をみとめなかったが， 継代数の少い森山／59株

ではあまり明らかではないが，卵令の進むに従って尿

l限n2：~1付の感受性が低下する傾向がみられた。

2）.各種卵令発育鶏匹を用いた患者材料インプノレエ

ンザワイノレス分離実験

！日記 7例のj品者材料について 8円、 10Fl, 12日の各卵

3/ 4 

ユQ5・8 1Q5•2 

令発育鶏J1fを用いてウイノレス分離を試みた。実験は期

間をおいてくりかえした。

患者材料は箔 1回の試験に使用した後再び凍結保存

して第2回の実験に使月3した。第 1回の一実験成績は第

4表に，第 2恒iの成績は第 5表に示した。第 1回の実

駄においてワイノレス分離の出来たのは，材料7例中，

初代培養で8日卵 3例， 10日卵 5例， 12日卵 2例， 2 

代培養になると 3 8日卵4例， 10日卵 5例， 12日卵 3

例で， 10日卵を使用した場合が最も良い結果を得てい

る。市 21司の実験では7例の材料l干l，初代市養で 81=-1 

( 28 ) 



第4表（a）：各種卵令鶏怪を用いての患者材料インフルエンザウイルス分離成績
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第4表（b）：陽性例平均HA価

材
初 代 2 代

11~1. 8 日 gig 10 日卵 12 日卵 8 El Jjlj 10 日卵 12 B 卵

No. AL AM  AL AM  AL AM  AL AM  AL AM  AL AM  

1 8 工04 211 95 55 8 

2 

3 91 260 326 128 230 工60 工36

4 40 34 58 

5 64 256 72 58 48 170 132 128 170 

6 32 12 44 128 22 146 56 168 96 

7 

第5表（a）：各種卵令解化鶏旺を用いての患者材料インフルヱンザ分離成績
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せ，大量のワイノレスを得ることが望まれる。かかる意

味で前記実験をふりかえってみると， 8日， 10日＇12日

の各卵令鶏妊のA2型ワイノレス感受性には大差がない

ので，使用卵令の決定は実験上の諸操作およびワイノレ

スの収量の 2点から考慮されれば一応目的を達すると

思われる。ワイノレスの収量および採取時の諸操作とい

う点ではp 尿膜！箆j夜にHA出現頻度の高い 8日卵は10

日卵よりも有利であるが，材料接種後の死亡率は12日

卵よりも高く不利である。 10日卵は両者に比べてワイ

ノレス収量も良く，採取時の操作も容易であって死亡率

も低いので，実際の検索には至適の卵令と考える。

結語

インブノレエンヂA2型ワイノレメの保存株 2株および

患者材料（合嚇液） 7倒について卿化8日， 10日， 12

日の発育鶏旺を用いワイノレス感受性および分離率とJJ¥1

令との関連性を検討した結果＇ 10日卵令のものが最適

であった。

卵 3倒， 10日卵 2例， 12日卵 4例， 2代培養で同じく 8

日卵 3例， 10日卵 2例， 12日卵 4倒がワイノレス陽性で

あって，前回の実験とは逆に10日卵が最も悪い結果に

移った。また尿II英）］空Ut芋II英！陪液におけるHAの出現

度合を別個に検討してみると，卵令の進むにしたがっ

て尿膜腔液における出現度合が低下していく傾向が，

前記保存株の場合よりも明らかにみられた。羊JI英l腔j夜

におけるHAH::現度合は卵令によって変らなかった。

考察

インプjレエンザワイノレスの発育鶏旺内における増殖

という課題も絡極的には鶏！！壬諸細胞対ワイノレスという

形で究明されねばならないが，ここではその前段階と

して令卵対ワイノレスのレベノレで患者からのワイノレス分

離を論じてきた。患者からのワイノレス分離には，その

背後に疫学的な要素を含み，一刻も早く分離ワイノレス

を同定しなければならぬ使＇ ffiJがある。 i司定には比較的

大量のワイノレスを必要とするので，前記使命を達成す

るには店、者材料中の微量のワイノレスをも速かに増殖さ
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n.ニューカッスル病ウイノレス（NDV）の組織培養

←発育＂1J!c:lfJ支）］夫筋組織培養のNDV!t&受’

NυVは組織！；｝養II寺の感染増殖のJri棋を和Ill包変＇11:1：効

果（CPE）または赤血球凝集素（HA）に求めるこ

とが出来，しかもその術式操作が比較的簡便であるた

めに， しばしば動物ワイノレス増殖機構の誕礎的研究に

mいられるばかりでなく， ワイノレスの感染指標が簡単

に得られない弱市ワイノレス昨の培養｜｜寺に二r-渉現象を応

mしての間接指標としてHJいられることがある。

われわれは先に発育鶏怪泉・尿膜細胞のND V感受性

を卵令および保容方法，期間の面より検討したが，今

回は発育鶏佐皮駄筋組織の感受性を組織供給卵のm~令

および植込組織のi吉養期間の角度から検討した。

実験材料及び方法

ND  V ：発育鶏膝尿膜腔継代の宮寺株を使用した。

ワイノレス接種には 35°C48時間i古養した感染鶏匪の尿

JI莫腔j夜を原液として用いた。

鶏経線維芽細胞の培養：実験に供した培養管は長さ

150mm, Cl径 15mmの硬質ガラス製のもので，これ

に鶏怪皮日大筋組織を Plasmacolt法で同定した後，

ペニνリシ lOOu/ml，ストレプトマイ νシ lOOr/ml

を含んだ 0.5% Lactalbumin Hanks B. S.S. (pH 

7.4）を 1ml加え， ゴム栓で街栓し出養治：を斜位に

保ち，培養液が組織を浸潰するようにして 35°C僻卵

器内で静置培養を行った。 plasma中に深く埋没した

組織は往々にしてワイノレスの感染を免れることがある

ので plasma屑はなるべくうすくなるように注意し

た。植込んだ組織片より線維芽細胞は発育を始め，店

長二 2日で完全な細胞j留を形成したc

ワイノレスの接種：培養組織はワイノレス接種H寺にIE:J培

養械をすて，｜司量の新しい出養液に交換した後ワイノレ

ス稀釈i夜 O.lmlを接種した。

ワイノレス感染i曽否の指標：ワイノレス接種後毎日銭検

してCp Eの山明ならびにそのj文台を観察する ~)J,

微生物干l 二Tゴ 11崎 謙

坂 チi: 千

浅 JJ l こと 子

ネ寸 』と

ill 出f 五 犬

ti；養液11:1のIIAを測定した。 HA測定は Salkの Pat-

tern methodを採JIJし鶏赤血球の最絡限度は 0.25 

%で，室温 lH寺問静置後に判読した。

実験成績

1) 組織供給卵の卵令と出養組織のワイノレス感受性

実験方法としては司 11El, 15日， 18日の各種卵令の

発育鶏怪皮朕筋を取り出して細切し，それぞれ別個に

培養管に出養し， 2日後に完全細胞j留を形成したもの

を選出して培養液を交換した後， 10-1～10-9のワイノレ

ス訴i釈液を 1稀釈につき 4本の培養管に接種して毎日

CP Eを観察し，芹j養最終日に培養液のHAを測定し

た。実験成績は第 1表に示した。

第 1表の成績から各卵令組織加に毎日の IDooを算

出して図示すると第 1図のごとくなる。 i青養 5日まで

は三者の間に大きな差は見られなかったが， 6日にな

8. 0 

7.0 

6. 0 

5. 0 

4. 0 

3. 0 

2. 0 

1.0 

第1図 組織供給~pの卵令と鶏l圧皮駄筋組織の

ND  V感受性

j 

。λ
／ 

.'f!/ 

は華日 Vi

18日卵組織－－－－・
,. 
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第 1表 組織供給卵の卵令と組織の NDV感受性

10日卵鶏怪組織 15日§＼1鶏腔組織 18日卵鶏腔組織

C P E C P E H A 

1 2 3 4 5 6 6 I 1 2 3 4 5 6 6 1 2 3 4 5 6 6 2 2 

一一±～1-1十十＃ 128 一土十｝同十十件件ト帯十件 64 一土十十十十十十世 64 >5120 

I 一一一ト十4十件十十十件十社ト十社 128 
一± 朴 128 一土十tt十件十件廿十 32 320 10-1 

一一件 掛 256 一－十十4十件十十 十時件朴十十十 128 
一一一士什十件十4十件十十時件十+f廿十 l~~ 320 

一件 * 128 一± 十件十i十 64 640 

一－~伴叶十十十件件件 128 
一一十＋ド時十件 64 一一十件十件排 64 to 10-2 一一 十十4十十ト叶世 128 
一一十十十件十十十世 128 一 十十件十十t社十世十件 16 5120 

一一十 128 一±--f十十時ド十＃十十件｜十 64 一一土十 32 5120 
一± 廿十掛 128 一土十十 十件 64 一一十十件十件十件 64 5120 

一－＋十件掛十ト叶 128 
一 十件十十＋件十十惜十件冊 64 

一一十廿＋い廿十 64 
〉〉〉＼／ 、5120 

1280 
一一十十ト 十件 128 一一十 64 一一土廿十十十廿十十件 64 5120 5120 10寸

一一十件十件叶 128 一一十 件十件掛十件 128 一一件 廿十十件 32 5120 80 
一一＋＋十十伴冊 128 一－－＋十朴 68 一一十十冊H十世 16 5120 

土性判すドト＋＋十件片H十十件H 64 一一件十十十十件甘十十十封件十世
16 一一十世十件十件 16 >s120 5120 

10-.i 一一十 64 一一十 十十社件 64 一ーす十 2560 5120 
一一土 特例 一一件十件 64 一一士十十十十俳十十件甘

64 I 1280 5120 
一一卜十十冊十件 128 ! 一十十 十甘廿十 32 一一件掛 64 ! 80 5120 

＋＋十f持ドドム十件十件 64 - ＊十廿十判件付トL帯時＋片十片
16 

一一一一一一一十土＃伴件十十十件件｜十耕＃ 情
32 2560 2560 

io-s 一一土帯情 128 一一士 十社 64 32 ~5120 5120 
一 - +f十十十件件 128 一一十 十十件廿 16 32 5120 5120 
一一一 十件 128 一一一作 16 一一十十件村上引＋ 32 5120 5120 

一一土十十件十十十社 128 一一士一一 128 16 ~5120 5120 

10-6 一一一十 叶十十 128 一一土 32 16 5120 5120 
一一一一十 64 一一十 32 64 5120 5120 
一一土十件叶 128 一 一 一一一 64 く4 5120 5120 

128 
一一一一士±十 くく111

2560 く20

10-7 
くくく! 640 2560 

一一一±件 s jl 320 2560 
一一一一一一 く4 ! 5120 5120 

くくくく~ 一一 くくくく4 
2560 5120 

10-s 一一一一－ 4 5120 640 
一一一一一一 4 5120 

くく~~ 一一一一一－ 4 5120 

ー くくくく4! 一一 くぐくく くく~~ 
くく〈くi~ 対照 一一一一一 ＼／、／、ヨA’！ 一一一一一一 10『自

一一一一一一 5120 
一一一一一一 く20

{ C PE：叩町山ct. 日同 の度山すo

註：
HA : hemagglutinin. 
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前培養日数と鶏眠皮臥ll方組織の感受制第2図

15日卯鶏llf皮朕筋組織

前培養O日

＆ 

／合lj培養2日

／ 
欧－
／ 

ム
／ 

／ 
／ 

i 
／ 

／ 

／ 
／ 

／ 
t:: 

1/ 
I 

I/,' 

前t音養4臼

9 

p 

10日卵鶏日皮朕筋組織

前培養0B 

前培養2日

ムーっさ, -
／〆戸’前培養4日

/ I 
ι ， 

8. 0 

7. 0 

6. 0 

5. 0 

4. 0 

3. 0 

2. 0 

7 r:: 
;) 4 3 2 5 

数

差異をi認めなかったが， C P E(r~，！祭の l也iから J,＝~ると〉

後日j養初期はさほどI~じなかったがp J:，＇；養後半になる

と， 4日培養のものは 2日培養のものに比して，ワイ

ノレス非接種の対照まで鏡検像がきたなくなり， .CPE

判定に困難を伴った。 15 日 m~組織の前山養 4 Elのもの

は後日f養 4日目に対・照培養の明らかなCp Eを認めた。

3) ワイノレス接積J:i'i養組織のCPEとHMlE!ミとの

l¥'.;J連＇l1J:

表題11JJ者の｜間連＇l"I：を追究するために，以卜．のような

尖駄を行った。 lOEI卵発育鶏佐皮fJ;Uiお組織のJ:；＼誌をfl!

仏組織植込直後 6群に大jjLJしそれぞれの群はさら

に 2の亜j洋に分ち，比較的大量 00-1）及び少量c10－り

のND Vを接種培養したG 51'0群は培養 1日目にCp 

Eを観察後，その培養液のHAを測定し，同：び新しい

倍養液を方IIえJ:ii主主を続けた。第 2/t'r；は士山養 2日後Cp 

Eを検した後店主主H~の I-I Aを測定し＂ 内：び新しし， J: ，~i益

法にかえて士山援を続けた。泊 31咋は店長 3[I後に， m4

1却は 4El後に？治sn：~は 5 u後にH様操作を行った。

.2(}6 J洋のみはJ:~i長 l IJ後より毎日 Cp Eを制祭した後，

培養液のHAを測定し？培養液の交換を行って店長

を続けた。実験成績は第 3表に示した。治養液仁j:JのH

AはCp Eのl:U現に伴って出現しp CP Eの増長に従

ってHAfi!Jiも卜f‘するが＇ c p Eが最高に達した後，

I-I AJ~i＇~生は漸i成した。

( ~4 ) 

日古
品
凡j音

数

ると， 181ニ1l3P組織の iDuoはおi：肖くなったがうこれ

はHAの産生を伴わないことからみてワイノレス増71~£の

結果とは考えられない。すなわちCp Eを指標とした

I Dsoには卵令差が認められなかった。培養7日後に

測定した培養液中のHA量から算出した IDuoは. 11 

日卵組織は 10“ 7・8で，他の二者よりも約 llog高くな

ったが有．意な差とは忠われない。

2) 植込組織のワイノレス接種前t~i養日数 (fjfJJ:主義）

と組織のワイノレス感受性

植込組織の前J:~i養期間と山義組織のワイノレス感受’I'!:

との関連を検；けするために以i、・の実験を行った。すな

わちワイノレス接種目の 4日前， 2日前および当｜ミI, 10 

日PIJおよび15日卵鶏目玉皮仕！と筋組織の培養を別！｜却に作っ

て， 10-2～10-s稀釈のワイノレスを接撞培養した。ワイ

ノレス接撞後は毎日 Cp E を鋭検し， t，~i養最終日（ 7日〉

には培養液14::iのHAを1JlU定して 3 クイノレス増殖状況を

観察した。実験後績は第 2表に示した。消 2去の成績

から各山養日何：のCPEの IDsoを算11iして｜主I；示する

と；~J 2凶のようになる。

CPE 出現状況から組織のクイノレス感受性を見ると，

10 日卵， 151ヨ卵を通じて，植込直後の組織よりも J:~i養

したものの方が若干高く現われており？このことはH

A産生の面から裏づけされている。

J]iJJ:~；·接 2 1=1および 4Fl I刊者の比較はHA 戸i~~Lからは

Fl 務J~ 
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結論

発育鶏旺皮朕筋組織対ND Vの組合せでう試験管内

培養組織のクイノレス感受性を卵令および組織のワイノレ

ス接種前出養期間の二角度より検討したO

l) C PE 出現状況から組織の感受性を見ると＇ 11 

El, 15日＇ 18日の各卵令の組織間には明らかな差異を

認めなかった。 HA産生からも三者間の有意な若異は

認め難かった。

究献

1) Henle, W. : ]. Immunol., 64, 203, 1950. 

2) 前培養日数（ 0' 2および 4日） と組織の感受

性のi習には， CPE, HAjfigtの両面iから見て〉前t-1~i

主主を行った組織の方が行わないものに比して感受性が

高くなる傾向が見られた。 iliiJ店主主も 4日になると？後

培養後半になってワイノレス非接種の対照にも細胞の変

異が認められた。

3) H A産生；はワイノレス接種組織のCp E出現に比

較的呼応するごとく見えた。

2) Iwasaki, K. : Kitasato Arch. of Exp. Med., XXVll, 77, 1954. 

3) Iwasaki. K. et al. : Kitasato Arch. of Exp. Med., XXIX, 75, 195G. 

4) Mason, E. J. et al・ : Am. J. Path., 31, 883, 1955. 

5) Pereira, H. G. et al. : J. Path. & Bact., LXVII, 109, 1954. 

6) 辻本信久： Virlus, 4, 49, 1954. 

7) Tyrell, D. A. J. : J. Immunol., 74, 29:3, 1955. 
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瞬間不n33年他誌に発表した微生物科の研究業績

1. SM培地の指示薬に関する一知見 ( 3 ) those two phenomena are not observed on 

ft百＇i:.i喰］if, 7, (3）、 85, 1958 the other types of Brucella. 

f＇り野義雄， WJ根熊i1f 1. Phenol reaction in the presence of sodium 

SM  （マシニット，サツカローゼ） Yfij:自にはB.C. chloride : Three days’growths of the above 

P. (Brom~ Cresol Purple）を指示薬として使用する mentioned strains on nutrient agar were・ suシ

ことが衛生検査指針に記載されているが B.T. B. pended to contain 1 mg per ml of a sodium 

(Brom Thymol Blue）を使用した方が良いことを chloride solution of varying concetrations. Phenol 

次の実験で明らかにした。 was added to these suspension to give a concen-

pH指示薬として Difeo,Merck，和光？東京化成， 0'.;J tration of 0. 5% (l/10 volume of 5 % phenol solu-

東化学のB.C. P.および武田薬品のB.T. B., Merk tion) and incubated at 37。Cfor 24 hours. All the 

のP.R (Phenol Red）を用い，赤痢菌11株． ナノレモ suspensions of Br. melitensis strains became 

ネラ 4椋を用いて上記の各指示薬を使って作製したS viscid most strongly at a 3% concentration of 

MJ計出に型のごとく接種し， 37°C24時間培養後の階 sodium chloride. This phenomena was not obseト

形成の有無による色調の象化の良否を観察した。 ved on the other types of Brucella strains. 

庄） B.C.P,B.T.B,P.R.の成績を総合してみ 2. Phenol reaction in relation to the agglu-

ると， B.T.Bを指示薬として用いた方がサツカロー tinability: Bacterial suspensions of Br. melitensis 

ゼとマンニットの分解性をはっきり示し，これに次ぐ in a 3% sodium chloride solution were prepared 

ものはP.R.でB.C.P.は何れの製品もはっきりした and phenol was added to them to give a con-

変化が得られず？成績の判定に困難を感じた。 centration of 0. 5% as stated above and incuba咽

① B.C.Pの場合のみを比較すると関東化学と ted at 37° C for the determination of their ag-

Difeoの製品を使った時に柏、々良い成績を示した。 glutinabilty and viscidity at varying period of 

@ SMt古地中のサツカローゼとマシニットの成分 time. Remarkable fall of the agglutination titer 

の比率は現行通りで支障ないことがーわかった（抄録）。 was observed following the advance in viscidity. 

2. DIFFERENTIATION OF BRUCELLA 3. Phenol reaction in the presence of other 

MELITENSIS FROJ¥査THEOTHER TYPES salts: Same experiments were repeated with 

OF BRUCELLA WITH PHENOL AND other salts, i. e. sodiume citrate, potassium 

SALTS chloride, potassium. acetate and sodium phos-

English Summaries of the Studies on Bruce］・ phate,in the place of sodium chloride and the 

losis in Japan (Selected Articles), FAO/ WHO same results were obtained except in the case 

Brucellosis Cent~r, National Institute of Ani- of sodium phosphate. The reaction was stron” 

mal Health句 3、1958. gest when 0. 5 % phenol was used with 0. 5 % 

辺野喜正夫 sodium citrate. 

Using 32 strains of Br. melitensis, 33 strains 4. Phenol reaction in relation to the treat-

of Br. abortus and 3 strains of Br. suis, mostly ment of bacterial suspension: Bacterial suspen-

isolated in Manchuria, the author recognized sion of the organisms heated at 40, 50, 60 

臨characteristic reactions between Br. melitensis and 80° C for 30 minutes were prepared as well 

and phenol in the presence of a certain amount as those of living organisms for the comparison 

of salt. The characteristic phenomena were ( 1 ) of their phenol reactions. The most striking 

the suspension of Br. n1elitensis becomes viscid reaction was observed on the suspension of the 

“phenol reactionぺ（ 2) reduce in the agglutina- living organisms of Br. melitensis and no re-

bility of Br・.rnelitcnsis sus1〕ensionas an antiεen, action occurecl when the suspension wれsheated 

( 39 ) 



at 60° C for・30minutes or over. incubated at 37°C for 24 hours, the suspension 

5. Phenol reaction in relation to the reac- became viscid and rather transparent. 

tion temperature: Phenol reactions were com- Optimum concectration of the bile salt was 

pared under varying reaction temperatures of 17 recognized to be about 0. 2%. This phenomenon 

to 20, 30 to 32, 37, 40 and 50°C. The ・ salts was characteristic to Br. melitensis and not 

used were sodium chloride and sodium citrate. observed in the case of the other types of Bru崎

明Thensodium chloride was used, the optimum cella used here. And this phenomenon was ob-

temperature was 37°C, while that of sodium served in either case of Sor R form strain of 

citrate ranged from 37 to 40°C. Br. melitensis. 

6. Both S and R form of Br. melitensis 3. The viscidity and transparency of Br・

could produce this phenol reaction. （再録） meletensis suspension caused by heated bile 

3. A SPECIFIC ACTION OF BILE ON (previously reported〕mightdue to the <;tction 

BRUCELLA MELITENSIS of bilθsalts. 

Type Diffe1’entiation of Brucella with 4. When a minute amount of sterile raw 

Sodium Cholate unheated ox bile was added to the viscid suspen-

English Summaries of the Studies on Brucel- sion, the viscidity disappeared gradually. This 

losis in Japan (Selected Articles), FAO/WHO was the fact which was observed also in the 

Brucellosis Center, National Institute of Ani- case of the heated ox bile as previoully report-

ma! Health, 4, 1958. ed. This fact seems to indicate that the fac咽

辺野寓： 正夫 tor which dissolves the viscidity of Br. meli-

Three days’growths 011 nutrient agar of 32 tensis suspension niay be destroyed by heating 

strains of Brucella melitensis, 32 strains of （再録〉

Brucella abortus and 3 strains of Brucella suis, 4. 細菌学的に見た食中毒の問題

mostly isolated in Manchuria, were used and 主U1j, 9, ( 7 ), 3, 1958. 

following results were obtained. 

1. When a certain amount of Plattner' s 

crystals obtained from the ox bile was added 

to the saline suspension of the Ii veng organisms 

of Br. melitensis (1 mg/ml), and incubated at 

37°C for 24 hours, the suspension became viscid 

and later fairly transparent. Namely, the con司

tent of a test tube becomes thicker when exa” 

mined by gentle shaking, and the bubbles form司

ed by shaking remain intact for a long time, 

and moreover, the suspension becomes fairly 

transparent. And this phenomenon was most 

remarkable when the concentration of Plattner's 

crystal was in the range of 0. 2 to 1. 0%. This 

phenomenon, moreover, was specific to Br. me-

litensis and was not observed on the other ty田

pes of Brucella. 

2. Same results were obtained by sodium 

glycocholate (Merck). Living bacterial suspen四

sion of Br. melitensis were added with the 

bile salt at varyin只・ concentrations and were 

辺野喜正犬

わがl'RIにおける細向性食中市の発生状況の概要を述

べ，特にナノレモネラ，ポツリヌス雨，プドワ球菌によ

る食中毒の疫学，臨床広：！犬， r!Biの分布と病原性および

予防の問題について重要と考えられる点を挙げ，更に

腐敗と食中毒の問題について検討した（抄録）。

5. 昭和32年東京都において流行したインフルヱン

ザの検索成績について

日本伝染病学会雑誌， 32, ( 5 ), 326, 1958. 

新生！：養老，辺野喜JEた，高山康郎

浅i子l富士子，坂井千三

11日和32年 5月から 7月までに患者合験被 8例から 7

株p 患者死亡例の肺！蹴4例から 1株，同年9月から 1

月の間に合理歓液16例から10株，死亡例肺l蹴18例から r"
株，？.1"19株のイシブノレエンザワイノレスを分離したO

Hirst試験の結果，すべて A/Asia/57に一致するこ

とが判明した。

ワイノレスを分離 l:HJl~た店、者血清の獄集抑制試験で、は

A／足立2/57株を抗原とした場合は何れも抑制怖のJ-.

＼

1
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fl.が認められたが，新分離ワイノレスを抗原とした場合

は“千駄谷－ 2”株，“杉並一一 1＂株のように A／足立

2/57株と同様に抑制価の上司ーの認められたものと，

“麹町” “武蔵野 1”株のようにほとんど抑制が認

められないものとがあった。

また，この期間中における A/Asia/57に対する抑

制何の消長について調査した。当所に送られて来るワ

ッセノレマン反応陰性血清のうちから毎月約 100件づっ

無作為的にとり， A／足立－2/57株を抗原として Hirst

試験を行った結果， A/Asia/57型の流行の初期に当る

32年6月5日の血清では約96%が16倍以下であったの

が，同月末には既に約20%が16倍～1024倍にと昇し，

8月には更にふえ， 12月には50%以1二となった（抄録）o

.. 6. Salmonella giveのー検出例について

衛生検査， 7, ( 5 ), 173, 1958. 

薮F13 清，田中滋，井口昭英

芝保健所管内の某工場従業員60名が熱海伊東方面へ

の慰安旅行の後，昭和32年 8月11日から13日にかけ，

発熱，頭痛，暇吐，下痢，腹痛の食中毒症状を以て発

病した。原因食品はつかむととができなかったが，患

者31::g中の 1名のふん便から S.giveを託明した。ま

た，発病後7日自に採取した患者血清中の S.giveに

対する凝集価は対照の健康者のそれに比べて一般に高

いことが証明された（抄録〉。

7. 結核菌検査の統計的観察

衛生検査， 7, ( 3 ), 92, 1958. 

江1:-1 定衛

H百和29～321Sf'.，当所における結核前面1-t'i''I：検査の成績

の集計－の一部を報告したものである。

① 依頼件数と指定薬剤の傾向について

全体としては昭和30年を山として減少している。し

かし，検査指定薬剤別に見ると 3 当初に多かったSM 

（ストレプトマイ νン）およびSMとPA Sの二者を

指定したものは著しく減少し SMとPA SとINH 

の三者およびPA SとIN Hの二者指定のものが増加

しp 特に三者指定は全体の70%に近いものとなったの

⑦ 薬剤別に見た耐性度の年次変動

（イ） s M ：完全耐性は各濃度とも著明な増減はない。

不完全耐性では各濃度とも29～31年は卜昇傾向を示

したが32年はむしろ低下している。

（ロ） PA S：完全面t・!tl：，不完全耐れとも各濃度の耐性

出現率はSMより低いが，年次とともに！？拝して行

く｛頃向が大きい。

傾向はPA S程ではない。

（ニ） 相関々係について： SMとPAS, S MとINH, 

PA SとIN Hの各々について見ると完全耐性で、は

はっきりした相関々係は認められないが，不完全耐

性で、は各年次とも？どの組合せもLEの相関が認めら

れた（抄録）。

8. 1例のブルセラ症で経験した細菌学的検査に関

するニフ三の知見

衛生検査， 7, ( 5）‘ 176, 1958. 

辺野再IE夫

著者が第二次大戦中北支において経験したもので3

約9カ月にわたる長い経過をとった典型的なブソレセラ

！日Eで‘斯様に長期の経過をとったものは彼j也の文献で

は甚だ稀のようである。 守

木例では発病の初期から治癒にいたるまで度々血液

および尿からプノレセラが証明され，就中尿からは臨床

症状が消失して後まで検出された。

患者血液をブイヨシに培養すると，一定期間後ブイ

ヨンは潤潤しp 次第に試験管監に褐色の沈着物を生ず

ることを経験した。この現象は菌の発育とは無関係で，

菌陰性の場合は管壁に沈着物を生じた頃，試験管を傾

けて見るとブイヨンは透明である点で区別出来る。

De Santisは Petragnani培地で Br.abortusは

発育せず， Br.melitensisはよく発育する点で鑑別出

来ると述べているが3本実験では Br.abortusもよく

発育した。このことは，後に当所の早川武の実験の結果

から培地作製条件の差異に起因したものと考えられる。

[i);＼者材料から動物を使用してプノレセラの分離を行う

場合，これまでほとんどモルモツトのみが使われ，マ

クスは使われなかったようであるが，本症例において

は，患者尿の遠心沈i査を直接培養して菌を証明出来な

かった場合にも， j土器をマクス腹腔内に接種して 3週

間後に殺してその！蹴器を培養することによってブソレセ

ラを分離することに成功した（抄録〉。

9. サルモネラ等の抗原誘導用に使用する一試験管

(BY試験管）の考案

臨床検査， 2, (11), 691, 1958. 

辺野喜正夫，薮内清

！！品内細菌特にサノレモネラのH}/t；原の＊日定に際し， H

1/c原のうち何れかーガの相を誘導するために使われて

いるU字管や Cragie管等の不便な点を改良した一試

験管を考案した。これは中試験管内にガラスの中隔を

設けたもので，洗j依滅菌，培養操作等が極めて簡単

（ハ） IN H ：完全耐·！~I：，不完全耐性とも各限度の耐性 で，抗原誘導にきわめて好都合で、あるの原著に問解の

Ill現率は大体PA Sと間程度であるが耐性皮の卜弁 卜．構造を示しておいた（抄録）。
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l'l 昭和33年度臨床試験科の研究業績について

11flf1133年において＇IL1f＇［の行った業績はド iむのとおり

で，前年に引き続き電解質代訓の研究と糖尿病治療(ilj

の研究が主なるものであった。なお本年は長年行って

来たカノレνワムおよびマグネνワム代謝から見た「食

生活と健康j と題する特別講演を各所で行った。

1. 水質硬度試験紙について

［｜本臨床病Jlj[学会（京京女子氏大， 6月14Fl) 

j呼＼I 沢文正1〕

既に私け、カ／レνワムおeよびマグネνワムの比色によ

る簡易測定法を発表し，最近では一般に使用されてい

るが，これは比色計がないと測定出来ない。そこでこ

の染料をj戸紙に染め簡易に何処でも測定出来る水質硬

度試験紙を作った。まづ？戸紙に含まれているカノレνワ

ムを除去し， これに PlasomoCorinth Bのアノレカリ

溶液で染色しこれを暗室で乾燥しこれを袖色瓶に入

れ貯蔵する。これを被検水につけ，その色の変化をあ

らかじめ作成しておいた指示表と比較するのである。

これをmいて水質硬度（5～50ppm）はもちろん＇ r呼

i夜，尿中の Ca量の概要を知ることが出来る。これは

医学のみならず3 工業方市iにも応11=1IH米るものと｛胃ず

る。

2. ビタミン瓦の豚回虫卵の発育抑制作用について

第21回東京都衛生局職員業務研究会（都庁新庁

舎， 6月27日〉

相｜ゆで文正，秦 賢売｛，， 池沢 i吃

佐々木敬一＇ 1J1岸遼典2)

I まえがき

ビタミ :YKは血液凝！汗i，細菌発育抑制，ならびに殺

菌作用のあることは，すでに認められたところである。

このピタミシKをmい，隊問虫卵の発育に及ぼす影響

について実験を行ったので，その結果を報告する。

五 実験材料及び方法

虫卵材料 と殺直後の豚！！易管内の成熟雌隊問虫を際

取し，虫体子宮末端部（約 1cm）に含まれている受

:¥1~・，！Jijを実験に使用した。

試供薬剤 ビタミン Ks重亜硫椴ナトリクム 20rng

/cc j容液を使用した。

実験方法 ビタミシKs(20mg/cc）溶液を蒸溜水

で・それぞれ2.5mg, lOmg, 20mg/ccの各出伎に稀釈

した消を作り，さらに 20111只／cc合有ビタミンTq出夜

（ど12) 
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pH 4. 0, 5. 0, 6. 0, 7. 0，および8.0に修IFL，これを

28°Cの解明i採に収め30日間P紙l古養を行い，制祭は 5

｜二｜間隔で毎回 300（~；）ずつを炉紙J:'；円安而より釣卵して鋭

検した。

虫卵の発育段階は単細胞期，分裂期，桑実期， j柄~！：l・

期p イ子虫期および退行変性期に分け，桑実期は幼老各

！切を一括して区別しなかった。虫卵発育抑制の判定は，

l古養30日自における仔虫形成阻止率を対照と比較し若

異について検討した。なお観察虫卵は百分率で示す。

][ 実験成績

ビタミシKs2. 5, 10, 20mg/cc含有培養虫卵の実

験成績は表示の如くである。

10および20mg/cc含有ピタ川ンKs培養虫卵は対照

に比較して発育の停滞が認められた。すなわち培養30

日目の桑実期卵は 35.3および 30.3 %であるが対照は

第 1表 ピタミンKs2. 5, 10, 20, mg/cc含有培養

虫卵発育成績
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第 2表 pH4. Oおよび8.0のKa培養虫卵発育成績

5日110日I1s日I20日I25 Ell 30 日

分裂 J~j

桑 ）；.；期

-1 0. 31 0. 
8.0 

対照 34. 2 3. 

4.0 
8.0 

対照i -I 45. 31 79. 

第 3表 pH5.0, 6. 0および7.0のピタミンKa培養

虫卵発育成績
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4.0%であった。なお仔1Ulち成率は43.3および 45.0%

で対照の 92.0%の約半数に過ぎなかった。 2.5mg/cc 

i百養虫卵は仔虫形成率が68.3%を示し，対照に比し，

てほとんど差を認めなかった。

各pHのピ夕ミンI王3t古養山卵の発育について；（／§Jiを

行つたところ（（む 3.表・） pH4. OとB.oのピ夕ミンKat/'i 

養山卵は叫：WI・ ，仔山期への発育．がifllil；リされ， pI-I4.0の

1昨WI・期卵が，わずかに0.3～5. 7%樹祭された。またn・・;
養30日には6.0～9.0%の退行変性期卵が認められた。

pH5. 0, 6. O，および7.0の虫卵は対照に比して令般的

に発育が阻書され、イ子山期卵は30～50%認められたに

すぎなかった。

IV 結論

pHの変動を与えない場合におけるビタミンIむとよ？？

養虫卵の関係はy ピタミンKaの濃度が高い10,20mg 

/cc含有において対照に比較し全般的に発育が抑制さ

れ， 30日の仔虫期の場合には40～50%抑制された。し

かしビタミンKの濃度のうすい2.5mg/ccの場合には

発育能の阻害は認め難かった。

しかしpHの影響が与えられるので， pHを補正した

場合においてはpI-I5.0, 6. （）および7.0の中性付近に一

様に発育が阻害されるが，しかし仔虫期においては，

30～50%が発育されるように思われる。しかし pHが

隠，アルカリのいず、れかに傾いた場合‘すなわち，

pH4.0および8.0においては逆に出養虫卵の桑実期ま

で発育可能なるも ~~H1hと：＼－期，イ子虫期の発育は抑制され

た。

3. 外科手術前後の血清電解質についての臨床的な

らびに実験的研究

第21回東京都衛生局職員業務研究会（都庁新庁

舎， 6月27日）

柳沢文正，大越実3)

急性および慢性の外科疾患50倒の手術前後の各種血

清電解質（Ca, Ca＋ヘ Mg,P, Na, K）を分析し外

科的侵襲による変動を調べ，併せて家兎を用い，全身

麻酔および腰椎麻酔における前記血清電解質の変化を

検討した結果，一般的傾向として術後低 Ca, Ca++, 

Na, K と Mgの増加を見た。 この傾向は手術的侵

襲の大きい程著明である。血清無機燐はこれら変化

と異り，令臥における子術群では増加，また！顕n示昨で

は減少の傾を示した。以卜．の変動は術後2411寺間航で、は

ほぼ，術前値まで快復している。動物実験では麻酔施

行後共通して経度の Ca, Na, Kの減少をまた著明な

Ga＋＋の侭 i、・を示めし， Mg,pは逆に麻酔後増加をみ

せ，｜臨床！？守分析伯と 11~僚な変化を示したO

( 43 ) 



4. メゾ酒石酸塩の生化学的・薬理薬的研究（ 2) 

アロキサン糖尿と血液中の存在について

第31四日本生化学会総会（北海道大学， 7月14

日・ 15・16日〉

柳沢文正4)

前報においてメゾ酒石酸カノレνワムが抗糖尿作用の

あることを報告した。その後臨床実験をおこなった結

果F 糖尿病を全治あるいは軽快せしめることを認め

た。アロキナシ糖尿家兎に本物質を投与すると，血糖，

尿糖最が低下するが，投与を中止すると再び血糖，尿

糖量が上昇する。

血液中にメゾ酒石酸カノレνワムは存在しないが，カ

ノレVクム境でないメゾ酒石酸と類似の物質は布在する。

すなわち乾燥人血疑（血液として約1Z）を用いて3

これを強酸で除蛋白して炭酸カノレνクムを加えて放置

し炉液を強アノレカリ性にすると沈i肢を生ずる。これ

を塩酸で溶解アンモニア溶液で処理し，さらに精製す

ると約0.13gの粉末をえた。これについて合成メゾ酒

石酸カノレνワムと比較検討・をおこない， この本態につ

いて究明した。しかも本物質は糖尿病患者血液中に多

量に存在するように思われる。

5. カリウムの腸管内吸収におよほすビタミン・薬

物の影響に関する研究

第31回日本生化学会総会（北海道大学， 7月14

・15・16日）
小笠原公，柳沢文正5)

さきにカノレνワム・マグネνワムの腸管内吸収と吸

収におよぼすビタミン・薬物の影響について報告した

が今回はカリクムの腸管内吸収について報告する。

実験動物は前報と同じく？ラツテを用いて腸管内直

接注入法により吸収実験を行った。すなわち結数部腸

管内に Walpole組成の緩衝j夜中カリワムを含む溶液

を注入し，吸収の部位，注入溶液の pH，濃度p 吸収

時間と吸収時の血清成分の相互関係を検索し，更にカ

リワムに種々の割合に，ビタミシ・無機物質・有機物

質を添加してその影響を検べた。

腸管部位で、は小腸上部の十二指腸下部・空腸上部が

最もよく吸収し3腸管下方に従い吸収が低下する。 pH

差についてはpH5.0が至適であり，濃度と吸収時間の

関係は，低濃度では短時間で完全吸収され，高濃度で

は完全吸収に時間を要した。カリワムの吸収に対する

ビタミシの影響は，ピタミンB1・c・D2・Ksは不変で，

ビタミシ Pは吸収を助長し，ピタミンB2は阻害した。

無機物質では鉄が吸収を助長し，カノレνワム＠マシガ

ジ＠亜鉛・銅などは阻害した。有機物質中糖質ではプ

ドワ糖が吸収を助長し，他は影響がなかった。アミノ

般の影響は3 アノレギニシ・リジン・グノレタミシ酸など

は阻害するが他は影響がなかった。

6. 以上の学会報告の外に「食生活と健戚Jについ

て各地で講演を行った。その主なるものは下記の

如くである。

1. 病人栄養研究会（ 2月24日，日本橋保健所）

2. 日本食生活協会（ 5月8日，紙パルプ会館〉

3. 学校給食協議会（特別講演） (10月11日長野市〉

4. 保健所看護婦係長講習会（11月4日，衛材K.K.) 

5. 長野県公衆衛生学会（特別講演） (11月9日上回

市信州大学）

6. 福岡県学校給食協議会（特別講演） (11月28日八

｜幡市公会堂）

等である。

この外昨年に引きつづき八丈島の栄養調査を 5月初

日より 6月3日まで行った。また12月12日より看護婦

講習会ならびに検査技術員の指導講義を行った。

女 献

1）柳沢文正：未発表

2) 柳沢文正，他：第21回東京都衛生局職員業務研

究会誌＇ 11, 1958. 

3) 柳沢文正，他：第21回東京都衛生局職員業務研

究会誌， 34, 1958. 

4) 1:911沢文正：第31回生化学会総会抄録集， 1958.

5）小笠原公：生化学， 31( 1 ), 4, 1959. 
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東京都のti'＂、煙と屋外空気に関する調査（第14報）

く第4試験年度＠第 2回中間報告〉
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としての一応の水準の存在を認めることが出来ょう。

ただし調査開始以来4年間の成績を通観すると，第 1

年度は2月が最高の降塵量を示しているが，第2年度

以降は2～5月間の何れかに最高峰があって一定せず，

これが年間の高ばい煙期を形成し，これ以外の諸月を

低ばい煙期として，およそ 1年を 2大別出来るようで

あるO しかしこの高ばい開期内各月のl時瞳量は，年次

によりかなり変動がある。

本期の水準は平均およそ21～24随くらいと言ってよ

かろうが，多ければ40随以上に達する月もありう本期

は既往同期中最も少い方で，第 1' 2年度け、本期に近

く，第 2年度が最も多かったが3 第2年度の4月が非

常に多かったのは，何等か状況に異なるところがあっ

たようであるから？これを除外すれば各年次大同小異

という結論となる。各地降塵量の多少は，年次の女[I何

にかかわらず、ほぼ定っていて，相当地区的差異が大で

ある。

次に降下塵の放射能（Cpm/m2，月） は，本期は各

地の｛障がやや不揃いで3 特に 3月がそうで、あった。前

報に比すれば著しく大である。特に 4月， 5月が大で

ある。各月の最高一平均 最低値を挙げれば， 3月

20, 985（深川） 7, 058-816（赤坂）？ 4月は35,9R5（玉

川1)-20,579-9, 940 （赤坂）？ 5月は28,609（青梅〉－

15, 226-7, 819 （石神井）となり，最高個所は不定で

あるが3 最低個所は赤坂が占めたのは注目された。し

かし全体的には特に放射能の地区的差異は不定でありう

降下鹿量とも相関が認められないことは従前同様であ

る。

既往同期と比較すると，勿論本期が最高でp f也より

著しく高く，他は第 1, 2' 3年大差ない。既往にお

いても 3月が最低で， 4' 5月に高まっている。

2) 降下ばい塵の成分

( 45 ) 

工 今回は本調査の第14報（昭和33年2月15日～ 5月

15日間）を提出する。調査方法や記載要領は従来同

様である。

五調査成績

1) 降下ばい鹿の量（臨／km2，月）

(cpm/m2，月）

被検26カ所の調査成績を従来同様，イ）ばい煙の多

少の想定による区分，ロ）調査個所の地理的位置によ

る区分 の2種類の区分法によって大別し，この区分

に従い観察することとする。

今回は冬→春の季節であって，晩秋→冬の前報とと

もに降下直の多い季節であるが，前報の降下塵量が比

較的少なかったので，本期は全体としては前報より多

い降趨量を示しているO

本期の月別降下塵量の最多 平均一最少傾および各

種地区別の平均値を記すると，それぞれ3月は 97.87

（千代田紙業） --22. 64-8. 01踏（大島）；これをイ）

の区分で観ると，ばい煙地区30.11随，中間地区18.96 

班＇ ~1~ばい煙地区13. 27随； ロ〉の区分では旧市内部

25. 19班，｜日市内以外16.82鴎，大島 8.01：随； 4月は

90.67施（千代田） -23. 09-5. 08班（大久保〉； イ）

の区分ではばい煙地区29.12臨，中間地区20.73臨，非

ばい煙地区12.05踏，ロ〉の区分で旧市内部25.43臨，

旧市内以外16.88随，大鳥15.79随； 5月は検体不良の

ため向島，荒川，石神井，立川を除外したが， 50. 87 

（千代田） --25. 31-7. 89随（大島）； イ）の区分では

ばい煙地区27.43随，中間地区26.27国，非ばい煙地区

19.66聴；ロ）の区分ではi日内市部27.29班，旧市内以

外21.24随，大島7.89践となる。

本期の降下塵量を既往の同期と比較すれば，試験年

次によって必ずしも一様でないがp 特に他より著しく

多量なことの多い千代田紙業を除外すればp まず本期

および放射能



木期の各地の不溶分ないし無機分は，可￥~~分ないし

有機分の 2～3倍で，前報ないし従来と大差ない。

本期5月の各地の平均値｛（班/l王1112，月）および

(l!'U形分総量に対する%） ｝は， 不溶解成分 18.94臨

(74. 9%) ｛うちターノレ分1.14臨（4.5%), ターノレ以外

の炭素分2.57班（10.2%), Fk分15.23雌（60.2%) }, 

溶解性成分6.37凪（25.1%) ｛灼熱減量3.10凪(12.2%), 

灰分3.27臨（12.9%), 1H~オ吋I航空（SOs) 1. 47 l也（5.8

%）， クローノレイオン（Cl')0.11}連（0.4%), アンモ

三ニア（NHa)0. 13随（0.5%) }, IJ'i'l形分総議 25.311苗

で既往同期ないし前報の状況に類似し，｜援季の成績と

は若干相違している。

3) 一般化炭素濃度（ppm)

今回は北川式検知管の延べ通気時間を 1,500秒（25

分）まで延長したためか検出個所が前報より若干多く，

検出量も大体前報より多かった。すなわち従来は検出

個所は 3-4個所くらいのことが多かったが，本期で

は7個所以上，特に 4月は全個所のりsくらいから検出

された。検出個所はやはり千代田区，中央底の丸の内

ピノレ街を中心とする一帯や，荒川区，北区，江東区等

の工場地帯に多く，普通住宅地は検出しないが，検出

しても微量である。

4月は検出個所も検出量も従来よりずっと多く，麹

町地区よりは 7～lOppmを検出した。

4) 鹿i実数（個／cc)

前報は寒季としては塵境数が少く， 1000/ccを超え

た所は皆無で、あったが？本期においてはばい煙！地区に

おいては 1000/ccくらいはしばしばで，ばい煙！地区と

非ばい煙i地区との間の差がかなり明瞭に現われており，

本期の各地の全平均は 643/ccである。いま趨唆数範

囲を 200以下， 201～499, 500～699, 700～999, 1000 

以上に分け，それぞれを（A〕， (B), (C), (D), (E) 

級として示すこととすれば，本期の各地各 3回測定の

平均値がp E級（1000以上）の所は？麹町の 1,312を

最多として，中央3 千代ff!，日本橋？城東，滝野川の

6個所＇ D級（700--999）の所は深Jll，荒川，王子の

3個所， C級（500～699）の所は小石川，牛込，浅草，

立川の 4個所， B級（201～499）の所は神日て！？芝，赤

坂 3 渋谷，四谷，向島，大久保，大森，玉川，石神井，

青梅，杉並の12個所となる。

各月の各地の最多一平均一最少値を記すると， 3月

は1,264（城東） 595--210 （浅草）， 4月は2,128（滝

野川） -749--142 （四谷）， 5月は1,570 （城東） -639 

-272 （大森），本期の各月各 3回の測定値の平均値で、

は1,312 （麹町） 643-234 （玉JII）となる。

これを既往同期と比較すれば，一般に木期は最も多

数で？第 1年度は最も少し逐年増加している。

5) 塵填量（浮遊塵量） (mg/m3) 

総体的には多少前報より少い値であるが3 大差はな

い。 3) 4月に比し 5月が多かった。

本期間の各地各 31亘！の測定の平均値では，大多数が

2. 00～2. 99mg /maの範i別であって， 3.0mg・以卜．の所

は皆無， 1.01～1. 99の範!If'!にあるのは日本橋，大森，

石ネrj1井，青l'JiJ，立川？杉並の 6個所である。このよう

に各地の差が比較的小さいのは，従前通りで，少量の

個所もほぼ、前報に類以している。

各月の各地の最多一平均一最少値を記すると，それ

ぞれ 3月は3.3 （深Jll)-2. 0--1. lmg （滝野川）， 4月

は3.4（牛込） -2. 0 1. lmg （大森・他）， 5月は4.7 

（麹町） 2. 7 1. 4mg （立）｜｜），本期の各地各 3間の

測定値の平均では， 2.9（麹町） -2. 22 1. 5mg （立

JI I）となる。

これを既往問期と比較すれば，やはり月により異な

るが，全体的に前年（第 3年度）が最多で，第 2年が

これに次ぎ＼第 1年と本期は大差ない。最多p 最少個

所は年次によりかなり変化が著しい。前記の塵挨数の

場合と併せ考えると，塵咲の数と量との相関は状況に

より変化し，一定しない傾向が観られる。これは個々

の個所にもその倒を見出し得る。

6) 炭般ガス量（匹。）

一般に前報よりもやや少し本期中では4月が他の

月より多かった。本期各月の各地最多 平均一最少値

を記すると，それぞれ3月は0.45（玉Jll)-0. 29-

0.20声。（四谷）， 4月は 0.59（浅草） -0. 34-0. 20%。

（麹町・他）》 5月は0.51（城東） -0. 31-0. 22声。（中

央）となる。また本期の各地各 3回の測定値の平均値

では， 0.42（大森） -0. 32-0. 24%。（石神井）となり？

大部分の個所は0.30～0.49%。の範聞であるがp 麹町，

千代｜孔小石川， 四谷，石神井？ 青梅， の6個所は

0. 29%。以下で少し本期では大森，浅草，牛込等が平

均0.40%。以上で他より多い個所に属する。これを既往

同期と比較すれば，大差はないが，本期は各期中最少

で，第 1年度が最も多く，大体逐年少しずつ低下して

いる。最多，最少個所は年次により異なり，不定であ

る。

7) 細菌数（落下菌数）

（普通寒天， 5分間露出， 37°C, 48時間培養値）

前報より多少本期が多かったが，大差はない。従前

同様試験日時により差が大きく，かなり各地不定，不

同である。
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各月の各地の最多一平均一最少値を記すると 3 それ

ぞれ 3月は186（小石川｜） 65 15 （立川〉， 4月は394

（青1；毎）一一72-11（日本橋）， 5月は114（荒Jil)-44 

--17 （大久保）で，本期中各地各 3回測定の平均値で

は147（青梅） -60-18 （中央）となり， 30以下の所

は麹町，中央， 日本橋，深川，立川の 5個所， 31-50

の範IITIでは，千代「j二i，赤坂？渋谷，城東，玉川，杉並

の6個所， 51～75の範IJl'Iでは神EFI，芝，牛込，向島，

浅草，荒Jll，滝野川，王子3 大久保，大森の10個所，

76～99の静岡では石神井， 100以i：は小石川？四谷，青

梅の 3個所となる。

これを既往同期に比較すれば，第 1' 3' 4年（本

期）は大差ないが前年が他よりやや多く，第 2年は最も

少かった。各個所の｛障は変化が多く，不定である。ノ

大久保 育－ 1毎 並 中

3 月｛午裂
100 126 ll5 69 

100 81 

4 月 U1~ ~ 100 100 ll5 70 
100 61 

5 =J ｛ ~I：震 100 116 工08 92 
100 54 

J~.Hi2の如く，大久保，青梅，杉並は強く，他は若干差

が開くが，中央，滝野川，向島，麹町等の聞には大差

なく，日本橋，浅草が最も弱い。

これを前報と比較すると，麹町， 日本橋は順位が下

り，滝野川はやや！？．っている。既往同期と比較すると？

大体において従来は経月的に舶が高まっているのでp

本期の 4月の中山みは異例である。また各地の強弱は？

従米は案外杉並は弱く 3 反対に麹町， 日本橋等が比較

的強いことがしばしばあったが，本回は反対であり，

：白地の強弱は年度により相当変化がある。ただ大久保

のみはいつも強い部にあって比較的動かない。各年の

強度は月によって異なり， 3月はf_fj2' 1' 4年大差

なく，第 3年最低， 4月は第 1' 2, 3, 4年の順で，

：本期が最低フ 5月は第 1, 2' 4年小差で，第 3年最

1氏である。総合すれば，第 l, 2年が第 3, 4年より

や L高く，第 1' 2年ないし第 3, 4年はそれぞれ大

差ないと言い得るであろう 0

9）天候

本期の 3月は3 ・前報にひきつづき天候ほぼ安定して

いるが， 4月， 5月，特に 4月は不安定となって曇が

多い。大体において，これは季節的変化と観ることが

出米る。

各月毎に観察すると， 3月では｜！青，曇，雨，雷の各

地延回数平均値は，月間観測IITI数午前約241豆i，午後約

央

8) 紫外線エネノレギー強度（分）

合計9個所の成績である。 Lf後は欠測が多かった。

月間平均値では季節的に前報よりは一般に上昇してい

る。本期各月では平均して 5月が最も強く，次は 3月

で， 4月が最も弱かった。

各地紫外線強度月間平均値の最高 平均一最低値を

記すると，それぞれ3月午前では2.406（青梅〉 1. 506 

0.684 （浅草〉，同午後は2.376 （大久保） -1. 469-

0.655〔浅草）， 4月午前は2.078（杉並西） -1. 219-

0.595 （日本橋〉，同午後は2.349（大久保） -1. 142 

0.428 （浅草）， 5月午前は 2.774 （青梅） l. 756 -

0.636 （浅草），同午後は4.047（大久保）－－1.893-0. 563 

（浅草）となり 3 従来にならい大久保を 100とした各

地の相対強度は

j竜野 Jil 向 島 麹 町 日本橋 浅 草

77 75 61 54 36 
50 54 76 44 28 

58 56 42 33 34 
60 33 工9 18 

56 66 65 32 27 
65 30 48 16 14 

21IITIのうち，午前はそれぞれ16.9, 6.5, 0.3, 0.2回，

午後はそれぞれ15.0, 4. 8, l. 2, 0回で，各地の差は

少し深川，石神井，向島，杉並などがやや晴が他よ

り多く，牛込がやや曇が多いくらいであるO 4月では

11青3 曇，雨，雪の各地延回数平均値は，月間協r測回数

午前約251TIJ，午後約201TI1のうち3 午前はそれぞれ9.6, 

14. 2, 1. 7, o ITII，午後はそれぞれ7.8, 9.2, 3.6, 0. 1 

聞で，曇が一番多く，特に午前中曇が多い。各種天候

頻度分布も 7各地かなり区々で， II青が比較的多いのは，

深川，大森，玉Jil，石神井，大島で，これ等はII青が曇

と同数ないしそれ以J・であり，特に石神井3 大島はH青

が多い。これにJY.：レ曇が多いのは，芝，四谷，牛込，

立川｜等で，雨は大島が本卜．より多い。

次に 5月ではH九曇，雨，雪の各地延i司教平均値は3

月間観測回数午前約231豆！？午後約201TI1のうち，午前は

それぞれ11.6, 8. 4, 2. 4, 0 i国3 午後はそれぞれ10.5, 

7. 9, 2. 3, 0聞で，前舟よりやや安定し， II青が多くな

り，各地の差も縮っている。各地中H青が多いのは石神

井，深川，反対に曇の多いのは芝，渋谷，大島などで，

大島は雨もやや多い。

これを既往同期と比較すれば，相当よく類似してい

ることは勿論であるがp 異っている点も挙げることが

出米る。殊に月別では各試験年度による差：異はかなり

ある。すなわち 3月は年次による差が比較的少し毎
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年H青が多く p 雨雪が少いが，雨雪はほぼ逐年一屑少く

なっている。 4月は年次による差異がかなりあって，

第 3 （昨年）年はH青が多く，曇，雨，雪は一番少いが，

第 1年は雨がかなりあり，以下第 2年？本期のj闘とな

り，曇は本期が一番多く， 5月は第 3年が特に雨が多

く，｜！青，曇は他より少く，他の年次では大差がない。

岳地天候状況の若干の差異はう必ず、しも恒常的なもの

でなくう年日くにより変ることがあるのは，他の各種気

象条件の場合と同様であるO たとえば深川は本年，前

年は毎月II青が多かったが， Bf}l司 2年は普通であり，

石ネ1j1;J:1：は本期以外は各年ともそうH青が他所より多いこ

とはなかった。

10）風力（風紋）

月により若干異るが？主体としては前半｜えと大差ない

が，前半I~ より多少弱いようであり，大体において本則

は比較的弱い方である。

九年各月のJJ 問中： j~:J111\（で－は，最大 平均一一最小Miそ
れぞれ3月午前は3.0（大森） 1. 6 0. 6 （浅草）， l•d 
午後は3.2（渋谷） -1. 7 0. 5 （浅草）で， 岳地l，，，麹町p

渋谷p 牛込、大森，杉並聞は他より大，深川う赤坂、

j岐点，浅草，玉川，正月1j1J=I：等；は他より小であるO 品j也

風力の状況はおおよそ前半Iiiと大法ない。

4月は各地一般に 3月よりやや小で， lidじく最大

、｜乙j台 最小値それぞれ午前は 2.7 （麹問J) 一一1.4 0. 3 

（石;j.1j1;J:i:)，止｜二後は3.5 （渋谷） -1. 7--0. 3 （石ネ1j1）二｜

l由より大は麹町，牛込，他より小は深川，赤坂，城＊＇

浅草フ荒川，玉Jll，お判明：等で，他より大きい所は前

舟より少教である。

5月は一般にやや4月より大となり， lidじく最大一

平均一最小値それぞれ午前は3.0 （渋谷）－1.7-0. 8 

（浅草〉，同午後は同じく 3.4（渋谷） 1.9-1.0 （深

川・他）で，他より大きい所は趨町，日本橋，小石川，

渋谷9 大久保，大森，青梅等，他より小さい所は？深

川，赤坂，城東3 浅草3 玉川l，石神井等である。

これを既往同期と比較すると，大差ではないが，全

体としてほぼ第 1, 3年度最大，第 2年度がこれに次

~f， 本期は最も小である。特に 4 月は本期が最小であ

るO 者地風力の強弱はう年次により必ずしも同様でな

いが，渋谷はいつも強， J)J切さはいつも弱いのが注目さ

れる。

11) Jinl 向

前報で、多かった北よりの風（北，；｜じ々東，北々西風

の総称とする，他もこれに準ずる〉ないし類似の風が

漸減して，南よりの風も混ってくる季節である。

各月について刷れば、 3月はなお；｜むよりの風が多く，

( 48 ) 

全個所月間平均でも主風（ニ最頻風の呼称とする）で

あるのみでなく，午前では完全主風（主風で頻度が全

風向頻度のl/2以上あるものの呼称とする）に近い。各

地について観ると，北よりの風は午前，午後とも大部

分の所（麹町， 日本橋，芝，赤坂，四谷フ牛込，向島，

浅草，荒川，滝野川，王子，石神井，杉並の13個所）

の主風であって，うち芝3 赤坂，四谷，向島，石神主1:

の5個所では完全主風であるO その他の所でも麹町ラ

小石川，渋谷，大森，玉川の 5個所の午前，中央の午

後は，北よりの風が主風である。

北よりの風以外が主風となっているのは， 北京風

｛ネfjlffl，深川，大久保（午前のみ），大森（午後のみ）}, 

北西風｛中央（午前のみ〉，城東，玉川（午後のみ｝，

市西風（大島）， THよりの風｛小石川（午前のみ），渋

谷（午後のみ〉｝等に過ぎない。

日くに 4月では司北よりの風が減じて北東に傾き，風

11¥1は様々となって白地一般に不定となり，；｜じよりの}!l(l

や花束風がやや多いに過ぎない。午前，午後を通じた

lriJ~·風向の光公主風は僅少となって，北よりの風（芝，

tj二込， ii'U島〉，北東風（大島〉，市東風（深）！｜）等に過

ぎない。午前、午後を通じた主風も少くなり，北より

の風（小石川，；~，四谷，牛込，向島）が多少目立つ

くらいに過ぎない。石村1）＝！：は無風が目立って多い。

5月になってもやや出よりの風が増すのみで，依然

各地の風向は区々，不定であり，はっきりした主風を

見出すのが困難であるO 各種風向頻度分布は 4月と類

似するO このなかで，四谷の北よりのj札深川の市風，

大森，大島の北京風が午前，午後を通じた完全主風と

なっているのは注目される。特に大島では主風の北東

風とともに南西風が多く，他種風向を混えぬのは，特

異であるO

これを既往同期と比較すると，勿論一般傾向は類似

しているが3 個々の場所では相違している場合もあ

る。本期は全般的には風向の季節的変化が従来より最

もおそし従来は 5月には南よりの風を主風とすると

ころがかなり出るのであるが本期はほとんどない位で，

従って各地の風向も従来と異なる場合を散見する。倒

えば大森は第 1) 2年度は本期は北西風が比較的多か

ったが，南風の遅れた昨年および本期は北東風が多く，

北西風は少い。

12）気温（。C)

前報では気温は漸次低下していたが，前報の 2月を

境として本期からは気温は漸次上昇してきた。

月間平均値で最高一平均一最低値は，それぞれ3月

午前は12.7（大島） 8. 9-6. 8°C （判，，こEl・他），同午後



は15.8（大島） -12. 3-10. 5°C （四谷〉， 4月午前は

15.5 （大島） -12. 5-10. 3°C （青梅），同午後は16.5 

（大島） -14.6-12.8°C （四谷）， 5月午前は 21.0 

（深Jll) 17.9-16.1°C （渋谷〉，同午後は24.2 （深

)II) 19.5 17.6°C （城東）である。

月間平均値では比較的気温の高い所と低い所を挙りす

ると， 3月で高い方は3 大島，立川，麹町，深）Ii，低い

方は神田，渋谷，青梅等， 4月は各地の差がやや縮ま

り，午前か午後，特に午後の一方のみが他と若干違う

所の方がやや多い位であって3 若干高い方では大島，

立川， 日本橋，やや低い方では神任i，渋谷3 四谷p 午

後のみ若干高いのは赤坂（ 3月もそうであったL 大

森，石神井等がある。

5月には各地の差はほとんど問題にならず3 深川，

日本橋の高いのと 3 城東，渋谷の低いのが目立つくら

いである。各地月間平均値については以上のようで，

これを要するに各地の差はそれ程大と言いがたいので、

あるが3 言うまでもないが気温は，夜を含む日変｛七の

ことはしばらく置き， 日々変化が大で，また各日の各

地の差は相当に大であり，最高一最低個所の差は少く

も5-6°C，大きければ十数度もあることは従来通り

であって，決して簡単でない。

本期を既往同期と比較すると，一般に状況の類似が

認められるのは勿論であるが，月により若干異なり 3

3月は本期が最高，以下第 1, 2' 3年度の）I民， 4月

は各年近似し， 5月は第 2年度が高く，以下本期，第

3, 1年の！｜固となるO 最高最低個所も年次，月により

必ずしも一定しないが，本期では高い方で石神井1：，大

島， 日本橋，低い方で城東3 渋谷等はかなり注目され

る。

最高最低気温（。C)

気温同様前報より上昇しつつあるO 全月間平均値で

は，最高一最低値それぞれ3月午前は12.1-3.4°C, 

同午後は13.3-8. 5° c' 4月午前は15.7-6. 9°C，同

午後は15.9-ll.2°C, 5月午前は21.2 12. 4°C y 同

午後は 21.6-16. 8°Cで，最高一最低値の聞きは， 3 

月は麹町3 向島，滝野川，大久保は小，その他は大差

ないが3 浅草はもっとも聞きが大きい。 4, 5月は麹

町，滝野川が開きが小p 他は大差ない。各地の高低は

月により一様でなく， 3月は麹町，日本橋が高く，浅

草，滝野川等が低く 3 4月は日本橋が高く， i竜野川が

低いが，他はあまり違わず， 5月は青HU，中央3 日本

橋等が高く，滝野川が低い。

以上大体において，従前通りばい凶地区が最高一最

低値の開きが小さい傾向があるようである。これを既

往同期と比較すると 3 3月は本期が最高で、，第 1, 2' 

3年がこれに次ぎ，他の月は大差ないようであるO と

にかく，本年の冬は，暖冬であった。

13）湿度（%〉

3月は前報 2月にひきつづきさらに儲か低下したが，

4月より再び！：：.弄してきた。

月間平均値では，各所の最高 平均一最低値それぞ

れ3月午前は 61（大鳥〉← 54-45%（立J11), 同午後

は66（芝） -51-42% （大久保〉， 4月午前は 73（深

Jil) -63 56% （立JII），向午後は72（芝） 62-55% 

（大森）， 5月午前は75（深Jll)-62-55%（立J11），同

午後は72（芝） -60-55% （大森）となる。

各地の差は3 月間平均値ではそう著しくないが，各

日の測定値ではかなり著しい。各地月間平均値では，

午前，午後何れも総平均値からかけはなれている所は

少いが，午前か午後の何れかががなり異なる所はかな

りある。

月間平均値では， 3 fa!は高い方ではあまり目立つ所

が少し低い方で麹町，中央，日本橋，荒川，滝野川，

大久保，立川｜等がやや目立っている。 4月では各地の

差が少し高い方では深，，，，大島がやや目立つのみで，

低い方では大久保，大森，玉川，立川等がやや注目さ

れる。 5月でもほぼ同じで3 高い方は深川，大島，低

い方は大久保，石神井3 立Jll，杉並等が挙げられる。

本期を既往同期と比較すると，一般傾向としては類

似しているが？若干の差異もあり p 殊に月別にj1JJると

きにそうである。全平均値で比較して， 3月は本期と

昨年（第 3年）は等しいが，第 1, 2年より若干低い。

第1, 2年はほぼ等しい。 4月は一般に湿度が 3月よ

り高まるのが普通であるが，昨年のみは反対に多少低

まったので，昨年が最低で，他は第 1, 2年3 本期の

)I頃である。 5月は一般に4月より多少低まるが，昨年

は反対に高まっていて，第 3' 1, 2＇本期の l顕であ

る。地区的若異も大島は大体本土より高七大久保，

杉並等は低いことが多いが3 他は年次により必ず、しも

一様でなく，反対になることもある。

例えば麹町はほぼ第 1, 3年度は高い部＇ !iffi 2年度

および本期（第 4年度）は低い部であるO

IIT むすび

本期の降下ばい鹿量は例年同期よりやや少いようで

あるが，その差は小であって，まず大同小異であるO

ただし本期の降下塵の放射能は，倒年同期ないし前報

に比し著しく増大しているのが注目される。一酸化炭

素3 麗1九炭酸ガス，細菌数等は，試験回数が月 1恒｜

に過ぎないから，各地の状況を窺うには足らないけれ

ども w 一酸化炭素量や塵挟数はばい煙地区に多量で，

かっ既往同期よりも多く，塵；挨量や炭酸ガス量は少い

方であった。細菌数は例年大差ない。紫外線は天候を

反映して従来と異なり 4月が本期中最弱であった。

本期の気象条件は， 3月は例年同様II青が多く， 4月

は本期は曇が多く，雨は倒年より少く， 5月はII青と｜｜青

以外の日数が接近しており，特に雨の多かった前年を

｜徐色他の年度と大差なかった。また大体において例

年より暖かくて風が弱く，風向の季節変化がおくれて

いた。
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降下煤塵量（屯／km2，月）および
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放射能（cpm/m2，月） (1958年 2月15日～1958年 5月15日）

3月 15～ 4月 15 El 1 9 5 8年 4月 15日 ～ 5月 15日

（不溶解性成分 可溶性成分） （不溶解性成分 可溶性成分）
車合点芯下 量 総放射能

（煤麗量 放射能 煤鹿量 放射能 （煤塵量 放射能 煤鹿量放射能）

(15.54 18757! 9. 21 4038) 20.19 工953工 工5777 6. 17 

(73.92 24256 工6.75 2272)' 50.87 16191 (40.63 工2555 工0.24

(16. 79 247021 8.01 4441)! 31. 48 エ2646 (26.01 

(20. 54 工35221 9.00 1278)1 26. 71 15245 （工9.85 13097 6.86 

（工6.36 8.13 2084): 20. 45 21984 （ユ6.97 工8467

(20. 72 10.15 956)¥ 27.43 22613 （工9.27 20610 2003) 

（工4.75 9.09 3206) 22.80 15176 (13.07 13941 9. 73 1235) 

(14.10 6. 51 9730)! 26.63 14064 (18. 72 11696 7.91 

(12.45 6.12 2207)' 27.46 7894 (23.35 7008 4.ユl

(15.08 8.98 1531〕i 18.67 16835 (12.32 8678 

(11.88 7.85 3464) 14.35 9580 (10.38 4806 3‘ 

(14.62 6.36 2637)' 18. 20 15154 (13.03 12915 5. 

( 7.33 3.43 2443)j 25. 41 工5685 (15. 56 12211 9. 

(28.14 7.64 1461)' 12561 11143 

(18.00 5.02 3378)1 49.61 11642 (44. 73 11642 4. 

（工4.39 4.92 3614)' 13275 工3275

(11.13 4.84 2508): 25.98 10687 (17. 16 7556 8. 

(1工.30 9.08 6713)' 23.00 9274 (15.22 7196 7. 78 

( 4.23 0.85 1117) 34.67 10590 (28.13 9811 6.54 

(25.52 9.42 21.30 9977 (14.08 8581 7.22 

( 9.83 6.88 6412) 19.53 12872 （ユ5.70 11610 

( 7.19 2.93 7819 6471 

( 6.26 3.08 工9.78 28069 (17.15 24595 2. 

（工5.23 2.99 13204 工3183

( 8.20 3. 77 11980 (16. 23 11626 8.12 

( 7.91 7.88 7.89 27280 ( S.12 23172 2. 77 4108) 

73.92 29573 16. 75 50.87 
28069 44. 73 

~墾1 品6沼｜（鎧l
（~＋~塁） （玉JII) （~G1~皇） (;f£1~皇） C 11'Hi1J) （浅草）

16. 21 6.88 25.31 14696 18.94 
(70.2%) (29. 8%) (100.0%) (74.9%) (25.1%) 

4.23 0.85 7.89 7819 5.12 
（衛研〉 （衛研〉 （大島） （石ネr/1井） （大島） （四谷）
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円 東京都のばい煙と屋外空気に関する調査（第15報〉

（第4試験年度晶画第3問中間報告〉

工 本ITilは本調査の第15報（昭和J33年 5月15日～ HJ

15日間〉を提出する。調査方法や記載要領は従来｜司

様である。

E 調査成績

1) 降下ばい塵の量（地／km2，月）および放射能

(cpm/1112，月〉

被検26カ所の調査成績を従米同様 イ）ばい悼の多

少の想定による区分，ロ〕調査個所の地Jl！！的位置によ

る区分 の2種類の区分i去によって大別し，この区分

に従い観察することとする。

今回は春→夏の季節であって，従米ならば降下ばい

塵量が相当減じて，各地平均値は通倒20磁をず司っと；切

る時期であるが3 本年は｜暖房期でも比較的少量であっ

たためもあるが減量顕著でなく，それで、も 6' 7月は

若干減じたが， 8月は再び増量して実質的には暖房期

を凌駕する状況を示し，本年の毎月の降下塵量推移曲

線は 2' 5' 8月の 3峰性となったのは，注目に値す

ることである。さらに今後の経過を見ないと 3 かかる

状況が持続的なものか否か不明であるが，かかる傾向

が続くとすれば，者1.1の降下ばい鹿ーばい煙の発生状況

に若干変化が生じてきていると思わねばなるまい。と

にかく本期の降塵量は3 全体としては前半I~ よりやや少

いが，従来向期中最多量で、あった。

本期各月各地の降下塵震の最多一平均 最少値およ

び各種地区別の平均値を記すると，それぞれ 6月は

33. 79 （浅草） -19. 74-6. 82臨（青梅）；これを イ〉

の区分で制ると，ばい煙地区22.08踏，中間地区19.20 

臨，非ばい煙地区 11.49臨； ロ）の区分で11:::1rl11Jj音15

21. 63鴎，！日市内以外11.51凪，離島（大島） 28. 73臨。

7月は44.86（麹町） -21. 05一一5.87蕗（渋谷）；イ）

の区分でばい煙地区26.091也，中間地区17.70随，非ば

いi型地区17.21随； ロ）の区分で！日市内部22.24E@:，旧

市内以外17.83F也離島（大島） 19.09凪。

環境衛生科粛 藤 功

林 正 武

中 1l1 袈裟典

粛 藤 喜佐夫

ゐpム11 木 尭 子

8月は57.57（日本橋） 23. 91--5. 761由（青梅〉；

イ〉の区分でばい煙地区33.66融，中間地区21.29I，也9

~1~ばい煙地区6.56随； ロ）の区分で！日市内部28.80 

臨，！日市内以外11.15｝也離属（大島） 9. 55胞とな

る。

本月jの降下趨量を既往110期と比較すれば， l：記のご

とく本期全体としては本年が最高であり，月旬：に比較

しても本期各月は最高ないし最高に近い。すなわち 6

月は昨年が21.35雌で3 やや本年の19.20臨より多いが，

箔 1' 2年はずっと少く 3 7' 8月は既往 3年は何れ

も本年よりずっと少い。 6月の第 1' 2年は大同小異3

7月のtiH, 2, 3年も同様で3 8月は第 4, 1' 2 

および 3年のJI民になる。

次の降下鹿の放射能は3 本期は前幸~I司様各地の｛直が

やや不揃いで，特に 6月がそうで、あったが，前報にひ

きつづき従来より著しく大で、あり注目される。 7'

8月は 6月より大であるO 各月の最高一平均一最低値

を挙げれば， 6月は 26,148（渋谷） -12,227-1,573 

（神日：I), 7月は 26,126（芝） - 16, 018 - 3, 888 （大

島）， 8月は34,685（渋谷） -16, 123-8, 205 （芝）と

なり，各地の値は月により変動が多く概して不定であ

り，降下麗量との相関も少いこと従前と同様である

がp 麹町，赤坂等り；旬月比較的小であった。既往同期

と比較すると，勿論本期が最高であり，従来同期と大

差があるが，他年については第 1, 2' 3年と年を加

えるに従って増大している。

2) 降下ばい鹿の成分

本期降下塵の不溶分ないし1H~機分は3 可j岩手分ないし

有機分の 2～ 3倍で，前報ないし従来と大差ない。

本期 8月の各地の平均値｛（臨／km2, 月〉， および

（問形分総量に対する%）｝は，不溶分15.38阻（64.3 

%）｛うちターノレ分 1.24臨（5.2%), ターノレ分以外の

炭素分1.36臨（5.7%），灰分12.78凪（53.4%)}, 
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可溶分8.53臨（35.7%) l灼熱減量3.70凪（15.5%), -694-440 （芝〉となる。

灰分4.84臨（20.2%），無水硫酸（SOa)2. 42随（10.1 これる既往同期と比較すれば3 平均して本期は最多

%）， クローノレイオン（Cl')0. 34臨（1.42%), アン 数で，次は前年が多く，第 1, 2年はさらに少い。第

モニア（NHa) 0. 20臨（0.85%)}, 有機分 6.30凪 1 ' 2年は同程度である。

(26. 3%), 無機分 17.62斑（73.7%), 田形分総量 5) 塵境量（浮遊麗量） (mg/m3) 

23.91臨（100.0%）となり，既往の 8月に比すると総 全体として前報よりは大分多く，本期では月が進む

量では最高であるが，比率的には不溶分が若干少ない に従って少しずつ噌量している。

ほかは大差なかった。 本期間の各地各 3回宛測定の平均値では最多一平均

本期各地中では3 青Hu：，石tiji~=j:, l~U 島，日本橋等が 一最少値それぞれ3.9（荒Jll)-2. 7-1. 4mg （杉並〉

不j容分割合が80%以！二の高値なこと等，各地の成分の で，うち1.9mg以下の所－は，石神井，立川3 杉並の 3

割合が相当具なることに一応注意されるがp これは本 カ所のみ， 2.0～2.9mgの範聞は千代田，小石川3芝，

期に限らず従来もしばしば見られたことであり，また 蔀坂，渋谷，牛込， 向島，滝野川，王子，大久保，

これは月により異なることで各地に間有の値でもな 大森，玉川，青栴の13カ所， 3.0～3.9mgの範聞は麹

い。 町，中央， 日本橋，神i王I，深Jll，四谷，城東，浅草，

3) 一般化炭素iJ！~J支（ppm) 荒川の 9カ所である。

本期の 6, 7月は従米より検出個所が増し大部分の 合月の各地の最多一平均一最少偵を挙げ、ると，それ

)91"から定量的に検U¥したが， 8月は検ll¥H日所が減じて そ、れ 6月は3.9 （荒川）一一2.5---1. 3mg （麹町・他）、

毎月検出される丸ノ Fl七日本橋，芝附近を11余き過半数 7月は4.2（ネ1j11J1)-2. 7-1. lmg （石判I):j:)' 8月は

の所は痕跡的にしか検山されなかった。 4.9 （城東） --2. 9 -1. 2mg （玉川I) となる。

昨年同期よりは一般に検出される場合が多かったが3 これを既往｜司期と比較すれば，大体経年！切に憎）JIJし

これは前年同期より検知管の通気時間が長いことに1%1 ていて、本年と前年は全体としてほほ：2f:i＇；しく 3 以下第

係しよう。前年は通気時間が1, 000秒まであったが， 2年， UH年のl闘で，第 1年は最も少なかった。

本年 3 月からはi~iI報にも記したように通気時間を1500 6) 炭酸ガス量（声。）

秒までとしている。 一般に前半11よりやや多く，＊期中では 6月が多かつ

4) 塵挟数（倒／cc) た。

本期は前報に比すれば 1000/cc以上．のような特・に多 本期各月の各地の最多－－ijlJ主j一一最少値をltdすると，

いPY「は少かったが，平均して各地とも従来より多く， 6月は 0.59（千代田紙業） -0. 44-0. 29%。（大森），

本期の各地の全平均は 694で，前報をやや上廻ってい 7月は 0.54（向島） -0. 38 0. 26%。（立JII), 8月は

る。従来の倒からすれば夏季は少くなるのが通例なの 0.64 （向島〉 0. 40-0. 21%。（王子）となる。

で，これは異例のことに属し，降下ばい塵の増減と対 次に本期の各地 3回の測定値の平均では， 0.52（城

応的である。 東） -0. 41-0. 31%。（大森）となり，本期は大部分の

前報のように，鹿J夫数範凶をA (200以下）， B (201 所が0.40～0.50声。の間にあり， 0.51声。以上は四谷，；！成

-499), C (500-699), D (700 999), E (1000以 東の 2カ所， 0.39%。以下は赤坂，滝野川，王子，大久

L－：.）と分けると，本期の各地各3回測定の平均値はE 保，大森，玉Jll，石神井，立川，杉抵の 9カ所であ

級はなく， D級は麹町，中央，日本橋，神日：l，深川， る。既往同期と比すれば，大差はないが，全体として

四谷，域東，向島，浅草，滝野川，王子，大森，杉並 前年が高く，次は本年で，第 1, 2年は大差ない。

の13カ所の多数である。 C殺は千代田紙業，小石川， 7) 細菌数（落下菌数〉 （普通寒天平板， 5分間露

赤坂，牛込，荒川，大久保，玉Jil，石神井，青椀，立 出， 37°C, 48時閉店養）

川の10カ所， B級は芝，渋谷の 2カ所， A級は無とな 前報よりは若ニ｜二本期が多く，本期中では多い方から

り？前報がE級やB級の所が多かったのと大分状況が 7' 8' 6月のJI顕である。

異っている。 各月の各地の最多一平均一最少値を挙げると， 6月

各月の各地の最多一平均一最少｛直を記すると， 6月 は 317（杉並）ー75…22（中央）， 7月は737（麹町）

は950（四谷） -583-364 （立JII), 7月は 1,203（深 -115-29 （赤坂）， 8月は219（芝） 88← 26 （渋谷）

Jll) -658 355 （赤坂）， 8月は1,178（日本橋）－842 となる。

-480 （渋谷〉，本期各地 3聞の平均値では901（麹町〉 次に本期中各地各 3回の測定値の平均では 286（麹
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前報よりやや強まっているが， 6月は前半｜誌の 5月より

やや弱まっている。本期中では 6月がやや 7' 8月よ

り弱く， 7' 8月はほぼ等しい。

各地紫外線強度月間平均値の最高一平均一最低値を

記すると， それぞれ 6月午前では 2.565（青梅）

1. 557 0. 585 （浅草）， 同午後は 3.451（大久保）－

1. 772--0. 454 （日本橋）， 7月午前は2.605 （杉並〉

1. 941-0. 825 （浅草），同午後は2.633（杉並）－1.865 

-0.781 （浅草）， 8月午前は2.786 （青梅） ・-1. 754-

1. 009 （中央）， 同午後は 2.854（日本橋） -1. 883-

1. 377 （麹町〉となり，従来にならい大久保を100とし

た各地の相対強度を示すと，

町〉一一93 32 （中央〉となり，本凹は前報と異なり 30

以下の所はなく， 31～50の範JJHでは中央p 村ijTI, 赤

坂，大久保の 4カ所， 51～74の範聞では日本橋，小石

}fl, i架JrI，渋谷， 牛，；_6, 城東， 玉川， 石神井の 8カ

riJ¥', 75～150の範i引に千代III＇芝，四谷，向島，浅草，

荒川，滝野川，王子3 大森， 立Jll, 杉並の 11カ所，

151～299の範問に麹町，青梅の 2カ所となる。

これを既往同期と比すれば，全体的に本期は従米最

も多かった第 1年よりやや多く，多い方から第 4' l, 

3, 2年の）I買となる。

8) 紫外線エネノレギー強度（分）

合計 9カ所の成績であるが，測定不充分で除外した

所が時々ある。月により異なるが，全体として本期がノ
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.Ld己の虹｜く今回は杉並が最も強く，以下青梅？大久保？

日本橋等が強くヲ j高野川，麹町，中央，向島，浅草笥；

は弱い当I~であるが，各地の差は一般に前報より小であ

る。ただ注意せられるのは日本橋で， 6月は各地中最

も弱かったのに 7, 8月は最も強いnl5となったのは，

奇異の感じがある。日本橋はしかし前報でも最も弱い

{t!5であった。

以上．の成績を既往同期に比するとう各地の強度は年

により著しく異なり，青梅，杉並笥；は従来は比較的弱

く，反対に麹町・は比較的強かった。大久保は毎年比較

的強〈？？年の大久保の各地に対応する相対的強度は

前年とほぼ類似する。白地の平均値では高い方から第

1, 2司 3 および、 4 年となり‘オ三期と 11'1~骨三はほi ま‘ 11可じ

［、’／

9）天候

本期付、Hu＝雨と関係があるのでフ前半は他期より比較

的曇司雨が多いのが一般であるが，本期は各試験月と

も比較的!I古が多し曇や雨，特に雨が少かったので3

前半世の寡雨傾向と重って各河川は減水して異常渇水を

米たし， 7月末までは特に問題となったが＇ 7月23日

の第11号台風で一応緩和された。前半｜えと比較すると月

により異なり一様でない。

各月留：に観察すると， 6 月ではIii~ ＇曇，雨の各地延

日数平均値は？月間観測日数午前約27日，午後約22日

のうち，午前はそれぞれ14.3, 9. 1, 2. 91.:1，午後はそノ

67 

れぞれ12.4, 7.7, 2.2日で， 5月より幾分H青が多いか

と思われるが，要するに大同小異である。各種天候頻

度の地区的差異はかなりあって，一般にはII青，曇大~

ないことが多いが，深川？芝，渋谷，大森3 石ネ＊井，

立川？杉並，大島等はll青が多い。雨日数は各地大差な

い。

68 65 63 75 
8 

7 月のnit，曇，雨の各地延日数.:i!lJ~Jf1~（はう月間観測

日数午前約25日，午後約21日のうち，午前はそれぞれ

12.9, 11.2, 0.9日，午後はそれぞれ 11.8, 8. 5, 1. 4 

日で， 6月より多少曇：は多いが，雨はかえって少い。

各地の各種天候頻度は一般に大差なく，ただ深JI／，滝

野川，石ネq1井がH青が多く，反対に牛込，大島が曇が多

いのと，大森は午前は曇が多くう反対に午後は哨が多

いのが目立つ位である。

8月のII［守？！誌雨の：各地延日数平均値は，月間観測

日数午前約271孔午後約23日のうち？午前はそれぞれ

13.8, 8.8, 3. 7日，午後はそれぞれ12.0, 7.2, 2. 2日

で、 6月に類似し3 7月より曇はやや少いが雨は若干

多い。各地の差異は比較的少いが，多少目立つ所を記

すると，麹町，向島，滝野川〉石神井，大島等はやや

哨が多〈，向島 3 滝野川は雨もやや多い。これに反し

曇：が[ij年と同数以上なのは村lffl ＇大森~lJ；で、ある。

これを既往同期と比すると 3 本期は 8月を！日：き雨が

半分以下位で最も少くラ 8月は大差がないo f{iJち6月

では， II古は箔 2年が最少で他年度け、大差なくう曇は；；（｝
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3年が最少で他は大差ない。雨は苛H, 4年が少く，

第 2, 3年はその倍位であるO 7月はII青け、第 1' 4年

が多く，以下＊12) 3年の順で，曇は第 3) 4) 2) 

1年のJI国，雨は第 3, 2) 1' 4年の順であるO 8月

は晴は多い方から第 1' 2' 4' 3年のJI闘で，第 3年

は特に少く，曇は；;r~3, 4, 2, I年の順で順位は反

対となり，第 3年は特に多い。雨は第 3年が他年より

やや多く，第 2年がやや少いが，各年大差ない。

10) 気温（°C)

前報より漸次！：：昇している。傾向的には従来と大j→告

はない。月間平均値で、最高一－－1［乙均一最低値は，それぞ

れ6月午前は26.3（深川［） -22. 5 20. 9°C （麹町），

同午後は30.0（深Jil)--24.0--21.6°C （向島）， 7月

午前は 28.3（日本橋） -25. 9-24. 3 （渋谷），同午後

は29.2（日本橋） 27. 2- 25. 8° C （大島〉， 8月午前

は30.2（日本橋） --・ 28. 3 -26. 5°C （渋谷）， I司午後は

32.0 （日本橋） 29. 2-28. 1 ° c （大島）である。

月間平均値で、比較的気温の高い所と低い所とを挙げ

ると， 6, 7月はJ・.iJ己の最高個所と最低個所以外はあ

まり目立つ所がなく， 8月はやや各地の開きが 6) 7 

月よりは大きいが，これも大したことはない。 8月の

気温のやや高い所は日本橋，小石川，深川等で，やや

低い所は麹町，渋谷3 向島，滝野川，大島等である。

本期を既往同期と比較すると，試験月によって一様

でないが，概して本期は最高の部で， 6月は既往中最

高， 7, 8月は第 1年が最高，以下7月では第 4' 2) 

3年のJi民， 8月では第 2' 4' 3年のJI債で， 8月の第

2 ' 4年は大同小異である。

最高一最低気温（°C)

これは 8カ所の測定値であるO 前幸｜えより｛1立は高まっ

ており，最高一最低値の開きが前報よりやや小さくな

っているのはp 従前同様である。

全月間平均値では，最高一最低値それぞれ6月午前

は26.1 16.2οC，向午後は26.1-20. 76 c' 7月午前

は28.8 20. 6°C，同午後は28.6 24. 9° C, 8月午前

は30.1-22. 8° C，同午後は30.6 27.0。Cで，最高一

最低の開きは， 6, 7月は各地大同小異3 8月も各地

大差ないが，向島，浅草が多少他の所より開まが小さ

いようである。従前もほぼ同傾向を示しているO

11) 限度（%）

部報にひきつづき少し宛（旬：月 1～ 3%f立）一卜ー弁し

ているO 他種の気象条件の場合と等しく各地の成績は

比較的近似的であるが，それでも限度は去がやや顕著

なことは，従来と同様であるO

月間平均値では，最高 平均最侭値それぞれ6月

／｜二llifは77（深Jil) 66-55% （立）11), 11~午後は77 （深

Jil) 63--53% （中央）， 7月午前は72（渋谷・他）－

67 -57% （立JII），同午後は 73（芝） -63 54% （日

本橋）， 8月午前は79（玉Jll)-71-63% （日本橋），

同午後は75（玉川｜） -66--55% （日本橋）である。

月間平均値で比較的出度の高い所と低い所とを挙げ

ると， 6月は高い方は深川， j芝，玉川，石神主｜：，大島

等，低い方は仁｜ごI央，日本橋、小石川，四谷？牛込3 大

久保，立川等， 7月は高いプゴは大島，杉政3 玉川i，深

JI I, ;'l，渋谷等，低い方は中央，日本橋，赤坂，四谷3

王子，立川等， 8月では高い方は麹町，神ITi，芝，向

島，大森，玉川，青梅3 大島等，低い方は仁｜二l央， 日本

橋3 小石川，大久保等で，従来の同期の成績と比較す

ると 3 高，低は年次により変化する場合があって必ず

しも一定でない。

本期を既往同期と比較すると，前年（第 3年）より

は各月とも若干低いが，他年とは月により一定しな

い。 6月では高い方から第 2' 3' 4) 1年のJI頃， 7 

月では第 3, 2, 1' 4年のJI頃， 8月では第 3' 4' 

2, 1年の！｜鼠で， 8月の第 1, 2年はほぼ同程度であ

る。

12）風向

前報に比すれば，本期は市よりの風（従前同様南，

砕j々 東，南々西風の総称とする。他もこれに準ずる）

ないし類似の風が多くなって， 主風（最頻風の意、と

する）となっている所が増し，この傾向は経月的に増

大している。各地の全平均では本期各月何れも南より

の風が主風である。しかし各種風向頻度の割合は，所

により区々であることに変りはない。各月信：に観れば，

6月は主風が午前，午後とも南よりの風の所は神｜孔

深Jil＊，渋谷p 牛込矢向島，浅草，荒川，大久保，玉

川，杉並＊の10カ所｛うち＊印を附した所は完全主風

（主風で、頻度が全風向頻度のl/2以上あるものの呼称と

する）の意｝，南東風の所は麹町，城東＊，立川の 3カ

所，南西風は大島大東よりの風は四谷＊，滝野川，北

よりの風は芝， JM風が石村I~：戸となり，他は主風不定

（午前，午後主風異なる所を含む）である。

次に 7月では主風が午前，午後とも市よりの風の所

は中央，日本橋爪小石川｜，深Jll＊，牛込＊， iii~~ザ，向

島大浅草＊，荒川，王子夫大森矢青梅，杉並の13カ

JYrで，ノI~個所の、jt..数以i：となり，その他I十＇j i;fJ風は赤

坂夫凹谷，滝野Jll、 立川の 4カ所， 1N西風は大島，

北よりの風は芝矢 その他は風向不定6カ所となり，

最も少いのは北西風，西よりの風である。

8月になると市よりの風は一層憎して，総平均でも

( 55 ) 





放射能（cpm/m2，月〉 (1958年5月15日～8月15日）

( 57 ) 



;・c;令主風に近い頻度となるo 1r二mlj，午後ともTNよりの

風が主風の所は，麹町大都庁矢中央，日本橋久神「Fl*,

小石川，深Jll＊，芝＊，渋谷，牛込大 城東＊， 向島大

浅草矢荒川内，王子矢大森、＊， 青梅，杉並の 18カ所

で，全信！所の 3んを11iめ，うち完令主風は 12カ所であ

る。 同じく市東風は赤坂＊，四谷，石神井，立川の 4

カm，市西風は大島矢風向不定は 3カ所のみである。

最も少いのは 7月同様北西風と西よりの風である。

本期の状況を既往同期と比較すると，本期の季節的

な風向のTN偏り移行の進行状況が試験年以くによって若

i：異なり，第 1, 2年は 6月で大体移行が済んでいる

が，第 3年は移行がおくれて 8月に入って漸く移行

し，本期は 6月に入って移行が進行しそれが経月的

に大巾となって， 8月には市よりの風が既往同期中最

も多くなっている。すなわち市よりの風の頻度が，お

およそ 6月は多い方から第 1, 2および4, 3年の

j唄， 7月は第 l, 4, 2, 3年の！｜蹟， 8月は第 4、

3) 1) 2年のJi民となる。かかる相異の結果もあって

各地の風向は年次により若干の，時には甚しい変化を

生ずることがあるO たとえば7月で，本期の向島，浅

草の主風は南よりの風であるが，前年 7月は北よりの

風であった。

13) 風力（風純）

月により異るが，前報より 6, 7月は多少弱く， 8 

月に入ってからはかなり増大している。

：各地各月の月間平均値では，最大一平均最小傾そ

れぞれ 6月午前は2.7 （麹町） 1. 4~ 0. 2 （石神井〉，

同午後は3.5 （渋谷） --1. 7-0. 3 （石神井〉， 7月午前

は2.5（渋谷）－1.5-0. 4 （石神井），同午後は3.2（渋

谷） -1. 7-0. 6 （お神井）， 8月午前は2.9（荒川・他〉

-1. 9~1. 1 （石神主｜：），同午後は 3.8（渋谷） 2. 1--

L 1 （深JII）となる。

( 58 ) 

各地風力の差異は従前同様若下ー認められる。やや大

きなj手？と小さな所とを記すると，月によってそう差は

なく， 6月の大きい部では麹町， 小石川， 渋谷， 荒

川3 大森，大島等，小さい部では深Jll，芝，赤坂，浅

草3 王Jll，石神井，立川等， 7月では大きい部で、はJIJ¥

札青栴が加わり，大森，大島は普通で小さいt115では

深川，芝，立川は目立たなくなり，滝野川が小さくな

っている。 8月では大まいfj／）で寸主小:filll，大森は普通

となり，向島， T守十i耳が加わり，小さい音IIでは；乞浅草〉

立川等は普通となり，四谷フ牛込， i竜野Jll，杉托守；が

加わった。従来より牛込は小になり、 JIN刷工大となっ

たのが注目される。

既往同期と比較すると，他年より若干大きい第 1年

を除き 3 何れもそう大差はないが，大きい方からおよ

そ6月は第 1) 3) 2) 4年のJi国， 7月は第 1, 3) 

2, 4年のJi国， 7月は第 l, 3, 2, 4年のJi国， 8月

は第 1) 4) 3' 2年のJi鼠で，大体において本期は弱

風であった。

E むすび

本期は前報に統計！青天が多く，特に 7月までは例年

同期より雨が少し高温で，風は例年より比較的弱

く，湿度は 8月以外は例年よりやや低気味であった。

降下ばいじん量は既往同期中最も多く，また前報で

注目された放射能の急増も継続し，鹿撲の数，量，炭酸

ガス量，細菌数等も比較的多く，紫外線もやや減弱気

味でy 外気汚染は例年同期よりやや高いと思われる。

一方i：記のような気象条件は各河川の渇水，汚消の

高度化と有拝ガス発生を来し別に報告したごとき各

河川沿岸の非ばい仰！性大気汚染をひき起した。都の大

気汚染問題はかくして単なるばい煙対策に止まらず，

河川浄化等をも包含する広汎な環境衛生向上対策の早

急な実施によらなけたばならないことが示された。
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に漸減している。

各地区の差は従前より縮まっているが3 この点は前

報もほぼ、類似していたが，都内各地！時鹿量の平均化傾

向を訴すようである。

本期の！年庫状況を既往同期と比較すると，上記のご

とく大差を認めないが，細かく観れば月により多少の

相違がある。 9月は第 2年が多く？他の 3年は大同小

異であるが，第4年が最少である。 10月は各年大同小

異であるが， 5fn, 4年が第 2, 3年よりやや多い。

11月は各年多少の差があり，第 2) 1) 3) 4年の順

であるが，第 3, 4年は大同小異である。

結局本期は既往同期と大差ないが，多少少な目であ

ったということが出来ょう。ただ本期名地｜卑塵量につ

いて注目せられる点は3 各地降麗量の差の縮少傾向が

あるようにみえることである。

次に降下麗の放射能は依然として高く， 9月は前報

よりやや低かったが， 10月はほぼ前報の水準に上り，

11月に歪つてはさらに上昇して， 10月の倍となり新記

録を作った。各地の値の開きは若干大きい場合もある

が，一般傾向は従来と大差ない。

各月の最高一平均一最低値を挙げ‘ると， 9月は24303

（渋谷〉 9900-2159 （日本橋）， 10月は63552（赤坂）

-13481-3783 （深Jll),11月は53191（渋谷） -26450 

-6433 （赤坂）となるO

既往同期と比較すると，勿論本期が最高であり，既

往同期と大差があるが，他年についてはー第 1,2, 3 

年と年を加えるに従い比較的大巾に増大してきている。

2) 降下ばい腫の成分

本期降下躍の不溶分ないし無機分は，可1~~分ないし

有機分の約2倍弱で，やや少な目であるが，従来と大

差はない。

本期11月の降下ばい塵成分の各地平均値｛（随／km,2月），

＼
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ノ
1

nu 
Fhυ 

／
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I 本聞は本調査の第16報（昭和33年8月15日～11

月15日間）を提出する。調査方法や記載要領は従来同

様であるO

五調査成績

1) 降下ばい鹿の量（随／km2,

(cpm/m2，月）

被検26カ所・の調査成績を従来同様 イ）ばい煙の多

少の想定による区分p ロ）調査個所の地理的位置によ

る区分の 2種類の区分法によって大別しこの区分

に従い観察することとする。

今回は夏～秋の季節であって，従来同様今期の降塵

量は少し前報に比するも相当に少い。前報では季節

的には従来より多く，原図的に色々考えられるものが

あったが，今期の降塵量が従来と大差ないことより観

れば，前報の状態にあまり特別の意味を想定すること

は尚早かもしれない。要するに調査発足以来なお4年

目で？さらに測定をつづけて，データを集積しなけれ

ば，内容の妥当な意味附けは困難である。

本期各月各地の降下鹿量の最多一平均一最小値およ

び各種地区別の平均値を記すると， それぞれ 9月は

32.25 （浅草） -15.11-5. 69凪（青梅〉；これを イ〉

の区分で観ると，ばい煙地区17.48！＠：，中間地区13.72 

1也非ばい煙地区12.32路； ロ〉の区分では旧市内部

16.03腫，旧市内以外13.72凪，（大島欠）；

10月は35.21 （日本橋） -14. 63-4. 17施（立）11); 

イ）の区分では，ばい煙地区17.13臨，中間地区15.42随，

~1~ばい煙地区 9.61凪；ロ）の区分では！El市内部 17. 37 

1札旧市内以外9.51凪ー

11月は20.00（城東） -12.87-5.54描（立川）；イ）

の区分ではばい煙！地区15.49陣中間地区12.26随？非ば

い陣地区7.25随 ロ）の区分では旧市内部 14.93臨，

！日市内以外7.03随となる。かく木期の！奇麗量・は経月的

月）および放射能



および（田形分総量に対する%）｝は，不溶分 7.63随

(59. 3%) ｛うちターノレ分 1.12国（8.7%), ターノレ分

以外の炭素分1.09Ffili; (8. 5%），灰分5.42班（4.2.1%〕｝．

可溶分5.24随（40,7%) ｛うち灼熱減量 2.98随（23.1 

%〉，灰分2.26庖（17.6%），無水硫酸（SOa)2. 91随

(22. 6%), クローノレイオン (Cl') 0. 30随（2.3%), 

アンモニア（NHa)0. 31I盛（2.4%）｝，全有機分5.19班

(40. 3%），全無機分 7.68随（59.7%）で，既往の各

月の成績と対比すると， SOs量の比較的多い点などや

はり各年の11月の成績と比較的類似しているが3 必ず、

しも~if<でない。

その他一般所見は従来とほぼ同様である。

3) 一酸化炭素最（ppm)

前報の 8月は 6, 7月より比較的検出個所が少かっ

たが3 本報の 9月はやや 8月より検出個所を増した。

しかし10月は再び殆ど検出個所が無くなったが＇ 11舟

に至って再び過半数の個所ーから検出している。これは

試験日による差異もあるが，各月の曇日数等の天候状

況とも関連がありそうである。検出個所は従来同様都

心部や工業地域等に多い。

昨年同期と比較すると， 10月を除き一般に検出頻度

がかなり大きいが，これには通気時間延長の影響もあ

ろう。

4) 庫攻数（個／cc)

本期は全体的には前報よりやや少いが大差なく，本

期内各地の全平均は633で，前報は694である。しかし

従来本期は塵境数は比較的少なかったので，既往同期

中では最多数である。これは測定法とも大いに関係が

あるが，前報程ではないが，ある程度の降下趨量との

相関を認めるO

前報のように鹿境数範囲を A (200以下）， B (201 

499), C (500-699), D (700-999), E (1000以

L：.）と分けると，本期の各地各 3回の測定の平均値は，

E級は深川， D級は鶴町，千代田紙業？中央， 日本橋？

神田，渋谷，荒川，大森の 8カ所p C級は小石川，芝p

赤坂，四谷，牛込，城東，滝野川，大久保，玉川の 9

カ所， B級は向島，浅草，王子，石神井，青梅，立川！？

杉並の 7カ所， A級は1f¥liい。

各月の各地の最多 平均一最少値を記すると， 9月

は1265（日本橋） -625 270 （杉並）， 10月は1585（深

Jll) -640-366 （小石Jli), 11月は1240（深Jll)-635 

188 （玉JII），本期 3回の平均値では1059（深Jil)-633

-408 （向島〉となる。

これを既往同期と比較すれば，平均して本期は最多

数で，他年次とかなりの差があるが，他の第 1, 2' 

3年は大差はない。平均値では第 2' 3' I年の順で

あるが？第 2,3年は等しく，月によっても差異がある。

5) 塵境量（浮遊麗量） (mg/1113) 

全体として前報よりかなり低下しており， 8月を近

頃の頂点として経月的に漸減している。本期間の各地

各3回宛測定の平均値では，最多一平均一最少値それ

ぞれ2.8 （深Jll)-2.1 1. 5mg （芝・他）となり p う

ち 1.9mg以下は千代田紙業， 小石川，芝，渋谷フ四

谷p 大久保3 大森？石神井，青梅，立Jil，杉並の11カ

所？他は総て2.0-2. 9mgの範囲に入る。 2.5mg以上

の所は日本橋p 深川p 向島p 荒川I,滝野川p 王子の 6

カ所である。

各月の各地の最多一平均 最少値を挙げると 3 それ

ぞれ9月は 3.5 （中央〉 2. 3-1. 4mg （四谷・他），

10月は 3.4（日本橋） -2.1-1. 3mg （青梅）， 11月は

2.9 （深川・他） -1. 9-1. Omg （赤坂〉 となるO こ

れを既往同期と比較すると，塵1突数と異り各年大差な

いがフ僅少な平均値の差を以て順位を強いてつければ

第2' 3' 4' 1年の！｜顕であるO 最多p 最少個所は毎

年変化しておって，不定であり，降下麗量との相関は

趨攻数よりかなり低い。

6) 炭酸ガス量（声。〉

一般に前報より多少多い。空気試験各項目測定値の

間の相関が必ずしも大で、ないことが多いことは，上来

の各項目の記述を総合すれば明白であろう。本期中で

は10月が他よりやや多く， 9月は少なかった。 11月は

10月と小差で、あった。

本期各月の各地の最多一平均一最少値を記すると，

9月は 0.58（麹町） 0. 40 0. 27%。（大久保）， 10月

は0.72（麹町） -0. 45-0. 28%。（王子）， 11月は 0.71 

（中央） -0. 43-0. 22%。（大森）となり 3 本期の各地

3回の測定の平均値では0.60（麹町） 0. 43-0. 30%。

（大久保）となり，本期は前報i司様大部分の所が0.40

～0. 50%。の間にあり， 0.51%。以ヒは鶴岡I，中央， 日本

橋の 3カ所のみp 0.39%以下の所は芝p 向島，浅草，

滝野川，王子，大久保，大森，青梅の 8カ所である。

これ等は前報とかなり類似している。

既往同期と比較すると，本項目は元来大差はないの

が一般であるがy 本期は最多でp 第1年が本期よりや

や少し第 2, 3年は更に少い。第 2, 3年の間には

平均値の差は無い。

7) 細菌数（落下菌数） （普通寒天平板， 5分間露

出， 37°C, 48時間培養〉

全体的に前報より若干少なかった。本期中では， 9 

月が最多で経月的に漸減しているO

( 60 ) 



告月の各地の最多一平均一最少値を挙げると， 9月

は191（向島） 80--12 （中央）， 10月は 161（麹町〉

64--11 （立Jll), 11月は143（杉並） ~39--10（ネ1+1rn)

となり，必ずしも空気汚染と常接な相関がないことを

推察し得る。

次に本期中各地各 3＠］の測定値の平均では， 149（向

島） 61-23 （中央）となり， うち 30以下の所は中央

神田の 2カ所， 31～50の範囲では，千代田紙業，赤坂，

四谷，牛込，大久保？立川の 6カ所， 51～74の範伺｜で

は日本橋，小石川，深Jll，芝，渋谷，城東，浅草，滝

野J11，王子，大森，石神井， 青梅の12カ所， 75～150 

の範囲では麹町，向島，荒川？玉Jll，杉並の 5カ所で，

150以上の所は無い。 これを既往同期と比すれば＼全

平均では多い方から第 2) 1, 4' 3年の）I匿となるが9

r＇~容的には各年大差ないとみて大過あるまい。 ↑ 

大久 保 ＊~ 並 青 十毎 向

9 月 { 午LFイ前交
工00 109 ユ18 SS 

100 116 72 

O凡H｛午午後前
100 59 67 

100 78 51 

1月月 ｛午午後前
100 78 103 

工00 工工5 114 

上記の如く前報にひきつづき大久保，杉並，青梅等は

強く，滝野川，中央p 浅草，鶴町等は弱い部であり，

特に麹町が弱く，各地の差：は前報よりかなり大巾とな

っている。

以！二の成績を既往同期と比較すると，第 3' 1年と

第2, 4年がそれぞれほほ、近似的で，前者と後者との

問にはかなりの差があるO 11月は第 1, 3年がやや大

きいが3 各年比較的接近している。しかし各地の強度

は年により高低に変動があり，大久保は終始最高の部

に属しているが，麹町は前報以来弱化しており，反対

に比較的弱かった杉並等は強化しておる。日本橋等は

いつもやや強い部に属している。

9) 天候

前報に比すれば，一般に比較的H青，雨が多く，曇は

少くなっている。本期各月中ではn青は 9月，曇は11月，

雨は10月が多く， 10, 11月は晴は同数fs！.，曇は10月が

少く，雨は 9' 11月が少かった。

各月毎に観察すると， 9月では， II青，曇，雨の各地

延回数平均値は，月間観測日数午前約26日3 午後約21

日のうち，午前はそれぞれ12.4, 8.9, 4.2日，午後は

11. 6, 7. 7, 2. 3日で前報の 8月とほぼ同様であるが，

各地の各種天候頻度には＇ II青曇日数においてかなりの

島
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8) 紫外線エネノレギー強度（分）

合計9カ所の成績であるが，測定不充分で向島は10,

11月は除外した。前報と比し 9月はなお大同小異で、あ

るが7 以降は漸j戒し特に11月は減弱している。季節

的に先ず当然の変化であり， 11月は天候状況の影響も

あったと思われる。

各地紫外線強度月間平均値の最高一平均一最低値を

記するとうそれぞれ9月午前は2.798 （青梅） -1. 852 

-0. 766 （麹町）？同午後は2.531 （杉並）ー－ 1. 761 

0.885 （麹町）， 10月午前は3.133 （大久保） 1.619 

0.635 （麹町）， 同午後は 2.578 （大久保） -1. 563-

0.705 （麹町〉フ 11月午前は2.056（大久保） -1. 314 

0. 521 （麹町），同午後は1.397 （杉並）－1.068-0. 548 

（麹町〉となり，従来にならい大久保を 100として各

地の相対強度を示すと，

日本橋｜滝野川 央 浅草 麹 IIIT

87 74 55 42 32 
106 71 56 47 41 

52 41 43 30 20 
69 59 57 44 27 

52 43 63 47 25 
83 62 113 62 56 

差があり，曇が晴と同数以上の所は渋谷？四谷，牛込，

浅草，荒川，王子3 大森，青梅，立川，杉並の10カ所

あり p 反対に向島，滝野川，玉川！？石神井等は著しく

II青が多い。また雨日数は各地大差ないが，大島のみは

少なかった。

10月の晴？曇，雨の各地延回数平均値は，月間観測

日数午前約25日，午後約21日のうち，午前はそれぞれ

11.4, 6.5, 6.3日，午後は10.2, 4. 7, 5. 9日で，雨’呈

同数位， II青は雨，曇を合ni-した位で，比較的雨日数が

多かった。今月でH青が特に多かったのは麹町，神｜壬I,

深）！！？大森？玉川？石神井の 6カ所？曇がII青と同数以

上は渋谷，四谷，雨はネfl'I壬！が少し大島が多い。

11月の晴，曇，雨の各地延回数平均値は，月間観測

日数午前約26日，午後約22日のうち，午前はそれぞれ

11. 8, 11. 7, 3. 5日、午後は 10.o, 9. 3, 2. 8 Elである。

各種天候頻度は各地かなり区々で3 麹町，玉川？石千111

チi：等が比較的哨が多く，渋谷司大島が比較的雨が多い

のが若干目立つ位である。

これを既往同期と比較すると，そう大差はないが，

第3年が最も京雨で第 1年が最も多雨？第 2, 4年は

大同小異であるが，幾分第 2年が本期より多いようで

あるO fl青曇：日数は本期は各月大差ないが？他は各月若
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干の差が認められ，全般的に本期と第 2年は類似、が多

い。

10) 気温（°c) 

前報の 8月を頂点として漸次下降している。季節的

変化である。その他一般傾向としては従来と大差はな

。、
、，uv

月間平均値で、最高一平均一最低値は〉それぞれ9月

午前は28.9（日本橋） -27.0-26.1°C （麹町・他〉フ

同午後は31.2 （日本橋） -28. 7--27. 5° c （麹町）， 10 

月午前は22.7 （日本橋） -21.1-20. 3°C （杉並西），

同午後は23.9（大森） -22. 5-21. 1 ° c （荒川）， 11月

午前は17.2（四谷） -15. 7-14.1°C （深川｜），同午後

は19.4（赤坂） -17. 6-15. 6°C （深）11)である。

月間平均値では各地の差は比較的小さいが3 やや気

温の高い所と低い所とを挙げると， 9月では高い部は

日本橋， f]J;い部は麹町，渋谷ヲ石神井等＇ 10月では高

い部は者1:1庁， 日本橋，赤坂等3 低い吉I：＼は杉並，荒Jll,

青梅等， 11月では高い部は中央3 日本橋3 赤坂，四谷

等，低い部は麹町，ネrj1凹3 深川、滝野川，杉並等であ

る。

本期を既往同期と比較すると，各年大差ないが，月

によって若干様子が異なっている。 9月は第4年がや

や高しその他は大同小異であるが＇ 10月は第 3年が

やや高く》第 4, 2年は大同小異p 第1年は他よりや

や低い。 11月は第 2, 3年は大差なし第 1, 4年は

これより低い。

最高一最低気温（0c) 

都庁を加えた10カ所の測定値で、ある。気温同様前報

の8月を慎点、として測次下降している。

全月間平均値ではp 最高一最低値それぞれ9月午前

は29.4-22. 7° c，同午後は29.9-26. 0° c' 10月午前

は24.2--17. 5° C，同午後は24.3 20. 6°C, 11月午前

は18.2-11. 3° C，同午後は19.0-15. l 0 Cで，最高

最低値の開きはp 9月は青梅p 日本橋が大p 麹町が小3

10月は同じく日本橋3 青梅が大，麹町》中央，都庁，

杉並西が小＇ 11月はやはり青｛払日本橋，杉並西が大，

麹町，中央p 滝野川等は小である。気温と対応して日

本橋は高く，麹町は低い｛誼を示すことが多かった。

既往同期と傾向的には類似しており 3 各地の値の高

低もかなり類似がある。

11) 温度（%〉

前報にひきつづま10月までは多少ずつ！土井をつづ．け，

11月に至って漸く低下に転じており，ほぼ天候と対応

的である。

月間srl均値で、はP 最高一平均一最低値それぞれ9月

午前は 84（玉Jll)-73-60% （神田），同午後は 76（石

神井） -69-59% （日本橋）， 10月午前は82（杉並西）

-75-67% （立JII), 同午後は81（劫町） --72-66% 

（渋谷）？ 11月午前は84 （深Jll)-74 63% （立JII), 

同午後は82（深J11) -69-61% （日本橋）であるO

各地の日毎の成績は一般に近似的であるが，最高，

最低価所の値は相当の差があることは？気温の場合と

同じで3 これは従来も同様であった。月間平均値では

各地の差は小巾となるが3 比較的湿度の高い所と低い

所とを挙げると p 9月では高い部は要望町p 芝，玉川，

大島等？低い部では日本橋，小石川3 赤坂，立Jll等で

ある。

10月は高い部は杉並西，麹町〉；乞玉川等3 低い部

は日本橋3 石神井等＇ 11月は高い部は麹町3 ネI判II，深

川，滝野川3 玉川等，低い部は中央， 日本橋，浅草，

石神井3 立川等である。

本期を既往同期と比較すると 3 前報の 6～ 8月より

｜二昇している点では従来と類似している。この点で前

年（第 3年）は側外で3 前年では漸次低下しているO

既往同期と比較すると大体杏年類似しているが，月

により異なり 9 9月は各年小差であるが，第 2年がや

や高く p 以下f{H, 3, 2年の）I原となるが3 これ等は

大同小異である。 10月はやはり第2年がやや高いが，

第 2' 1, 4年は大同小異で，第 3年のみが大分低い。

11月は第 2' 4年は大同小異で，第 3年がこれに次

主第 1年が最低であるがp 第 1' 3年は大同小異で

ある。場所ーによる湿度の高低は必ず、しも一定でなく‘

年次により変化がある。

12) 風向

前報と反対に？ 本報においては風向は漸次南より

（南3 南々西，南々東風の総称とする，他もこれに準ず

る〉ないしそれに類似のj執が減じて，北よりの風が増

加している。季節的変位である。しかし所によって相

当各種風向頻度の割合が異なることは従前同様である。

大体本期では 9月は南よりの風が主風（＝最頻風の意

とする）の所が多いが， 10月以降は北よりの風ないし

北東風が主風となる所が多い。各月とも各地平均では

完全主風（主風で、その頻度が全風向頻度の1/2）；）.、ーとある

ものの呼称とする）は見られない。

各月毎にみれば， 9月では南よりの風が主風の所は

麹町九都庁矢日本橋？深Jll＊，芝，牛込大城東久

向島，浅草九王子p 大久保の 11カ所（地名の右肩に

つけた＊は完全主風の所）で，うち完全主風は 6カ所，

主風が南西風の所は小石川， 大島久杉並，南東風の所

は赤坂大石神井＊（ただしここは無風Iが南東風より多
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い），主風不定（午前，午後で主風が異なる所を含む）

は中央，ネrj1EE1，渋谷3 四谷p 荒Jll, 滝野川3 大森，玉

JI［，青梅3 立川の10カ所となる。

10舟では各地とも風向不定の転換季で，主風不定が

多く？麹町，村lfff，小石川，赤坂，城東，浅草〉荒川L

大森，青1'iif.，立川，杉並の11カ所が不定であり 3 主風

の認められる所では〉 ff;jよりの風は都庁う 深JI［＊，滝

野JI［，北よりの風は中央， 日本橋，芝，渋谷p 牛込，

王子の 6カ所p 北東風は四谷p 大久保，大島，南東風

は石村井（やはりしかし無風が最多数〉？ その他玉川

は午後は欠測であるが，午前のみでは北東風が主風で

あるO

11月で、は風l白jの北へのl伝換がほぼ完了して，；｜むより

の風は全個所平均でも主風となっており，大多数の被

検個所の主風である。北よりの風を主風とする所は？

中央3 日本橋久小石川，芝矢渋谷大四谷，牛込＊，

:!11Q京本3 向島大浅草矢荒川フ滝野JI［大王子大大久

保？大森，杉並大大島＊の17カ所。

ミ｝三風が北東風の所は麹町，神III，深JI[*, 赤坂， 玉

川（／｜二後は欠測），石神井，古・No:Cただし石神井， i当・

十iif.は先日風が最多数）の 7カ所，市西風の所は立川であ

る。

本期の状況を既往同期と比較すると，大体状況は類

似しているがp 風向の市→北への季節的転換の進行程

度は， 9' 10月は第 1, 3' 2' 4年のJI民 11月は第

3年以外は各年大同小異である。 10月も第 1年以外は

大差ない。各地風向には年次により若干の差を認めるO

13) 風力（！同級）

前報よりは概してやや大であるが，前半I~各月中最大

で、あった 8月よりは各月とも小であるO

本期の各月は各地各月の月間平均値で、は，最大＿：＼jL

jな一最少MIそれぞれ， 9月Lj二前は 2.5 （荒）｜｜〉 一l.6 

一0.6（石ネrji;I=[:

ネ111;1千：）フ 10月午前は3.1 （杉並）－1.7-0.4（石神井），

l"CIJLJ二後は3.4（渋谷） -1. 9-0. 4 （石神井）， 11月午前

は3.0（渋谷） --1. 6-0. 3 （石神井），同午後は3.2（渋

谷） -1. 7-0. 3 （石神井）で3 渋谷は最大？ 石村i;l=t：は

最小のことが多い。

各地のj武力は従前同様若干の大小があり》やや大き

な所と小さな所とを記すると， 9月はやや大きい古15で

は麹町？渋谷，：！JixWi,向島，荒川，青1'iu：，杉並等，やや

小さい部では神日：！？深川3 赤坂，四谷，牛込？大森，

石ネ1{1井守；があり， 10月ではやや大きな部では，麹間］＼

小石川？渋谷，：！；1H！~，荒川 l，杉並等3 やや小さい部で

は深Jll，赤坂， 四谷ぅ大森，玉Jil，石ネrj1井守＇ 11月で

は大きい部では，麹回J，ネ1j1日：l，小石川p 渋谷？城東3

松並等3 小さい音15では3 日本橋，深JI［，赤坂3 四谷3

牛込》浅草，大森3 玉Jll，石神安1：，青梅，立川等で，

各月大差ないが3 前報に引をつづき城東が比較的大き

し牛込が小さいのは注目されるO

既往河期と比較すると？従来小で、あったJ成東が大き

い部となり，従来大きかった牛込が小さい部となった

ことが最も注目される。また第 1年度に各地中最大で

目立った大島は，第2年以降は各地並となっている。

このように各地の風力には3 かなり年次により大小が

ある。年次別月間平均値ではp 月により若干異なり，

大きな方から 9月は第 3, 1均 2' 4年のJI民 10月は

第 1, 2' 4' 3年のJI顕， 11月は第 3, 2==;4, 1年

のJI鼠であるが， 11月は各年ほほ、同様である。このよう

に本期は既往同期に比し11月以降は弱風で、あった。

TII むすび

i日報期間中の降下ばい塵量は既往同期中最高であっ

たが，本報期間中のそれは倒年と大同小異で，むし之、

少な目であった。しかし各地降下ばい庫量の差の縮少

傾向や，増大せる放射能は持続しており，傾向的には

前手｜誌に類似している。またi得麗量は倒年と大差ないに

かかわらず，塵i失数は例年よりかなり多い。その他は

あまり特記すべきことはない。

;;j，： ~11えを0、て本調査発足以来満 4 年を経過したわけで、

ある。発足以来の推移を回顧すれば＼調査各項目筒：に

植々記すべきことがあるが，就中注目せられるのは各

地降鹿量の推移であって，ごく大まかに言って3 ばい

煙地区では多少とも減少傾向を示し（特に麹町は顕

著），その他の地区は不変ないし多少の増加傾向を示す

ことであり，またかくして各地また各月の降鹿量の差

は縮小傾向を示すようである。また｜咋塵の放射能は逐

年増大し，特に第4年の増加は著しい。

伴睦以外では外気中鹿咲数は逐年若干の憎大傾向が

あり 3 特にti'H年の増加が著しい。塵挟量（ェ浮遊庫

量）， 炭酸ガス量， 細菌数等においては一定傾向を認

め難く，これ等は何れも試験日時による結果の差異が

著しい。しかし日変化は一般に比較的少く， El々 変化

が日変化より問題であるO 天候，風向の状況により年

引くにより若干の相違があり 3 気温3湿度，紫外線強度等

は季節的変化が顕著であるがp 紫外線強度に対しては

ばい悼の影響も顕著である。風力は連年大差ないよう

であるが？各地風力の強弱は年によりかなり変動する。

また一酸化炭素は都心部や工染地域等においては検

出する頻度が多い。自動粉塵trfl集器の ill'~度指数は必ず

しも降塵量：と相関的でない。総括的に言って｜奇麗量は
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降下煤塵量（屯／匙臨2，月）および

1 9 5 8年 8 月 15 El～ 9 月 15日 1958均三

日 （不溶解性成分 可溶性成分）
~結＇＇＂＇こ、れ 亘E三ま1 総放射能 総 量｜総放射能

保健所名 （煤産量〉 放 射能 煤塵量 放射能〉

麹 RlJ ! 16.23 (11. 4. 2352}1 工7.02 

千代 II1紙栄 14. 75 ( 7.45 7. 0) 20.11 

ヰI リと 25. 52i 7. 22（氾）Ii 11.95 

I El )j~ 橋 7.87 ( 4. 2159 3. O)i 35. 21 

ネ，，， III 6.19 ( 4. 2905 l. 3728) 20. 73 

石 JIJ 11.18, ( 6. 3872 4. 19.33 

j架 Jll 18. 95; (15. 3. 49R7)i 12. 95 

;'.'.'._: 12. 72 ( 8. 6578 3. 2233〕l 14.81 

志 i反 8. 72 ( 6. 2792 2. 

1Yと 谷 11.99 ( 8. 9070 3.80 15233), 9.59 

I~！ 谷 10. 64 ( 5. 5397 4. 75: O)! 14.27 

~ 7.06 ( 4. 3754i 2. 92: 5674) 9.29 

M i;li （工3. 3711 11. 59: 3153〕 13. 78 

｜五］ 島 5258 

？長 草 (24. 8. 04i 3558)! 24.25 

万言 ）｜！ 23.40 (15. : ::, 
5238¥j 20.50 

ji詰 担lY Jll 21. 71 (15. 3399¥i 10. 00 

15.25 ( 8. 6. 37 5356)11 9.07 

｛りf 工9.25 ( 7. 11.25 1228)!1 16.62 

耳フ対4ミ二立 21.44 (14. 6.92 4742)ii 18. 23 

JIJ 15.10 7733 

2.~オ.::1 司li 
0〕i 16.84 

t!JI JJ: 工6.17 12970 (11. 4. 5392); 5.89 

2. 9279YI 6.10 

1. 7066)11 4.17 

i恒 s. 2sl ( 3. 92[ 4. 8946〕11 5.83 
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放射能（cpm/m2，月） (1958年 8月15日～1958年11月15日）

9月 15日～ 10月 15日 1958年 10月 15日～ 11月 15日

（不溶解性成分 可溶性成分） （不溶解性成分 可溶性成分）
総 量 総放射能

（煤趨量 放射能 煤麗量放射能〉 （煤鹿量 放射能 煤塵量放射能）

(10. 6187 6.42 11.51 26271 ( 6.31 19021' 5. 20 7250) 

4624 7.69 0) 30983 17泊司 工3778)

6944 4.23 7923) 17.お！ 26279 (13.19 4.14 工1565)

(20. 4183 14.36 4107) 17.65 29903 (10. 76 6.89 16220) 

（工0.79 7615 9.94 8283) 11.96 17185 ( 7.34 4.62 10370) 

(11.94 11809 7.39 11551) 
9吋 21857 ( 7.87 1.98 3578) 

2690 5.01 1093) 16. 62, ( 8. 71 7.91 4493) 

5891 6.28 4699) 19. 51 33127 （工2.40 7.11 4940) 

60826 2726) 11.37 6433 3.93 ユ29)

( 5.17 4210 4.42 53191 ( 9.62 6.14 20429) 

( 8.52 5. 75 5267) 17. 40761 7.96 21515) 

( 6. 24 3.05 工3. 13890 ( 8.04 5.89 4079) 

( 9.02 20. 27236 (10.48 11325) 

20438 工工工65

11.10 11. エ8745 ( 6.64 4.97 9428) 

（工3.94 4935 6.56 工6. 20954 (11.95 9457 4.43 11497) 

( 6.62 3.38 19. 29374 

（〔1：：日4:1

9269 9.52 20105) 

( 5. 56 3. 51 8. 23584 工7560 3. 93 6024) 

( 9.12 7.50 14. ( 6.26 8.45 4333) 

(11.26 6.97 8. 19800 ( 4.50 4.26 3400) 

(11. 52 5.32 7. 16556 ( 5.06 2.89 1343) 

( 3. 72 2.17 6. 43279 ( 3.23 2.80 20054) 

( 3.82 2.28 7. 42522 3.33 19469) 

( 2.63 ユ.54 5. 28169 ( 3.36 

2「• 511 
9310) 

( 3. 76 2.07 6. 35600 ( 3.62 2. 8444) 

23386 

20.85 工4.36 13.19 
（日本橋） （日本橋） （中央）

8.90 5. 73 7.63 
(60.8%) (39. 2%) (59.3%) 

2.63 1.54 6304 l. 
（立）｜｜〉 （立JII) （赤坂）；（小石川I¥
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各地相当一定し3 かつ各j也の若が最も大きく，その他

のものはかなり変動性があり，かつ通例各地の差が｜砕

鹿量程大でない。者／）jlj各地の空気汚染差は多少宛縮少

傾向を示すようであり，かつ汚染の様相も多少宛変化

があるようである。またばい庫防止運動の効果は認め

得ると言ってよいようであり，特に麹町笥；においては

明似てである。
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いのでフこれを12月同様除外してみると， 公平均が 1

月は17.38随， 2月は21.031也となり，ばい煙地区平均

も1月は22.20随， 2月は28.18｝直となる。

本期の｜存鹿震を既往同期のそれと比較すると，本月J

はやや少ない部でp 特に少なかった第4年度よりはや

や多い程度である。すなわち千代1~n紙業を除いた場合

多い方からほぼ第 1' 3' 2' 5' 4年度のJi闘である

が，第 2' 5' 4年度は大同小異である。

けくに降下塵の放射能（cpm/m2，月）は，前車I~ と大

差なくなお 1万数千台を維持しておる。 12月は各地の

差は比較的少なく，各地の最高一平均一最低値それぞ

れ28323（青梅） -14544~7781 （赤坂）， 1月は各地

の差が割合に大きく， 62520 （杉並） -16650--2717 

（赤坂）， 2月も相当各地差があって42137（大島）

14483-1732 （杉並）であるO

既往同期と比較すると，本期が著しく高く，高い方

から第 5' 4' 3' 1, 2年となるが， 51'0～3年？

特に2百1' 2年は小差である。

2) 降下ばい趨の成分

月によってちがうが，本Jt!j降下鹿の不j容分ないし知

機分は，可i容分ないし有機分の約2～ 3倍で，月によ

り比率はちがうが，従来と要するに大差ない。不正予分，

可溶分の比率が？カ1~機分，有機分の比率よりやや大き

し、0

4，.：期 2月の／iffe下鹿成分の各地平均値｛（雌／km2，月）

および（18171：：分総量に対する%）｝は，不it~分22.09｝直

(76.9%) ｛うちターノレ分 1.33｝也（4.6%), ターノレ分

以外の炭素分 4.14雌（14.4%）フ if（分 16.62臨（57.9 

%）｝， 可j容分6.63F匝（23.1%) ｛うち灼熱減量 2.77地

(9. 7%），灰分 3.86凪13.4%), SOs 2. 78｝也（9.7%), 

Cl' 0. 29膳（1.0%), NHa 0. 281也（1.0%)}, :J＇：：有機分

8.24臨（28.7%）フ全主＼f;機分20.48路（71.3%）で＼や

はり高年度の 2月の成績に最も類似している。

I 本tu！は本調査の第17宇I~ (I昭和33年11月151ヨ～昭

和34年 2月15日間）を提出する。調査方法や記載要領

は従米同様である。

JI 調査成績

1) 降下ばし、塵の量 CI也／l叩＿12,

(cpm/m2，月〉

；被検26カ所の調査成績を従来同様 イ）ばい叫！の多

少の組定による区分， ロ）調査個所の地耳目的位置によ

る区分 の2種類の区分法によって大別しこの区分

に従い制察することとする。

!/ID！は冬季の成績でフばい鹿量の噌加する季節であ

る。本報においても経月的に増加して， 2月が最多で

ある。

本期：各月各地の｜年鹿量の最多 平均一最少佑および

各種地区別の平均値を記すると，それぞれ12月は37.97 

（荒川I)-15. 36-5. 33凪（杉並〉；これをイ）の区分

で観ると，ばい煙地区19.371也中間地区14.04｝也，非

ばい附！地区8.14｝白；ロ）の｜玄分では11::1市内部18.01｝也

IIミi市内以外7.83｝也大島は三原山i噴火や附近の爆破作

業等でばい庫といい難いため除外，

1月は 120.82（千代旧紙業） -22. 08---5. 41鵬（市

出〉；イ）の区分ではばい煙地区 32.06 r，也 仁！コ問地区

16.09随，非ばい煙地区6.78｝直； ロ）の区分では旧市

内部27.40Jfilj;，旧市内以外7.89F直？

2月は 220.98（千代田紙業） -28. 72 7.35臨（青

出）；イ）の区分ではばい開地区 45.n r也仁l::i問地区

17. 64｝也非ばい開地区12.111越；ロ）の区分で11::1市内

{'i/534. 96｝也 IEI市内以外11.831也大島13.48}i!!i:である。

ところで12月の成績は，千代III紙業が地上工＇ Ji:の影

響もあって異常な値を示しているのでp 除外しておる

が， 1、2月は従来から多い千代田紙業屋！？．としては

きして異常な値とは思われないので，これを含めて平

均をとったがp とにかく千代!Flの伯は他より著しく多

および放射能fl) 
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3) 一般化炭素税度（ppm)

本期では 1月が検出個所が少数で， 12月は殆どの個

所に検出し3 2月は12月と 1月の中間位の検出数であ

る。試験日による差異が大きいことは明瞭であるが，

本期 3回の試験に毎回痕跡ないし（ー）の所もあって

（赤坂、大久保，青J、毎）， 地区的差異が大まいことも

明らかである。従前と同傾向で，都心部や工業地域に

検出頻度が高い。

4) 鹿挨数 Cfll1!1/mL)

本期は前報よりずっと増数している。試験日時によ

る影響が大きし各所月 1回ずつの試験では都内の鹿

J夫数を知ることは出来ないとはいっても，大よその傾

向を知ることは出来そうである。 12月が多く， 1, 2 

月は大差なかったO 前報のように塵境数範問主：A(200 

以下〉， B (201--499), C (500 699), D (700~ 

999), E (1000以上）と分けると本期の各地 3回の測定

の平均値では， E殺が麹町，千代rn，中央フ El本橋，

神l壬I，小石川p 深川p 芝，渋谷p 牛込，城東の11カ所、

D級は赤坂，四谷，向島，浅草，荒川，滝野川，大久

保，大森，杉並の 9カ所， C級は王子，玉川l，石村i井，

青梅3 立川の 5カ所（多くは郊外，部下）となる。

各月の各地の最多一平均一最少11立は， 12月は 2861

（牛込） --1378- 386 （石神井〉， 1月は1967（深JII) 

--809--197 （牛込）， 2月は 2137（深JI!) ~736~336 

（四谷） となり》 本期の 31目測定の平均値で、は 2126

（深JII) --975~547 （青梅）となるO

本期の｛直を既住同期と比較すると，本期が最も多い。

ネqi;J:j；の 7カ所は 2.0～2.4mgの範凶に入る。

本期各月の各地の最多平均一最少値を挙げると？

それぞれ12月は 3.5（麹町） -1. 9-1. Omg （大久保），

1月は 3.7 （渋谷） -2. 3--1. 4mg （四谷）， 2月は

5. 3 （渋谷） -3.1-1. lmg （向島・他）となる。

これを既往間期と比較すれば〉 各年大差ないが，月

間平均値の絶対値の大なるものから）I国に列記すれば，

12月は第 3=2司 4) 5) I年のJi国， 1月は第 4==;3,

5均 1) 2年のJi国， 2月は第 3) 5) 2) 1) 4年の

Ji顕である。

6) 炭酸ガス量（声。）

前報と大同小異であるが，やや多い場合が多かった。

本期中では平均して12月が他の月より多く， 2月が一

番少かった。

本期各地 3回測定の平均値では，最多一平均一最少

値それぞれ 0.60 （荒川I)-o. 45-o. 28%。（杉並〉で3

0. 39声。以下の所は芝？赤坂，城東，石神井，青梅3 杉

並の 6カ所のみでp 0. 51声。以上の所は千代l孔日本橋p

小石川，深Jll，四谷3 荒川，大久保の 7カ所，他はこ

の中間（0.40～0.50%。）にある。

本期各月各地の最多一平均一最少値を挙げると， 12

）］は0.77（四谷）－0.49-0. 24声。（王子）， 1月は0.68

（荒J11) --0. 47---0. 26%。（神田）， 2月は0.63（荒川I)

-0. 41-0.17%。（石村1;Jこのである。

これを既往同期と比較すれば，これも大差はないが，

全平均では本期が最多で，小差をもって第 2' 3) 1) 

4年の順となる。月別に一応順位を求めれば） 12月は

他年度は大差はない。月間平均値の絶対数で＇） lj民位を付‘ 第 5, 2, 3, 1, 4年のJi鼠， 1月は第 5' 2) 4) 

すれば， 12月は第 5) 2) 3) 1) 4年の）｜国， 1月も

第 5) 2、 3) 1) 4年のj風 2 'Aは第 5, 4) 3) 

l, 2年の順である。

5) 塵攻量（ニ浮遊塵量） (mg/1113) 

前~11~の期間中は経月的に11月まで漸減していたが，

本期の12月は11月と平均値が等しく？以後は漸増して

本期では 2月が最多となっているO 塵境数の消長とは

反対になっていて，かかる現象は毎回見られるとは限

らないが？従来も類似の倒があった（例えば前年同期〉。

本期の各地 3回の平均値で、は，最多一平均一最少値

それぞれ 3.5 （渋谷）－2.5-1. 5mg （青梅〉でpやや前

半｜誌より多く？うち l.9mg以下の所は日本橋， 1:q1!El, 

向島う荒川I，青1'J1j，立JIi，杉並の 7カ所のみで，他は

総て 2.On1g以＿L3. 5mgまで・の範111'・1に入るO そのう

ち 2.5mg以上の所は麹町タ 1-j::i央，小石川，芝，赤坂p

渋谷，浅草？滝野川，王子，大森，玉川の11カ所3 残

る千代III紙業深川3 四谷，牛込，城東？大久保ヲ石

3' 1年のJi国， 2月は第 2' 5) 1, 3) 4年のJi闘で

ある。

7) 細菌数（落下菌数）

本期は各月差が小さく，前報よりも一般に少数であ

った。本期中各地 3凹試験の平均値では，最多一平均

最少値それぞれ 105（滝野川） 43 16（小石川｜），

うち30以下の所は鶴町，千代田，中央， 日本橋，神田3

小石川，牛込，青梅，立川の 9カ所， 31-50の範囲で

は深川， J芝，赤坂3 渋谷，浅草，荒川，大久保，大森，

石神井i：の 9カ所， 51以！二は四谷，城東？向島，滝野川3

王子，玉川3 杉並の 7カ所である。

本期各月の各地の最多平均最少｛直は， 12月は

151 （向島） 44--7 （神田）， 1月は240（滝野Jll)-

50-16 （立J11), 2月は102（大森） -34~·10 （青梅）

であるO

これを既往｜司期と比較すれば，ほほ、ij乙均して多い方

からf;f13, 4==;5, 2年のJi闘で，第 1年は 2月のみが
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著しく多く＇ 12, 1 J-Jは各年lこ1=1最少である。

9) 紫外線エネノレギー強度（分）

これは 9カ所の成績である。前報にひきつづき低ド

しているが3 2月にはやや増大している。従って本期

中では 2月が強く 1月が弱いが，差はそんなに大きく

はない。

各地紫外線強度月間平均値の最多 平均一最少値を

1l己すると，そはぞれ12月午前は1.954 （向島） --1. 228ノ

大久保 立主 li:lJ tヨE司． 三月L二

12月｛ ~~~同15乙 100 109 工30 122 
100 154 2工4

1月日 { 午午 前後
100 39 69 81 

工00 158 144 

2月｛ ~：：裂 100 エ20 69 94 
100 147 112 

以ト．の如く大久保，杉並，向島，古・栴，中央等は強い

方で〉日本橋ヲ滝野川，鶴町3 浅草等は弱い音IIである。

この状況は従来とほぼ類似するが，大久保は午前中は

強いが，午後は中以下である。この点は従来とかなり

臭っている。

これを既柱｜司期と比較すれば，本期は前年よりやや

強く，強い方から第 1, 2' 5' 4' 3年のJi債となり，

前年強い部で、あった麹町．の弱化が目立っている。

9) 天候

前報に比し天候の変化が減じ， H青が増し3 ！曇や雨

（乃歪雪）は頻度が少くなっている。

各月毎に観察すると， 12月ではn青，曇，雨，雪の各

地月間延回数平均値は？月間延観測回数午前約25回，

午後約20回のうち，午前はそれぞれ16.9, 6. 9, 0. 6, 

0 lfll，午後は13.2, 5. 0, 1. 6, 0回で，各地の各種天

候頻度は本試験月は比較的差が小さいが，中でII青が多

い所は芝，渋谷，玉川，石神井等で，雨，雪は各地と

も少く？月間 1～ 2回である。

1月は12月と大差ないようであって＇ II青，曇3 雨，

雪の各地月間延回数平均値は，月間延観測回数午前約

20回，午後約17回のうち，午前はそれぞれ14.8, 4. 6, 

1. 3, 0. 1回，午後は11.5, 4. 6, 1. 9, 0. l[IT!であって，

各地の各種天候頻度は大島がやや曇が多い外，他は大

差ない。

2月も大体H青が多いが，多少曇，雨が増した。本期

のH青，曇，雨，雪の各地月間延回数平均値は，月間延

観測回数午前約26回，午後約 21回のうち， 午前はそ

れぞれ15.5, 7. 7, 2. 5, 0.09回3 午後は 12.1, 7 2, 

1. 4, 0. 0回で，各地の各種天候頻度は区部は大差ない

が3 古

0. 509 （浅草）， l1V11二後は 1.960 (11'.lj島）－ 1.117-

0.230 （浅草），

1月午前は1.836（大久保〉 1. 080~0. 520 （麹町），

｜可午後は1.523 （杉並〉一一0.977-0.312 （浅草），

2月午前は2.172 （杉並） -1. 342--0. 512 （浅草），

同午後は 1.890 （杉並〉 1. 235 0. 438 （浅草）とな

り3 従米にならい大久保を 100とした各地の相対強度

を記すると，

中 リミ 日本橋 滝野川 麹 同J 浅 草

87 57 62 38 34 
ユ80 157 112 81 74 25 

工44

12工

57 31 45 28 30 
工32 66 87 

77 50 58 - 28 
102 86 66 - 34 

くある。区部のうちでは神｜孔芝，石神井等が晴が多

く，他は大同小異である。

これを既往同期と比較すれば？地区，年， ）=3により

一様でないが，本期（第 5年）はおよそ中間で＇ II青の

多い方からJi固に12月では第2および 3; 5' 4' 1年

となり，第4' 5年は小差であるO 1月では第 1; 2 

および 3; 5' 4年のJi鼠， 2月では第 l, 2' 4' 3 

および 5年のJI顕となり 2月の第 3, 5年は大同小異で

あるO

10) 気温（°C)

季節的に前報より漸次低下している。本W3中では12

月が高く， l, 2月は大差ないが，午後は概して 2月

の方が高い。

本期の12, 1月は東京としてはやや例年より寒く，

寒冬の感じであったが3 2月以後は例年と大差なく感

ぜられた。

総月間平均値での最高一平均一最低値は，それぞれ

12月午前は11.9 （大島） -9. 7 7. 3° c （玉川｜），同午
後は14.7 （赤坂）～12.2-9. 7° c （深JII); 

1月午前は10.2（大島） --7. 1 4. 9° c （渋谷〉，ドリ
午後は10.9（赤坂） 8. 9-6. 4°C （深JII); 

2月午前は 9.7 （深JII）← 7. 1 5. 0° c （渋谷），同

午後は13.0（深JI!)-10. 3 -7. 9°C （神田）である。

各地の差は月間平均値では比較的小さいが，毎｜三！の

各地の最高値と最低値の開きは相当大まいことは従米

と｜可じである。しかし一般的にいって，各地の差はそ

う著しくない。傾向的には結局従米と大差はない。

各月々問平均値で比較的高い所と低い所とを挙げる

と， 12月では高い部では大島，中央， J芝等9 低い方で

は深川3 渋谷，玉川等。 lfJで‘は高い部で、は大島， ／1i]
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j主浅草3 等低い自I）では深川，渋谷，玉川等。 2月で

は高い部では深ff［，大島，低し・？？日では小石川r，渋谷，

玉川，石村井寺；で？深川が低い方から高い方に変った

のが注目されるが，これは同地の主風向が北偏りの風

から北京）到に変ったのが主！去！なようである。

イ三期の気温を既往同期と比較すれば＼本期（第 5試

験年度〉は寒冬の音I）にl討しほほ、第 3試験年度の状況

に類似し i暖冬といわれた各年が12, 1, 2月と経月

i均に気温が漸次低下するのに対し，寒冬と称された第

3‘ 5年は 1月を底とし 2月は多少上昇気味となって

いる。各月旬：に観察すると？気温の高い方から12月は

第4' 1, 2年の｝I闘で第 3' 5年は河11illで、最低， 1）ヨ
はftf~4, 2, l, 5, 3年の）I民 2月は各年の差が小

さいが本期が最高，次ぎ、は2自3, 1、4年が午前，午

後何れか一方が比較的他より高いものがあって交錯し？

最低は第 2年となる。

最高一最低気温（0c) 

これは 9カ所の測定値である。これも気温l司棟前離

にひきつづき低下し低下は 1月で止まり， 2月は 1

月と大Vu小異で、ある。

な月間平均11!~では，最高 最低｛｜白それぞれ12月午前

は12.9 4.4° C，同午後は 13.1--9. 5° c' 1月午前は

10. 4 2. 4°C, 同午後は 9.8-6. 2°C, 2月午前は

10. 8 1. 7° C、同午後は11.0 6.2° Cで＼最高一最低

伯の開きは12月は青梅，日本橋が大きく，麹町，中央ラ

沌野川は小で，他は大差ない。

1月も12月と大同小異であるが3 大久保，杉並も制

合に高低差が大きくなった。 2月は 1月と大同小異で

ある。各地区の比較では，青梅が最高，最低を独占す

ることが多い。すなわち大体において古－怖のような非

ばい開地区は，昼夜の気温変化が最も大巾で，組町Jニ！こI

リ~， r竜野川のようなばいt~l/l地区は，気温変化が小さい

というばい煙の気温調節傾向を認めることができる点

で司ほほ、従米と！司傾向である。しかし本期は最高気温

では青梅，日本橋等が高く，麹町，杉並等が低かった

がう最低温ではほぼ反対で，麹町，中央3 滝野川さな；が

高くう青梅，杉並，大久保等が低かった。これ等の点

では箔 4年とかなり異なっている。

11) j民度（%）

1~ii¥I~の11月よりも本期の12月は低｜ずしているが3 以

後 1フ 2月は12月より多少卜手i-しており’この点｛夕．』年

と呉つているO 月間平j勾値で『は？最高 五｜え均一最低·Ill~

それぞれ12月午HiH土 75c深Jfl)-63 -55 （石神井），

l"d午後は75（深川｜〉 59一一 50（石神::1=1：）フ

81 （深Jfl) 61-53 （日本橋），

2月午前は 73（深Jfl) 64-55 （荒川｜），同午後は

77 （深川I)58--47 （渋谷〉となる。

月間平均値ではご岳地の差はそれほど大きくないが，

比較的湿度の高い所と低い所とを挙げると， 12月では

高いi'JI）は深川が目立つがその他荒川、滝野川，玉川r,
大島等，低いi'1\）は仁j=i央？芝，赤坂， tj二込？石ネ111::1~：等。

1月では高いfil）は深川の他小石Jll,Atい部は峨!TL

向島，王子等3

2月では高いi'JI）は深Jll，小石川？石;frji井，大島等、

低い1115は中央p 渋谷，荒川，王子？大久保等であるO

本期の成績を既往同期と比較すると， 12月はほぼJ第

4う 5キ 2, 3年の）I民 1月は第 5' 4' 2ぅ 3年の

j胆， 2月は第 5, 2、 4, 3年の｝I固となり 3 最高＼最

低俗Jjヲ！？は各年不同の手i・が多い。

12）風向

前報にひきつづき北より（北，北々西＇ ~1じ々東風の総

称とする。他もこれに準ずる〉の風が増しておる。月！？

により各種の風向頻度が若干；¥4なることは従米同様で

あるが3 区部においては各地そう大差なく， 12月では

全 2s・mm所において北よりの風ないし北東風が主風

（＝最頻風の意とする〉で，これ等のうち，午前，午

後を通じて北よりの風が完全主風（主風でその頻度が

全風向頻度のl/2以上を占むるものをいうものとする）

となっているのは，麹町ヲ日本橋，深Jll，芝？渋谷？

四谷， tjニ込，城東？向島，荒川フ滝野）I／，王子，大森，

玉川（午後は欠〉の14個所の多数で，他に北よりの風

が主風の所が浅草，大久保》石神丹：（これはしかし無

風がずっと多い）の 3カ所ある。 12月は北よりの風は

全平均でも午前，午後とも完全主風で・ある。他の月で

はそうならない。

日くぎに午前ぅ午後を通じ北京風が完全主風の所はや11

IJI，小石川，杉並？大島の4カ所でう主風の所は青｛、j証

がある。主風不定（午前，午後で主風の異なる所を含

む）は中央、赤坂y 立JI／の3カ所である。

1月では午前，午後を通じ北よりの風が主風の所は？

中央，日本橋，小石川｜，深川ヲ芝た赤坂大渋谷，四

谷大牛込3 城東＊，向島丸滝野JI／＊，王子p 大久保，

大森＊，石;frj！井（1r¥f；風が多い）の16カ所，（うち完全主

風は地名の右肩に＊して示す。計7カ所）， 次に北京

風が主風の所は麹岡］； ネr[iJii*, 青梅（全般的には風向

不定）の 3カ所で？うち完全主風はネ1j1旺I，その他，北

西風が主Jffi＼の浅草フ 荒川（何れも頻度比較的少〉， 南

西風が完全主風の大島？主風不定のヨ；．川？立Jll，杉並

1月11・・HHは 79（深Jll) 66 58 (li'iJ出）， lr.J'J：後は があるが、北よりの風は依然多いが，頻度は若r減じ

( 70 ) 



ている。

2月は午前，午後を通じ北よりの風が主風の所は中

央＊，日本橋＇ :fljl日］＊，赤坂犬四谷，牛込，城東矢向

島久荒川，滝野川大王子大大久保3 大森大石神井

（無風多し〉の14カ所（うち完全主風は＊した 8カ所），

北東風が主風の所は深川大玉川（午後不詳），青j払

その他3 北西風が主風の芝犬浅草フ杉.＼）（Z＊，南西風が

完全主風の大島，主風不定渋谷，小石Jf[，立川となり 3

1月と大差ないが，風向がやや西へ廻り始めたようで

ある。

これを既往同期と比較すると，勿論傾向的にはほぼ、

同様であるが，北よりの風の頻度について観れば） 12 

月は第 5) 4年大差なし以下第 2, 1) 3年と多少

ずつ少ない。 1月では第4年がやや少し他年度は大

差ないが3 第1年度がやや多い。 2月では第4' 3' 

1) 5) 2年度と多少の差があるがと思われる程度で

あるが，北よりの風に北東，北西風を合計すると，各

年次ほほ、大同小異となる。各地の状況も名年次大体に

おいて類似しているがp ある程度の差はしばしば見ら

れる。

13) j武力（＝風級〉

前l幸I~ よりは概してやや小であるが3 全般の傾向的に

は大差なし本期各月は大同小異である。

月間平均値では，最大平均最小値それぞれ12月

午前は 2.8（渋谷） -1.6-0.6 （石神井〉， 同午後は

2.8 （麹町・他） -1. 6-0. 5 （石神井〉，

1月午前は2.5（麹町） -1. 5 0. 4 （石神井），同午

後は2.8（麹町） -1. 7-0. 4 （石神井）？

( 71 ) 

2月（麹町欠）午前は 2.5 （向島）一一l.6 0. 8 （石

神井），同午後は2.6（渋谷） l. 6 0. 6 （浅草）とな

る。

各地の風力の大小を観ると p ある程度の差異が認め

られ） 12月の大きい部では麹町p 神日；i，渋谷，城東3

向島フ荒川3 青梅等，小さい部では深JI！，赤坂？四谷，

牛込，浅草，大森p 玉川l，石神井、立川等がある。

1月でも大差ないが，大きい部では城東がほぼ普通

となり，大島が大まいf1j）に入れられる。

2月も 1月と大同小異であるが域東，滝野川が大き

い部に加わる。

本期を既往同期と比較すると，本期は平均的に最も

弱い方であるが，一般に第 1年度が最大で他年度は小

差である。月別に観れば大きい方から第 1) 3) 4) 

2~5 年度， 1月は第 l, 3, 2) 5' 4年度， 2月

はj第1, 4' 3) 2' 5年度の11闘となる。

JlI むすび

本期の成績は冬季のそれとして従来の成績に類似す

る点が多いが，直挨数の多い点に注目される。降下煤

趨量は増加していないが，大気汚染は進行をなお倖止

していないようであって，勿論減少傾向は見られない

ようである。気象との関係も複雑であって，地上気象

ないし地｜二空気の汚染と比較的上層気象ないし上層空

気の汚染との関連等3 研究視野の拡大が望まれるが，

地｜二空気の汚染は普通の状況においては汚染源から比

較的近い範聞に限られ，その程度もそう著明になるこ

とは少いと考えられるので，スモッグ状態のごとき特

殊状況の検討をも考慮したいと考える。
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1 9 5 8年 11月 15日～ 12月 15 El 11 1 9 s s年

総 量｜総放射能
（不溶戸性成分 I 可叫成分）

放射能〉
総 量 i総放射能

町

Jll 

竺早竺I竺竺竺空！竺j主一主
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( 72 ) 



放射能（cpm/m2，月） (1958年11月15日～1959年 2月15日）

12月15日～ 1959年 1月 15日

（不溶解性成分

( 17. 

(111. 

96l:71 

( 19.97 7915 

( 14.58 9720 

11336 

( 17. 31 7647 

( 23. 031 21271 

( 8.03 2717 

( 6.21 11760 

9.54 10015 

6154 

（工5.15

( 24.04 

可溶性成分〉

間 ）ii

1788)i[ 

7側）II

664B)il 

11986)11 

2883)1 

13.261 3586) 

6.51 

4.37 

3.12 

1959年 1月15日～ 2月 15日

総 量｜総放射能
（不溶解性成分 可j容性成分）

41. 051 

220. 98[ 

26. 891 
36.89 

29.60 

( 73 ) 

（煤庫量｜放射能｜煤塵量｜放射能）



東京都内河川汚濁による大気汚染の経験

（第15回日本公衆衛生学会（昭和34年10月）にて発表）

衛生研究所斎藤 功 小林 E 武

斎藤喜佐夫阿角

中山袈裟典

衛生局広 H二｜兵助

建築局 熊 沢 勇

浅 草 保 健所高山好夫

須同秀治

千 布 E 雄

工 本調査の発端

本調査は，昭和33年夏期に発生した浅草地区を中心

とする空気の腐卵様3 滞水様不快臭と，それに伴う余

属の変色，！寓蝕の状況ならびに原因を解明し対策を講

ずるため？衛生局，建築局関係機関，その他関係者が

協力して行ったものである。

調査開始のきっかけとなったのは？ 7月初めに浅草

寺から空気の異臭や境内の青銅製のぬれ仏像や三重塔

台座等の腐蝕p 黒変の被害が浅草保健所に報告された

ことであるが，それより以前にも類似の事件は隅ff！川

や多摩川下流六郷川沿岸において 5月下旬から漸次発

生し 6月中旬から一層頻繁となり，弱電機器製作工

場や金属高等の真鍬3 燐青銅製部品の青黒変閥蝕司新

造船塗装の損傷等が， JI！水の悪臭とともに新聞紙上等

にも報ぜられていた。浅草寺の報告以後は伸銅品問屋

組合，金物商p ネームプレート店，金粉加工業者3

ノレク存み人形製造店p 一般家庭（銀器3 銅のおはちの

たが3 扉の真鍛の把手等）等からの訴えが頻々とあり p

調査の結果， F呂田川岸では浅草地区を中心とし隅IT！川

下流沿岸約 1粁巾の帯状地域p 特に風下の隅田川西岸

に被害が顕著で，隅旧川東岸は被害が一般に軽く？東

岸では隅，~日川棒曲部の堅川筋のみ若干被害があり，上

流は千住大橋辺まで被害が及んでいることが分った。

六郷川沿岸でも類似の現象があった。

現地調査によると，不快臭および被害程度は河岸に

最も顕著で，）！｜から離れるにしたがい減弱しており，

余属板の変色も表面は顕著であるが，裏面は微弱で，

下積みの金属板は変色を認めぬf立のことが多くフ茶筒

の金粉模様の変色も直接空気に触れる部分が著明で，

裏面や相互接触部分は顕著でなく，また同じ店内の金

かかわらず川風の吹き込む側の窓のみは閉め切って営

業している等， 卜.fl己の隅｜壬｜川市岸の被害が北岸に比し

ずっと顕著であること等の所見とともに，川風（JII Iプ

空気）が不快臭ならび、に金属腐蝕の主因で、あることは

疑問の余地がない有様であった。以下に調査経過と所

見の概要を述べる。

TI 調査経過および調査所見の概要

1) 第 1問調査

7月12日現地視察および有害ガス淡度測定

〔於，台東区浅草駒形 1～6，神尾商店およびその裏

手の隅旧川岸（網代工業所片岡営業所裏）〕

この時は現地視察，状況聴取および簡易ガス検知器

（北JI！式および三宅式）による有害ガス（硫化水素，

1Kj変化窒素，アジモニア，亜硫酸ガス）試験を行ったが3

本法による有害ガス検知限度は酸化窒索以外は何れも

lppm以 l二で、あったため，ガス濃度稀薄のため酸化窒

素（二酸化窒素として）が川岸で 0.l～lppm程度で

あることを知り得たのみで，他は何れも定量不能であ

った。

しかし本調査によって，現地の隅FE!川沿岸では偶III

川より発する硫化水素様臭気が大なり小なり常在する

が？他種臭気は顕著でないこと，およびこの程度の有

害ガス量ならば＼臭気は不快ではあるが3 人体に対す

る影響は少いであろうことが明らかとなった。また［(fl~

ff!川岸に昨日立てた真鍋延棒は，川水に浸っている部

が最著明に黒変し， JI［水にひたらない水上空気接触f7i[)

がこれに次きヘ川底の泥中の部分は判然と変色微弱で

殆んど変色を認めない伎であり，特に60cm以下の；ti)

は変色しないことを確めた。

（試験時の乾？首l~球気温はそれぞれ店内は26. 9およ

j両板でも川風外気の吹き込む窓の近くのものは変色し， び23.0°C，川岸は27.4および23.0° c) 

他の側は明らかに変色微弱であるため，酷暑の候にも 2) 第 2回調査

( 74 ) 
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7月15日 現地視察および有害ガス濃度測定日七

第 1回調査個所および新光製作所裏川岸（同区橋場 3

～2）〕

なお被害時i店を巡回して3 店内の延べ金は川風に直

接当る部分が変色し間接に当る陰の部合は変色微弱

なことを椛めた。

試験個所別有害ガス濃度（ppm)( 7月15日）

1 硫化水素 亜硫目安ガス
試験時期j l訊 H；合，一

アンモニア 隙化窒素 気 温（°C)

(H2S) (S02) (NI-Ia) (NOa) ーlドJtz」〉 球湿 球

11時：50分～13時 神尾商店内 0.018 0.129 検出不能 20.0 

13時30分～14日寺40分 i司 Jll 1『tr-ニ'. 0.012 0.138 0.080 26.6 20. 4 

15時10分～1611寺20分 新光製作所裏JI／岸 0.02工 0.063 検出不能 27.4 21.0 

註： 1) 硫化水素の定量は不能で・あったが鉛糖紙はかなり変色した。

2) 試験法は衛生試験法にほぼ準じた。すなわち日誌はメチレンブノレ一法， S02 はブク v~ ・ホノレマリ

シ法， NHaはネスレノレ法， N02は GR試薬法によった。

3） 第 3回調査 なるものがあることはJl践をに難くないところである。

7月16日隅田川汚染状況調査 また水質試験結果より本来の川水は河水表面を流れ，

上記 2回の調査およびこれまで、の被害状況の聴取お 深部ほど海水の割合が比較的多いようであるが，この

よび、観察結果を綜合すれば，本事件は主として隅田川 所見は河JfL港湾等の関係者の考えともほぼ一致する

の汚染に起因するとの見通しがたつわけで、ある。それ ようであるO しかし海水の影響は？隅田下流の悪臭や，

で一方現地空気のくり返し調査の準備を進めるととも 硫化物ないしアノレプミノイド性窒素その他の多量の原

に，隅凹川の汚染状況を調査することとした。 因とは考え難いのであって，これ等は市街地の下水，

当日10時半に厩橋から発動機船により隅田川を下り， 汚物等の河水への混入が直接間接の主原因であろうと

東京湾の月島鼻を廻り再び隅i羽川に入り， Jllをさかの 推定せざるを得ない。

ぼって荒JI／との分流点から荒川に出？直ちに再び隅田 とにかく隅田川下流の水の汚染の誌しいことは，河

川に戻り，川を下って既橋に帰った。途中枝川の堅川， 川としては相当汚染されている方の荒川の水質との比

越前堀，綾瀬川等にも入った。下りは干潮時で，上り 較によっても明瞭であり，簡易水槽便所の放流水の許

は上げ潮の開始する時に始まっている。そして適宜各 容汚染限度をしばしば｜二廻っているO

所で採水した。隅田川水は強い墨色に汚染し，硫佑水 次に川水の細菌学的検索により， ｝I／水中の細菌の主

素様，浩司t様の不快臭があり，特に船が波をたてて通 要なるものはプロテワス様菌であって，次は大腸雨で

ると悪臭が強まる。 ）Il水の墨色は，下航の際は豊洲発 あるがp さらに少数の球TiRT，有芽/j包l'ttT，黒色の色素産

電所辺から不明瞭となり，反対にさかのぼった時は千 生菌等があることを知った。この点については，さら

住大橋辺からやや淡くなり，小台橋辺からは泥水色が に後述する。また好気性商，嫌気性菌を問わず、硫酸斑

まさって臭気もあまり感じなくなったが3 あげ間jの影 還元性細菌は検出されず，チオ硫限j益還元性好気性菌

響の増大した 211寺間後の下航時は小台橋より上でも河 が検出された。従って雄気性の硫円安塩還元性弧状菌は

臭がかなり感、ぜられ，水の色もかなり黒味がかかって 検出出来なかった。これは，採水後直ちに細菌試験に

いた。川水の水質試験および細菌学的試験成績の概要 着手することが出来ず，着手が検水採取後数日後とな

は別表のようである。 ったこととも若干関係があるかもしれないが（検水は

この水質試験成績より，川水の性質は採水個所によ この間冷蔵庫内に保存された）， 汚染川水よりの微生

って大差があり？また深浅，採水H寺刻等によっても差 物による硫化水素等の発生は，プロテクス菌や中間型

があることが分る。そしてこれ等すべてに対し原図的 大腸菌その他によっても可能であるO 乳糖~p分解のプ

に海水の影響が大きいことがJ住祭せられる。海水の影 ロテワス様菌は全検水から検出され3 大IJ易11£iと推定さ

響は潮の干満の如何にかかわらず存在するようである れる乳糖分解菌も荒川鉄橋下以外の全検水から証明さ

が，隅田上流の新田橋附近においてすらもT11filJにより れた。

最高2.0～2. Sm近くにもおよぶ水位の差があると言わ なお現地居住者の話によれば本年の如き川水の黒化

れることよりみても神jの干満の影響は直接，間接に大 や悪臭はp 本年夏以前にはまず無かったことでp 昨年

c 76 ) 
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までは本年夏よりずっと程度が軽く，大して問題とす

ることはなかった由である。

4) 第4回調査

7月18日，現地視京および存在ガス以！史測定〔於？

第 1回調査個所および束｛言合成株式会社内（台東区橋

場2丁目 4番地〉並びにその裏の川岸（東栄貿易株式

会社のすぐ裏〉これは箔 2回調査fl寺の）1 IJ一戸の約L10111上

流〕

隅田川沿岸空気中有害ガス濃度（ppm)( 7月18日）

試験時期l

10時50分～12時

12日寺10分～13時30分 ｜ 同 JI! 

14日寺 5 分～15時10分

15時25分～16時40分

温（。C)

註：現場空気中に懸垂した鉛糖紙は， 40分～1時間位で弱度ないし中等度に褐変した。

5) 第5回調査

7月25,28日および8月6日，工場廃ガス 3 廃水の調査

以上の調査により被害地空気および隅田河水の汚染

が認められその原因は主に川水の甚しい汚染にあると

推定されたが，かかる汚染は工場の廃ガス，虎水によ

っても惹起される可能性がある。 ζ の点をある程度解

明するため， 3日間（ 3回）にわたり本件と関係あり

そうなi明田川沿岸の代表的10工場（東京ガス日本皮

革p 旭電佑，東京セロハ九日産化学？保土ケ谷化学，

日本化薬， 日本製紙，志村化工， 日本ピグメシトの10

工場）につき視察，状況聴取，廃水中の溶存硫化物量

の検査等を行った。しかしこれ等の工場は廃棄物処却

にかなりよく注意しており， 業態j二一工場の廃水に

かなり濃度の高い（15ppm）硫化物を認めたのみで，

他は硫化物はほとんど検出しないか，極めて微量であ

った。この工場の廃水も先回の附田川水の調査では，

JI I水への影響は硫化物の点からは特に認め難かった。

しかしかかる簡単な調査で，工場脱水，庇ガス等の川

水や空気への影響の全貌を明らかにするに十分であっ

たか否かはよく分らない。

6) 本事件に対する第11号台風の影響

7月23日に豪雨を伴う第11号台風が東京都を襲い，

翌24日も相当の強風が終日つづき，渇水の甚しかった

各河川は著しく増水した。本台風は本lj\:fl~に対し注目

すべき甚だ好影響を与え， Fif水は泥水様となり 3 黒IJ;jミ

と臭気を失い，同時に沿岸地域にても悪臭と金属黒変

現象が殆んど消滅し3 本事件は一応解消した形で現在

に至っているO 台風後の 7月29日浅草各地に；＼1・50数枚

の鉛糖試験紙を配布し家屋内外の空気に一山政触せし

めたが，台風前と共り，鉛拙紙の変色は凡られなかっ

..，－~ 

れ」o

7) 第6回調査

8月19日 隅田川水再調査

上記のごとく，第11号台風以後は本件は一応解消し

たとも言い得る程軽度となったがp その後日を経るに

従いJI[水は再び黒色調や異臭を若干とり戻してきた。

しかし台風の前後による川水の変化を比較対照する目

的を以て，台風後 1カ月弱を経て，前回とほぼ同様の

計画をもって隅田川水の再試験を行った。第 2回目の

隅田川本支流水質試験結果は別表のようであるO

前回同様隅田川水は，潮の干満の影響が大きいがp

前回と比較すれば？本四は一般に汚染が低度であるこ

とは明らかである。：R1f-に前回に比し各項目とも極端な

成績があまり見られなくなり 3 特に KMn01消貰r量け、

1/(2～3）に減じた所が多く，硫化物も同様で不検出個

所が多くなった。また後記する如く水中細菌種類にお

いても，特に大JI号閣の1宥型において，かなりの変動が

あった。

8) 隅田川水中の細菌試験成績

今回の異変の主因は，上記のごとく川水中の有機物

の腐敗，分解による硫l七水素の発生にあると認められ，

そのまた主因は川水中の硫｛七水素産生菌によるものと

推定したので， Jll水の細菌試験は？主目的を川水中の

硫化水京産生菌の存在確認に置いたが3 同時にごく大

まかにせよ川水細菌種類や分布の概Ill告を知りたいと考

えたO

先ず河水中に何らかの硫化水素産生菌の存花を確か

めることは容易であって， 単なるブイヨンあるいは

Kligler t;当地と組成類似のブイヨシ仁十lに検水 leeを投

入し（嫌気性培養のII寺は流動パラフイン重層のブイヨ

ン煮沸後検水を投入〉， 鉛~1;H紙で検するサ；によって，

BJ'H, 2 ITil の jilij）文民取の全検水に？好気｜均にも嫌気！＇I~

( 78 ) 
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N02ならびに NOs各イオンj民度については，普通水質試験成績判定の場合に拠る。

その他の場合は mg(p.p.m.）をもって表わされるものである。

2) 採水個所は最上段の厩橋川岸（これは表面をとる〉を除きフ総て河心部である。（浅〉，〈深〉と記入したのは川水の表面部か深部かを示し，深部の

7｝.深は約4mである。

蒸発残涯については 1立中の瓦数を示し，本表中の数値は，註： 1)



なお嫌気性培養は金属クロムと硫酸による Rosen帽

thalの［校京吸収法によったが， ヲヱノレナ菌以外の嫌

気性 H2S産生前は検出出来なかった。 ワエノレナ菌は

0. leeの検水からしばしば検出された。

川水より検出された細菌は下表の通りであって，プ

ロテワス様r~Tと大腸菌が主であるが3 プロテヲス様菌

では定型的な生化学的性状を示すものが少なかったこ

とは3上記の通りである。しかしプロテワス様菌株中に

はSalmonellaを含まないことは3 北里研究所製チフ

ス3 パラチフスA, B，赤痢A, B, C, D，免疫血

清との試験凝集反応（－〉なことよりほぼ判定出来た。

これ等の中には糖分解その他各種の生千七学的反応（一〉

で，糖培地ではむしろアノレカリ産生を認むるものか

ら，乳糖以外の糖より恨のみ，あるいは酸，ガスの産

生を認め3 その他の生化学的反応も陽性なものまで各

種のものがあり，プロテワス様菌と呼ぶことは必ずし

も適当でない。下表により，川水細菌種類が台風の前

後により相当変七著しいことは大腸菌の菌型の変イ七に

より認められる。初めより H2S産生と無関係と認め

られる菌株は下表より除外してあるがp かかるものに

は各種の有芽胞菌や球菌等があるO

にも何らかの硫化水素産生菌の程在を認め得た。

次に川i水中の細菌種類や分111の概略を知るためには，

普通寒天ならびにSs 培地平板上に検水 0.leeないし

一白金耳量を塗抹し， 37°C, 24時間培養時発生集落

中から，大腸菌ないしプロテワス菌と思われ，かつ出

来れば性状が多少異なると思われる代表的集落を， 1 

Vヤーレあたり 3個以上とることとし3 寒天平板から

はプロテクス様集落を， s S平板からは大腸菌様集落

を選んだ。各菌の H2S産生は純培養について Kligler

培地および酷酸鉛寒天で検したが，併せて SS平板発

生集落についても，その概況を観察した。そして Ss 
平板で赤色集落の黒変はしばしばで－あったが，灰白コ

ロニーの黒変は思いの外少しまた寒天平板上集落に

おいても強拡散性集落は案外僅少であって，定型的プ

ロテワス様菌株は案外少数なことを思わせたが3 これ

は下に示す川水細菌々種別分布と概念的には一致して

いる。プロテワス様菌（乳糖非分解性菌）では， j采尿直

接の場合と異なり，狂2S産生（ー），尿素分解（－〉の

プロテワスとしては非定型的のものが大多数で3 一般

に糖分解性が低下しているかの如くに感ぜられ，特に

ガスを産生するものは少なかった。

隅田川水中より分離された諸細菌よりの硫化水素産生状況

(1958年7月23日の第11号台風前後7月16日および 8月19日に採水〉

グラム陽性梓菌
ヲエノレナ菌

乳糖非分解性菌
（プロテクス様菌）

グラム陰性梓菌

乳糖分解性菌
(Coli”aerogenes group) 

第 2回
（台風後）

分離菌株 I-IS2 （十〉
総数 ffiT株数

41 3 
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分解性菌
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9 
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総 数菌株数
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第 2回
（台風後）
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E. eoli I型 0 0 
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中間 I~ 19 19 
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た。供試がガスは H2S, S02, NHaおよびそれ等各

lppmずつのj見合ガスの場合であるO その結果を表

にとりまとめると次のようである。

この場合 H2Sおよび H2Sその他の混合ガスは木

事件の金属青黒変と類似の色調の変化を起すが， S02 

は変色は））＼~~§であるのみでなくう変色はしても青黒変

( 80 ) 

25 43 

9) 真織片のガスおよび汗による変色の生成

今回の異変が社会の注目をひいたのは，有害ガス発

生のノ、＇f.

真鍬製品守；の青黒変腐創！を来したためで、ある。それで，

デジケーター内で稲荷ガス含有空気を真撤片に30分～

十数時間の間接触させp 真鍋片の受ける影響を蹴！察し



真鏑片のガスおよびi干による変色

(1958年7月19日～8月19日）

＼＼一＼ l~m ¥ 
H 十十

s 2 

NH a 

H2SートS02十NHa 十十

立す 汗ー 十

照 i空 気

一応解消したこと等からも充分支持される推論である。

それならば川水からの有害ガス発生の原因は何であっ

たかと考えれば，川水の高度汚染（特に尿尿性〉に基

ずく下水化のため，尿尿および下水細菌の大量投入お

よびその夏季の高温に伴う繁殖による動植物性腐敗物，

特にその蛋白系物質の分解によると推定される。普通

の場合下水や汚物等からの硫化水素等の発生は，各種

細菌の協同作用であるが3 特にプロテクス菌，一部大

)J号菌，嫌気性細菌等の作用が大である。本回では， Jll

水細菌試験結果と，河泥部分における金属腐蝕は明ら

かに微弱であった等から考えて，むしろ大腸菌中間型

註：接触時間三十分～十数時間以上 が主因で，ワエノレナ菌3ブ。ロテクス様菌等が副であった

とは通常異なり，むしろ赤褐色調になる場合が多い。 ろうと考えられるO そしてまたカミかる河水？寺染の特別

また真3命片は子で

子袋をはめて取j及う要があるO 手の汗（子¥1支）で、ない な具常渇水が’河水を｛手‘j帯せしめ’夏季の高気温と協

ただの水で、は変イ七しないO 同して細菌の繁殖を促し，河水の自浄作用を失わせた

なお各積ガスの製法は， H2Sは1流イ七ソーダに稀塩酸 結果と考える。このj＇住定も台風後の状況により裏付け

を滴下， S02は酸性亜硫酸ソーダに稀硫酸を滴下， られた観があるが，我々は台風襲来前よりこのj；住定を

NHaは28%アシモニア水より常温で発生しているア 持ち，本件の解決のために荒Jllから 11,g~EB川への分水量

シモニアガスを採取した。 を可及的増大することを提議していた。

直本事件発生原因の考察ならびに結論 かくて本事件発生主原因は，結論的には本年の異常

以上の所見を綜合して，本事件発生原因について考 渇水にあると推定されるが3 隅田川の近年の汚染の高

察してみると，浅草地区を中心とする空気の悪臭およ 度化は既に放置し難い状態に達していることも否定し

び金属の変色，腐自illは，空気中の有害ガスによるもの 難いところであろう。見方を変えれば，本田の事件は

であるが，腐卵様特臭と金属の変色が短時聞に起り， ｜：呂田川の汚染の高度佑が根本原因であって3 これにた

かっ短時日で青黒変すること等（水分3 特に汗はかか またま異常渇水が誘困となって起ったと考えられない

る変佑を促進する〉， また空気中より硫化水素， アジ こともない。現に台風後日を経るにつれて，河水は再

モニア等が 0.1～0. 2ppm等のかなり多量に検出され び黒色を千百：びつつあり p 異常渇水が再現するようなこ

ること等より，主として硫化水素の作用により惹起き とがあれば，本事件も再現する慎れが大で、あるO 河川

れたものと推定されるが，他の混在ガスの影響も加重 浄化のため必要な手段を早急に実施することが望まれ

されたのではないかと推察される。 る次第である。

そしてこれ等の有害ガスの発生原因としては， Jll水 なお各種有者ガス量は， 8時間労働の場合の恕限量

の汚染が主因と考えられるが，工場のj克ガス 3 廃水は の1/(50～100）あるいはそれ以下で・あるから，不快臭

おそらくそう大した関係はないようにj：住察される。特 はあるが，健康者に対する健康上の障害は問題とする

に浅草地底は？この種の工場も少し空気中の亜硫階 程のことはないと忠われるが，病弱者3 老幼者等の場

ガスも比較的微量である。工場では本件に対しては殆 合は注意して，害の有無を観察する必要があろう。特

んど無関係の工場も多いが，しかし関係のある工場の に雲の低い無風曇天の日などは注意が必要である。

場合は，たとえその影響は僅少と思われる場合でも，

充分注意することが望まれる。本事件の主因が川水の 終りに本調査に協力された衛生局，浅草保健所3 建

汚染にあるとの推定は，現地の諸状況や＇ Jil水中の硫 築局，東京仲銅品問屋組合，その他関係者各位に謝意

化物の今年の呉市増量，および台風増水後に本事件が を表する。

( 81〕



X 環境消毒法の研 究（第 4報）

G-11及び TMTD添加石鹸の理容器具等の殺菌効果について

（第12回日本公衆衛生学会総会（昭治：132年11月）にて発表）

供試石鹸は基本たる粉末（ソーダ石鹸）および水石

鹸（カリ石鹸）に G-111）～8〕およびTMTDs）～11〕

の所期量を含有する20°Cのコロイド様液とした。 G-

11 ( Hexachlorophene）の場合は黄色ブド－f;'j（菌（寺

島株）を供試菌とし，かみそり，はさみ，バリカ引くし

丸ぐし，ひげそりブラV等を試験したが，器共を単な

る対照石l撒液に入れ直ちに取出す場合の菌数が相当に

区々で，石鹸j受i査直前の菌数に比し， 1Jiiを単独ないし

それに近い状態で器具に附着せしめた場合は3 水石鹸

および 6%粉石鹸液の場合は約数十分の l～数百分の

l, 3%および 1%粉石l撒液の場合はおよそlfa～数ト

分の 1と減少著しいのに対し，おもい落され難い20%ワ

セリジ＠流動パラフインゲノレ（以下ワ＠流パラとi暗記）

中の菌を供試菌とする場合はl/2～l/1が残ること，およ

び単なる石齢、液中の菌の減少が緩漫なこと等をみると，

この菌の減少はむしろ機械的な菌の洗い流し作用によ

るものが多いと忠われる。それで供試菌数はー器具数

十万とし，石鹸液より取出し後の附着菌数が数千～数

万となるようにした12）。 菌を器具に附着せしめるに

は，普通は適当な菌濃度の生理的食JJ;?i:7J＜.に，実駄目的

によりワセリン塗布ないし1A~処理の器具を浸潰し，取

出して菌液を充分きり，乾燥後，供試r1！（に再び没した

が，菌を混じたワ・流パラを器具表面に薄く塗：｛jjした

場合や，さらにアスパラギン lOppmを菌械やワ＠流

パラ等に混じた場合等も検した。以下実験成績を述ベフ

成績の一部を表示するが3 殺菌効果は G-11含有量の

多少で増減し， G-110. 45%含有水石齢、では何れも瞬

間的～2.5分以内に殺菌完了した（表 1-2）。 6%粉

石鹸（G-11濃度 0.12%) （グノレ状を呈する〉では1£1

がワ・流パラ薄j爵中にあるll寺のみは速効性を失い？ 2 

時間後にも殺菌完了しないが，他の場合は直後～ 5分

以内に殺菌を移る（表 4-5）。 3%粉石鹸液（G-11

濃度0.06%）では，菌が直接器具表面附着の時でも殺

菌に 10～30分以上（表 6-7 ), 1 %15）石i織では同じ

く30分～2時間以j：：を要する（表 8～ 9）。

次にTMTD (Tetramethyl-thimarn disulfide) 

では E.coliO～10株および水より分離の E.coliI 株

環境衛生科 粛藤

小林正

立

武

（筆者等が水より分離）を供試菌とし，菌を直接供試

器具に附着ぜしめた場合と 3 菌を供試石l撒j夜中に浮瀞

せしめた場合とを実験したが， 菌株による差は認め

られなかった。この場合はタオノレ等を供試した。殺菌

速度は粉石鹸でTMTDrJ*J史2%以下の場合はあまり

大でなく，対照石齢液と大差ない位で，かみそりでは

殺菌完了まで約 30分～ 1時間を要し（表10 11），ひ

げそりプラジやタオノレは一層殺菌不良である（表14）。

しかしTMTD添加量が高まれば殺菌力も漸増する傾

向があるO TMTD10%添加石l撒液では 5分以内に殺

菌完了可能である（表12 13）。次に水石鹸ではすべて

5分以内に殺菌完了した（表15）。

以上に対し菌を供試石鹸液中に浮激した場合は，：｜労

石鹸の場合は 5～30分以内（表16），水石歯車の場合は 5

分以内に殺菌される（表17）。しかしプドー球菌（寺島

株）の場合は粉末石｜輸液の場合は 2時間後も殺菌完了

せず，水石鹸液では 211寺i間以内に殺菌された。大)J易菌

には石｜撒自身にかなり殺菌力がある（表18）。

以上により G-11添加お鹸（特にG-11添加水石｜強）

は最も優秀な消7iH；石鹸と認められる。

表 1G-11 ）.奈加石鹸液の殺菌効果

水石鹸の成績

(1957年9月8日）

Hexachlorophene 

(G 11) 

OH OH 
Cl 1 CHo 1 Cl 
＼グ~／ z ＇－.／~＂＂j 
1 II ll 
~／ "-CJ Cl /¥/ 
Cl Cl 
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G-11添加石鹸液の殺菌効果

6%粉石i轍の場合

(1957年6月14日〉

表 5G-11添加右鹸液の殺菌効果

水石，~~の成績

(1957年 9J=J 2013 

表 2

し供 試 器 具り.::? 'C みカミ供試器具

5
1
6
3
0
5
4
1ム

ー
ム
つ
υ
1
ム
円
ぷ
1
ム

Aιτ ハu
n
u
n
U
ハu
n
u
n
u
n
u
n
u

nu
つi
Q
U

ハU
円
ノ
山

口
O

Q
U
 

つU試験前
直後
30 秒
5 分
10 分
30 分
1時間
2時間

187,000 

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

46, 700 
68,100 
62,200 
54,900 
86,500 
38,100 
43,400 
8,300 
6,400 

工57,000

150 
440 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

接触前

直後
3 0 秒
1 分
2. 5 分
5 分
1 0 分
3 0 分
1時 間
2時 間

G-11添加石鹸液の殺菌効果

39己粉石鹸液の成績

(1957年 7月18日）

表 6G-11添加石鹸液の殺菌効果

6%粉石自主液の場合

(1957年9月18日）

表 3

し

対照沼鹸液3%粉石鹸液

丸供試器具りそみ'/J、供試器具

226,000 193,000 

3, 750 
1,390 
1,210 

850 
930 

1,120 
670 
950 
410 

640 
400 
210 
110 
30 
50 
10 
0 
0 

直後
3 0 秒
1 分
2. 5 分
5 分
1 0 分
3 0 分
1時間
2 11与問

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

152,000 

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

40,600 
62, 930 
51, 260 
34,380 
41,620 
29,670 
21,530 
工4,520
10,350 

116,000 

13, 200 
9, 260 
3,620 
1,080 

870 
230 
370 
150 
30 

接 触前

直後
3 0 秒
1 分
2. 5 分
5 分
10 分
30 分
1時間
2時間

G-11添加石鹸液の殺欝効果

3%粉石鹸液の場合

(1957年6月 6日〉

みり

i似：試器共にワセ
｜ン塗布せざる場 2

~I 3% I対. J 

足Iiヲ）石I~在 ti長！石鹸 j

コ； 495‘oool工25’Q(
〕！ 7, 670[ 49; 7E 
〕！ 2, 520: 24, l~ 
〕I 40! 19, 6: 
〕！ 301 工2,rn: 
〕； G 3フ2E

l Lo 1 II与llU 01 ~＇.剖 Of 丸 J~3QiII、 J I 
:i' • 2 ll!J 11日： Oi 2 790 。； 2,9401 
開 j I I I 

G 11添加石鹸液の殺菌効果

6%粉石i披液の場合

(1957年 8月23日）

表 4

表 7

( 83 ) 

ン

ν 日ブブりひげそ{Jt a.式号~ Jet 

384,000 
26,800 
14,320 
10, 520 
12, 240 
4,360 
6,640 
5, 340 
6,240 
6, 980 

290,000 
4,600 

320 
480 
180 

0 
0 
0 
0 
0 

試験前
直後
3 0 秒

分
2. 5 分
5 分
1 0 分
3 0 分
1時 rm
2時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間



表11 TMTD添加石鹸液の殺菌効果

かみそり附着の E.Coli 0-10の石1t磁波との

接触による菌数減少状況

G-11添加石鹸液の殺菌効果

1%粉石齢被の場合

(1957年7月20日〉

表 8

(1957年2月15日）ν フラりひげそ

供試石自由 j伎

410,000 

11,600 

6,500 

3，工60

1,810 

0 

0 

481,000 

工4,800

4,200 

1,510 

1, 700 

0 

0 

接触前

5 分

10 分

15 分

30 分

1時間

2 時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

対照石齢、液

421,000 
92,480 
22,480 
17,920 
9,590 
5,150 
4,690 

410 
750 。

316,000 
工67,240
125,280 
102,640 
98,580 

116, 220 
76,580 
93,520 
72,640 
55,280 

1 %粉石l輸液

試験前
直後
30 秒
1 分
2. 5 分
5 分
10 分
30 分
1時間
2時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

G-11添加芯鹸液の殺菌効果

1 %1)~石鹸液の場合

(1957年7月13日〉

表 9

表12 TMTD添加石鹸液の殺菌効果

かみそり附着の E.Coli 0-10の石齢、液との

接触による菌数減少状況

(1957年 8月9日〉

供試石 i検討反

46,400 

石 I1 分 I 300 I 2, Goo 
鹸 I2. s 分 I o I 2, soo 
液 Is 分 I o I 280 
と I7. s 分 I o I 540 
の I10 分 1 o I 450 
接 i15 分 l o I 530 
触 I30 分 l o I o 
H寺 I45 分 I o I o 
｜出 I1時間 1 o I o 

52,400 接触前

表10 TMTD添加石歯車液の殺菌効果

かみそり附着の E.Coli 0-10の石鹸液との

接触による菌数減少状況

表13 TMTD添加石菌室液の殺菌効果

かみそり附着の E.Coli 0-10の石鹸械との

接触によるT!fi数減少状況

(1957年2月15日）

供試石 1~＆ j夜

(1957年8月9日）

630,000 

f~J~ 試石 ~i金液

3,200 
5,300 
3,100 
2,000 
1,000 

510 
100 
200 。

41,200 42,200 

42,200 
200 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

接触前

1 ノ入:JJ 
2.5 分
5 分
.5 分

10 分
15 分
30 分
担分
1 時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

5,100 

3,920 

6,400 

480 

0 

0 

440,000 

7,000 

900 

700 

0 

0 

0 

5 分

10 分

15 分

30 分

1 ［時間

2 時間

接触前

時

間
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Tetramethyl thiuram disulfide (TMTD) 

CHs, /CI-h 
ラNC-S-S-C Nど

CHs/ II II '-CH,q 
s s 



表17 TMTD添加石歯車；夜の殺菌効果

石i首長i夜中の浮蹄 E.Coli 0-10の菌数減少状況

(1957均三 6月241ヨ）

表14 TMTD添加石齢液の殺菌効果

タオノレ(lOcm2）附着の E.Coli 0-10の石i撒

液との接触による菌数減少状況

(1957年2月251::1) 対照水石l益金i夜供試石！跡、液

44,100,000 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

43,600》000
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

接触 l~u

5 分

10 分

15 分

30 分

1時間

2 時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

工0,760,000 

6,288,000 

10, 752,000 

4,384,000 

372,800 

406,400 

499,200 

10,280,000 

704,000 

356,000 

532,000 

23,600 

4,400 

1,000 

供試石鹸 11長

接触前

5 分

10 分

15 分

30 分

1 I時 間

2 時間

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

石鹸液中の葡萄状球菌（寺島株）の

菌数減少状況

表18

(1957年 6月12日〉
表15 TMTD添加石鹸液の殺菌効果

ひげそりプラVの附着の E.Coli 0 10の石

鹸液との接触による菌数減少状況

(1957年 7月4E])

w~ ~j~ 石鹸 j伎

25,200,000 

430,000 

320,000 

380,000 

175,000 

127,000 

48,000 

23,800,000 

510,000 

310,000 

2工0,000

50,000 

14,000 

0 

5 分

10 分

15 分

30 分

1時間

2 時間

接触前

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

対照水石鹸j夜供試 石 I撒液

33,200,000 31,600,000 接触前

ハU
円
U

円
U

ハu
n
u

ハU

円

U

ハu
n
u
n
u
n
u
n
u

5 分

10 分

15 分

30 分

1時 11¥]

2 fl寺rm

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

1) Dispensatory of the U. S. A., 25th Eel., 1955. 

2) Amer. Med. Assoc., Council of Pharmacy & 

Chemistry : J. Amer. Med, Assoc., 145, 563, 1951. 

3) W. J. Fahlberg et al. : J. Bact., 56, 323, 1948. 

4) C. V. Seastone : Surg・， Gynec. & Obst., 84, 355, 

1947. 5) W. J. Nungester et al. : Surg・， Gynec. & 

Obst., 88, 639, 1949. 6) J. R. Fuller et al. : Am. 

J. Publ. Health, 38, 9, 1948. 7）小松邦彦：外科，

15, (7). 480, I詔28. 8）旧中式部他：外科の領域， 5.

(6). 442，昭32. 9) L. J. Vinson : Soap & Sanit. 

Chemicals, 30, ( 4). 14<!, 1954. 10) R. L. Baer et 

al. : J. Invest. Dermat., 23, 193, 1954. 11) E.G. 

Klarmann : J. Soc. Cosm. Chemists, 7, 100, 1956. 

12）斎藤功＠他：東京都立衛生研究所年半II,IV, 81-90, 

1953. 
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表16 TMTD添加石鹸液の殺菌効果

石i輸液中の浮訪J.E. Coli 0-10の菌数減少状況

(1957年6月24日〉

供試石鹸液

45,100,000 

石
鹸
液
と
の
接
触
時
間

46,300 

1,230 

760 

100 

0 

0 

46,200,000 

3,630 

70 

0 

0 

0 

0 

接触前

5 分

10 分

15 分

30 分

1 11寺間

2時間
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環境消毒法の研究（第5報〉

G-11添加液状石鹸の理容器具等の殺菌効果について

〔第13[ill日本公衆衛生学会総会（fl日午1:133年11月）にて発表コ

我々は昨年の第12回日本公衆衛生学会で G-11添加

石鹸，特に G-11添加液状石献の理容器具等の殺菌効

果の俊秀なことを｜略報したが3 本ITIIはさらにその後の

検討成績を報告する。

本回は

1) 供試液状右自主〔0.45%G-11 （ヘキサクロロ

ブェン）添加液状石陣取 0夜状ミューズ石自主）を原

液とし，この原被とその稀釈械を用い，対照とし

て G-11不添加の普通液状石｜撒およびその稀釈械

を用う〉中に菌を浮指した場合。

2) 供試液状右i撒中に菌附着の供試器共を浸潰した

場合

の両者を検討した。

供試菌は黄色ブドー状球菌寺島抹および大腸菌株

E.coli 0-10 とし，供試菌数は 1）の場合は検討長 lee

あたり約20～40万， 2）の場合は器共の把り部分以外

の被検部分に対し十数万個とし， j余波温度は恒温槽に

より原則的には 20°ciこ一定したO

成績： 1）の場合は， G-11含有液状石鹸では寺島株

も大腸菌もほぼ同じで，原被～ 81古川希釈液（以下 8｛音

波のごとく JI昏記）では30秒以内， 10倍波では 5分以内P

15（音波では大j助産iは同じく 5分以内，寺島株は10分以

内＇ 30倍械では両菌株とも 10分以内に殺菌せられた

（第 1.2表〉。以 i二に対し対照石鹸液では大)j易菌は 2倍

液までは30秒以内（第 3表）， 41音液では 5分以内？ 8 

倍液では10分以l)jに殺菌せられるが＇ 10倍被以上では

30分以上生残し（第 4 表），寺島i~ミは石ill金 11友濃度に関係

なく 30分以上生残する。このように大腸菌に対しては，

普通石l輪自体にかなりの殺菌力が認められることはy

前半I~同様である。

2）の場合は＇ 1）の場合より一般に殺菌所要時間が

延長し，特に:Fil輸出出向が減少する和それが著しいの

また G-11合布石敵討そにては大問1Wは一般に寺烏

環境衛生f~I· 斎 Jjrk 

林正

功

武

石齢、液の殺菌力は相当顕著で，原i夜は速効的で， 8倍

液でもかみそり 3 パリカンは勿論3 殺菌不良の大）J易菌

附着ひげそりプラνでも10分以内には殺菌され， 30｛音

波でも 2［！寺間作用させると大)j易菌附着ひげ．そりプラν

以外は殺菌される。対照石鹸械では両菌株とも普通30

分以上生残した（第 5, 6, 7, 8表）。

以上表示せるものは実験成績の一部に過ぎない。

第 1表 ブドー球菌（寺島株）を原液液状石鹸

中に浮詰ました場合の殺菌試験成績

殺菌剤

試験前

殺菌作：i=剤~i生残商数と : 0 秒分~· 5 分分

1 0分

;) ハU ノ4't 

376,000 399,000 。 ユ7,900。 21,900 。 ユ0,500。 12,500 。 12, 700 。 14,200 

Hexaehlorophene ( G-11) 

OH  OH  
Cl I CH?. I Cl 
＼〆＼／“＼／＼／

I II ii I 
＼／＼／＼〆

I Cl Cl I 

Cl Cl 

第 2表 ブドー球菌（寺島株）を10倍稀釈液状

石鹸中に浮瀞した場合の殺菌試験成績

し－ 1液状ミューズ7引対叩石！と殺菌剤 齢（10｛吉祥i釈泌J(10倍稀釈討！

試！験前 166,000 182,000 

殺均作菌月1間d 4数残曲と : 0 秒分〉

4,000 84, 000 

3, 000 97,000 

2. 5分 5, 000 78,000 

5 ノ：／t 。 81,000 

l 0分 。 57,000 

株よりも若干殺菌不良であるO 何れにせよ G-11含有 一一一一一一一一一一一一
3 0分 。 60,000 
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第 3表大 腸 菌 E.coli0-10を 2倍稀釈液状

石鹸中に浮瀞した場合の殺菌試験成績

I岩 j~Iリ

1.§6！ 前 447,000 420,000 

殺繭市作用i間時IJ 生残菌数と ; 0 秒分ー

。 。
。 。

2. 5分 。 。
5 分 。 。
1 0分 。 。
3 0分 。 。

第 4表大 腸 菌 E.coli0-10を 15倍稀釈液状

石鹸中に浮瀞した場合の殺菌試験成績

殺菌剤j

試験前！ 117,000 120,000 

菌剤用時殺作間生残数菌と ; 0 秒分

5,000 69,000 

7,000 48,000 

2. 5分 1,000 5,000 

:J LノJ＼ 。 3,000 

1 0分｜ 。 3、000
3 0分 。 2,000 

第 5表 ひげそりブラシ附着のブドー球菌（寺

島株）の液状ミューズ石鹸との接触によ

る菌数減少状況

殺菌剤

接触前 296, 000 212,000 

石E液と訪時生残数問荷と ~ : 干分+r. 一''.!> 

。 28,000 。 工6,000。 ユ2,000

の 5 分 。 12,000 

接市出 1 0 令一 。 16,000 

3 0分 。 12,000 

( 8'7 ) 

第 6表 ひげそりブラシ附着の大腸菌 E.coli

。－10の液状ミューズ石鹸との接触によ

る菌数減少状況

主党 ｜基i方lj

接触前 エ42,000 J-48, 000 

石験担とE時問生残数凶と ~.： 秒分4一" 与

10,200 92,000 

2,000 64,000 

。 56,000 

の 5 分 。 40,000 

按触 1 0 イ一ト 。 34,400 

3 0分 。 8,400 

第 7表 ひげそりブラシ附着の大腸菌 E.coli

。－10 の液状ミューズ石鹸液との接触に

よる菌数減少状況

殺菌剤

接触前； 182,000 176,000 

3 0秒！ 68,000 ユ42,000

石験i夜時問左 :. 5 フ分"t 
46,000 工06,000

2,200 98,000 

と生成数前 5 分 1,200 126,000 

。 84,000 

触 30 7ハ)' 。 72,000 

第 8iJ受 ひげそりブラシ附着のブドー球菌（寺

島株）の液状ミューズ石鹸液との接触に

よる菌数減少状況

殺 T~奇剤
！’1-1 P＇υム，..＿....＿，.11-1 ll p、ノ，、－－＇’・a，，、／

一
接触前 192,000 188,000 

3 0 秒 38,000 78,000 

石験M更時問と ~. 5 7分} 
52,000 102,000 

8,000 62,000 

のと生 ひ一 フ，ア、 2,800 42,000 

接残~ 10卦 1,200 26,000 

加！ 3 0 分ハ 0 I 工2,000



盟 環境消毒法の研 究 （ 第 6報〉
G-11添加液状石鹸の各種温度における殺菌効果その他について

我々は 1958年の第13回日本公衆衛生学会で， 20°c

におけh る G-11添加液状カリ石鹸（液状ミューズ石鹸〉

の理容器具等に対する殺菌効果の優秀性について検討

したがp さらに 20°c以外の各種温度の場合について

の若干の補足実験ι結核菌に対する殺菌効力試験を

少しく行ったので，その成績の概略を報告する。

A 本液状右齢の液温と殺菌効力

工実験方法

l) 供試液状石！割合は新品が手許になかったため製造

後数カ月以上経過した 0.45 %G-ll （ヘキサクロロブ

コニシ〉添加液状石l撒（10%カリ石験〉を原液とし，そ

の4倍および10倍稀釈を用い，対照としては G-11不

添加の普通液状カリ石鹸およびその稀釈液を用いた。

対照液状おl~l＆では沈澱と多少の混濁を認めた。かかる

供試石｜輸液中に供試医iを投入し，均等に浮蹄せしめ，

所定時間経過毎にその leeを採り，これを原被に対し

100倍程度に稀釈せるものを培養して菌数の減少を観

察した。

2) 供試菌には黄色ブドー球菌寺島林・および大腸菌

株 E.eoli 0-10を用いた。

3) 投入荷数口、検液 leeあたり約15～20万個とした。

4) 供試温度は40°C, 30°C, 25°C, l5°C, 10°C, 

50 Cの6種類とした（恒温水槽中にて実験〉。

E 実験成績

本田は供試石鹸液が数カ月以上室温放置の陳！日品で

あったためか， G-11によらない石鹸個有の殺！!Bi力が

下記のごとくかなり低下していたが，成績は予組のご

とくほとんど実験温度の差異によって変化をまたさな

かった。すなわち G-11加4倍被においては，寺島t宋

は各温度とも倒外なく 2.5分以内に殺菌せられ， E.

eoli 0-10株は普通10分以内に殺菌せられた。これに

対しG-11を含まないljiなる液状石l織では悉く 30分後

にも菌が生残した（第 l, 2表）。

これに対し G-11加10倍液とさらに稀釈すれば殺菌

環境衛生科 斎膝

小林正

善養寺

功

武

浩
／／ 

H技生物科

力は若干低下するがp 温度による差異がないことは 4

倍液の場合同様である。すなわち10倍液では，寺島株

は総て10分以内に殺菌せられた（箔 3表）。

B 本液状右鹸の結核菌に対する殺菌効力試験

I 実験 方 法

1) {:Jt試液状石1~i&v士Aの場合と同様であるが3 何れ

も製造直後の新品lOeeを用いた。

2) {J~試T'fl にけ、3 結核I岩H37RV株を小川培地に 1

カ月培養したTf{j苔を蒸潟水leeにlmgの害！Jに平等浮

潜菌液としたもの leeを用い上記液状石1tl&l0ee中に投

入した。

3) 実験温度は 20°C，作用時間 2.5分～ 3時間の

後？検液 0.leeを小川｜培地に移植， 37°C, 2カ月間情

義した。

E 実験成績

G-11の添加の有無に閃せず本液状石鹸原液におい

ては 2.5分間の作用で殺菌効果を認めるが， 10倍ない

しそれ以上の稀釈液で、口、 3時間作用させても結核菌は

生残する。本実験よりは G-11の結核l誌に対する殺菌

効果は明瞭でない。

む 総括および考按

環境消毒法に関する研究第 4～ 6i:'fxにわたり，我々

は G-11あるいはTMTD添加石鹸（ミツワ石商品〉の消

毒効果を検討したが，特に0.45%G-ll添加液状カリ石

l轍（液状ミューズ石i割合〉の消毒効果は注目すべき俊秀性

を有し黄色ブドー球TM！寺島株，大JI号菌，結核W~i等の

広汎なTliti種に対し〉殺菌効果があり，ひげそりブラν

のごとき普通には甚だ殺菌不良な場合でも速効的であ

り，有機物の存在する場合にも殺菌力は阻害されず3

また40～5°C の広い法温f~gl生｜にわたって殺菌力の変動

を見ない。しかも沈j係3 法i歪作mも俊れフ特臭もなく‘

一般繊維製品） {i~J1~ ＇ 皮革その他諸物品をj交創！？損傷

せしむる倶れもなし長期の保存に耐える。かかる有

用な諸性質を併有するごとき殺T'lii刊は？他にほとんど

( 88 ) 



求め難いものである。

本液状石鹸のかかる有用な殺菌作用は，その含有す

る G-11と石鹸本来の殺菌作用との綜合されたもので

あって，これが液状石献の持つ溶解性，彦透性，おIG；候

性等と相侠って， G-11添加液状お1k訟の消毒作mを広

汎かつ俊秀なものたらしめているものと思われるO な

お殺菌！二 G-11は第一にプドー球菌等のグラム陽性商，

第二に大腸菌のごときグラム｜陰性菌に対し有効であり，

液状石鹸自身（おそらくはその成分中のラワリン自主等

による〉の殺菌力は大)J見菌様諸lliTや結核Thli等re対して

かなり強いように見える。

G-11の殺菌力はその濃度により異なり，液状ミュ

ーズ石l~i納長の0.45%の場合が最も顕著で3 殺菌も即時

的であるから？実用上このまま使用することが理想で

あるが，特に殺菌困難な場合以外は10倍位の稀釈によ

っては G-11の殺菌効果はあまり減弱せず， 20～30倍

程度に稀釈しても 1～2時間も作用せしめれば相当の

殺菌効果が認められる。しかし G-11以外の液状石鹸

自身の殺菌力は稀釈による減弱がかなり顕著で，大腸

菌に対する作用は G-11の協同作用のため減弱があま

り顕著でないが， 10倍以上では結核菌に対する殺菌力

などは不明瞭となるので， G-11添加液状石鹸の総合

( 89 ) 

的殺菌効果を期待するときは，稀釈せずに使用するの

が安全である。

G-11添加囲形ないし粉末石鹸（ソー夕、石鹸〉の殺

凶作用は，本質的に G-11添加液状石｜拙と変らないよ

うであって3 実＇~~実験II寺の効果が液状石i織に劣るのは，

主として G-11濃度が液状石鹸のそれの 1/4以上に達

し難いことによるようである。

G-11 添加液状石！織の＇i~I:状や殺菌効果は，冷暗所に

置けば長期間変動しない安定なものと思われるが3 厳

寒H寺などにはs1q誌の透明性を失い，成分中の脂肪酸が

?/ti殿し，アノレカリ性が低下することがある。かかる時

は苛性カリを加え， pH9程度に修正し再び透明化す

る要がある。

次に G-11の他，おi織添加消毒薬として注目せられ

るTMTD(Tetramethyl-thiuram disulfide）添加

の大！｜易産i殺菌力におよぼす効果は，粉末石1t1納長の場合，

我々の実験ではあまり顕著でなく， 2%以下では対照

と大差なく， 5分以内に殺菌するには10%とする必要

があり， 10%の場合でも単純液状石l織の殺菌力におよ

ばず，ブドー球菌に対しては殺菌作用が不明瞭であっ

た。



第 1表 G-11 添加液状石鹸の各種温度における殺菌試験成績（ 4倍稀釈液〉

黄急ブドー球蕗寺島株の場合

15°C 10°c 5°C 

殺 菌 剤 ｜勺サU箆門川？口j~~1x1問f帆A 叫醐位内、問I1A 1=l位問、wx.I11~111ヘ4」問＼問｜液（対状品石釈照鹸寝）液 液~状稀411石釈添倍鹸液加液） ／ 液（対状1~石釈長照鹸）液 液~.状品11釈石添鹸霊）加被 液（対稀状4石釈鹸町照液液 液~稀状41釈1石添倍鹸液加液） 液（稀対状4石釈倍鹸液照液） 

L. 

試 j出；前 186,000 ユ82,000 12,400 ユ3,200 ユ72,000 ユ86,000 ユ68,000 ユ80,000 エ84,000 工.72含 000 164ヲ000 174,000 

3 0 秒 1,200 ユ2,000 600 8ヲ000 ユヲ 400 6, 000 エ20 8,000 4,000 5, 620 400 1,620 

1 分 200 2,300 200 ユフユ00 400 4,000 200 2,000 600 1,900 200 960 

2. 5分 。 4フ060 。 3,400 0 8,000 。 4,000 0 2フ000 。 840 

5 分 。 4,000 。 4,000 む 2フ000 。 Lユ00 。 6,000 。 900 

1 0分 。 1,360 。 2,000 。 6,000 。 4,200 2, 000 ユ， 220

3 0分 。 4,000 。 300 。 2フ000 。 1,140 760 f『、 1

~ 
G-11添加液状石菌室の各種温度における殺菌試験成績（ 4倍稀釈液〉第 2表

E. coli 0-10株の場合

作用混度 40°C 30°C 25°C 15°C 10°C 5°C 

G 11 添寝鹸）加液殺碕剤｜吟ゲ竪~·え｜匂？口堂小1n汁仙佳作？？噌ゲ！腎＼稀右釈 液（状対品石釈需照鹸）液 液~－状稀411釈石添倍鹸首長） 加液 液／＼対状稀4石釈倍照鹸液＼液／ 液~状品11石釈添長鹸加） 枇 被（対状稀4石釈照前敵液）液／ 液~状稀411石釈添倍液鹸）加液！ 

試 11右前 ユ98フ000 ユ96,000 ユ78ラ 000 ユ64,000 ユ68フ000 ユ76フ000 ユ86,000 ユ84,000 ユ82,000 ユ74,000 ユ78,000 ユ84,000

3 0秒 24,000 58,000 48フ000 64、000 62,000 78,000 8フ000 98,000 26,000 86, 000 6,000 96, 000 

1 分 34, 000 66,000 24ヲ000 72フ000 4,000 64, 000 12, 000 74, 000 ユ0,000 I 64,000 600 82,000 

2. 5分 2,000 68,000 30フ000 76,000 800 56,000 400 96,000 6, c~c ! 74,000 200 98,000 

5 分 4,000 42,000 8,000 66フ000 2, 000 86,000 800 88,000 200 72, 000 200 86,000 

1 0分 。62,000 。58,000 42,000 。 62,000 。 50,000 。 76,000 

3 0分 。24,000 工8,000 34,000 。 42,000 。 36,000 。 24,000 



第 3表 G-11添加液状石鹸の各程温度における殺麓試験成績（10倍講釈液〉

黄色ブドー球菌寺島株の場合

作用温度 40°C 30°C 25° c 
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1 分
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第 4表 結核菌（H37琵V株） （こ対する液状石鹸の作用

Gt夜 i原液

111状l
石 I1 o倍

添敵 i
加 I1 o 0倍

2.5分Is分［ 10分 I15分 I30分［ l時間［ 2時間 13時間

石

炭

酸

十

十

十

十

十

＋ 

十

十

十

＋ 
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十

」ー

十

十
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ハU
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U
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口
δ
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v 十

十

＋

十

＋

ー一i

！

？

十

ー一l

十

＋

情考：十は菌の生存を，ーは死滅を示す。

第 5表結核菌（直37RV）株に対する液状右離の作用

液

状

石

鹸

原液

1 0 倍

1 0 0倍

2.5分Is分［ 10分 I15分 I30分 11時間同時間（ 3時間

十

十

十
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＋ 

＋ 
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i靖考：十はrliの生存を3 ーは苑械を示す。



陸水の自然放射能測定調査

水質試 験科 フロ 件
降

M
Aぜ尾長

村秀

f:lf:3和32年度に引続色科学技術庁の委詑によるl塩水 多い値があったが3 これは深井戸であるので，原I~が

の放射能の測定を行ったO 測定対象は昨年同時制~：（：水， 不明である。総体的に昨年と同傾向と考えてよいとjよ（

上水，下水，河水，天水を対象とし，堀井水は浅井戸 われる。

と深井戸にわけて各 1カ所， ヒ水は、￥fi過装置のないも 年聞を通じて3 検体の最高，最低，平均値は下記の

の，下水は処rm下水，河水は玉川を選び，天水は都内 如くであった。

伊豆大島地区が飲料水として従来天水を使用している

のでこれを選んだ。

以上の対象物を毎月 1回ずつ，また天水の場合は特

に天水溜にある沈澱物を四季にわたり年4回採取した。

天水の採水は中央保健所大島出張所に依頼して，毎月

1回2 当所あて送付して買った。その他は当所所員が

直接出張採取したものである。

なお本調査は34年も継続の予定である。

昨年度の数値と比べて，大体変化はなく，天水と沈澱

物は平均値が多く感じられる。しかし沈殿物が多い割

合に天水の数値が少ないのは，島民（伊豆大島〉は降

りたての雨は捨てている為と思われる。井水で 1検体，

使 用
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7乙 製（No. 2 o 5 l 0) 1
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数 ぷコ、
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最（c.p.高m./l値） 
fg; 

l) （平c.p.均m.／値1) 

上 7. 4 （一〉 1.6 

下 水 6. 4 1.6 3.6 

井 水 22.3 （一〉 5.ユ

天 オt 12. 5 1.1 5. 9 

河 )Ii 0.4 0. 4 2. 7 

沈澱物 工09.l 3, 9 29.4 

装 置

用前～，a“11
 

計数 管 G. M. B-5 

マイカ窓の厚さ i 1. 9 mg/cm2 

窓からの距離

上じ 較
ー
、、一
ムF’ムも

d
t
A
H
t
 

試 ~SI- j且の 71ラ状3 材 質 等

約ユ0111111.

科li!f製，ステンレススチーノレ製 1J~径 23111111. 高さ 6.0mm. 
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天 フド （試料ユL)

採 水
水温 l採

地！外観 i I 
（。qI臼

水｜測定｜ 計 数 率 （c.p. m.) I夜発 l
｜ 卜一一一一 I I I ---1残留物 i備 考I I I I l同！｜

時｜月 日i比 較 試 料 i自然計数率 i試料計数率 le.p.m./11 1 I 
4.4 
p .1¥在.1.oo I 4.1ユ

7.13 
P. M. 2.00 I 7. 21 

8.22 
P. M. 5. 30 I 8.20 

9.ユ7
A.M.9.45 I 9.30 

ユ0.23
A. M. 9. 00 I 10. 31 

ユ1.19
P. M.4. 45 lユ2.26

ユ2.ユ6
P.M.l.25 I 1.26 

ユ.19
P.M.3.07 I 2.26 

2.2 3. 5 

p .1¥在.l.工7 4.27 

ユ345.0土ユ6.40

ユ306.0±ユ6.ユ6/ .8 71.30 

. 2 I 112. 60 

.l エ71.80

一一一一一

.5 61.ユ6

.5 51.11 

.8 65.24 

.7 57.67 

.7 ユ41.30

.9 エ32.84

.6 82.00 
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エ



下 * （試 ~s~ lL) 

l採 1 1 採水l水温 j I I 'I 数 率 … （蒸発j竺l土水一部位己い』ー土七日中lI §？＆~I·~~ I試些lι［官官l備

I 4 I利三河町処理場 i放流水［ユ8~I j; 2?,i 2 00 I 4. 261ユ山己6.251 27. 9土0.96ー±0.991ー卜？？？？［一一－
1~1~五一 l一一；T~~I ~ 2~ :: :0 Iτi－－一一：j」~13ユ 5土工川；1~1~
1--;-1つ~~r~ιi孟；；－1~1~~1~~2~00 Iτ：~ l_i~so… 1~~日ぷ一一l：巴~1

！~~i 三回ぷム一一一日子仁；：l T 一 三五二日一…ー…l I 

~！：三＿ ~~~，~，~：~~=l~l~I~手~1~：~1土士~114. 6±0. 70 I~~~：~：；~訂正ム
121~1~~1~1~1 ￥：認ユ 30 I五日孟~1164±0. 74 1_20~±竺！二I~

I l l町三河島汚水処理場［放流水 I9. o I出 2.oo I 2叶ユ540.0土工7.5 1ユ5日 72I口出叶 l. 6 1578. 84 
1~！二示一一1~1~2L1－~1二町±ユ7.8 117.0±0.75 I ュ8.8土0.791~1~

ユ560.0土17.7 
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4 12 Iいずみ多摩川駅附近： 14. 0 ：液明！山 2.00 i 4.181 

s , ss Iいずみ多酬駅附近 I 20.1 .澄明 Is. 30 I i 
I I I A .M.10. 00 I i 

i 7 I ユ071いずみ多摩川駅附近： 29. 0 向 調 17.30 I s. 6 i I I P. M. l. oo I 

8 i ュベい ずみ多摩川駅附近！川澄明日2.30 I 9. 2 I 

9 ! 1ゾー：！竺（土i~ji2~.ェ oo Iヱ J
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地らさ表（のm深か〕
水温 採 水 測定 数 率 (c. p. m.) 

蒸残m留g／発物1 （。C)
外観

試料計数率 c向.p.m./1 
｛持 考

日 時ー 月 日 比 較 試 料 自然計数率

エ0 工5.0 澄明
4.24 

4.26 1320. 5土工6.25 27.9土0.96 29.2土0.96 1.3 エエ5.8P. M.2. 00 

ユ00 エ5.0 澄明
4.14 

4.18 エ324.8土ユ6.23 30.3土0.71 30. l±l. 00 （ー〉 エ43.9P.乱1.1.30

エ0 16.0 澄明
5.27 

6. 2 ユ349.8土16.43 28. 7土0.91 29. 9土0.99 1.2 599.6 
A.M.7.00 

所 100 エ5.3 1f?~明
5.29 

6. 2 1349.8土工6.43 28. 7±0. 97 26.9土0.95 （ー〉 155.8 
A.M.10. 00 

町 10 工7.0 i営明
7.30 

8. 4 ユ360.0土ユ6.49 30. 7土1.01 34.3土l.07 3.6 工47.9
A. M. 7. 00 

所－ ユ00 16.2 澄明
7.31 

8. 6 1303.8土工6.工4 28. 6±0. 98 50.9土1.30 22.3 230.6 
A.M.9.20 

冊子 10 工7.0 澄明
8.28 

9. 4 1506.6土工7.03 13.4土0.68 15.3土0.7工 ユ.9 799.6 
A. M. 7. 00 

昭？ 工00 エ7.0 澄明
8.18 

8.30 工488.0土17.25 14.4土0.69 25.9土0.93 工工.5 517.2 A.M.9.20 

耳了 ユo ユ5.0 i笠明
9.25 

9.30 工487.0土工4.05 エ46.0土0.70 エ6.70土0.75 2.1 815.工A.M.7.00 

所 ユ00 エ7.5 i笠明
9.25 

9.30 1487.0土ユ4.05 146.0土0.70 15.ユ0±0.69 0.5 ユ328.0A.Mよ0.00

田I 10 工4.0 澄明
10.30 

ユl. 6 エ471.4土工7.ユ5 ユ46.0土o.70 15.50土0.72 0.9 755. 7 
A.M. 7.00 

所 ユ00 15.5 澄明
10.23 

10.3工 工487.0土工4.05 146.0土0.70 15.50土0.67 0.4 工374.5A.M.g 00 

fHJ エ0 工4.0 澄明
ユ1.15

工2. 5 1540 土工7.14 工7.1土0.75 ユ7.1士0.75 0.9 188.l 
A.M.7.00 

l所 100 15.0 i宣明
工2.4

12. 5 工540 土ユ7.14 エ7.1土0.75 工6.4土0.74 0.1 602.l 
A.M.9.00 

地

〈試料

水

北多摩郡保谷

新宿区百人町
都立衛生研究

北多摩郡保谷

都立衛生研究

北多摩郡保谷

者1.1立衛生研究

北多摩郡保谷

都立衛生研究

北多摩郡保谷

者1.1立衛生研究

都立衛生研究

北多摩郡保谷

都立衛生研究

採

77 

76 

102 

ユ08

ユ18

ユ15

IJI 

（。。）



採水月
試ホi

地さら表（のm深か） 
水温 t手 水 測定 計 数 率 （c.p. m.) 

蒸残m留g／物発1 採 水 地
（。C)

外観
比 較 試 料 l自然計数率 試料計数率問 ./1 

備 考
羽iミi毛or王にコJ． 日 時 月 日

エ56 北多摩郡保谷町 エ0 エ2.0 1.If明
エ2.9 12.26 エ541.6土工7.56 16.4土0.74 16.2土0.37 （一〉 79.61 A.M.7.00 

ユ2

ユ57 者I）立衛生研究所 ユ00 エ4.9 澄明
ユ2.23

工2.26 工541.6土工7.56 ユ6.4±0. 74 16.9土0.75 0.5 ユ47.69P. M.2. 00 

161 北多摩郡保谷町 10 8. 0 11'-i明
l. 22 

2.17 1540.0土工7.50 工5.7士0.72 18.6士o.79 2.9 131.83 A.M. 7.00 

エ

162 者I）立衛生研究所 100 エ4.5 ？登明
1.22 

2.工7 4540.0土工7.50 15. 7士0.72 ユ5.9土0.73 0.2 74.39 A.M.9.45 

ユ73 北多摩郡保谷町 10 11.0 13-H児
2.25 

3.工工 ユ587.6土工7.8 17.0土0.75 エ7.2土0.76 0.2 59.36 P.M.6.00 
つ

I 175 者：1.1立衛生研究所 ユ00 15.0 ？：登明
3.4 

3.11 ユ587.6土工7.8 エ7.0土0.75 工6.6土0.74 （ー〉 エ23.20P.乱1.1.00

。吋

ユ85 北多摩郡保谷町 10 11. 0 澄明
3.29 

4.27 1560.0土工7.7 工6.2土0.74 エ7.2土0.76 1.0 35.60 P. M. s. 00 
3 

工87 者I.＼立衛生研究所 100 15.5 澄明
3.21 

4.27 1560.0土工7.7 16.2士0.74 工6.7土0.75 0.5 128.39 A. 



数 率（c.p. m.) ；蒸発 l
I i日I i残留物 i備

自然計数率 j試料計数率 J~＇.~.m.;11 mg/l I 

32. 7 I 
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29.2土0.9930.3士0.71 エ324.8土工6.284.18 青梅市沢井水道
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青梅市沢井水道 l蛇口水 32.4土L04 30. 7土L01 136.0土16.498.4 21.5 

2.2 15.6土0.72 13.4土0.681506.6土17.039.4 

5.5 エ8.9土0.78 工2.4土0.681506.6土工7.039.4 

エ4.60土0.70 工487.0土ユ4.059.30 青梅市沢井水道

2

一
4

一

0.2 エ4.08土0.70 

23. 86 I 

地 1::1~c~I: 
！原水 I7. 5 I ~ l~ 8. 30 

1原水I1s. 4 I ~ 2~－ 3 00 

青梅市羽

工4.60土0.70 1487.0土工4.059.30 青梅市沢井水道

2.9 ユ7.5±0. 54 工4.60土0.70 エ471.4土工7.エ511.6 

ユ0.円門

10.0 l原水

レ
k
v

一
ノコ

ん
い
じ

市』

青梅市沢井水道

青梅市沢井水道

青梅市沢井水道3 

上

長（剖S!-

月 ！番号

74 
11 
""J: 

3 7 

81 

5 

80 

エc
7 

民叫エ0（

φ

∞） 工2

工2工

8 

3 工2

工2

13 

13 

工3

ユ3



採！試料 i l採水｜水温 i t来水 i淵定！ 計 数 率（c.p. m.) ｜蒸発！ ~~ I 
I I 1＇采水地 i I I I i I I i残留物 j 備 考｜

月 l番号（ ［部分 I(OC) I日 時（月日［比較試料！自然計数率［試~4fii·数率／c1im.[1[ mg/l [ _, I 

I I I I I 12.18 I I I I I I I 152 I剤師沢井水道 i原水｜ 6. 4 I p. M. 4. 30 I 12. 26；工541.6土n.s6 I 16. 4±o. 74 16. 1土0.6工io. 3 I 33. 40 I 
ユ2 ！一一－－1 ！一一一一一一｜一一一一｜一一一一一一一！一一一一i I －一一一一一斗ー←一一－－1－一…… I 

l叫背向井水道 l蛇 川 7.0 1日 5.00 I 12. 261 エ山土17.561 16.山 4 i 18. 3土0.42 I 1. 9 I 39. 41 I 

I I le 〉印は検水 500cc
工5.7土0.72 16.ユ土0.73 I (0. 8) I (40. 68) Iの為2倍しである。

ユ540.0土工7.5 I 15. 7土0.72 l工6.2±0. 73 I (1. 0) I (62. 8) Iの為2倍しである。

青梅市沢井水道 原水 2.5 ~23 164 
.M.l.00 

エ l一一一一

青梅市沢井水道 蛇口水 4.0 ~23 工63
.M.l.30 

エ70 青梅市沢井水道 原水 2.2 
2.12 
P. M.4. 30 

2 I 

2.ユ2169 青梅市沢井水道 蛇口水 4.0 
P. M.5.30 

r、、、

青梅市沢井水道 原水 4.0 
3.18 

'° A.M.9.00 
'° 3 
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4.27 1560.0土工7.7 ユ6.2土0.74 : 22. 0土0.86

I I I 3.18 I ! I I I 11( 〉印は検水 500cc
ユ82I 青梅市沢井水道 i蛇仁i水 i6・ 3 I A. M. 8. 30 I 4・ 27 i ユ560.0土工1.1 I ユ6.2土0.74 • 19. 5土os1 I (6. 6) I (32.紛 lの為2倍しである。



大島の野籍中の沈澱物

E土l一）一一，：，.－：－日~~~ ~ι一川一：J二 一

｜ 
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1~1 大島元町保健所 1 ~i~ s oo 1 6・ ~l，~~~00 I~竺士 l
_i 9~1 大島元一 I ~1i.s oo l~i I i 
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l試料紙率 lc.p.m.畑.，.，数率
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〉印は換算した価である。
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〉印は換算した価である。

〉印は換算した伺である。

エ6

ユ6

12. 5 1.000 

ユ2. 5 1.000 1540.0土工7.54

12. 5 0.3165 エ540.0土工7.54

ユ2. 5 0.2625 ユ540.0土工7.54



考備
採l試料1 1採 集 （ 部 定l乾燥｜ 計 数 率（c.p. rn.) 
集 l I 採集地 名 I I l残留量ト一一一一一一一ーァ一一一一一一--i-一一一一一一十吉「一一一
月｜番号｜ ｜月 日 i月日 I(g) I 比較試料 i 自然計数率 i 刻斗計数率 1c ＇.~ m.／ぷ

ユLエ9
A.M.9.00 

Q
〉

λ
吐ーム 4.0 20.3土0.8216.3土o.74 ユ540.0土ユ7.541.000 12. 5 大島元町山田

2.16 
A. 5.4 21.8土0.85エ6.4±0. 74 1589.8土工7.81.000 3. 7 大島 元町山田工76

2.16 
A.M.10.。。 〉印は換算したfrffiで、ある。(12.9) 26.6土0.9416.4土o.74 エ589.8土工7.8o. 7910 3. 7 大島元町役場177 

2.16 
A.M.10.。。 ) f.Jは換算した他である。(46.5) 20.3土0.8216.4土o.74 1589.8土工7.80.0839 3. 7 大島元町岩井工782 

2.16 
A. MlO. 00 〉印は換算した幅で‘ある。（工9.9)18.9土o.79 エ6.4土o.74 工589.8土工7.80.1253 3. 7 大島元町椿荘工79

〉印は換(74.8) 工6.4土o.74 ユ589.8土工7.83. 7 I o.工7工工2.ユ6
A.M.10.。。大島元町菱沼180 
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XIV 弗素含有井戸水の調査

水質試験科 長 尾

村

一
万
去
万

1在

品者 論 一般水質試験は弗素を主体に飲料適否の項目を全部

行った。

特に弗素の定量け、，カナオン交換樹脂を通して，妨

害イオンを除去してジノレコニワムーアリヂリンj去によ

って行った。

実験結果

弗素含量が 0.Sp.p.m.以下と以ととに分けて平均値

をとり比較してみると次の如くなる。

昭和27年頃から，江戸川区小岩地区（上一色町，小

岩 4 丁目）で学童検診のI~~，斑状的j記者が多いことが

わかり，その地区の井水を調べた所，弗京を含有して

ることが判明した。

今回は更に広範凶に奥戸本町地区，東m水地区，小

岩m水と三区分をして調査を実施した。

実験

検体数 pH Cl'(p.p.m.) KMn~~）消，p費，m量．） 1民度（度） F (p.p.m.) Fe (p.p.ni.) 

0. 8 p.p.111，以下 29 7.8 62.83 8.9工 7.90 0.53 2.27 

II 以上 44 7. 7 64.6工 9.86 エ3.35 1.37 2.02 

平 均 7.8 63.87 9.46 11.10 1.03 2.12 

またこの地区を (I）奥戸本町地区（II）東用水地区（TII）小岩用水地区の三地区に分類して平均をとってみ

ると次の如くなる。

検体数
F ム日 i盟当主

pH Cl'(p.p.m.) KMnOCP消l~’1量1) 硬度（皮〉 F (p.p.m.) Fe(p.p.m.) 
0.8p.p.m.以

工 4 2 7.1 87.02 12.97 9.56 0.82 8.38 

JI 35 25 7.8 69.41 10.53 11.86 1.05 1.31 

班 35 16 7. 7 56.49 8.22 10.47 1.01 2.24 

この〈工） ' (II) ' (TII）分野iの実験の結果は次の如くである。

(I）奥戸本町地区

検番体号 深井戸のさ pH NHa-N N02-N NOa-N KMn~1P消.1f.~1量） 硬度（度） F i Fe 
(p.p.m.) t (p.p.m.) 

69 70尺 7.6 ピ 102.51 1.12 7.51 1.05 1.03 

70 10111 7.0 少 工77.63 24.45 12. 76 0.89 工4.20

7工 浅 6.9 ピ 47.04 7.19 7.11 0.65 9.14 

72 8 fl¥] 6.9 ピ？ 20.91 22.13 10.87 0. 71 9.14 
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小岩用水地区(ill) 
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3. KMn0.1消費量も普通の規準lOp.p.111.以上が多く y

井戸水が淡黄褐色を呈していた。

4. 鉄分も比較的多く大部分がJ防水されて出るときか

らBfi二鉄の形になって淡指摘色を呈している。

以｜二のことから飲料水の判定品iJrWにも合，倍するもの

はほとんどなかった。

( 104) 

跡

考察

以！こ：の実験結果より統計的に考祭するに

1. 含弗素;J:I：戸水が非？古に多く 75検体中44検体が飲料

水判定規準 0.Sp.p.m以上あり，約58%をしめる。

そして一番多く含んでいるものに5.85p.p.m.の如来

が検出されている。

2. この辺はほとんどがpH7.0以上で、微弱アノレカリ性

である。

コ＝痕量，ピ＝｛）投量，少：少



結 主A
日間 延し広範凶に調べた。その結果は，合~；京井水はきわ

過去の調査では小岩HJ水を左3 右両側に分けp 上一色 めて広範四の分布を示し，工場131：水による汚染は考え

町，小岩四丁目附近が集団的に含弗素井水があったがp られず，むしろ地質的なものに（小結用水の生因〉起

今回の調査で怜山川水，小岩JIJ水を中心にl：・下流に IE!するものと寺えられる。

( 105〕



xv 各種食品の放射能調査（昭和33年度）

1. 調査対象

牛 乳森永，雪印，大島 3種

牛 iムl 1種

豚 肉 1種

野 菜 キャベヅタ ホーレシ草3 大根，

ナス 4種

果 物ナジ 1種

之ノ1と、 番茶 1種

*Ut 類白米，玄米，大麦（j'ljl麦） 3種

魚 介類アユ，アジ，イワV，イカ，タコ，

ジジミ，ゴイ，カニ3 クナギ，ブ

ナ 10種

2. 調査結果

(1）野菜類

キャベツ，大根（根部）を除いては調査期間を

通じて汚染が認められ，特に10月の大根］；克ホー

レシ草は強い汚染が見られた。

(2）ナ ν
果皮については一応汚染と見られる程度の異常

値を示した。

食 品 宇I・ ~·会 ト

r
斗
プ 多

西垣 進

直井家寿太

(3）番茶

前年に引統いて相当の汚染を認めた。

(4）魚介類

しじみを除いては汚染を認められなかった。し

じみは11月分と34年 3月分に異常値を示した。

(5）牛乳

大島のものは，他に比して，やや高い値を示し

たが3 汚染されていると結論するには，その値が小き

すぎる。併し，全期を通じて他のものより高い値であ

ったことは，一応注意されるべきと思う。

(6］肉類

汚染を認めない。

(7）穀類

玄米は他のものに比して，やや高い·f1~1を示した

が，これだけで汚染を論ずることはできない。

以上のことから，雨水又は空中趨吹に長い間さら

されたものは，表面汚染を受けていることがわか

る。特に野菜，茶に異常値が認められることは，こ

れを裏付けるものである。

使用装置

数 装 置
手、...ミ model ｜可 Z三科研製放射線測定置 100AS-A4 

f史 汀j 数 ~｛1: 科研戸線用 G.M.T. B～3N 同 左

数 fコA、 14 研 f＇仁tI 書店 数 i仁コ-' 同 左

マイ カ窓、の厚さ 2.2mg・／cm2 1. 8mg/cm2 

ゲdヱUム、 力、 ら の 日I~ 自『： 第一段（約13111111) 同 左

比 lf皮 ~~~1. 番 Jτ亡ゴI D～44 A～164 

試~＂I· .rmの形状，材質 科 Wfステシレス製し／、｛同司ノ、＇＊斗に了 23111111) ｜司 左6.5111111 

備考： .33.11より G.M.T.は上のものを使用した。

33. 12より比較試料はl二若手のものを使用した。

( 106) 



種 口口口 音日 採 取 測 定 供試 生体 風：V-t K 比較試料 自 然 試料計数率 Kfjl－数率 試料計数率（除K)

試料
採 取 地 水分 物水 乾物 （分 計数率 計数率

補分Y正5〕0 値cO~g〔n灰J., 当
灰分500mg

5乾OOm物g 重量
当リ〉

類 種 年月日 年月巴 g % 令%当96に［コ〉 c.p.m. c.p.m. 当リ）c.p.m. 当り
c.p.m. 

I 緋十万、三 司7手L 埼：玉県 33. 7.11 33. 7.ユ4 ユ50 89. 6. 74 ユ511±ユo エ4.4土0.5 26.2土1.3 2. 5 

雪印 II 茨 JJ1~ 県 II II II 90. 6. 78 II II 32.3土1.3 一 3.2 

大島 II 伊豆大島 I 33. 7.14 33. 7.23 グ 89. 6.28 工481土工2 14.6土0.5 35.l士1.2 一 0.6 

結十万、丈 /! 埼玉県 33. 8.27 33. 9. 5 が 89.4 6.85 21.8 ユ439土ユo ユ5.3土0.5 29.8土1.3 25.6土l.3 4.2土工.8 -0.工

雪印 ／／ 芽日 須 II II が 89.4 6. 77 24.0 // // 24. 8±1. 0 28. 2±1. 3 -3.4土1.8 -0.S 

大島 II 伊豆大島 33. 8.24 II 200 89. 7 5.99 23.l ／／ II 31. 3±1. 3 27.2土l.3 4.1±1. 8 -0.8 

l 森永 II 埼 玉県 33. 9.30 33.ユ0.11 150 89. 7 6.84 23.0 ユ465土10 工4.7±0. s 26.3士1.2 27.6土l.ユ -1. 3±1. 7 -0.8 

雪印 II 那 須 II II II 90. 3 7.07 20.0 II II 25.0土l.3 23.9士1.0 Lユ土工.6 -0. 7 

森永 ／／ 埼 玉県 33.工0.23 33.ユ1.17 グ 89.7 6. 75 23.5 ユ389土 9 ユ4.7±0. 5 24.3士1.2 25.0土L0 -0. 7±1. 6 -0.S 

雪印 II 茨 城県 II II II 89. 7 6. 75 22.S II II 24.4土ユ.2 23.9土L0 o. s土1.6 0.工

大島 II 伊豆大島 33.10.30 33.ユ1.26 グ 89.4 6. 75 23.3 1395土10 14.6土0.s 34. 7土1.3 25.8土Lユ 8. 9±1. 7 -0.3 

森永 II 埼 玉県 33.11.28 33.12.l工 か 89.1 6.42 23.3 1427土10 工6.8土0.5 28. 8±1. 5 25.3土1.1 3. 5±1. 9 0.8 

雪印 II 芽F 須 II II II 89. 3 6.39 23.S I! II 27. 7土1.3 25.9土1.1 1.8土1.7 1.0 

大島 II 伊豆大島 33.11.22 II II 88. 7 6.49 22.0 II II 29. 4±1. 3 24.2土1.1 5.2土l.7 。
森永 II 埼玉県 33.12.24 34. 1.21 グ 89.S 6.25 21.0 4849土ユB ユ5.6土0.6 25.4土Ll 23. 7土1.1 1. 7土ユ.6 0. 7 

雪印 II 芽F 須 !! II If 89. 8 6.85 23.0 II !I 25.ユ土1.3 26.0土1.0 -0.9土l.7 0.8 

（

ち

叶

）



種 ロロロ 採 取 測 定 供試 生体 風｝；宅 灰分 K 比較試料 自 然 試料計数率 K計数率
試料計数率（除.K) 

採取地
試料

水分 物水 乾物 （分 計数率 計数率 （灰分500mg

補分リ）正50c値0－~~灰当． 
灰分500mg

5乾OOm物g 重量 当 ！） ) 
類 種 年月日 年月日 g % 分%当%｜中%） c.p.m. c.p.m. 当リ）c.p.m. 当リ

c.p.m. c.p.m. 

釆市者刀、( II 埼 玉県 34. 1.30 34. 2.12 II 89. 7 6. 7ユ 22.5 479工土22 エ5.0土0.5 27.0土1.3 25.3土Lユ 1. 7土工.4 -0.6 

雪印 II 那 須 !I II II もも．ゴ 6. 71 22.5 !I II 23.8土1.2 25.3土L工 -0.6土1.3 。
大島 " 伊豆大島 34. 1.26 " ＂も lS.7 6.37 23.5 " " 31.0土工.3 26.4土L工 4.6土ユ.4 -1.0 

" " " 34. 1.27 II II 88. !: 6.32 23.0 II " 28.工士1.3 25.9土L1 2.2土1.4 0.工

森十7-J、( 市手L 埼玉県 34. 2.工9 34. 2.20 50 89.5 7.08 22.5 4935土18 16. 4±0. 5 25.2土1.3 24.8土工.1 0.4土l.7 エ.5

雪印 ／／ j、三相昔 戸那 念須 II II II 90. l 7.06 22.0 II " 24.6士1.3 24.3土工.l 0.3土l.7 -2.2 

大島 II 伊立大島 34. 2.25 Jゲ グ 89.6 7.0工 24.5 II ,; 29. 5土1.3 27.1±1. l 2.4土1.8 -0.9 

結十氷、
" 埼玉及東京 34. 3.26 34. 4. 9 II 88. 5 6. 77 21.5 4909土ユ8 工6.工±0.5 26.3土1.2 27.8土Lユ -1.5土1.6 0. 7 

！雪印 " 群馬県 " II " 88. 9 6.8ユ 22.5 II ／／ 26.0土1.2 29.工土1.1 -3.l土l.7 0.6 

大島 " 伊豆大島 " II " 88.ユ 6.64 23.5 !I !I 30.4土1.3 30.4土L1 0土1.7 -0.6 

II II II 34. 3.27 " グ 87.9 6.57 25.5 " !I 33.0土1.3 33.0土1.2 -3. 5ごと1.8 1.6 

続ミ 番茶 2結 狭 山 33. 9.29 33.10.21 8. 7 5. 77 26.0 工470土10 ユ5.5土0.5 4工.0土1.5 28. 6±1.工 12. 4±1. 9 。
II !I II 33.ユ2.22 34. 1.21 !! 5.8 5. 78 24.0 4849土工8 ユ5.6土0.6 62.8土1.7 27.1土工.2 35. 7土2.1 2.4 

;4＇ミ・ !I !/ !I 34. 2.ユ9 34. 2.20 25 5.3 5.55 27.8 4935土18 ユ6.4土0.5 79.3土1.9 30. 7土1.2 48.6土2.工 2.工

（
］

E
∞） 



試料；：［・数率（！玲K)

灰分500mg

当9)

c.p.m. 

K計数率

補正値（灰
分500mg当
9) c心 m.

試料計数率扶

計数率

自比較試料

計数率

K 風乾｜灰分

水分

生体

試料

重量
g 

定測取j采

採 取 地

音15
口
口口種

c.p.m. c.p.m. % 

62.3土工.8エ5.8土0.51496土1095. 

51.6 90. 7土2.5 38.0土L0 ユ28.7土2.2ユ5.0土0.5 1420±10 93. 

3.6 23. 7土1.234. 7±1. l 58. 4±1. 5 エ6.0土0.54932土2387. 

44. 6±1. 5 ユ5.8土0.5エ496±1096. 

-1.工-4.3士2.040. 9±1. 4 36.6士1.4ユ5.0土0.5 ユ420土工O93. 

-0.6 1.3土ユ.121. O土L0 22.3土1.2エ6.0土0.54932土2393. 

83.4 土3.6334 23. 9±1. 0 357.9土3.5工4.7土0.5工389土 963. 

10.2土Lユユ7.7土0.927.9土1.3 工3.6ユ6.0土0.5 4932土2393. 

47. 3±1. 5 エ5.8こと0.5 エ496土ユ094. 

l. 7 0. 5士2.047.2土1.447. 7土1.4工4.7±0. 5 エ389士 993. 

44.4土工.5エ5.8土0.51496土ユ093. 

-0.9 -1.4土l.7 38.6土L0 37.2土1.4ユ5.0土0.5ユ420土ユ094. 

-1.0 0.1土1.643.8土工.243.9土1.5ユ6.0土0.54932土2389. 

-1.3 工2.4士2.034.3士1.446. 7士1.5エ4.9土0.5エ453土1091. 

-1.l ユ3.8土2.031. 7土1.345. 5±1. 5 ユ5.0士0.51439土ユ086. 

-0.2 エエ.8土2.038.9土1.450. 7士1.4工5.5土0.5エ470土ユ087. 

-0.4 

0.4 

-3.3土2.ユ

ユ7.0土1.4

45. 5±1. 4 

エ2.9土0.7 

42.2土1.4

29.9土1.2

工5.0±0. 5 

ユ4.6土0.5 

ユ420土工O

ユ395土ユ0ユ2.

88. 

80. 

日年月日年月イ立種類

33. 8. 4 33. 7.24 
T
4
与、

と
い
寸

y
e
t
－iJ
 

ヱ日E
h、千ホ

i
v
y
草

33.ユl.25 33.ユ0.30!! II 

34. 2.13 34. 1.28 II II 

33. 8. 4 33. 7.24 千葉県松戸ネ良部

33.11.25 33.ユ0.30自
爪葉千II 

大

34. 2.13 34. 1.28 千葉県松戸II 

33.工工.1733.工0.30！定L／，、T目立
／·~ 千ギト·，~carr

メミ口iふ

千葉県松戸 34. 2.13 34. 1.28 

33. 8. 4 33. 7.24 ！怠
ノl、玉埼

33.11.17 33.10.30 百占十
口
小東

33. 8. 4 33. 7.24 県野長

33.ユ1.2533.工0.3011"'1 
ノ1ヰ；：定千

34. 2.ユ334. 1.28 ｜閉
山玉話？

33. 9. 8 33. 8.19 Yr~ aミ千

33. 9. 4 !/ !/ 

33. 9. 29 ' 33. 10. 2工｜長L
ノi、島？高

33.ユ1.25

33.工1.26

33.ユ0.30

!/ 

!/ 

!! 

根
II ハ

H
C
C
）



覆 ロロロ j采 取 測 定 f共試 生体 風乾 K 比較試料 自 然 試料計数率 K計 数率
試料計数率〈除K)

採 取 地
試料

水分 物水 乾物 ICE分 三十数率 計数率 〈灰分500mg
補分日~正oc.値or;.g〔m灰当． 

灰分500mg 乾物
重量 当リ〉

500mg 

類 種 年月日 年月日 とずコ % ／ノh月0／ 当 %中%〉 c.p.m. c.p.m. 当リ）c.p.m. 当Y
c.p.m. c.p.m. 

白 rlr 7彦 ；l共 33. 9.29 33.10.21 200 0.50 ユ6.6 工470土10 ユ5.5土0.5 21.0土1.2 ユ8.3土0.9 2. 7土l.S 0.2 

埼玉県 33.工0.30 33.11.26 200 0.57 ユ6.8ユ395土工O ユ4.6土0.5 23.l土1.2 ユ8.8土0.9 4.3土l.S -0.l 

米 秋田県 34. 2.19 34. 3.20 200 0.41 エ7.s 4935土18 16.4土0.5 18.8土1.2 エ9.3土工.0 -0.5土l.S 0. 7 

玄 岩手県 33. 9.29 33.ユ0.21 エ00 1.12 16.S 1470土10 ユ5.5土0.5 エ9.0±1. 2 17. 7土0.9 1.3土1.5 -1.l 

埼玉県 33.ユ0.30 33.ユ1.26 エ00 1.33 ユ9.0 エ395土ユ0 エ4.6土0.5 28. 3士1.2 21.ユ土L。7.2土1.6 0.2 

米 新潟県 34. 2.19 34. 3.20 エ00 1.24 エ4.3 4935土18 ユ6.4土0.5 25.3土1.3 21.3土工.0 4.0土1.6 0. 6 

大 j"fff 埼玉県 33. 9.29 33.10.21 150 0.97 15.S 工470土10 エ5.5土0.5 28. 7土1.2 エ7.2土0.9 1.5土l.s -0.4 

II 33.ユ0.30 33.11.26 ユ50 0.55 27.8 1395土工O 14.6土o.s 28.3土L0 31.1±1. 2 -2.8土1.6 -0.4 

三ク包に 王タiに三 II 34. 2.ユ9 34. 3.20 ユ50 0.65 22.0 4935土ユ8 ユ6.4土o.s 23.3土1.3 24.3土Lユ -1. O土l.7 I 2.8 

牛 並 ｜（寡脂〉 愛知県 33. 9.29 33.10.21 147 67.9 2‘97 32.5 ユ470土工O 工s.5±0. 5 34.8土1.4 35. 5±1. 3 -0. 7土1.7 -0.l 

II II 茨 城県 33.10.30 33.11.26 136 79.8 3.90 31.S ユ395土10 工4.6土o.s 31.9土1.3 35.2土1.3 -3.3土1.8 -1.0 

肉 II II 栃 木県 33.工2.22 34. 1.21 工so 73.2 6‘78 29.0 4849土ユ8 15.6土0.6 36.9士1.5 32. 7土1.3 4.2土2.0 。

豚 並 寡！！匡 埼玉県 33. 9.29 33.ユ0.21 146 67.l 2.34 26.S ユ470土10 15.5土0.5 30.5土1.3 29.2土1.2 1.3土1.8 -0.2 

II II 神奈川県 33.ユ0.30 33.11.25 ユ37 79.4 3.65 31. ユ420土ユ0 15.0土0.5 31.3土1.3 34.6土1.3 -3.3土1.8 -0.l 

！苅 II II 埼 玉県 33.ユ2.22 34. 1.21 150 68.l 6. 75 28. lj 4849土18 15.6土0.6 29.l土1.2 31. 9土1.3 -2.3土1.8 -1. 7 

あ ｜皮 1部伊豆半島 33. 7.23 33. 8. 5 エoc 77. 7 7.41 1469土工O 15.9土0.5 i 35. 6土1.2

内部 II 33. 8.21 33. 9. 8 ユ00 72.3 4.80 11.3 工453土10 14.9土o.s ユ3.6土1.1 12.2土ユ.0 1.4土工.5i -0. 7 

ゆ II 長 良川 33. 9.29 33.10.21 エoc 74 4.89 ユ9.S工470土10 工S.5土o.s 24. 8±1. 2 21. 2土1.0 3.6土1.6 • -0. 9 

（一戸
C
）



当リ
c.p.m. 

試料三十数率（ f>~~ K) 

灰分500mg

当リ

c.p.m. 

試中日i数率扶

数率

向
同比較試料

数率

I三風j~乙｜灰分供試｜主主体

試料｜マfu＇.~
重量 lψ.＿，，

,r:i-＇ト
ノ、ヒ預』取採

採 取 地

ロ
ロロ理

c.pm. % 

-0.2 -0.9土l.7 24.5土工.223.6土1.2エ4.9士0.562. 

20.2土工.0 0.9 l. 2±1. 6 21.4土工.216.8土0.565. 

-0.2 0. 7土1.623. 7土L1 24. 4±1. 3 工6.5土0.573. 

1.8 5.2土工.725.3土1.230. 6±1.工工4.9土0.573. 

0.6 0.2土1.624.8土1.125. 0±1. 2 工6.8土0.574. 

0.1 2. 6±1. 8 24.8土1.127.4土1.416.5土0.572. 

0.1 1.3土1.47.9土0.98.8土L0 エ4.9土0.579. 

0.3 -0.8土1.18.1±0. 6 7.3土0.916.8土0.578. 

0.1 3.1土1.87.6土0.910. 7±1. l 16.5士0.583. 

0. 7 3.0土1.618.4土L工21.4土1.2ユ5.0士0.5 62. 

-0.6 1.0土工.622. 9±1. 0 23.9土1.316.2土0.5 60. 

0.1 2. 8±1. 7 20.4士L0 23.2土1.3エ6.5土0.553. 

0.9 4.6土1.7 22.2土1.226.8土1.2ユ4.9土0.582. 

0. 7 エ.5土1.621.2土L0 22. 7土1.2ユ6.2土0.576. 

-1.9 1.8土1.922.4土工.l24.2土1.3工6.5±0. 5 76. 

-0.2 4.4土1.928.5土1.332.9土1.214. 9±0. 5 76. 

0.3 

-1.l 

-0. 7士1.7 

0.6土1.6

24. 8±1.工

26.5土1.1

23.5土1.3

27. 5±1. 4 

工6.8士0.5

エ6.5士0.5

71. 

69. 

年月日日年月種持［

33. 9. 8 33. 8.21 ！！崎長内部し、

明不 33.12.11 33.11. 28 

明不 34. 4.16 34. 3.30 

33. 9. 8 33. 8.21 1lr苛長

33.工2.1133.11.28 明不

34. 4.ユ534. 3.30 明不

33. 9. 8 33. 8.21 明不

33.12.11 33.11.28 l'ri ・2・、
a
j
i
 

一I／一東

34. 4.工634. 3.30 北海道日高

33. 9. 4 33. 8.21 J牢焼

33.12.工533.11.28 キ
拐

、
吋
よ
a

z召

34. 3.30 津焼 34. 4.16 

肉部わ

し

（

H
H
H
）
 

33. 9. 8 33. 8.21 石
/},,. .... 、
宝乏

33.12.15 33.11.28 明不II 

34. 4.16 34. 3.30 j二I八II '/J、

33. 9. 8 33. 8.2工i司佐釘
主主E内部ラ’”

l-

33.工2.11

34. 4.16 

33.ユ1.28

34. 3.30 

県馬

II 

群II 

し、



当リ
c.p.m. 

K計数率

補正11直（灰
分500mg当
り） c.p.m. c.p.m. c.p.m. 

0.4 5.8土1.34.8土0.8工0.6±1. 0 14. 9±0. 5 工453土10

2.0 20.2土1.34.8土0.625. 0±1. 2 工6.8土0.51427士10

2.9 44.l土1.65. 7土0.649.8土工.5 ユ6.5土0.54868土20

0.8 l. l士1.4エ3.0土1.814.l土1.2エ5.6土0.64849土工8

-0.9 -2.6土L工エ2.8土L0 工0.2土0.916.0土0.54932土 23

-0.4 0.工±0.9l. 7土0.6エ.8土0.6工6.0士0.54932土23

0.5 0.工土1.4工3.8土0.8エ3.9土L1 エ6.4±0. 5 4935士18

-4. 7 0.3土L0 2.0土0.32. 3±0. 9 II II 

-1.工む土l.工工8.2土L0 ユ8.2土1.工16. 0±0. 5 4932土23

-1.5 1.0土1.621. O士1.020.0土1.216.4士0.54935土18

然

計数率

山回比較試料；

計数率

風乾i灰分生体

試料

重量

% 

定測

年月

取採

年月

採取地

部種

『

ly

u
A
4ノ

82. 

84. 

83. 

81. 

77. 

64. 

77. 

88. 

82. 

ロμ日位

33. 9. 8 33. 8.21 jl~I. ノ.，.、
山引木千し

33.12.l工33.11.28 l

a

 
i
 

－aaa4ap
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 根

川
H
川叫

芋
庁
a

II じ

34. 4.16 34. 3.30 II 

34. 1.21 33.ユ2.24道海~G 

34. 2.工334. 1.30 II 

34. 2.13 34. 1.30 II 

34. 3.20 34. 2.工9II 

II II II 

II み

ガ

II 

か

II 

II 

Jこ
II （

H
H
N
）
 34. 2.工334. 1.30 湖ワピ

80. 34. 3.20 34. 2.19 II II 
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XVI ブドウ球菌 Enterotoxinについて

自

緒言

I Enterotoxin の精製濃縮

まえがき

供試 菌 株

毒素の調製

Enterotoxinの試験

塩化亜鉛，硫酸安門， ethanol”等の沈殿法によι

る enterotoxinの精製，濃縮，乾燥

精製乾燥毒素の猿に対するII匪吐m1起作用

精製乾燥毒素の電気泳動による分画

電気泳動分固有：索の猿に対する眠吐催起作用

この章の考察

峰
山
川
土
ロ

仇
伽
刷

6
a
m－

括

iiflll 

食品科 北村久寄久

~多．，

ヅ、

IT Enterotoxinの抗原性について

まへがき

実験材料

1. 供試菌株

2. 免疫及沈降反応用抗原並に中和試験用毒素

3. 免疫血清

免疫家兎血清をもっての enterotoxin中和実験

1. 粗帝京免疫家兎血清の enterotoxin 中和

能

2. 粕製ill~縮明パシ加毒素免疫家兎血清の

enterotoxin中和能

寒天j冒内沈降反応

1. 沈降反応術式

2. 沈降反応試験結果

この章の考察

文献，附図

（本研究に， 最近の六カ年間東京都に於けるブドウ球菌食中毒の発生状態並に食中毒由来ブドウ球菌の生物学的

試験の結果を加えて， 日本公衆衛生学雑誌に投稿した。）

緒 号日

最近我が国ではプドワ部菌（以下単にプ菌と略称〉

食中毒が頻発し益々増加の傾向にあるが，食中毒起因

物質としての enterotoxin （以下単に E.T.と略

称）の試験については，猿，猫等の動物または人体実

験に頼る外に試験方法がなく，化学的ないしは血清学

的試験方法の発見が強く望まれている。

著者は E.T.の試験管内反応として，特に血清学

的試験方法発見に希望を抱いて数年末研究を続けて米

た。

E.T.の抗原性については従来免疫血清中の E.T.

中和抗体の証明について研究者間に一致した結果が得

られなかった。最近の文献では何れも抗原性が立証さ

れている円

E.T.はきわめて少量で，従って力価の高い抗毒素血

清は得られ難い。しかし精製波縮毒で免疫すると強力

な抗毒京血清が得られると述べ， E.T.中和能の強力

な血清の得難かったことについて，その免疫抗原の抗

原能の侭かったことによるものと見ているもののごと

くである。

著者も粗毒素を抗原に用いた免疫血清では判然と

E.T.中和能を7i'di立出米なかったが，精製濃縮後明パ

シを加えた抗原で，きわめて明確な E.T.中和抗体を

有する血清を得ることが出来た。

かくして ET.中和抗体を有する血清をもって寒天

J·~I内沈降反応を試験した結果は，とくにこの血清中の

非特異ftHi:体を， E.T.非産生性の 184株毒精製乾燥

物で帆JI叉！除去？をの血清をもっての試験で， E.T.1ズ応

Dackはその若（f}l〕の中で免疫血清の調製に当り， 陰性の 2!'fi~~（~）］；とは反応しなかったが， E.T. 反応陽

粗毒素を免疫抗原に用いたのでは3 その中に含まれる 性の 8雨林青：と反応する抗体の残存が樹祭された。

( 113) 



これらの結果が E.T.の血清学的試験方法確立の一

助たり得れば半である。

I Enterotoxinの精製と濃縮

まえがき

プ菌 E.T.が硫酸安門で塩析され， alcohol で沈

殿することは， つとに小島2〕（1939), Davison and 

Dack3) (1939), Hammon4) (1941）等の報告に見られ

る。

Dack一門の研究者 Bergdoll,Kaclavy, Surgalla 

and Dack5) (1951), Bergdoll, Lavin, Surgalla and 

Dack6) (1952〕，Bergdol17)( 1954), Surgalla,Bergdoll 

and Dack8〕（1954),Sugiyama and Dack9)(1955), 

Bergdall 10)(1956）等は E.T.の性状について詳細な

研究を行い，硫酸安門 alcoholおよび強酸性（pH3.5) 

で沈澱し，精製自藻土 almina 等に吸着されう 電気

泳動 chromatographyで分画されると報じている。

八m，鈴木，林11)(1654）は酸性で、 ethanol,a th er 

で、11!1出し，藤原，杉山12)(1955）は AmberliteIR C 

50(pH5. 0）で吸着後の？戸液から alcohol沈 j殿後，

Sevag法で蛋白部と非蛋白部に分け，番場13)(1957),

滝川14)(1957）は硫五：塩析， JJ：藻土！吸着3 酸および

ethanol 沈澱？電気泳動分！面等で：－~：i!J1裂している。

Thatcher, Matheson and Simon15)(1955）はプ菌

E.T. をl流五：飽和および燐酸酸性と低温で ethanol

沈i肱？戸紙電気泳動で、分画しているO

Casman16)(1958）は透析性 mediumに培養して得た

毒素を透析後， perevaporationで濃縮，または HCl

で沈殿後，低温で methanol沈殿し精製濃縮している。

永井17)(1937）はプ菌溶血毒の精製に， i疏安および

azeton沈濃，水般化 alminum, 酸性白土， カノレボ

ラプイン等の吸着剤の使m，塩化亜鉛沈般による細谷，

白！El氏法等の実験結果で，塩化亜塩沈i殿法が最も優れ

ていると述べ，細谷，出仁1, 西宮，森18〕（1944）は沈

澱市索中の亜鉛を燐目安J1~ として分離｜除去している。

Sugiyama 9）等も E.T. の精製に亜鉛を用いている

が， Bergdoll7〕は E.T. の亜鉛沈澱物から亜鉛の分

自｛削除去が困難だと述べているO

著者はプ菌毒素を塩化亜鉛，硫酸安門， ethanol等の

沈殿法で‘精製乾燥し，更に電気泳動分画を行い強力な

｜！匝i止催起性物質を得た。

f共試頭株

1. 調.v.株 1953年 5月食中市：を惹l包したνユー

クリームより分離し，分離当時alpha-hemolysinとE.

1＇.を良好に産生したが，継代仁 j::ialpha-lysinの民生

不良になったが， E.T.はなお微弱に産生される変異
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株である。

2. S-6株 1958年12月 Cicago大学の Dack教

授のffi'l意によって分与され， alpha-lysinを産生し E.

T.の産生能強力である。

3. S-184株 S-6株同様 Dack教授より分与さ

れ， alpha-lysinの産生微弱， beta-lysinを産生す

るが， E.T.を産生しない。

毒素の調製

1. 培地肉水に Difeo製 protease peptone 

を 2%，食塩を 0.5%，寒天を 0.6%に加え＇ pHを

7.4に修正，高圧滅菌した半11'.i'.IJI~情地である。

2. 培養方法 Roxゴノレベン (15×10×4.5cm）に

上記培地のj容解して 45°Cに保ったもの 70mlを注ぎ二

これに供試菌の 6-71時間ブイヨン培養の 0.lml宛

を移植， E.T.以外の毒素産生を可及的少なくする目

的で Dolman19）にならない， 20-25°Cで好気的に 3

日間培養したO

3. i戸液の調製培養絡了後雑菌混入のないととを

臨め，炉紙でP過し，遠心分離で可及的菌体を除去し

た後，東洋 No.8 V~過板で7J=i過して得たものを毒素P

i夜とし7こ。

Enterotoxinの試験

E.T.の有無は猿に経口的（カテーテノレ使用）に与

えて 5時間以内に晦吐の発現したものを E.T.反応、陽

性としたO

塩化亜鉛，硫酸安門 ethanol等の沈；殿i去による

enterotoxinの精製？濃縮，乾燥

予備実験で E.T.が塩化亜鉛 ethanolでよく沈殿

され，硫酸安門は飽和度75%以下では一部沈j般に移行

し飽和で大部分が沈被されることを尖証した。よっ

て「表 1 」のごとく，苛－~長·?J=ir夜に30%J1H七亜鉛j夜を1ん量

加え，遠心分離した沈殿を 2ITil~l~水で洗j館後3 10%第

二燐酸ソーダj夜を原ilf：素のlfs量加え，炭酸ソーダ液で

pHを 8.5に修正捜伴後遠心分離する。この上清をセ

ロブアン袋に入れ，流水次いで生J~ll食塩水で透析する。

この内村長に硫酸安門飽和液を等量加え，生じた沈j肢を

P別する。 P液と枕i殿の蒸水溶解液は：各々セロプアン

袋に入れて，流水と生JllI食塩水で透析を行い，透析内

液にそれぞれ 4f音量の冷 ethanol を加え，氷室 1夜

保存後遠心分離した沈殿を除湿器内で真空乾燥したO

この方法で‘の精製乾燥物は Z.P. E. （硫安半飽和沈j般

分画）は原毒素 lOlより調.v.松市よりのもの 5.lg, 

S-6 ;tk/lf；よりのもの 3.2gを得， Z. S. E. (1地：夜半

飽和?J=ii枝分filii）は原市京 lOlより調.V. i~とrlJ; よりの

もの 3.5g, s-6株毒よりのもの 2.8gが得られた。



表 1 ブドー球菌目前erotoxin精製乾燥毒の調製方法

培養（20-25°C3日） ?Pr夜 10 l 
--1 

30%塩化亜鉛溶液 2500 ml 

遠心分離

沈澱一茶水洗j館2回 上清
十

10%第二燐酸ソーダ裕被 2000 ml 

pH 8. 5に修正

遠心分離

上清一流水，生田食塩水透析 沈般

内液
十

硫般安門飽和液等量

P 過

?J=i j夜 沈i殿ー蒸水溶解

流水，生耳u食塩水透析 流水，生理食塩水透析

内 浪 内 j夜
十 ＋

4倍量の冷 ethanol－一一氷室 1夜一－4f音量の冷 ethanol

遠心分離 遠心分離

沈殿 上清

除湿器内真空乾燥

Z. S. E. 

原 'ti］； 調.v.株…3.5 g 

が S-6株……2.8 g 

精製乾燥毒素の猿に対する幅吐催起作用

！二記の方法でて!'ill・｛l＼＼！乾燥した存京を抜に経／］l'J'9（カデ

ーテノレ使用〉に与えた場合のH恒吐発現状態は表 2のご

とくである。本実験は毎｜豆i未使用の猿をmいることが

できなかった.1~·.に，使用頭数も少数であり，かなりの

・fli'!I体差もあるもののごとくであるからy 日匝！止惹起の量

的関係が正HMに比較され難いが，大体において塩化亜

鉛沈澱での精製濃縮毒素液では， ME安の半飽和で E.

T.の一部分は沈j般に移行するがp 大部分はP液中に

残存するもののごとくである。すなわち体重 1kg当

りの111/il:I止f+:ti起量がp 調.v.株精製：TJ;;では Z.P. E.で

lOOmg, Z. S. E.で 50mgであり， S Gi~（精製者で

は， Z. P. E. 20mg, Z. S. E. 10mgで， 何れの場

合も硫攻守｜土飽干il)ti~i'lT' の， 7Pi1x'i!J:はi:ti殿ilJ; の半量または

それ！）、下で、i阻止が惹起された。なおE.T.非民生ti:の

S-184株精製毒素では Z.S.E，体重 H沼当り 150mg

沈殿 上清

除湿器内真空乾燥

Z. P. E. 

原毒調.V.株…5.1g 

が S-61~；・・・・・・ 3. 2 g 

でも猿（r;J:,11匹l止しなかった。

精製乾燥毒素の電気泳動による分画

Bergdoll10）は精製濃縮ブ1岩舟素の電気泳動分画を

試み， E.T.は｜陰極側に移動すると報告し番場13),

滝川14）も同様の結果を得ている。藤枝ZO)(1958）はプ

I主i~＇i~l!l~W京の電気泳動（veronal buffer pH 8. 6）で

alpha-toxinは陰極(HUに coagulase は陽極側に移動

したと報じている。

著者も前記のごとき方法で＇ f:fl）分的精製した乾燥毒素

について，）＇止に番場13），尚川14〕が行ったと同様， il~~粉

を medium として電気泳動分｜面を試みた。

i股粉ぺーストの作成は） 200gの精製j殿粉を 1Z宛の

蒸水で 4ITII沈滞後， 50°C蒸水で洗瀧し，吏に N/10

veronal J111[Nf;:緩衝液 llOrnlで洗j此緩衝械を傾斜後

1. 5×3×40crn.の泳動村＇iにli11；め 1時日一日静fi'T1＇.した。

試料の挿入は陰極側より 14cmの所に約 lcmrbの

( 115) 



表 2 精製乾操毒素の猿経口投与における曜吐催程作用

供 試 1哀 投 与 量
供試毒素 II匝 吐

番 F目.FJ' m下I三 j自体虫〔 体重 1kg当り
一一 一一一一一一一一一一

2 屋久島 3 kg I調.V. Z.S.E. 30mg ナ ν 
3 II 3. 211 II 50 II 3 II寺｜間後 工回

3 ／／ 3. 511 調.V. Z.P.E. 50 II ナ もノ

工 II 2. 411 II 100 II 21/2 II寺間後 2回

4 If 3. 811 S-6, Z. S. E. 2 II ナ ν 
工 II 2. 511 If も If ナ ν 
2 ／／ 3. 411 II も II 2 時間後 3回

3 II 3. 811 II 10 II 21/2時間後 3回

2 II 3. 311 S-6, Z. P. E. lQ If ナ ν 
7 ジ ヤ ワ 3.111 II 20 が 21/4時間後 2回

2 屋久島 3. 311 S-184, Z. S. E 工00 II ナ ν 
4 II 3. 811 If 150が ナ ν 

Z. S. E.ニニ塩化亜鉛沈i股精製濃縮毒，硫安半飽和？戸被， ethanol比i股乾燥毒

Z. P. E.= If II ／／ i:ti殴

空間を作り，ここに 150mg の試料をお／20veronal 

buffer 3mlに溶解後，上記の方法で、再精製乾燥した

i股粉末を加えてペーストとしたものを入れた。

試料の挿入後泳動槽は上ブぞタをのせ， i主i定装置で；密

着せしめ，両端を 4枚折りのガーゼでおおい3 ガーゼ

の遊離端を約 5cm程残す。両電極槽中には 1l宛の

pH 8. 0の N/20veronal 塩酸緩街液を入れる。 通電

は 200Volt, SmAで20時間行った。

通電を終った泳動槽で－は，試料の掃：褐色成分の大n1~

分は原点より｜陰極側約 4cmの付近より 5-6cmの

巾に移動し，帝紫色成分は，原点と陽極側6 7cmの

II If 

｜笥に移動していることが肉眼的に観察された。これを

表 3のごとく 6分@iに分け，各々生］現食塩水で誘仕：，

流水および生］虫食塩水で透析後， 4｛音量の冷 ethanol

を加えて氷室に 1：伐保在後，遠心分離した沈i般を！除湿

器内で真空乾燥した。

収量は6分画合計，調， v.株訪：精製乾燥物 Z.S.E.

2, 200mgより1,379mg(62. 7%), S-6林:ff:よりのz.s.
E. 2, lOOmgより1,171mg (55. 8%）が得られ， 11匝吐催

起作用の最も強力で、あった①分画は調.v.1朱有：におい

て368mg(16.7%), S-61~ゴj：で：369mg (17. 6%）が得ら

れた。

表 3 電気泳動後の泳動槽分画

一① ① 

収 量（mg)

調.V. Z. S. E. 58 368 

2200mgより 16. 7% 

S-6. Z. S. E. 50 369 

2100mgーより 17.6% 

泳 動 槽 1. S×3×40cm 

緩 衝 液 N/20 Veronal 塩酸緩街液 pH8.0 

通 電 200Volt8 mA  20時間

14cm 

① ④： ① 

原点帝紫色部

I so I 4o I 357 476 

I 97 1 rn I 239 398 
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①十

計

ユ379

62. 7% 

ユ171

55.89~ 

生理食塩水Jill出・・・・・・透析

内 i夜
十

4倍量の冷 ethanol

1夜氷室保荘

上清 沈殿

真空乾燥



電気泳動分麗毒素の猿に対する幅吐催起作用

精製乾燥毒素を電気泳動後，表 3のごとく分画し，生

nn食JiiK水訪日：i物質の猿経口実験による111匝吐の惹起は，

前実験問様毎回末使用動物を使用Ill来なかったこと，

使用頭数の少いこと，個体主等の点でその比較の正確

を期し難いが，試験結果は表4のごとくで，その発fll重

吐最少量は3 調.v.株精製帝京からのもので、はkg当

表 4 電気泳動分画毒素の穣経口投与における晦吐催起作用

り，①分画物が 15mg，①，①分画物もほぼ同じ量で

[I恒吐し， S-6株精製毒素よりのものは kg当り，①分

両物で 3mg，①分岡物で 1.5mgで順仕した。すなわ

ち①分岡が誘Ill物の量も多く，かっその：l:f；性も最も強

かったO しかして陽極側に発幅吐性物質は移動しない

もののごとくである。

投 与 主主主~主 供 5式 j衰

供 試 毒 素
産 地 ！体重

JI匝 吐
体重 lkg当り 番号

① 15n1g 工 屋久島 2. 3kg 2 時間後 l 回

1511 2 II 3. 511 21/a時間後 頻回

① 
ユ5// 4 II 3. 811 21/2時間後 頻回

1011 2 ／／ 3. 511 3 時間後 l 回

1011 3 ／／ 3. 911 ナ ν 
調.v.毒

Z.S.E. （む 1511 4 II 3. 511 31/2時間後 l 回

④ 1511 工 II 2. 411 ナ ν 

① 
15グ 7 ジヤワ 2. 811 ナ ν 
3011 7 II 2. 711 ナ ν 

① 3011 2 屋久島 3. 411 ナ ν 

Bmg 工 屋久島 2. 5kg 21/2 I時間後 数回

もII 3 II 3. 811 21/2 I時 間 後 l 回
① 

311 7 ジヤワ 3. 311 3 H寺間後 2 回

211 4 屋久島 4. Q II ナ γ 

1.5グ 4 ／／ 3. 811 3 日寺間後 l 回

① 
1. 511 8 ジヤワ 1. 7 II 21/2 ll寺間後 頻回

S-6毒 l 11 7 II 3.1が 31/2 IJ寺 間 後 2 回

Z.S.E. l /1 2 屋久島 4. Q II ナ ν 

1011 4 II 4. Q II ナ ν 
① 

G 11 2 II 3.3が j ナ ν 

④ 511 工 II 2. 511 ナ ν 

① lQ II 4 II 4.0が ナ ν 

① 10 II 3 II ナ ν 

表 5電気泳動による Enterotoxinの移動状態

一一一一一調、V、精製毒

------s、6、

陰
日
政
側
附 ⑮ i 

この章の考察

著者は ET.産生能を有するプ菌陪養ifir，夜を，塩化

亜鉛硫酸安門 ethanol 等の沈澱法で精製乾燥した。

その結果は培養P液中の E.T.は塩化亜鉛でよく沈殿

され，硫安の半飽和で大部分がP液中に残り， 4倍量

の ethanol でよく沈澱されたのとの精製乾燥'f｝~を澱

粉 mediumで veronall院内支店妥結言i夜（pI-18.0）を用い

電気泳動を行うと，猿に対する発日医吐性物質は陰極側

( 117) 



に移動した。この結果け、 BergdolllO），需場13〕，滝川j14)

等の報告と一致した。

Bergdoll7Jはブ菌存宗の精製において E.T.沈j般に

使用した亜鉛が除去し難いと述べている。著者の塩化

亜鉛を沈澱剤に使用した精製実験では，精製乾燥物な

らびに電気流動後の①分｜面物中にジチゾン法21)で証

明される亜鉛の量はj孟！形物の1/soo 1/1酬で、あった。 こ

の量では E.T.~I＇°二産生 :TH:精製乾燥物の対照試験で、供試

猿に kg当り 150mgを経口的に与えても発II恒吐反応

は陰性であったo

E.T.は塩酸燐自主等でも沈i股されるが， この；えj肢を

そのまま分離しては収量が少く， Bergdoll等 6)7〕10)

は自主沈澱後日yfloSuper Celに吸着せしめた上で、1111

出しているが，塩化亜鉛をかi；般剤に用いた場合は収率

が良好であった0

:1:1＆化亜鉛沈iW~で村·Jl~濃縮したプ｝量f:1おおは，なおかな

りの培地成分その他を含有する。この濃縮減から硫安

の半飽和で、爽雑物の大半をi玲き得る。この際 E.T.も

一部沈i般に移行するが3 大部分はi戸液中に残存する。

更に電気泳動によった E.T.成分の多い分画で純度の

高い発111~吐作用物質が得られたo

IT Eeterotoxinの抗原性について

まえがき

プ菌E.T. の抗原性に E~！~ しては3 長い間研究者間に一

致した結果が得られなかった。プii食中毒を実験的に

最初に証明した Barbarの報告において3中毒原因牛乳

を出した農場の人等の中で，汚染牛乳の’nru寺飲用者は

発症せず，不規則に飲用していた人は時々胃腸炎に催

ったとの記載は，プ的存京の経口摂取で免疫が得られ

るのではないかということを示唆した。 Dack,Jordan 

and Woolpert22) (1931）も人に有1Uv=11夜を漸次増量的

に与えた；！易合p 抵抗ttが若二十二高まったと報告したがp

Dolman23)19)(1943, 1944）は 3人の人体実験で、4 6 

カ月間特別な免疫·1~1：を認めることなしに発症したと述

べ，経l二！摂取では特異性免疫は出米難いと解したもの

のごとくである。

非経口処耳I［に対する免疫についての文献は何れも抵

抗性の発生を認めている。すなわち能動的に免疫した

猿が有ぷ?Fi伎の経i二！投与および静脈内注射で・中市症状

を起きなかったという Woolpert and Dack24) (1933), 

の報告をはじめ Dolman,Wilson and Cockcroft 25) 

(1936), Dolman and Wilson25) (1938), Surgalla27) 

(1947) w何れも非経口処置に対しては抵抗性の高ま

ることを椴じている。

免疫血清の E.T.仁｜こl和能については Dolman,vVil-

son and Cockcroft25〕， Dolman and vVilson26), 

Kojima and Ko仁lama2B）等の退京と血清の混合物を

小猫の腹！庄内に注射した場合p 仁jc1:i与を防止し得たとの

報告は E.T.免疫に希望を与えたが， Woolpert等24)

は免疫した猿血清での E.T.Iこ｜司［］に成功せず？ Davi-

son, Dack and Cary 29)(1938）は免疫血清と存宗の

混合物を小猫の腹l庄内に注射したi時はp 中存症状が起

らなかったが3 この混合物を直接血流中に注入した時，

およびこの混合物に猫の血液を混じて腹腔内に注入し

た場合は中毒を防止出米なかったと述べ， Hammon4〕

は腹腔内注射で、は腹膜に！怪度の炎症を起し連続注射

による反応度の減退はl吸収率低下による免疫獲得の見

せかけであり 3 猫の E.T.試験には静脈注射が良いと

述べ，静脈注射でも数回注射後は感受性が減弱するけ

れども，彼はこれを免疫とは認め難いと述べている。

これらのことから E.T. の｝Al京＇11:は免疫血清の"i.lJ:l~ 仁h

和能の確立について研究者の結果に一致を欠いていた

のである。

Surgalla, Bergビlolland DackBJ (1954）は免疫血

清を alcohl沈澱法で濃縮したもので，前！j製甘j：京の完

全中和を猿の経口実験で実証し， Thatcher and 

Matheson30) (1955）は免疫小猫に E.T.を注射して，

homologousには免疫が成立したことをp Burlコianka

(1956）は猫にII匝1止を起す E.T.の最少量を 0.0051111

のごとき少量で中和し得る家兎血清を得たと報じてい

る。 Casmanl6)(1958）の得た精製濃縮存免疫家兎血

清はう他動的に処置した小猫で， E.T.最少反応量の

2 f音量の注射で発症を防ぎ， この中和作用は hetero『

go usにも！！在立されたと報じている。

他面 E.T.の試験管内反応を見るに Dolman and 

Ki tching31)(1935）はプT!BiflJ：京および toxoiclと免疫

血清f悶に flocculation の起ることを認め， Dolman 

等26）は beta-lysinと E.T.以外の存宗で吸収した血

清と←,JJ；~ミの flocculation testで2反応点の発現を観

察し》その 1つは E.T.に関係するものと解しp 細谷3

林32)(1943）もフ＇＇jj3jI年京の：flocculationtestではしば

しば呉った 2カ所に同時に反応の現われることがある

とIt己している。Julianelleand Wieghard33〕（1934）はプ

Hi¥iの菌体J1l1W含水炭素成分と免疫j血清の沈降反応でp

病原'i"J:株と非病原’i"I；株との問に抗原n~立に異った結果が

得られたと述べている。 Surgalla, Bergdoll and 

Dack34J(1952), Bergdoll, Surgalla and Dack35) 

(1959）は寒天府内沈降反応において？ E.T.に特異

的に反応する枕l年；HJ：の発現を在日祭 L, Casm anl6〕も

免疫血清と反応する沈降帯が E.T.産生性 19株＇ E. 
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T.非産生性 2株よりの存宗で発現することを Onch-

terlonyの術式で証明している。谷川，藤原，横瀬36)

(1958）は高度に粘製し， 3mgの少量で、人v<::.!I寺異的仁！こ1°Jli

~f1~ ： 1犬を起し flJ.・るブ＇ 1'.f;j/JJ；~，~とその血消iIIりに沈降以応の発

現を報じている。これらのことは E.T.の検出方法と

して血清学的試験方法椛立の可能性を多分に期待づけ

てはいるが特異反応として E T.の同定に利用される

にはなお多くの検討を要すべき事柄が残されている。

著者はプ菌の有tlJ:tihlHl引夜の免疫家兎血清で・， E.T.

中平IJ実験を小3i~1i静脈内注射の方法で行ったが，この場
合は判然とした中和能の確立は11日IEなかったO しかし

前章記載の方法すなわちJ:i11l化亜鉛沈j脱硫安市析

ethanol j川悦電気泳動分画等でつ＇ J:ilj-製後明パンを加え

た市素で免疫した家兎血清は，「児カ斗に E.T.仁i

有することが3 猿の経口実験で実証された。

しかして E T.仁！::i和能の確認された免疫血清と諸種

のブ蘭塙養ifi液問の寒天府内沈降反応、は，特に E.T.

~1~m::：生林t1~養iJ=it1fZ の~＇1'J-i}J.1ilり染物で吸収した血清と， E.

T.特異性と忠われる反応’i甘：を発現する有者ifii夜のあ

ることが実証された。

実験材料

1. 供試 菌 株

a) 吐 1株 1953年 2月ニギ 3飯仁j::iW;店、者！止物より

分離したもので alpha-l ysinおよび beta-lysin

を産生し E.T.を強力に産生する。

b) 調株 1953年 5月に食中市を但したνユークリ

ームより分1~m し， alpha-lysin と E.T. 産生能を

有す。

c) S-6株 1958年12月に Dack教授より分与され

alpha-lysinを産生し E.T.産生能強力で、ある。

cl) S-1841朱 s 6株とともに Dack教授より分与

され beta-lysinを産生し E.T.を産生しない。

e) ニギリ飯事！と 1958年5月食中存を起したニギリ

飯37〕より分離し alpha-lysinとE.T.を産生するO

f) G 9 i朱 1958年6月食仁j=1iJょを起したクグイス豆

より分離のもので3 l, 6) 22の 3株は alpha-

lysinと E.T.産生能を有する磁色株で， 12は

alpha-lysin産生能が弱いが，そのJ主義ifii夜を静

！！府内注射した小3HiはI恒吐した。 20は alphalysin 

産生＇l~I：弱く， l,,)i養iFH交を静脈［l~注射した小猫のflj重

吐反応は｜注目：であった。

免疫および沈降反応用抗原ならびに中和試験

用毒素

m素液は供試I基｜を Dolman府地26〕に移植， C0220 

%の環境で37°C3日陪養後，東洋No.8 ifi過板を月］い

てのP液であるO 1ll toxoidはi古養j戸液にブオノレマリ

ンを0.5%に加え， 37°Cに7日間保った。

~：1~·5!\!ll.f；素は前軍記載のごとく精製乾燥後，電気泳動

によった①分回乾燥物で、ある。明パシ加/l.i：京は北村‘が

先にヂプテリア明パン toxoid38)39）調製に行ったと同

様，すなわち古来i1互に明パシを 1.5 2%に加え， N/1

NaOH j夜で pHを4.2 4. 3に修正した。抗原液には

各々1: 10000の]IIUにマーソゃニシを加えた。

琵疫家兎血清

家兎の免疫は「表 6JのごとくであるO 何れも初め

2-3問は皮内注射により，以後漸次増置して皮下に

注射した。注射間隔は液状 toxoidの時は 2-5日間，

明パン加市素の場合は 14-15日間とし全採血は液

状toxoid 免疫では最後注射の 4-5日後に， 明パγ

加~!J'=f~免疫では最後注射後 2 !lm日に行った。分離血清

け、56°c 30分加熱非動性化し 1 : 10000の；切にマーゾ

ニシを加えた。

表 6免疫家兎血清

血清番号 免疫抗原 注射方法

No. l 調株 Toxoid 皮内及び皮下

No. 2 吐li~（ Toxoid ／／ 

No. 3 司~i~（ Toxoid II 

No. 7 II ／／ 

No. 8 II ／／ 

No. 15 

精製明5①デパ6分Jン朱キ雨古泳加動

II 

No. 16 II 

No. 17 II 

免疫家兎血清をもっての enterotoxin中和

実験

i. m毒素免疫血清の enterotoxin中和能

注 射 量 注 射 回 数 免 疫 期 間

0. 2 - 3. 5ml 24 回 69 日

0. 2 5. Q II 27 II 70 II 

0.2 --12.0が 47 II 109 II 

0. 2 4. 311 43 II 128 II 

0. 2 3. 0 II 14 ／／ 50 II 

0. 05 3mg 7 II 100 II 

o. 05--25グ 10 II 145 II 

0. 05 50 // 11 II 160 II 

小31官静JJI向人jまたは）］皇陛jlj注射でII誕吐反応陽性のプ菌

培養P械に，粗存素免疫血清を加え 37°Cパスヰ1に 2

1時間保った後， 1夜）jく室に保存して毒素抗毒素を充分
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に結合せしめた上小猫の静脈内または腹腔内に注射し

た結果は表7のごとくである。すなわち No.1血清と

指素液の混合物を静脈V:I注射した小摘は13匹仁！こ12匹が

曜吐し， 111!.!:!は111話吐しなかった。 No.2, No. 3血清と

毒素混合物を静脈内注射した小j苗は3 供試6匹が全部

日匝吐しなかったが， この中和試験に使用した調 5'JlJ：素

は健兎血清と混合して静脈内注射した対照試験の 2匹

中 11?Eが日間止しなかった。 No.7血清も毒素中の発口医

吐作用物質の中和が不完全であり， No. 8血清は毒素

との混合物を腹腔内注射し，供試帝京の量を体重lOOg

当りの以応量の lmlより増量した 1.2mlをmい，供

試小猫 5匹中 11?Eがn1星吐した。これらの結果は著者の

得た粗毒素免疫家兎血清の E.T.に対する中和作用は

不完全であった。

表 7 粗毒素免疫家兎血清の enterotoxin中和実験（小猫静脈内又は腹腔内注射）

日j :!1~ 
血清

1量00~体当重り）
t.よ臼しぷ口L’811リぷロ>. 処 理方法 i注射法 llJ話吐数／供試頭数 j向 要

種 類

No. l 調. 3 0. 25 rnJ l 
－ ． ］ー

37°C 2時夜間 I. v. 2/13 100° c 30分 氷室工

N. S. II II II ／／ ／／ 1/1 血 清 対 照

／ ／／ ’F ／ ／ ／／ 4/4 毒 素 対 照

No. 2 調. 5 0.3 ml l 
－ ． l 37°C 2時夜間 II 0/2 100。C30分 氷室 l

No. 3 II II ／／ II II 0/4 

N. S. II II II II II 血清対黒

／ II II ／ ／ II 2/2 毒 素 対 照

No. 7 調. 10 0. 5 ml ユ ．． ユ
37°C 2時夜間 II 2/4 工00°C30分 氷室 l

／ II II ／ ／  II 2/2 毒 素 対 照

No. 8 
調. 13 1. 2 ml 1. s 2. o I 万3刊宝 f時夜間 I .P. 1/5 100°C30分

／ II 1.0 II ／ ／  

備考 N.S. =B建兎血清 I. v. ＝静脈内注射

2. 精製濃縮明パン加毒素免疫家兎血清の

en主erotoxin中和能

S-6株i者養i?t夜を前章記載のごとく p 精製濃縮後電

気泳動分画した①帝京に3 明パシを加えた抗原で免疫

した家兎血清にp 供試猿に精製ii)'~縮①分画毒素を，“予

め経口的に与えて発病することを椛めた量の＂， 1. 5-

2f音量を， No.15血清には 5mlに対して lmgを，

No.16血清には 3mlに対して lmgを， No.17血清

には lmlに対して lmgの割合に加え 37°Cに 2時

間保った後，氷室に保存して毒素抗毒素の結合を充分

ならしめ，この混合物を各々猿に経口的に与えた結果

は表 8のごとく，これらの猿はいずれもII区吐しなかっ

た。なおこれらの供試猿には数日後？随兎血清と供試

毒の混合物を＇ 1:j:1;f1]試験にfIJDl-Jしたと｜司量を＇ J11j様処

置した後，経Ill'I'Yに与えて1111~1止反応の発現することを

郁めた。これらの結果はすなわち供試存 lmg‘中の発

日｜匝吐性物質を， No.15血清は 5ml, No.16血清は3ml,

No.17血清は lmlの剖合で完全に中和し得たことを

( 120) 

II 毒 素 対 照

I. P. ＝腹腔内注射

示すものである。

事天層内沈降反応

E.T.の試験は専ら動物実験として，猿，猫が用い

られているが，これらは諸種の不便があり，化学的また

は血清学的試験方法を見出すための研究が多方面でな

されている。就中沈降反応、による E.T.の同定に多く

の期待が持たれている。 Surgalla等34）は Ondinの

術式で血清と E.T.の沈降反応、の相関々係を観察し3

Casmanl6〕は Ouchterlonyの術式で， s6株1J'i:毒血

清に， S-6株および196E株者の外p E.T.産生＇IY：の19

1笥株71｝ならびに， E.T.非産性の 2菌株のi音養ifiy，夜に

対する共通抗体の存在を観察し，彼はこの血清に対す

る共通抗原が E.T.の可能性があると述べた。 Berg帽

doll （~1}35〕け、 S-6 枕 E.T. と特異的に反応する 1 佃iの

凶i1古を得3 この血清は践にi恒吐反応｜場ti：で、あった他の

13菌株主言宗と反応したが3 猿に111匝回二作mのあった 196

E市京とは反応しなかったと報告している。

著者も多年にわたり上記の粗毒素免疫家兎血清を用



表 8 精製濃縮明パン加毒素免疫家兎血清をもっての enterotoxin中和実験

免疫抗原…・・・精製デンキ泳動①分画 S-6株毒， 1.5%明パン加

中和試験供試1!J：……粕製デン今泳動⑦分匝lS-6株存

i式！抗方？k・・…経仁｜投与

中和実験 1 中和実験 2 中和実験 3 

ジヤワ猿 9号
体重工.Skg

ジヤワ猿 11 
体重

ジヤワ猿工3号
体重 2. Skg 

毒素 6.4mg・
十

健民血清
工9.21111 

37°C2時間
氷室 5日

ob 
－A
 

守
主I
 

Rリつ白つA
手
A
n
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マ
ふ
士
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t
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日

Q
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毒素 3.2mg 
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E
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5
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日

5
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．侍ぜ
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十
釦
引
な

f

京
店
皿
門
出

白
砂

o

q

u
、71

3

N

 

月

日

Q
U
 

毒素 6.4mg
イ

No. 16 
血清19.21111 

37°C2時間
氷室 5日

毒素 3.Smg

8月i÷
健兎血清

17.Sml 
37°C2時間
氷室 5日

備 考血清 No.15 

11 No. 16 

11 No. 17 

日直吐 2回 IS日

干！？素 lOrng
F/2時間後
日匝吐頻回

毒素 15mg 

No.工7~i~1sm1 I中毒症状

37°C2時間
氷室 4 日

ナ乙／

毒素 15mg 
十

健兎血清 15ml

37°C2時間
氷室 5日

11/2時間後

日匝吐頻回

毒素 0. 05-3mg 7回注射 100日間免疫

II 0. 05 25 II 

が 0.05-50 II 

し、 Ondin,Oakley and Fulthorpe, Ouchterlony 

等の術式34〕40)41〕でプ菌i古養j戸液ならびに精製毒素と

の沈降反応を試みたが， E.T. 含有~lH長にのみ特異的

な反応は見出せなかった。しかL, E.T.中和能の強

力な，精製濃縮明パン加毒素免疫血清 No.17は，精製

濃縮1841朱（E.T.非産生〉毒乾燥物をもって吸収後の

試験で， E.T.反応陽性の 8菌株と， E.T.反応陰性

の 2菌採の培養P液との沈降帯発現状態の比較に差異

が見られた。

1. 沈降反応術式 Oakley and Fulthorpe法の

やや改変したした方法によったっ寒天は Difeo 製

Bact Agarを生;rm食塩水に 1.5%に溶解し， pHを

7.0に修正滅菌後， 1；万の訴にマープニシを加え，こ

の寒天を生理食塩水で所要量に稀釈して用いた。作用

試験管は内径約 5111m，長さ 7.5cmの細小試験管を予

め滅菌し， 1. 5% 寒天1~抑制誌を管内に注入後即時に除

去，除湿器内で真空乾燥した。供試血清は 45°Cに加

温し，これに寒天濃度が0.25%に，血清稀釈が 2倍に

なる様に，溶解後45°Cにした 1.5 %寒天と， 45°Cの

'.±.Jlll食塩水を加えるO この寒天加l血清の0.2mlを前記

の内壁に寒天薄肢を有する帝国小試験管に注入する。寒

10回注射 145日間免疫

11回注射 160日間免疫

観察した。血清加寒天，中間屑寒天，抗原i夜等には各

々 1；万のi刊にマーソ守ニンを加えた。

供試血清は前記の試験で明瞭に E.T.中和能を有し

たNo.17血清を用い，この血清中の非特異性抗体吸収

には， E.T.非産生性の 184株毒精製濃縮乾燥物を，

血清 lmlに対して lOmgの；Jt!Jに加え溶解後， 37°Cに

2時間保ち更に氷室に保存してmいた。

沈降反応試験結果

No. 17血清に対し， E.T.反応陽性の 8菌;f;/(, E.T. 

反応陰性の 2菌株の情養ifii夜，ならびに菌を移植しな

いで同様に処置した培地iJ=ii夜をもっての Oakleyand 

Fulthorpe変法の寒天屑内沈降反応試験の結果は「附

図 A.B.Jに見られるごとく，対照の培地l?t夜とも反

応が見られp 供試菌株培養？戸液では， 2－数本の沈降

初：が形成された。これをE.T.産生株市：とE.T.非産生株

存と比較するに， E.T.非産生の184株毒でも 4本の沈

｜汗出：を発現したに比し， E.T.産生性の調18,G9, 221来

志では 2本の沈降帯を形成したに過ぎない。しかしE.

T. ~I~産生性の 184 i栄市；hlj製濃縮乾燥物をもって， 非

特呉伯:tA-1本吸収後のNo.17血清をもっての試験結果は，

「附｜玄IC.D.Jに示されるごとく，E.T.~I~産主主性の 184株

天加血清のi疑問後， 45°Cの0.25%寒天液 0.4mlを重 およびG9, 20~桁なとは沈降明：を形成しなかったがp E. 

層凝間後，抗原液のO.2mlを重層，小量のトノレオーノレ T.産生性の 8菌株毒とは各々沈降市を発現した。 し

を重ねて栓を施す。 20--25° Cの恒温器内に保ち毎日 かしこれらの E.T.産生株毒にはなお 2本或はそれ以
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T.非産生性の184株毒精製乾燥物で吸収した血清をも

っての試験において？ E.T.反応陰性の 2T若松奇とは

反応しなかったが， E.T.反応陽性の s-ILTi~ミ干j_iーでは沈

｜洋市の3aJJtがritr，＼去をされた。

明確な E.T.中和抗体ならびに沈降抗体を有する血

清の得られることによって期待される所のものは，

E.T.検出のための血清学的試験方法の確立である。

しかしそのためにはブ菌 E.T.は抗原的に単一である

か？または幾つかの typeを有するかを明かにしなけ

ればならない重要な問題がある。 Casmanl5）は S-6Bl 

び196E株抗議案血清で， heterogousにも中和能が

確立されたと報じたが， Thatcher等30）は免疫小猫の

発症防止試験で， heterogousには免疫の不成立を

報じ？ Bergdoll等35）も S-6および196E株抗市血清

での交叉試験でp S-6 i~（抗~l.f;}1（~血清は196E, E.T.に

対し中和作用が不完全であり p 寒天府内沈降反応でも

反応しなかったと述べている。これらのことからプ菌

E.T.は免疫学的にけ、幾つかの typeを有する可能性が

多分に存する。

またブ官i'i:lJ索中には諸種のわi：原＇l~I：物質を含有する。

多・Ii師血清から吸収によって単価血清を求むることは慣

用の手技ではあるが，非特異性抗体吸収のためには，

適当な E.T. 非産生性のT*Ti~（を見出さねばならず，な

お多くの努力を要する問題で、あるO しかし近い将来に

血清学的試！＆6~方法が樹立されるものと信ぜられる。

上の沈降帯を発現するものがあり，本血清をE.T.同定

に利用し得るや否ゃについては，更に E.T.非産生担I:

の適当な吸収抗原を有する菌i'~（を見出さねばならない。

表 9 沈降反応に用いた培養鴻液の性状

Hemolysin 

要

黄色株

i登色株

黄色株

白色株

j登色i~ミ

／ 

II 

II 

j向

＋

十

十

十

十

十

十

十

イー

E.T. 
反応

S - G 

184 

吐. l 

調．お

ニギリ， 3

G 9，エ
G 9, G 

G 9, 12 

G 9, 20 

G 

十

十

十

十

一

＋

＋

＋

十

十

十

士

十

十十

十

十

十

十

十

十

＋ 

抗原討を

括

プドワ球菌培養1fi1夜中の enterotoxin は硫限安門

でi誌析されp 塩隙燐階j孟イ七亜鉛 alcohol 等で沈搬さ

れることけ、既に 2)4〕5〕7)9)10)12)13〕14その他の研究者の

業績に見られる。しかしそれらの使川方法，例えばiJ）~

度， PH，温度，処rm方法等は各々研究者によって異る。

著者は1：目指素を細谷氏等18）の精製法で処］哩した iJi~縮

i夜より，更に硫安の半飽和で残存爽雑物の大半を除去，

ethanol 沈澱乾燥後， pH8. 0のveronal塩酸緩衝液に

溶解，澱粉 mediumで電気泳動分画精製濃縮して，

猿の経仁｜投与において体重lkg当り1.5mgのごとま少

量で陽性に反応する強力な発H匝吐作JlJを有する乾燥毒

素を得た。

~ll 'ilJ;素仁！こlの enterotoxin のIKIを沈澱はそのまま分離

した場合は収量の少ないことは Bergdoll等5〕の指摘

しているごとくで， Dack 教室の研究者等け、 Hyflo

Super Celに吸着後，訪Hfする方法によっている 5〕7)

10)42）。またこれらのWf究者等42〕は亜鉛の沈澱法では好

結果が得られずフ Bergcloll7）は殊に沈澱tli京から盟鉛

の｜除去が｜本｜難だと述べているO ill ,lJ:｝｝ミにHJいられる沈

む11'
』!IL二、

E.T.反応……小猫静脈内注射又は猿経口

投与によるII阻吐反応

この章の考察

ブ菌 E.T.の抗原性の存在は Dolman 等 25〕26〕3

Dolmanzs〕， Kojima等2町、等によって，つとに主張され

たが， Davison等29）は免疫血清の E.T.中和能につい

て， Hammon4）は免疫血清を用いての生体内実験で，

E.T.の抗原性の存在について肯定を渋った。 しかし

最近の報告 Surgalla等8〕，Thatcher蝿等so).Casmanrn), 

谷川等36), Bergdoll等35）および Burbianka等は何

れもブ菌 E.T. の抗原＇／~！：を確認してし、る。

Dackはその著書1）の中で，免疫抗原に粗帝京を用

いたll寺は，その中に含まれる E.T.はきわめて少量で，

従って力価の高い抗毒素血清は期待し難いが， i'jlj-%~濃

縮毒で、免疫すれば力1ITiiの高い血清が得られると述べ，

従来の免疫血清で E.T.中和能の確立され難かったこ

とについてp 使用者素の抗原価の低かったことに原因

を求めている。

免疫血清の調製に際して抗原和fi増強の目的に Tha-

tcher等so), Casmanl6），谷川等36）は精製濃縮奇を，

Surgalla等s), Bergdoll等35）は Freundacljuvant 

を， Casmanl6）は明ノミン， par・affinoil, :YEi成主，＇；核 I芸j,

Freund acljuvant等の免疫補助却をmいている。

著者も精製以縮訪：京にi珂パンを加えた抗原で免疫し

た家兎血清に，きわめてl則的な E.T.仁同J］能のあるこ

とを実証することが出米た。

しかしてこの血清をもって寒天脚内沈降反応試験を

行った結果は，！｜守にこの血清仁｜二iの非特異性抗体を＇ E.

備考
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澱剤は培地成分その他の沈殿を可及的少なからしめ，

しかも enterotoxin をよく枕j殿せしめ得るものであ

り，なお沈般の分離が容易であることが望まれる。著

者の得た粗毒素では吸着剤の使用はP過に困難があり p

極化亜鉛沈澱法が最も好都合であった。しかしてこの

方法での enterotoxin非産生株情養i?i夜精製乾燥物

は猿の経口投与においてp kg~！り 150mg を与えても

II匝吐反応は起らなかった。

部分的精製されたう}j：素を更に電気泳動分匝iし，陰極

側に移動した発幅吐作m物質に，明パシを加えた帝京

は enterotoxin の抗原能が増強され，その免疫家兎

血清と毒素混合物を経口投与された猿は何れもlljfu'i吐し

なかった。この中和実験に使用した猿は少数で、あった

が， しかしこれらの供試猿は“予め供試毒を与えてそ

の感受性をl絡め，中和実験にはこの確実に反応した量

の1.5-2 f音量の毒素を用い，H 更にその後において，

健兎血清を混じて同様処置した毒素を与えて唱吐反応

の惹起されることを再・確認したもので、その中和能の

明舵きには絶対の信頼がもたれる。

Enterotoxin に対する中和抗体を明確に保有する

血清の得られることによって期待される所のものは，

enterotoxinの血清学的試験方法を樹立することであ

るが，著者の得た家兎血清は 5種以上の沈降抗体を有

することが，寒天層内沈降反応試験で観察された。し

かしこの血清中の非特異性抗体を， enterotoxin非産

生株である 184株毒精製乾燥物で吸収除去後の血清を

もっての試験では， enterotoxinを有する 8菌株毒と

反応する抗体の残存が見られたが， enterotoxin反応

陰性の 2菌株毒とは反応しなかった。

プドク球菌 enterotoxin に抗原能の存することは

もはや疑いのないところであろうが， Thatcherand 

Matheson3o), Bergdoll, Surgalla and Dack35）等の

報告が暗示しているようにブドワ球菌enterotoxinは

免疫学的に多元性の可能性が多分にあり p また Cas”

man16）は沈降反応試験において， enterotoxinと同

様に反応する抗原を保有する enterotoxin非産生株

の存在を観察している。これらのことは enterotoxin

の血清学的試験方法確立への道程としてなお広汎なプ

ドワ球菌菌株についての検討を求めるものである。

Enterotoxinの試験に猿猫等が用いられているが，

これらは実験室で特殊環境で作られた毒素に対しての

み感受性を示し，実際に食中毒を起した食物を経CJMJ

に与えて中毒症状を惹起せしむることは困難であるO

他面 enterotoxinの耐熱性は，中毒原因食品からプド

ク球菌検出陰性を示す場合もあり， en terotoxinの試

倣w内試験方法発見が強く望まれている所以である。

関係方々の関心の一段深まることを切望する。

結論

プドク球菌培養i?i夜中の enterotoxin精製濃縮の

目的で，塩化亜鉛、硫酸安門， ethanol 等の沈澱法

と，電気泳動分画を行いp これに明パシを加えた毒素

で、家兎を免疫し，この血清の enterotoxin 中和能お

よびプドワ球碍jl'f~養r?t夜との沈降反応を試験して次の

結果を得た。

1. 組毒素仁［＝1の enterotoxin はj語化距鉛でよくr:tv股
された。

2. 精製濃縮毒中の enterotoxin は硫酸安門の半飽

和で一部温析されたが，大部分は1?1夜中に残存した。

3. pH 8. 0の veronal 邸機緩衝液で‘の電気泳動で、

enterotoxinは陰極側に移動した。

4. 精製i農縮後明パンを加えた主)ff;素で

清は，きわめて明確にプドワ球的毒素中の猿に対す

る発幅吐性物質を中和した。

5. Enterotoxin中和能の明瞭な血清中の非特異＇ l"l:J/t:

体を， enterotoxin非産生性の 184株毒精製乾燥物

で吸収した血清をもっての，寒天層内沈降反応、は，

enterotoxin反応陽性の 8菌株毒とは沈降帯を形成

したが， enterotoxin非産生の 2菌株の培養i?r夜と

は反応しなかった。

終りに臨み終始御懇篤な御指導と拙文の校聞を賜っ

た新井所長に深く感謝申上げます。また，御助言下さ

った日本医大教授八回先生，伝研所長工藤先生，予研

阪口博士，微生物科普養寺博士，沈降皮応について御

指導下さった伝研加藤巌博士，電気泳動等に関して御

教示頂いた千葉大藤原博士，ならびに御助力願った遠

藤，橋爪，西垣，田代，悶1I庇長沢，中山の方々に感

謝申上げます。なお菌株を御恵与下さった Dack教授

に厚く御礼申上げ、ます。
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A B 

A. B: No. 17血清をもっての寒天層内沈降反応

S-6，調.18，吐.1，ニギリ.3, G9. l, G9. 6, G9. 12, G9. 22存索は entero・

toxin反応陽性， S-184, G 9. 20毒素は enterotoxin反応陰性

c D 

C. D: S-184株毒精製乾燥をもって吸収した No.17血清での寒天層内沈降反応
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xw サッカリンナトリウム j弘、よびズルチンの

食品添加物公定書案作成について

厚生省より公布せられる食品添加物等の規格基準の

制定に関し，昭和33年食品添加物公定書原案作成委員

を命ぜられたので，昭和34年6月該公定書の原案分担

項目の内2 サッカリンナトリワムおよびズノレチンにつ

いて種々調査検討の結果一応下記の原案を得たので，

これを提出した。これについての註解を述べて見たい

と思う。

サッカリンナトリウム
Saccharin Sodium 

溶性サツカリシ。
｜｜ 

c 
〆、／＇＇＂ NNa・2H20

I JI一一一502
＼／ 

C1H岳OaNSNa・2H20 分子量 241.21 

本品は 120° で4時間乾燥した後定量するとき，サッ

カリシナトリクム（C1H40aNSNa=205.17)98%以と

を含む。

性状 本品は無色～白色の結晶または白色の結晶性粉

米で3 昧はきわめて甘く， 10,000倍の水溶液でも甘

味がある。

確認試験 (1) 本品は炎色反応の試験を行うと黄色を

呈するO

(2）本品 0.5gを水 lOmlに溶かし， 希塩酸 lml

を加えて 1時開放置し，生じた白色結品性の沈j肢を

こしとり，よく水洗し＇ 105°で2時間乾燥するとき，

その融点は 224～230° であるO

(3) 本品 20mgをレブノレνシ40mgと混和し，硫

酸 10滴を加え， 静かに加熱し，混合物が時緑色と

なったとき放冷し， これに水 lOmlおよび水酸化ナ

トリワム試液 lOmlを加えて溶かすと， i夜は緑色の

けい光を発する。

(4) 本品 0.lgを水酸化ナトグクム試液 5mlに溶

食品 t4 ~·会

勝

佐

井多

居 瑛

fl~§ 粥代子

かし，静かに加熱して蒸発乾回し，さらに炭化しな

いように注意しながら融解し3 アンモニアの臭気が

発生しなくなったならば放冷する。残留物を水約20

mlにj容かし希・塩酸で中和した後ろ過し ろif誌に

l制七第二鉄試被 1滴を加えると紫～赤紫色を呈する。

純度試験 (1）溶状 本品 lgを水 1.5mlまたはアノレ

ゴーノレ 50mlに溶かすとき，その首長は無色で、澄明で、

なければならない。

(2) 遊離酸および遊離アノレカリ 本品 lgを水 10

mlにj容かし， ブエノーノレプタレイン試j夜1i商を力日

えるとき， 紅色を呈してはならない。 またさらに

O. lN水酸化ナトリクムj容液 1滴を加えるとき， 紅

色を呈さなければならない。

(3）安息香酸塩およびサルチル酸塩 本品 0.5g 

を水 lOmlに溶かし，酢酸 5滴および塩化第二鉄試

液3滴を加えるときp 沈殿を生じてはならない。ま

た紫～赤紫色を呈してはならない。

(4) ヒ素本品 0.5gを水 5mlに溶かし，これを

試験j容j夜としてヒ素の試験を行うとき， ζれに適合

しなければならない。

(5）重金属本品 lgを水 451111に溶かし，希酢

酸 2mlを加え， これを試験溶液として重金属の試

験を行うとき，その量は 0.002%以下でなければな

らない。

(6）硫酸虫色物本品 0.2gを硫酸 5mlに加えて

かき混ぜ， 48～50° で10分間加温するとき，その液

の色は比色標準溶液Aより濃くてはならない。

乾燥減量本品を 120° で4時間乾燥した後， その約

0. 5gを精僚にはかり 3 水 201111を用いて分液漏斗

にいれ，希塩酸 2mlを加え， 生じた沈澱をアノレコ

ーノレ・クロロホノレム混液（ 1 : 9) 40mlで｝rl11士iし，

抽出液を同じ混液で潤した小ロ紙でろ過し，ついで、

向じ混液 20mlずつで4回抽出し， i'rli出液を毎回前

の小口紙でろ過するo 1・1f1 I也被を合わせ，水浴J二で、完

((126) 



全に蒸発乾｜宣！した後，残留物を熱湯約 75mlに溶か

し冷後O.lN水酸化ナトリクム溶液で滴定する。

（指示薬ブエノーノレブタレイン試液 3滴）。

O. lN水酸｛七ナトリワムj容液 lnil=20.52mg 

C1H403NSNa 

〔註解〕 サッカリンナトリウム

化学名 So di um o-benzoicsulfimide 

別 名 SolubluGlucide （通称単にサッカリれま

たはエス〉

｛也の規格基準 日）乱英，米局方に記載されている。

歴史 1879年C.Fahlberg,I.Remenが Iohn Hopkins 

大学でOースノレブアミノ安息香酸の製造研究中にその

無水物が甘味のあることを発見して Saccharinと名

づけ＇ 1884年 NewYork，その翌年 Londonで市場

に出た。日局直に1907年（明治40）以来収載され， 19

48年食品衛生法に合成調味料のーっとして指定され，

国家検定（製品検査）品となった。

。
/OH ~ so/ 

〆'i!-cH3 2"'c1 〆'i!-CHa N凡OH ('i!-CHa 酸化〆、－COOR -H20〆、／＂＇NI-I
111 －ーiII －ーIII ーIII --+I I! I 
~） ~）－S02 ・Cl J'¥)-S02・NH2 ¥)-S02・NH2 ¥)-S02 

製法 品水をもったサッカリシナトリワムの結晶が得られ

トノレエシを原料として， Oートノレエシスjレホアミ

ドを製造し， これを酸イ七して製造する。現在では資

材節約と純度良好の点で＇ (2）の酸化法によるものが

多い。

トノレエンを ooにおいてクロ jレスjレホン酸でスノレ

ホシイ七し3一部生成する P一体はとけにくいからろ過

して除ま， f山状の 0－トノレコニンスノレホクロリドをア

ンモニア水（または（NH1)2COa）中に注入してア

ミドイ七し， ろ別し，水洗してなおこれをメチノレアノレ

ゴーノレから再結晶して副生物のアジモニクム塩およ

び残りの P一体を除色 精製した 0－トノレエシスノレ

ホアミドを得る。これを次の 2法によって酸化して

サッカリシナトリワムを製造する。

(1）過マンガシ酸カリ酸化法

0－トノレエシスノレホアミド 500kgを 30%Na0H

400 kgおよび水 3400L に加温滞解し 32～35° で

KMnO生810kgを3～ 4時間に加え，引続き同温度

で8時間反応させ3 33% Na2SOsを加えて脱色し，

Mn02を沈鍛除去し＇ 30° で22°Be＇の HClを加え

てゴシゴーレッド中性とし3 次いで Na2COsを加え

てブエーノーノレブタレイシ弱酸性とし析出した 0-

トノレエシスノレホアミドを吸引ろ過して除き，サッカ

リンの母体である Oースノレホアミド安息香酸のアノレ

カリ塩溶液に 22°Be＇の HCl約 500kgを加えると分

子内脱水反応によりサヅカリシを生じて結品が析出

する。これを遠心分離し水洗後 30～40° で乾燥する。

サッカリンの収量 390kg,0－トノレエシスノレホアミド

の回収 75kgである。これを当量の炭酸ナトリクム

または水酸化ナトリワムにi容解（ブエノーノレブタレ

イシでアノレカリを呈しないように中和〉し，真空下

に濃縮しアノレコーノレを添加し放置すると 2分子の結
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る。これを母j夜と分離して乾燥して製品とする。途

中の精製が充分であれば苦味はほとんどない。

(2) 電解酸化法（東京工大杉野・水口両氏の研究に

よる。）

0－ト jレエンスノレホアミド lOOkgを牒硫酸 650kg

中に投入関持し3 さらに水200kgを温度42～45°に

冷却しながら加えると同時に重クロム酸ソーダ200

kgを45～50° で添加し酸化するとサッカリンが析

出する。これをろ別し母液は電解して硫酸クロムを

含有するクロム酸硫酸液とし繰返し酸化に使用する。

サツカ 9Y'は分離水洗した後当量の水酸｛七ナトリク

ム1~~1夜に溶解し濃縮してサッカリシナトリワムを結

晶させこれを遠心分離機で母液と分離し乾燥して製

品とする。この法によると酸化剤クロム酸の損失は

ほとんどなく何回も繰返し使うことができる。なお

製品の純度も良好である。

毒性

大体において無害と認められている。サッカリン

は分解せずに尿中に訓泊されるので栄養に無関係な

物質として体内を素通りするものと考えられているO

① Joachimogluによれば健康者でも病者でもサ

ツカリシの有害性は認められなかった。

① Neuniannは 1日3gまでを使用したが障害は

なく消化酵素や腎臓に対する影響もなかった。

① Schwargはサッカリンは瞬液アミラーゼの作

mを阻害するというがこれはかなり強い酸性また

はアルカリ性の場合で，中性すなわちアミラーゼ

の最適 pHではほとんど影響がないと報告してい

る。

用途および使用法



清涼飲料水はじめ菓子類，各種ねり製品，佃煮p

漬物類等広く一般食品の甘味料として使用される。

本品の甘味は砂糖の約 500倍といわれているがp こ

れは不変の数字ではなく濃度によって甘味の強きが

異なり，またズノレチンと併用すると相乗的に甘味が

加わり砂糖に近い甘味となるのでズノレナジナイクラ

ミシ酸ナトリワム，庶糖p 乳糖，葡萄糖等と混合し

て製剤として用いているO

Auerbachによる庶糖j容液と等しい溶性サッカリ

ンフ ズノレナシ両者の浪合物の比較表

i緊縮j容首長 溶性サツカ ズノレチン

9 >11容j夜 i容 i夜
(g/l) (mg/l) (mg/l) 

20 36 52 

30 61 114 

40 96 260 

50 工42 460 

60 204 660 

70 273 860 

80 359 1060 

90 444 1260 

100 530 1460 

jilij者 j昆 液

ー

ム

叶

ノ

山

門

h
u

A
品

只

U
F
b

エ02

131 

170 

220 

289 

79 

90 

90 

本品の溶液を民く煮沸すると次第に Oースノレホア

〆＂＂－ COORミド安息香酸し tso NH に分解しt1・r床を失う
'/  2・ 2

ので調nnのとき注意が必要で、あるといわれているが

椴性でない限り分解率は｛尽くサッカリンナトリクム

j街夜を 100° で 2時間熱してもほとんど分解しない。

ナツカヲシ溶液（~IをtlJ のときは 3.4% 分解する。

105° 2時間でサツカ 9：；／は 12.5%, 150° 2時間で

60. 2%，サッカリンナトリクムは 2.7%分解する。

なお本品は明治34年内務省令第31号人工甘味質取

締規則により治療上の目的に供す飲食物の調味以外

は販売用の飲食物に加味することは禁じられていた

が，昭和16年たくあん漬に，ついで、昭和21年厚生省

令第29号によりズノレチンとともに一般飲食物に添加

使用できることになった。

製剤の一例

成 j} ① % % ① ① % 

サツカリ γナトリワム 10 25 工

ズノ レチシ 15 30 3 

サイクラミン酸ナトリワム 10 5 

乳糖，葡萄糖，でん粉p その他 75 35 91 

含有規定 日局， 米局ともに 98%以上を規定してい

る。

性状

本品の純品は斜方品系板状であって，加熱すれば

微かにベンズアノレデヒドょうの芳香を放っ。空気中

で徐々に風化し、結晶水の約半量を失う。本品 lg

は水 1.Sml, アノレゴーノレ SOmlに溶ける。甘味は砂

糖の約 500倍でその 0.03gは角砂糖 1個の甘味に

匹敵するO

遊離のサッカリンは英3 米局方に収載されている。

確認試験

甘味を検すことが大切である。

(1) Naの焔色反応である。

(2）遊離サッカリンとして融点をみるO

(3) Bornstein法で 5～ 6L中 lmgを検出できる。

反射光で緑色の蛍光を発し，透過光で類赤色を呈

するO

(4) s. sりhmitt法であるo NaOHとょう融（250°)

するとサルチル酸塩を生ずるので、水溶液を酸で・1j:1

和して FeCl3試械を方11えると紫色を呈する。

純度試験

(1) ~容状 サッカリンとの｜孟月lj。

サッカリンは米局方によれば 20° で寸＜.290ml, 

沸騰 25ml, アノレコーノレ 31mlにj容ける。

(2) 遊離酸および遊離アノレカリ サッカリンおよび

1-j:1 和の］l~~の過剰のアノレカリの存在を検する。 EL

米局ではアノレカリだけを検しているが，英kvでは

本品 lg を炭酸を含まない水に ~i~かし， 0. 01 N 

FhSO生 5mlを加え煮沸し冷後0.01 N NaOI-I 

で滴定するとき（ブエノーノレブタレイン〉，その

最は4.5～5. 5mlでなければならないと規定して

いるので，これに準じて酸性側の規定を新に設け9

O. lN NaOH 1滴（=O. 051111）でアノレカリ性を呈

しなければならないこととした。

(3) FeCla試液によって淡紅色～黄赤色の沈殿を生

ずるのは安息香酸，紫～赤紫色を呈するのはサリ

チノレ酸の来雑によるものである。

(4) ヒ素の規定は英局で Asとして 4ppm以下を規

定しているO 市販品を試験した結果はすべて合給

したO

(5）重金属 日局では本品 2gをとり N-HCl2ml 

を加えて析出するサッカリンの一部をおとし，そ

のろ液 25mlについて試験を行っているが，この

試験液の pHと一般試験法による希酢酸 2mlを

加えたときの pHにほとんど差異がなく 3 またii,立
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離のナツカリンの析出も認められないのでこの方

法をきめた。限度 0.002%以下で同じである。市

販品はすべて合格した。

(6）硫酸呈色物 この試験のとるき発泡するのは炭

酸アノレカリ，褐～黒変するのは砂糖あるいは有機

性不純物を爽雑する。加温すると糖類混入の｜慾の

呈色は甚しい。市販品には白双を 20～50%混合

したナツカリシナトリワムの製剤がある。

乾燥減量

日局は 15%以下を規定，英局は 16%以下を規定

している。結品水2分子の計算値は 14.94%である。

風化する性質があるので， 市販品中 15%をこえる

ものはなかった。

定量法

日局に同じである。

本品を乾燥して無水物とし，その一定量を本に溶

かし3 希塩酸を加えて析出するサツカリシを有機

溶剤で抽出し3 溶剤を留去後水に溶解して O.lN 

Na OH 液で滴定する。サッカリン 1分子は O.lN 

NaOH lOOOmlで、中平日さJi.,，サッカリシナトリワム

C1H40sNSNa (205, 17gうを生成する。従って 0.1 

N NaOH lml=20. 52mg C1IもOsNSNa。いま本品

乾燥物500mgを秤取して定量し， 0.lN Na0H23. 9 

mlを要したとすれば次のようになる。

20.52×23.9×100/soo=98. 1% 

従って求める本品の乾燥物中の C1H40sNSNaの

含量は 98.1%である。

英局では試料を乾燥することなし塩酸を加えて

加温分解したのち， ケノレダーノレ法によりNを定量し

て換算し3 合量規定では C1H40sNSNa・2H20とし

て 98%以上を規定している。 O.lN豆2S04l ml= 

24. 12mg C1H40sNSNa・2H20
（指示薬メナノレオレンジ）

保存法その他

空気中で風化するので透明結品のものも失透して

白変する。保有2には密閉容器がよい。
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ズ ル チ ン

Dulcin 

OC2Hs 

〆＼

＼／ 

NH°CONH2 

C9H1202N2 分子量 180.21

性状 本品は無色～白色の結晶または白色の結品性粉

末で，無臭で，味はきわめて甘く， 3,000倍の水溶

液でもー甘味がある。

確認試験 (1）本品を加熱すると分解してアンモニア

の臭気を発生し，白色の昇華物を生ずる。

(2) 本品 20mgーに液状ブエノーノレ4滴および硫酸4

滴を加えて沸騰するまで加熱した後放冷し，これ

に水酸化カリワム試液 3mlを層積すると， 2～ 

3分後に接界面に青色帯を生ずる。

純度試験（1）融点本品の融点は 173～176° でなけ

ればならない。

(2）溶状本品 0.2gを熱湯 50mJに溶かすとき，

その液は無色で，澄明でなければならない。また

本品 0.2gにアノレコーノレ 6mlを加え， 50° に加温

して 1分間振り混ぜて溶かすとき3 そのj夜は無色

で、澄明で、なければならない。

(3) 7夜性本品 0.2gに水 lOmlを加えて煮沸し3

冷後ろ過するとき，ろj夜は中性で、なければならな

い。

(4) 塩化物本品 0.5gに水 30mlを加えて煮沸し，

J令後ろ過し不溶物を水 101111で洗い，洗液をろ

j夜に合わせ，希耐~j酸61111を加え，これを試験溶液

として塩化物の試験を行うとき，その量は0.OlN 

塩酸 0.35mlに対応する量以下でなければならな

い。

(5) 重金属 本品 1.sをアノレコーノレ 30mlに溶かし，

希酢酸 21111を加え， これを試験溶液として重金

属の試験を行うとき，その量は 0.002%以下でな

ければならない。

(6）硫酸呈色物本品 0.2gをとり，硫酸呈色物の

試験を行うとき，その色は比色標準語fYikAより濃

くてはならない。

(7) Pープエネチジシ 本品 O.lgをアノレコーノレ 3ml

( 129) 



に祥子かし，水 3mlおよびヨク京試液 1滴を）JIJえ

て水浴中で2分間加熱するとき，類紅色を呈して

はならない。

乾燥減量本品を 105° で4時間乾燥するとき，その

減量は 1%以下で‘なければならない。

強熟残留物本品の強熱残留物は 0.5%以下でなけれ

ばならない。

〔註解〕 ズルチン

化学名 p-Phenetolcar ba micle 

別名 Sucrol,Valzin, Dulzin, 4-Ethoxyphenyl” 

urea 

他の規格基準 日j品独），苛に記載されているc ι ノ

歴史

本品は1883年 I.Berlinerblauが発見， J山j司に収

載され糖尿病j記者の甘味料としたが， 日｝誌にも1946

年（昭和 21年）収載された。なお clulcinの名称

はJ-D.Riedelの命名に係り？ラテン語の clulcin

（甘いこと）による。

製法

p-Pheneticlineを中間原料として次の方法で製造

する。

(1) 塩般p幽ブエネナジシの水溶液に塩酸および尿素

を加えて加熱する。本法は操作が簡単であるが加

熱するため副反応成績体として cli-p-Phenetyl-

凡C20－＜二＞－NH2日山 H2N・CO・NH2：凪C20－＜二＞－NH・叫 NH2+NH4Cl

塩般パラブエネチジン 尿素 ズノレチン

2 HsC20－〆一一＼.＿＿NH・CO・NH2=H心 0ー〆一一＼.＿＿NHCO NH〆一一＼.＿ OC2Hs十NH2°CO・Nl-h
＼らぷ／ ＼τ二一／ ・ ・ 一＼ニニニ／一

ヂズノレチン

HsC20－〆一一＼.＿＿NHCO NH -I H N ,;f-¥.__OC2Hs-!-I-叱 i
＼＝ー／ ・・ 2 2 -・""=-=/ 

ニ HuC20〆一一＼..－NHCO NH〆一一＼.＿＿OC2HsI NH4Cl 
一＼士士／ ・ ・ －＼ェー／

carbamide （ヂズノレチン）を生ずる。

生成したズノレチンをろ別し，脱色炭を併用して

熱湯から再起i品（ヂズノレチシは熱湯に不溶）して

製品とする。

(2）冷却j法本法は加熱の必要がなく，反応温度が／

It~いのでヂズノレチンが副生しない。また所要i時間

も少い（約111時間）ので，現在の製品はほとんどこ

の方法によって製造されている。 p－ブエネチジ

ンをi紅白を加えた水に溶かし，活性炭，塩化錫溶

液を加えて脱色し，イソチアシ目安ソーダの水j容液

見C20－＜二＞－NH2°HCl十N叫 Na=HsC20－＜ご＞－NH・CO・NH2+NaCl

を徐々に加え反応させると鱗片状結品が析出するO

これを遠心分離機で、分離し，水洗したのち乾燥

して製品とする。更に精製を要するときはメチノレ

アノレコーノレから再結品すると針状結品が得られる。

市販品の約 80%は鱗片状結晶， 20%が再結の針

状結品である。

毒性

本品に弱lnl安または弱アノレカリを作JtJさせると p-

アミノブエノーノレを生じ，へそグロピシをメトヘモ

グロビンに変ずる。このことは体内に吸収されると

きにも同じ変化があると考えられ，尿に p-Amino-

phenolが証明される。従ってズノレチシを長期間連

j有すれば血液毒になるといわれる。 Rost,Braunに

よれば毎日 0.3g迄は無害で3ときどき 0.5gまでは

許容される。 ドイツでは食料品 lkgに対し 0.3g以

l二の使用を禁止している。致死量は犬 H王gにつき

lgである。

1111中，豊川氏によれば毎：｜三Io.3gを与．えても具？

がないが，毎日空腹時に lg・を与える時には軽度の

溶血が起り，場合によっては軽度の肝臓障害が起る

ことが認められている。何れにしても日常使用する

程度の量では異常は認められないと報告している。

伊東氏報告によれば経仁川町に段取するときは胃液の

消化力を或程度減弱させると考えられている。

含量規定

日局にも規定がない。乾燥不充分で水分の多い製

品があるので乾燥滅失量を 1%以下と規定した。

性状

：本品は光W!i！ある無色の結品または白色結品＇l~l: の粉

末で純品は空気中で安定であるO （パラプエネチジ
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シを-?fr_雑すると赤色を帯び，母械の水洗が不充分で

あると保寝中に赤変～黒変する。〉

本品 lgは 20° の水 800ml, 熱湯 50ml, アノレコ

ーノレ 251111に溶ける。味は砂糖の約250倍といわれ

その 3,000倍溶液でも甘味を感じる。ナツカリンナ

トリワムと併用すると甘味皮も増し、砂糖に近似し

たl床となる。 （サツカリシナトリクムの項参照）

確認試験

(1) 本品を加熱すると分解してアンモニアを発生し，

白色の昇華物νアヌーノレ酸を生ずる。

190° ＝ロ

九C20－＜二＞－NH・CO・NH2----t H5C20－－く＿）－NH・CO・NH－＜三）－o明けNH2・C0°NH2

160° ノ
3NH2°CO・NH2一一－＋ CsHsOsNs十3NHs

Cyanuric acid 

(2) Thomasおよび Berliner blau法（Morpurgo

のインドプエノーノレ反応の変法〉

( 3} J orissen法本品少量を水 5ml中に混和しIii]

酸第二水銀溶液2～4滴を加え， 5～10分留J；）騰水

浴中に加温するとき｛般に紫色を呈し，これに過酸

化鉛少量を加えると色がさらに浪くなる。

Jil'j酸第二水銀溶液：罫求またはM~i安第二水銀を

水に溶解し，これに苛性ソーダ溶液を少量ずつ捜

伴しながら滴下し， HgOを完全に沈i股させ， 減

u~：ろ過しその比搬を水で数回洗った後その 1～

2gをビーカーにとりJil'j酸を加えて溶解し，さらにノ

NaOHを少量ずつ滴加して過剰の硝酸を中本I]し

この際新にできた少量の HgOの沈i股が全く溶解

しないようになったとき， 水を加えて 15～25ml

とし沈澱を沈着させその上澄液を用いる。

(4) キサシトヒドローノレ法 ズノレチシはキサントヒ

ドローノレと定量的に結合し Xanthyldulcinを生

成する。 Xanthylclulcinはアセトンから無色微

細針状に結晶し融点は 246° である。 この法は

Fosseの反応を Reif(1924) がズノレチシの鑑識

または定量j去に考案したもので日本薬学会協定法

ではズノレチンの定量i去としているO

/NH2 

oc 

"'NH・CsH.1・OC2Hs

C6H4 /6会＼

c“H4 NH-CH 0 / 6 1"' / 
十日0・CH O一→ OC "'csH/ 十H20

"'csR/ "'NH・CsH.1• OC2Hs 
Xanthydrol 

純度試験

(1) 融点 173～176° でなければならない。

製造 i二副生するヂズノレ di-p-Phenetylcarba・

micle (mp 225～226°）を爽雑するときは下表の

mpを示す。

Di-p-Phenetylcarbamicle % J mp 
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また増量のためにi＇在意にパラサッカリン (mp 

110～120°）を混入した倒がある。このときは 110

～135° で湿り 170° 以下で全くよう融する。パ

ラサッカリンは主として p-Toluensulfoamicle

CHs-CsHrS02NH2 (mp 137°）で一部 o体も混

っている。

Xan thy l phenetolharnstoff ( Xan thy Id ulcin) 

またカサスソレと称するものを混入した倒があ

ノOH
C1Hs02N2で、CsH1ぐ

"NH・co・NH2
る。分子式は

(o-, p-, m-, r見合物）と考えられ mp160～167°

を示す。

(2）溶状本品 lgは熱湯 50mlにj容けるのでこの

試験で熱湯に不溶解物を認めるのはヂズノレチシの

央雑によるものである。温アルコーノレに不溶解物

は精製不充分のための不純物，また増量偽和剤の

混入によるものである。なお本品にでん粉30～50

%を混和した製剤「1~·味ズノレチンJ 「00ズノレチ

ン」がある。

(3）被性 遊離般の存在を試験する。純品の場合は

ほとんど中性でリトマス紙を変色しない。

(4）塩化物水洗不充分の製品には多量：の塩化物が

認められる。市販品試験の結果は 0.21111相当量

のものが多い。
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(5）重金属 0.002%以下 製造中塩酸，金属錫また

は塩化第一錫を用いるがp 市販品試験の結果はほ

とんど合j告し 0.002%をこえるものは塩化物を

多量に認め精製不充分のものであるO また容器に

起因する鉄を爽雑する倒もあった。

(6）硫酸呈色物純品のときはほとんど呈色なく 3

糖類？でん粉，有機性偽和物の央雑によって赤色

～褐色を呈する。

(7) p－ブエネチジシ 製造中の分解または未反応

の pーブエネナジンの爽雑を検す。 ヨード試液の

黄色が残るので反応後 O.lNチオ硫酸ナトリクム

j容液 1滴を加えて消失すると虫色が明らかとなるo

pーブエネチジシとして 0.05%以下である。

乾燥減量 1%以下とする。

製品中には遠心分離したままで，乾燥していない

ものがあり，外観的には大差を認められないが水分

約 20%を含有するものがある。普通市販品は 0.1～

0. 3%である。

強熟残留物

無機央雑物，偽和物（炭酸マグネνクム等）を検

す。市販品は0.1～0.4%であった。

保存法保存には密閉容器がよい。
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X司I[ クロレラの栄養成分について

栄養科

1 はしがき

宇宙食料F 空気食糧などと呼ばれているクロレラは

新しい高度の栄養食糧資原としてー将来の食生活改善

や食糧問題の解決に高価な役割を果すものとみて各方

面から注目もされ研究もされているO

クロレラは顕微鏡的な小さな緑色の球形または円形

の単細胞藻類で，その大きさ 3～10ミクロシ程度の微

生物である。

また繁殖率が極めて旺盛で細胞1cjごIに葉緑体を有する

ので，炭素同化作用の研究材料としてすでに応用され

ているO

従来クロレラは単に生理学的の実験材料としてのみ

考えられていたが，最近に至り青徽，麹徽の徽菌から

ペニV!Jン・ストレプトマイ νン等の抗生物質がれ11/U

されるに至って，微細藻類に関しても同様な研究が試

みられるに至った。

かくしてクロレラが貴重な栄養分を含むことが更に

明らかにされた。

クロレラは池の表面を浮きかす（津）の様に緑にお

お（掩）っているがフこれがパシの栄養を増加するこ

とが出対ミることを米国メリーランド州ベνスダのナ乙／

ヨナノレ保健所のハイドレイフイング雨情士および｜可州

カレヅジパークのメリーランド大学のクラクスl専士の

研究で明らかになった。

クロレラという緑色の藻類は蛋白質の素材である二

種のアミノ酸 Lysineと Threonineを安価に供給す

る資源となることによって栄養価の増加に役立つので

あろう。

この二種のアミノ酸が強化パンの蛋白佃iを増して栄

養価を増大することはすでに証明済みである。

またヰ、ズミの成長量と飼料効率すなわち食べさせた

餌の量に関連して体重の増加をみることにおいては精

製した大豆蛋白質よりも良く，生物学的価値の高い動

物性蛋白質食品の卵，肝蔵に匹敵することが明らかに

された。

1944年にスタシフォード大学の R.Prott教授はク

ロレラを多量に培養して3 その藻体から抗生物質をJ1!1

新井養老

酒井機

山；古田 大
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j上iし，これにクロレリシ・クロレラの名称をつけたがp

抗菌が弱かったので利用されるに歪らなかった。

ことにクロレラ蛋白はその成分として人間の栄養に

不可欠アミノ酸（必須アミノ酸〉を含んでいるのみで

なし重要なピタミシ類その他を含んでいるO

また脂肪は自動車の車体の塗料や石鹸の材料として

好適で飲料としての利用方面も研究されつつある。

更に！玉i立結核研究所の湯沢健3 民生科学協会総合化

学研究所藤巻昭の両氏は細菌中でも培養しにくい結核

菌のi音養基は現在膨大な鶏卵を使っているのに着目し

これに対してクロレラを培養基とする場合は生のクロ

レラを熱いアノレゴーノレ液に入れて結核菌の発育を妨げ

る葉緑素を取除ま，残ったクロレラにパンクレアチン

という酵素を加え40～48時間放置，これを寒天に入れ

て閤型化し， :t古養基にして純粋培養したところ，鶏m3の

場合とほとんど同じように培養が出来成果を収めた。

またヤクノレト研究所の代田稔，武智芳郎の両氏は乳

酸菌飲料は普通脱)j旨粉乳にグノレコース（プドク糖〉を

入れて培養しているがp この中にクロレラをまぜると

乳酸菌の増え方が非常に早くなることがわかった。

これに使うクロレラは結核菌の場合とは処理の仕方

が違う。生クロレラの葉緑素を加熱アノレコーノレで取り

除いた後，塩酸を加えてJ11J出したものである。

これを乳酸菌の培養基に加えると， 24時間で乳酸l誌

の生産量は投入しない時に較べ8倍に達する。

菌の発育生長に役立つクロレラの塩酸1°1ll出物が何ん

であるかわからない。未知のビタミシではないかとみ

ら~，している。

クロレラは空気・日光・温度等の条件さえよければ

増殖するO 太陽エネノレギーを，これほど効果的に利用

する生物は数少い。いわゆる空気食糧として注目され

ている。

太陽からのエネノレギーが一体どの程度地球にやって

くるかというと東京附近では 11112につき年間1,500,000

Calであるが，われわれはこの太陽エネノレギーを利用

することにおいて甚だ幼稚で能率が患いといえよう。

クロレヲについてはすでに徳川生物研究所をrj=1心に、
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東京大学理学部，大阪大学理学部，成城大学およびEl

本食生活協会， 日本クロレラ研究所等で研究されてき

たが，農耕地絶対量の不足に悩む我国の食糧問題を解

決する十kにF 新しい食糧資源としての大量培養が各方

面から要望されつつある。

そこでわれわれはまず Chlorellaellipsoideaの室

内培養と，これの利mおよび栄養価の分析について究

明するために徳川研究所の好意により試料の寄与を仰

ぎ調査試験を行った。

2 ク口レラの培養方法

最初はνヤーレーの中で穣株を分離し，試験管に移

して斜面倍養する。斜面の場合は粉末寒天を1～1.5% 

j昆）＝日する。

次に小型の扇ijlピンから順次大きなものに移植する

方法をとっている。

室内の光糠は蛍光灯を使用した。室内の場合はクラ

ワン製作所の Airpumpを月1いると更によい結果を

得た。

室内出養液の組成

(A) KH2P01 ・・ ....................一・・・・・・O.sog 

NaNOs .............................. 0. 50 /1 

MgS01・7H20 ..................... 0.15グ

Ca Cb ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.0511 

NaCl・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.05グ

FeCls・6H20 ・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・0.0111 

(B) KNOs ...・・・・・・・・..・・・・................5. oog 
KH2P04 .............................. z. 50 II 

MgS01°7H20 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.00グ

FeS04•7H20 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0. 0028 II 

以上AとB各々を水 ll仁j:1に溶解し原首長を稀釈して

JIJいるO

室内で培養したものを次は種藻として戸外の一番小

さな培養池に移し，更に段々と大型池へ移殖し大量増

産の方法をとる。

3 クロレラ培養池の条件

クロレラの出養条件としては普通の植物と同じ様に，

炭酸ガス，日光，無機質が必須のもので間接的には温

度も関係する。

巡視は 23°Cで季節的にみて 6～7月が最も潔殖し

易い時期である。

寒冷に対しては－100Cになっても死滅することは

ないが，この位の低温度では繁殖もしなくなる。

高温度に耐えられるのは 38～40°C位まででこれを

超過すると死滅し易い。

夏は日光が強いので繁殖も旺盛で，水色も紙色を通

り越し黒く見える程になり 3 熱の吸収がよすぎて水温

は 40°C位に上昇するから，大量増産の場合は繁殖状

況をよく判断して管理しないと失敗する。

大量増産のために現在徳川研究所および日本食生活

協会付属の日本クロレラ研究所等で使用している培養

油はコンクリート作りで深さ30cm，直径 2m～5111の

もの， 20111の円型のものや円型を重ね合せた重合型と

いう小判型が設営されているO

出養地の中央に廻転装置があって，クロレラが成長

しすぎ、ると重くなり沈降して油底にたまり腐敗し易く

なるので，絶えず水中を撞持してJ二に浮び、上らせるた

め廻転装置がしてある。

廻転装置には 2本のft宛（水平管〉がついていて中央

の廻転装置にとりつけてあるポンプで汲み出される培

養液と炭酸ガスを水平管の小孔からl噴出しながら廻l伝

する仕組になっている。

培養池の深さは 30cm，水深 lOcm位で正｜光が平均

して池の上下にあたるように考案してあるO

戸外の大型池になると尿素を水1トシ当り 0.6kg, 

第一燐椴加里＇ 1坑lnlをマグネνクム 300gとp i刷i安ff?;-・

鉄， EDTA （エナレン・デアミン ・I呂田Mi1Nを）それに

微量元素としてマンガ －：＿／， モリブデシ3 主［，~，亜鉛p 捌

素等を少量力IIえる。炭酸ガスは 5%のものを吹き込ん

でやる。

また陪i養液の組成を変えてクロレラの蛋白質やj脂肪

の含有震を変えることはあながち不可能ではない。

尿素源が多いと蛋自の量は高まり，逆に燐酸カリや

硫酸マグネνワムを多くすると脂肪が高くなる。

窒素が少いと葉緑素の含量は少くなり黄色i床を’＇fl5；び

てくる。

藻類の繁殖が著しいと pHは高くアノレカリ性になり

藻の発育には適さないから， pHは5.0～6. 5位が好適

である。

／ z. 

4十 s 
第 i図 Chlorella Vulgarisとその細胞分裂状態
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Fig.1 ク口レラ培養池

池の中心を通っている水の泡が炭藻ガスと培

養液を抽出している所

Fig. 2 重合型培養池

付言 単細胞藻類が4万種にも達しいることよりみ

て，多くの種類中には更に有用なものや有毒なものも

存在するであろう。また現在工業化されている Chlo-

rella vulgaris, Ch. ellipsoideaよりも更に栄養が高

く発育速度が大で大量増産に適した単細胞藻類すなわ

ち有用な藻株の探究に期待することが大まい。

4 クロレラの食品化と応用

毎日食べている米やノミシ， うどん？そばはいうまで

もなく魚介類や肉類など総べて植物の光合成作用で作

り出されたものか或いはそれから間接に作り出される

ものである。

クロレラの細胞中には各種のアミノ酸，糖およびビ

タミンが合まれているので一応食糧としての利用が可

能として考えられる。

たとえ栄養価があるとしても，クロレラの風味が人

間の好みに合致するか否かを追求することは，一つの

大きな今後の研究課題である。

クロレラの乾燥粉末は粉末緑茶および粉末青海苔に

類似した風味を有しているので，在来の食物に添加し

て蛋白質，脂肪およびビタミシの補給源に利用されて

羊美，クロレラ最中は乙な風味がある。

タトノ＼向のクロレラ・アイスクリーム 3 クロレラ・キ

ャラメノレ，ピスケット，キヤシデ一等に混ぜて充分賞

味が出来る。

その他味噌3 醤油の原料にも利用されているが，将

来は化学的処珂！を行って単一な風味に色，匂いなどI啓

好に合致するよう製品の加工に努力が一段と必要で、あ

る。

次に考えられることは，食用動物の飼料としての利

用である。それは食用動物に飼料として与え，間接l切

にその動物を食用に供することで，今の段階としては

行い易い。

また冬の長い地方や緑草の乏しい所で家畜や養魚を

行うには便利なもので，ことに冬期積雪の多い地方な

どでは緑色植物が欠乏し9 家畜の妊娠，産卵が低下す

るのでクロレラの添加が有望視されている。

更に医薬品，工業薬品としての用途はすこぶる広く，

葉緑素，ビタミ人 ミネラノレ等が加工の副産物として

抽出されたり p 航空食組， j替水~m~食糧としての応用の

途も大きい。

なお水は多種多様の外物で汚染ぜられるので，その

汚染判定には理化学的p 生物学的等の方法が採用され

ているが，化学的な分析の結果のみでは充分な判定資

料となり得ない場合がある。

これにかわる生物学的試験（細菌試験を除く〉によ

る汚染度判定j二に綜合的結果を把握出来るO

クロレラは水の汚染度を判定する指示標徴種として

その俊秀性が確認されている。

5 試験成績

クロレラの有色と脱色細胞の乾燥物を試料として，

その栄養的成分をみると次のごとくである。 （第 1表

参照）

両者の栄養成分を比較するにクロレラの有色細胞の

方が脱色細胞よりも，蛋白質は若干多く 3 55. 55gで

1. 24g多い。脂肪は有色の方が遥かに多く 8.53gで，

脱色細胞（0.36g）の約23.69倍に当る。

糖質は有色が 12.40gで 1.45g少し繊維も 8.23g

で3.59g少く，灰分 7.14gで1.67g脱色細胞よりも少

い。

これを他の食品の蛋白量（lOOg中）と比較するに，植

物性食品のいずれのものよりも多い。すなわちクロレ

ラ有色細胞は 55.55g で，｛tt~豆腐（53. 5g）よりは 2.05

g，ゆば（52.3g）より 3.23g，大豆（乾燥 34.3g）よ

いるが，我国においては未処哩のクロレラの添加食品 り21.25g・9落花生（煎 26.3g）より 19.25g多く，また

について考慮されるものは，クロレラそば，クロレラ 黄粉（21.9g）の 2.53倍3 油揚（20.6g）の2.69倍，
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納豆（16.5g）の3.36倍，豆腐（6.Og）の9.25倍多い。

更に動物性食品においては3 クロレラの有色細胞よ

りも多いものがある。すなわち鰹節（75.6g）は20.05g, 

するめ（67.5g）は11.95g，みがきにしん（56.Og）は

0.45g多い。

その他の蛋白の多いくさや（54.0g）よりは 1.55g, 

なまり節（51.3g）よりは 4.25g・多い。

また日常食品中主なるもので，日刺（29.2g）の 1.8, 

倍，鯨赤肉（24.4g）の 2.28倍3 豚肉普（21.4g）の

2. 59倍，鱈子（21.Og）の 2.65倍， 牛肉普（21.Og) 

の 2.65倍，馬肉（20.5g）の 2.71倍，秋刀魚（20.0

g）の2.77倍，うなぎ（20.0g）の2,77倍，いか (17.0 

g）の 3.27倍p 鱗（18.0g）の 3.09倍，鯨（16.Og) 

の3.47倍，あさり・はまぐり・かき各々（10.Og）の

5.55倍，全卵（12.7g）の 4.37倍多い。（第2表，第

1図表参照）。

ピタミシにおいては有色細胞の方が A597001.U., 

脱色は 4651.U.で128.38倍多い。

B1は 1.23mgで脱色より 1.0mg多く， B2は2.75 

mgで 1.75mg多く， Cは 53mgで46mg各々有色

クロレラの方が多い。

また番茶（270001.U.）の 2.21倍，八日うなぎ（25000

I.U.）の2.39倍，抹茶およびその葉（200001.U.）の 2.98

倍，唐辛葉および八回うなぎ干(150001.U.）の 3.98倍，

人参葉（104001.U.）の 4.42倍，豚肝（100001.U.）の 5.97

倍，ほうれん草・みつば（80001.U.）の 7.46倍？小松

菜・春菊・かぶ葉およびうに（ねり）（60001. u.）の9.95

倍，つる菜・からし菜＠栗南瓜・唐辛（干〉および牛肝

(50001.U.）の 11.94倍，乾燥卵（45001.U.）の 13.26倍，

しそ実・紅茶（40001.U.）は 14.92倍に夫々達している。

（第3表，第 2図表参照〉

次にビタミシB1においても，有色細胞クロレラ（1.23 

mg）を超経するものは酵母（3.50mg）位なものであ

る。

ピタミシB2においては，その含有量2.75mgでこれ

より多いものは，かいこさなぎ（8.50mg）といなど

(5.50mg）等である。

ビタミンCは 53mgで，逆に煎茶（280mg）は 5.28

倍，釜いり茶＠唐辛葉（240mg）は 4.52倍，唐辛（千〉・

ピーマン・パーセリー（200mg）は 3.77倍，きんかん

皮・ゆず皮・人参葉（150mg）は 2.83倍，番茶（130

mg）は 2.45倍夫々多い。

その他ほうれん草・抹茶および京菜（lOOmg），小松

菜・つけ菜＠大根葉（90mg），しそ葉＠花やさい（80

mg）は 1倍強程度に有色細胞クロレラよりも多い。

（第 3図表参照）

6 ク口レラの細胞に含まれるアミノ酸組成

クロレラの蛋白構成アミノ酸について有色および無

色細胞の適当量をとり，常法により paperchroma 

tographyを行い，ニンヒドリシのプタノーノレj容液をi噴

霧発色させ判定した結果では，不可欠アミノ限 Argi-

nine, Histidine, Isoleucine, Leucine, Lysine, Me-

thionine, Threonine、Tryptophane,Valine，および

Alanine, Cystine, Glycine, Glutamic acid, Praline, 

Tyrosine等を検出した。（第4表参照）

以上のごとく不可欠アミノ酸は Isoleucine, Lelト

cine, Lysine, Methionine, Valine等を含有し栄養

上最も理想、に近いアミノ酸組成をもっている。

更に ChlorellaVulgaris lOOg中のアミノ酸定量

分析価を参考までに示すと次のごとくである。

Arginine 

Cystine 

Histidine 

Isoleur.ine 

3. 82g 

0. 61 II 

1. 42 II 

5. 93 II 

Leucine 8. 37 /1 

Lysine 2. 23 /1 

Methionine 0. 90 /1 

Phenylalanine 11. 58 /1 

Tryptophane 1. 11か

Tyrosine 3. 24 /1 

Threonine 2. 26 11 

Valine 5. 29 /1 

（同立栄養研究所発表による）

7 結語

クロレラの栄養成分は

1) 蛋白債？有色細胞で 55.55g，脱色細胞54.31gで

略々等しい。

2) 脂肪は有色細胞 8.53g, 脱色細胞 0.36gで有色

の方が 8.17gも多い。

3) 糖質は有色 12.40g, 脱色 13.85gでむしろ脱色

の方が 1.45g多い。

繊維は有色 8.23g，脱色11.82で脱色の方が3.59

g多い。

4) 灰分は有色7.14g，脱色8.81gで脱色が 1.67g多い。

5) ピタミシAは有色 59700I.U.，脱色 465LU.でl折

然有色の方が 128.4倍も多い。

ピタミシB1は有色 1.23mg，脱色0.23mgで有色

が1.0mg多い。

ピタミシB2は有色 2.75mg，脱色1.OOmgで有色

が1.75mg多い。
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ピタミシ Cは有色 53mg，脱色 7mgで有色が 46

mg多い。

6) クロレラ蛋白のアミノ酸については不可欠アミノ

酸 Arginine, Histidine, Isoleucine, Leucine, 

Lysine, Methionine, Threonine, Tryptophane, 

Valine等を含有している。

7) クロレラの有色細胞と他の食品の蛋白質含有量最

大のものを比較するに植物性食品のいづれのものよ

りも多い。

動物性食品においてはクロレラの有色細胞（55.55

g）よりも多いものがある。

鰹節（75.6g）は 20.05g，するめ（67.5g）は 11.95 

g，みがき鯨（56.Og）は 0.45g多い。

なお日常食品中主なるもので自刺（29.2g）の 1.8 

倍，鯨赤肉（24.4g）の 2.28倍，豚肉普通（21.4g）の

2.59倍，鱈子（21.Og）の 2.65倍，牛肉普通（21.Og) 

の 2.65倍，秋刀魚（20.Og），うなぎ（20.Og）の 2.77 

倍，鯨（16.Og）の 3.47倍，かき・あさり・はまぐ

り各々（10.0g〕の 5.55倍3 全卵（12.7g）の 4.37倍

多い。

8) ピタミシにおいては有色細胞 A59700 LU. で他

の食品より主義かに多い。その中でも番茶（27000LU.) 

の2.21倍，八日鰻（25000LU.）の 2.39倍，抹茶およ

びその葉（20000LU.）の 2.98倍，唐辛葉および八目

鰻（千）（15000LU.）の 3.98倍，人参葉（104000LU.）の

4.42倍，ほうれん草＠みつば＇（ 8000LU.）の 7.46倍，

小松菜・春菊・かぶ葉およびクニねり（6000LU.）の

9.95倍，つる菜・からし菜・栗南瓜・唐辛（千〉およ

び牛肝（5000LU.）の 11.94倍，乾燥卵（4500 LU.）の

13.26倍有色の方が多い。

9) ピタミンCは 53mgで煎茶（280mg），唐辛子葉

(240mg）》ピーマシおよび『パーセリー（200n1g),

きんかん皮・ゆず皮・人参葉（150mg），番茶（130

mg), ほうれん草・抹茶および京菜（lOOmg）ぅ小

松菜・つけ菜・大根葉（90mg・），しそ葉・花やさい

(80mg）よりも少い。
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第 1表ク口レラ細胞の栄養成分

炭水イ七物 ピ タ 、、、 ン

水分 蛋白質 灰分
A B1 B2 c 

g g 

クロレラ
8.工5 SS.SS 8.23 7.14 S9700 1.23 S3 

（有色細胞〉

クロレラ
工0.BS I S4. 31 I 0. 36 I 13. BS I 11. 82 I 8. 8工 465 I o. 23 I 1. oo 7 

（脱色細胞）
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第 2表食品 100g中の蛋白質量

〔植物性食品〕 【動物性食品〕 II ひ な i夫j 24.9 

凍 St. 牒i 53.5 鰹 節 75.6 ［姉 （赤肉〉 24.4 

ゆ ば 52.3 す る め 67.5 家 兎 防j 23.4 

プミ 立ci:rd~~ ） 34.3 みがきにしん 56.0 力、 じ き 市有 23.0 

？筈 ;/t, 11：：.（煎） 26.3 さ や 54.0 ）版 j3:j（普通） 21.4 

空 立0；吃物） 26.0 な ま り 話1 51.3 1与 jhj 21. 0 

豆（ II 〕 23.0 あ み（二n 49.l tc. ら 21. 0 

えん豆（ II ) 21. 7 あ じ（干〉 43.5 と び つ を 21.0 

き な 1持 21. 9 いわし（丸干） 42.9 jJミI（普通〉 21. 0 

あ ぶ ら げ 20.6 し ら す lまし 37.8 牛 ！！干 20.5 

納 .lZ. 16.5 め ざ し 29.2 馬 ｜苅 20.5 

がんもどき 15.4 乳 ノI、•• II旨 25.9 き ん ま 20.0 

味 噌（辛） 12.6 数 子 25.6 つ な ぎ 20.0 

~！：： じ斗り， げ JO. l す じ 」ラF 25.0 食 用 蛙｛ 工8.9

焼 ：；：ごL 腐 8.8 き 十土 だ 臨 25.0 クロレラ有色細胞 55.55 

」－l二L1 腐 6.0 ぶ り 25.0 クロレラ脱色細胞 54.31 

第 3表主な食品100g中におけるピタミン含有量

ビタミンA (l.U.) もち く さ 7000 ピタミシ B1(mg・〉 唐 辛（干） 200 

浅草海苔（上）
に ら 6000 自手 母 2 .. 50 ピーマ ソ 200 

44500 
まつな l

II （中） 38400 
L、，－． 6000 豚 肉（普） 1.00 パーセリー 200 

番 茶 27000 ねり うに 6000 大根菜糠漬 1.00 きんかん皮 工50

煎茶I27 うぐいすな 6000 ビタミシ B2(mg) ゆ ず 皮 150 

八日鰻（生） 25000 ヵ、 ぶ 葉 6000 さ な ぎ 8.50 人 会：ヨ主，こ 葉 150 

浅草海苔（下） 20400 春 菊 6000 い な し〉ー”、、 5.50 香 元主 工30

t現 n+ 20000 て〉 る な 5000 f浮 母 2.60 抹 寸7~ 100 

l羽ミ 茶 20000 
から しな 5000 脱脂 M 乳 l. 60 ほうれん草 エ00

し そ 葉 20000 
牛 （肝〉｜ 5000 煎 ;r、・ 1.40 思 京~ 100 

八日鰻（千） 15000 
く り南瓜 5000 抹 2即＇ft 1.35 ノ士l:D.八 菜 90 

唐 辛 葉 15000 

参（生）
塔‘ 辛（干〉 5000 乾燥鶴卵 l. 20 ぐコ け y守~ 90 

人 13500 

人 参（葉〉 10400 
みづからし 4500 椎 茸（干〉 ユ.00 大 j担 葉 90 

豚 （肝） 10000 
寸1，」1メL・ Jj¥3 4500 ビタミン C (mg) し そ 葉 85 

よ め コで1マJすL・ 9300 と づ な 4200 ・11甘 二ノ法I 、 280 花やさい 80 

ほうれん草 8000 し そ（実〉 4000 釜い り茶 240 

み て〉 ば 8000 紅 ーノ1~・• 4000 葉 辛 240 

--
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第 4表 ク口レラの細胞に含まれるアミノ酸

アミノ？皮

毒事Arginine ート

轡 Histidine 十j十

e Isoleucine 十出

eLeucine 社H

eLysine 十j十

務 Methionine イー

畿Threonine 十件

• Tryptophane 十十

有色クロレラ｜脱色クロレラ

（備考） ＠印は栄養j：不可欠アミノ目安

1+1十 極く多量と思われるもの

十件 多量と思われるもの

十十 少量とj忍われるもの

十 少量と忠われるもの

土 微量と思われるもの

十十 重量Valine 十件 十H十

十ト Alanine 十十 十十十

ffi十 Cystine 十 十

i甘｝ Glycine 十 十

十社 Glutamic acid 十 十

十十 Pro line ート 十

十1十 Tyrosine 十十 十十

十十

（註） 定・［ti:で、あるための表中の記号は縦欄の

みに関係を有し棋欄相互においては無

関係であるO

第 1図 主な食品 100g中に含まれる蛋白質とク口レラ（有色細胞〉との比較
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重な食品 100g中に含まれるピタミンとク口レラ（有色細胞）との比較第 2図
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XIX 都下小金井ふ、よび小平にふ、ける高齢者

の食生活について

栄 料

1. まえがき

日本人の栄養について考えられることは，日常生活

について繁忙で充分に行き届いていないのが現状であ

る。

ことに老人栄養の問題を栄養改詳の市からみて？一

般的，個人的にも種々むずかしい問題‘を含んでいるの

で，老人の誰にもあてはまる明快な解答を出すことは

不可能である。

最近敬老観念がたい顕してきたが，老人栄養の対象

はおよそ何才以上におくべきであろうかといえば3 老

人の精神機能の如きは， 70才頃まで総合的な意味で成

長をつづけているが，運動機能は漸次衰えている。

わが悶土のあちこちに散見される長寿郷と短命郷の

実態を仔細に調査した結果をみても，長短命の相違は

食生活の在り方，すなわち短命郷の人々は例外なく米

食偏重にかたよりすぎて老化を早期に導くことが原因

としてt出向されているO

また労働の過重その他生活の悪環境によることも重

大な因子であることは充分に意義深く考えられる。

しかも老人期には，生れ，育ち，生活してきた永年

の環境の影響をうけて個人差が甚しい。

老人を最も幸福にする生活環境は，それぞれの経企

によって異なると思う。一般の通念は老人食について

どうも意地ぎたない，もっと食を減らすのが当然であ

ると決め込み，一種の偏見をもっている者も少くない。

要するに老人を厄介者扱い視，邪魔者扱い視する心

理が，老人食をがつがっと｜映じしめているのであろう。

老人は食事量が多すぎるとか，食べないものだとい

う先入観を先ず拭去することが肝腎で，これらの点に

ついてもう少し考えてみる必要がありはしないかと忠

われる。

老人自体についてみても，これという希望も趣味，

娯楽も持ち合わせずに，ただ身体的楽しみを求めると

とが多い。すなわち食べること 3 寝ること，風呂に入

新井養老 秋山勝治

酒井 i数 渡辺甲子

井 城 子 桜井美代子

ることのみに生甲斐を感じる人達で、ある。

そこで都下のしかもへき地でなく近郊で土着者の多

いという条件でp 東京都における昭和32年1月現在の

世帝と人口統計の集録からみて小金井市と小平町は隣

接し，相互に高齢者も多い。

そのうち75才以上の老人が小金井市で、は総数 343人，

小平町は総数 338人に達している。

しかも小金井市は勤人が圧倒的に多く小平町では農

家が主位を占めている。この二つの生活様式の異なる

環境地帯を選んで＇ 75才以上の老人について3 まず生活

環境，健康状態p 習慣，食生活，生活時間等について

調査した結果を報告する。

2. 調査

小金井市および小平町永住の高齢者各50人ず、つを町

役場の協力を得てp 任意t:J1l11士1により詮衡し各戸別に調

査した。さらに必要のある事項は記入用紙により記録

した。

（イ）調査場所

東京都北多摩郡小金井市

東京都北多摩郡小平町

（ロ）調査期間

昭和33年8月3日～8月5日（ 3日間）

（ハ）調査対象

75才以上の男女

平均年齢，小金井市は87才3 小平町は80才。

ド）調査方法

1 Iミ13食分， 3 El 間の食~Jj:ーを所定の調査表に記入

してもらい，食品標準成分表により摂取栄養量を計

算した。

また併せて！昏好調査，生活時間調査も行った。

3. 調査成績

栄養摂取実態調査の結果は第 1表の 1,2のごとくで

あるO

まず第 1表についてみるに3 熱量が標準よりも低い
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が岡地区の栄養摂取量と，各個人の消費熱量を比較し

てみると消費熱量の平均 1,700 Calなので大体一致す

る。

Ca のHH!lzl註は標準よりかなり下見：！っている。これ

は骨ごと食べられる小魚など殆んど、老人は食べていな

い。僅かにイ!11煮程度のものを摂取しているだけである

ため3標準の約 1んにみたない数怖をみた。この結果よ

りみて何らかの方法で補給せねばならないと思われる。

季節的影響にもよるがビタミンAの限取量が足りな

い。

ビタミン B2が標準の 1/2であるのに較べ， B1は標

準を上見lっている。ビタミシ B1が多く摂取ill米たの

は穀類，豆類を多量にJ摂取しているためである。

脂肪は必要最摂取されているの

以上の摂取状況からみて不足勝のものは Ca, ピタ

ミンA, B2で、ある。

4. 栄養摂取量の最高最低について

栄養J貝取量は個人差があるp その大体の様子をみる

ために， 1人 1日当りの栄養摂取量の最高最低を検討

すると第2表の 1～ 2の如くである。

最高最低の 3日間の平均値の結果からみて熱量， Ca,

ピタミンA, B2, Cは少い。

またビタミン Cでは皆無の場合もあるO これは食べ

方にムラがあるためと忠われる。

以上を要約するに大体71才以上の男女平均の標準所

要量と 3El聞の栄養隈取量平均と比較するとつぎの如

くである。

熱量は標準よりも小企井は 80Cal少い。小平も 90

Cal少い。

蛋白質は標準よりも小金井は 7.6 g多い。小平も

7.2g多い。

脂肪は標準よりも小金井は 5.6g多い3 小平も 4.9g 

多い。

糖質は標準よりも小金井は 23.85g少い。小平も

24.25g少い。

Caは標準よりも小金井は415mg少い。小平も415

mg少い。

Feは標準よりも小余井は 9.4mg多い。小平も 3.6 

mg多い。

ピタミンAは標準よりも小企井は 846I. U. 少い。

小平も 1726I. U.少い。

ピタミシ B1は標準よりも小金井は， 0.416mg多い。

小平も0.230mg・多い。

ピタミシ B2は標準よりも小金井は 0.352111只少い。

小平も0.361mg少い。

ピタミシ Cは標準よりも小企井は 3.5mg少し、。小

平も 12.5mg・少い。

5. 1人 1日当りの食品群別摂取量（箔 3表幸照）

米が±1fi\f;f1こ達していないのは夏予のため小去~；！！ I日を

主食としたためと忠われる。そのため小麦粉は基準量

よりもはるかに上弛！っている。

芋類の摂取が少い。

その他の野菜が多いのは季節的な影響にもよるが？

西瓜を多く摂ったので、とのような結果が表われたの

であろう。

緑黄野菜のY!HI元が基準の1んにも達していないのは季

節約な関係にもよるが，自家生産物が手近にありなが

ら自家消賀’せぬか、 1~1 家栽j告を考慮せぬかにあるO 小

平地区が特に著しいのは合点し難い。

栄養段取実態調査からみてもビタミンAの不足が目

立つ。

乳類，肉類はそれぞれ基準よりもLJ回っていること

は望ましい傾向であるの

6. 食品群別にみた熱量，蛋白質の比率（第4表参

照）

小金井・小平とも食品群別の比率は両者とも似通っ

ているが3 野菜類が少く麺類を多く摂取しているから

穀類の比率が高くなっている。

また小平では，小麦粉を利用した食物を！啓好してい

るため， －｝同穀類の比率が高くなるしその I:.小立を

摂っているので豆類の比率もかなり上昇している。

更に小平では7rl1JJ~類が減少している。これは調J'.f!l形

態からみてもあまり脂肪を使った調JWが行われていな

い。 3日間の調査期間仁十！？油脂類を全く限つてない家

庭も見うけられた。

動物性食品においては，小金井は標準よりも上廻っ

ているのは頼もしい傾向である。しかし小平では調査

期間中，全く動物性食品をJ買ってないものもある。総

じて油脂類は標準よりもかなり下廻っている。

7. 植物性蛋白と動物性蛋白（第 5表参照）

1人1日当りの植物性蛋白質および動物性蛋白質の

摂取量をみるにp 小食チ｜：においては小平よりも動物性

蛋白質をやや多く mi1記しているO

動物'i''I：蛍1:'::1質と植物性蛋白質の食品昨別はなH 表に

示すごとく？植物性では米？動物性では魚貝類が多く

m取されているO

老人は消化｜吸収能力が減退しているので＇ l欧質でし

かも消化し易い食物によって蛋白質を補給することが

望ましい。

動物性蛋白質は全蛋白質の30%とみると，ここでは

約20gとなるから実際には必要量を上廻っている。
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8. 間食について（第 6表 1.2参照）

間食l土 a Elの栄養量：の給源に何らかの形で補給され

てし、ることカサコカミる。

またこの間食は老人にとっては，一日の楽しみのー

っとなっている例が多い。

間食は男女両者ともほとんど限っている。ではこの

間食を 1人 1日当り？いか程m取しているかをみるに，

小金井では良品 7類35種で最も多いものは西瓜（91.3 

g），もも（46.4 g ），めろん（20.og），果物（19.0 g ), 

餅菓子 (13.3 g)，さつまいも (11.6 g），カスデーラ

(10.0g）である。

小平では 9類27種で西瓜（88.0g），胡瓜（86.6g ), 

まんじゅう (18.6 g），塩せんぺい (14.2g），もも

(lo.sg）である。

次に 1人 1日当りの間食量の比率を示すと，小金井

で·~j；果実類34. 0%，野菜類31.0%，菜子類26.0%, r嘗

好品3.5%，パン類2.3%，乳類1.8%，遡i類1.4%であ

り，小平で、り；野菜類60%う菓子先:(17.5%う果実類11.0 

%う乳類 5.5%ぅパン類 3.5%，穀類 1.0 %，油IJ旨類

0. 5%う魚只類 0.5%である。

9. 噌好について（第 7表1.2参照）

予じめ食品を食品群別，調f'lliよ別に列挙した記入用

紙を各自に配布し，嫌いなものに×をつけさせその結

果をまとめた。

これを総合するに特に目立つ点は次の如くである。

1) ifミ！類および乳類が撒いだというのが大多数である。

2) 穀類（特に小平町）で嫌いなものが多い。これは

主としてマカロニとパンがあげられる。

3) 調坦H法からみると揚物が多い。主にフライ，コロ

ツケが多い。

以 kを要約するに高齢者は油っこいものを好まず，

さっぱりした淡白なものを好み？マカロニやノtン等の

いわゆる洋風なものを好まぬ，いわゆる食わず開！いの

傾向がある。

1 o.生活時間調査（泊 8表p 持J9表 1.2参照）

小企:j~：における生活iJ寺 l聞についてみるにう 30名 rcj::ilO

名は床の中で毎日を過している。

この人達は内）臓疾忠はないが神経痛（腰又は足）の

ため就業出来ず白人床しているO

他の者は自分の好きなiJれこ起居し好きな事？娯楽？

雑談等で暮している。

また~{:ff＼の老人は若い人達とー諸になって野良仕事：

を手伝っているつ

次に）j作別の1i'J'l'2!W¥1引をみるに

l) 床についている人900～1,200 Cal，平均1050Cal 

2) 仕事は一切せず娯楽的な生活を送っている人

男 1, 300～1, 500 Cal, 女1,100～l, 300 Cal，平均

1, 300 Cal 

以 i二を要約すると，軽い仕事又は 1日1時間位の散

歩， I定闘の手入れなどを行っている老人が過半数を占

めている。

また労作別に消費熱量は各個人により異なるが大体

次の如くである。

男最高 2,150 Cal，最低 913Cal 

女最高 l,847 Cal，最低 859Cal 

小平についてみるに， 50名中10名は臥床している。

就床している人は小金井と同様に材経痛が主で3 別

に173臓疾患はないようであるO

他の老人は娯楽，子守，雑談等自由な生活を毎日送

っている。また農業を手伝っているO

生活時間の結果から消費熱量をみるに

1) 床についている人1,000～1,350Cal，平均1,175Cal 

2) 娯楽雑談等自由に生活している人 1, 350～1, 550 

Cal平均 1, 450 Cal 

の ある程度仕事をしている人男 1,600～2,200Cal, 

平均 1,900Cal，女 1,600～1,700Cal，平均 1,650Cal 

例外とし最高の消費熱量の者は農業に従事するた

め 2,249 Calを要した。

以上の結果からみて各労作別による消費熱量は各個

人により呉なるが，

男最高 2,249 Cal 最低 956Cal 

女最高 1,980 Cgl 最低 912Cal 

生産時間における岡地区の相違は全｛本的にみて，小

金井は消費熱量は（fr,く，これに較べて小平は若干高く

なっている。

これは農業に従事している人が多いためで－あるO

11. 老人食についての知見

発育途上の子供についてならば？組成の非常に違っ

た食物の3 成以に対する影響aを調べて，理想の食物を

追求することもIIi米るが3 老人は下り坂にある人速で・

栄養素の配合が充分に仕組めばよいのではなく，あま

り)Hr；茶な食物の変更をやることが出米ない。

成:LHむには身Lふ体重といった測定が栄養の示標と

なるが，老人期ではこのような計測値の変化が少く 3

食物の影響はあまりはっきりと現われない。

それで栄養素の消化l岐l院や代謝測定その他で，食物

のi白百を知る方法をとることになる。

乳幼児やi'l’少年の栄諸に較べて？老人栄養の研究の

少いのはこのような点 l・こもよる円

老人期には消化のよい良質の蛋白質の摂りガを忘れ
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てはならないし菜食万能では困難であるO

脂肪は結局各人の体質やl啓好に従って食物を選ぶこ

とになる。

老人食は昔からの習慢を尊重し個人のi嘗好も考慮に

入れたい。

幼い時からの食習慣は？たとえそれが栄養的に不満

足なものであっても，一朝にして改めることに難色が

あり，各人の過去の食習慣によっても強く制約されて

いる。

ことに老人の好む食物は淡白で、しかも精製した食物

が多いため3 自然ビタミンの摂り方が少くなり勝であ

る。この意味で、老人に対するビタミシの補給を忘れて

はならない。

また多くの老人が多少とも老人病的な状態を体内に

ひそめており， しかもそれが老人の食生活問題を益々

困難にしているものもある。

］~：ヰがぬけても経済的な面や，本人のおっくう（憶劫）

な事などで完全な一的を入れることが出来ないので， 自

然食物の種類が限定されて食生活が単調になり＇ I旧し

ゃくが不充分で消化不良も招き易いこともある。

生活が単調である上に視覚，味覚，喋覚が衰えて，

食生活に対する魅力が失われることも懸念されたがp

割りあい都会に近接地区である点，ラジオおよびテレ

ビなど、の娯楽設備のために文化の鹿沢をうけている。

以上の諸問題と共に者｛七現象を少しでも遅らせるた

めのp 成長期から成人期にかけての栄養を如何にする

か，中でも食生活と密接な関係を有する米食を如何に

改善して行くかが，日本人の健康を増進させ長寿させ

るための大きな問題であると思われる。

12.結語

(1) 要するに小金井および小平j並区は，この調査の

結果からみて，若干の食べ方のむら食いを除き3 大体

栄養のバランスがとれているし特に動物性蛋白質の

適量摂取と不可欠アミノ酸を摂っている。

(2) 両者ともピタミシAの摂取は足りない。 B1は

標準を上廻っているが Baは低い。またCaも不足して
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いる。

(3) 緑黄野菜が基準の1んに達していない。小平では

油脂類が減少している。

調理形態からみてもあまり脂肪を使った調理が行わ

れてない。

(4) 間食は老人の唯一の楽しみであるが， 1日1人

当りの比率は，小金井では果実類34.0%，野菜類31.0 

%，菓子類26.0%が多く p その他I昏好品，パン類，乳

類，麺類が若干程度摂られている。

(5) 小平では野菜類60%，菓子類 17.5%，果実類

11. 0%が主で乳類，パン類，穀類，油)J旨，魚介類のjl国

になる。

(6) 晴好において高齢者は油こいものを好まず淡白

なものを好み，マカロニ，パシなどのいわゆる洋風的

のものは食べず嫌いの傾向があるO

(7) 生活時間より検討するに労作別の消費熱量は，

臥床しているもの小金井では平均 1,050 Cal，小平は3

1, 175 Calである。

仕事をいっさい一切せず，自由な生活を送っている

者，小金井は平均 1,750 Cal，小平は 1,450 Calである。

或る程度の仕事をしている者，小平では平均男1,900 

Cal，女 1,650 CalであるO

両者の相違は全体的にみて小金井は消費熱量は低く

小平は若干高くなっている。

(8) 高齢者の多い原因として考えられるのは，食事

と相まって生活環境ならびに地耳目的条件が重要な問題

として考えられる。

この点小金井および小平地区は閑静で‘条件に適して

いる。

(9) 両者における高齢者は平く就床する事，食べる

事，入浴する事を唯一の楽しみにしている。

高齢者の健康状態は小金井地区では良，最良のもの

が多いが，中には健康的でないものもある。

小平地区では最良，良の人が多く？患い人は僅かで、

ある。



第 1表その 1 小金井市高齢者の i人 1日当りの栄養摂取量

Ca P Fe 
mg  

mg  mg  I .... ~・ I '"6 I '"6 i '"6 

310.3 405 1040 16.2 2780 1.466 0.647 45 

2 日 1705 65.4 23.4 332.0 417 ユ520 26.6 3031 l. 440 0.638 55 

自クにI 3 日 1668 69.0 25.4 310.5 334 1181 15.3 3651 1.344 0.658 76 

3日間平均 1700 67.6 ! 25.6 317.4 385 1247 19.4 3154 1. 416 I o. 648 I 59 

第 1表 そ の 2 小平町高齢者の i人 1日当りの栄養摂取量

ピ タ 、、、 ン

熱Cal量I蛋白g質 I脂g肪Ii皆g質
Ca p Fe 
mg  mg  mg  

1638 80.5 21.l 341.0 404 969 16.8 工307 1.233 0.6.ll 48 

工745 62.4 28. 7 321. 0 388 989 12.2 2731 1.198 0.662 39 

エ687 58. 7 24.8 320.0 363 999 11.8 2785 1.259 0.643 63 

1690 I 67.2 I 24.7 327.0 385 986 ユ3.6 2274 1.230 0.639 50 

第 1表その 3 71才以上の日本人年齢別，性別による 1日1人当りの栄養基準量

ビ タ 、、、． てノ

熱C1 量蛋白質脂肪糖質 Ca Fe 
a g g g mg  mg  

1940 65 20 375 

1630 55 20 307.5 

労作（男〉 800 1 4000 65 

／／ （女） 800 10 4000 0.9 0.9 60 

栄養摂取量（平均） I 工780I 60 I 20 I 341. 25 800 I 10 I 4000 I 1.01 1. o I 62.5 
一一一一一一

備考 表1=1ご！の熱量，蛋白質， Caおよびビタミンは日本食品標準成分表より，脂肪は香川綾子氏の老人栄養食を

参考に，糖質は計数により算Illしたものである。

第 2表その 1 小金井市における栄養摂取量の最高および最低

Ca i 
ピ タ 、、、 三／

熱Cal量I蛋白g質
)j旨 IJ}j糖質 p Fe 

g g mg  mg  mg  
.L, u lt,; 111以

2582 100.8 69.0 481. 7 747 1645 37. 7 7398 4. 747 l. 088 133 

1148 32.4 工0.8 187.0 61 484 3.3 256 0.884 0.335 2 

I口司 2641 エ36.8 49. 7 739.3 778 1707 i 31.2 8219 3.515 1.276 169 

日 最 低 1180 33.8 8.2 175.4 108 350 ' 7.1 220 0. 718 0.320 工

前｜最
I局 2765 84.3 45.3 516. 7 764 3150 35.6 14134 5. 085 I l. 200 180 

{1¥; 1118 42.4 6. 2 181.0 57 417 5.4 370 0. 796 

工700 67.6 25.6 312 384 1247 18.l 3154 I 1. 416 
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第 2表その 2 小平町における栄養摂取量の最高および最低

日 ピ タ 、、、 三／

熱Cal量
蛋白質 JJ旨！！方 糖質 Ca p Fe 

:au 区分 g g g mg  mg  mg  

第（最
両 2735 216.1 33. 7 507 951 1835 工6.3 7023 2.968 116 

日最 ，（氏 1002 38.8 5.4 195 194 515 8.5 232 0.690 0.370 。
竺（最

！日間］ 2278 137.S 51. 9 436 779 1972 22.0 23974 2‘310 1. 710 93 

日最 低 1312 46.9 7.1 234 178 204 7. 7 s 0.800 0.390 6 

問問 2908 90.3 47.0 654 529 工446 25. 7 14278 1. 640 1. 050 145 

日最 低 1210 40.0 7.0 209 227 718 7.1 0.450 6 

986 工3.6

第3表 i人 i日当りの食品群別摂軍量（g)

大 雑 堅 ニヨ二 1沙 ~dr プミ 1司王 大 ？ぉ ！勾 3¥:1 手L

米｜ 果 糖 ）］旨
h仁,l4・

貝
製

三占当之三、 三占i丈三、t疋－又1む 類 類 類 類 － F、I， fl＇曾 ロロ口 類類

208 81 9 7 g 26 61 18 

151 154 42 7 3 28 26 33 
、一一一一ーーー一一一、 ，一ーー一一一~’

335 45 36 10 7 25 84 

備考基準は臨床栄養昭和33年9月による。

第4表 食品群別よりみた熱量および蛋白質の比率

66.4 3.5 1.5 5.5 2.0 

小平 町 77. 0 0.4 3.2 4.0 1. 5 7.3 S.l 1. 5 

恩主主＇・ 標 準 ιs.o 12.3 ユ.7 2.9 S.9 8.1 3.5 

蛋小金井市 36.2 0.2 0.1 1.1 9.4 47.S S.5 

白 平 間． 42. 7 0.1 1.5 12.0 39.8 3.9 

質 j票 ｛：＼~ 40.6 5.1 エ4.3 34.0 6.0 
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第 5表 1人 1日当りの動物性および植物性蛋白の摂取量

食 口1コ口 j洋 三.11、ム、 ~=1: 平

長動物情日
卵平魚欧L、J 

只

空類類!ti軍i 

23.0g 
2.5 
3.3 
0.5 

質 1仁』1 29. 3 

充実

類（（（雑小大（米麦変穀類〉〕） ） 

14.l 
／／ 7.3 

1珪 II 0.8 
II 

物 堅 果 0.4 

芋昧大緑そ 類主北京よ品」質も

0.5 

，，~主
JI曾 3.3 

の黄口f也
製野

8.1 
0.6 

蛋 の 野 0. 7 

柑海漬菓砂橘物類， と乾壬藻糖子の燥f由の野果菜物類類類

0.2 
日 2.5 

1.5 

質
5.2 

f二h1 45.2 

第 6表 1 小金井地区における間食の種類と 1人 1日当りの間食量（30名〉

間食とHIった食品

せんぺい
ス テ ー ラ
り んと つ
ヤラ メ ノレ

主！毛 子 類｜まんじゅう
子 ノミ ン

話E
ヲ中之ニ

果 物類

l啓好品類 酒
ニL

60 
50 
50 
80 
200 
50 
12 

120 
30 

( 147) 

80 
165 
50 
50 
38 

120 

100 
100 
150 

第 3日の
間食量（g)

60 
so 

26 

300 

140 

IIIJ 

工6.3g
3.3 
3.6 
l. 0 

24. 2 

10.3 
工3.9
3.9 
0.4 
0.2 

0.3 
3.5 
3.5 
0.4 
2.2 

0.1 
工.4
2.6 
5.5 
0.4 

48.4 

2.0 
4.3 
7.1 
6.3 

10.0 
2.9 
5.3 
4.0 
4.3 

13.3 
5.0 
4. 7 
3.3 
2.0 
l. 0 



小平地区における間食の韓類と 1人 1日当りの間食量（50名）

第 2 Elの
間食量（g)

工90

間食と限った食品

第 6表 2

S.8 
2.0 工00

100 ン
ン

ノミ

んパ
食
あ

市
日
ハ

刈
A

↓ノコノ
。

ノ、

3.4 

14.2 
3.2 
0.8 

18.6 
0.4 

1.6 
0.4 
0.06 
1. 0 
1.0 

1.0 
1.4 
3.0 

225 

26 
230 

so 

290 
ユ60

320 

30 

120 

工95

15 
380 
20 

50 
20 
3 

50 
50 

50 

し

l託せんぺい
カステラ
キ ヤラメノレ
まん じ ゅ う
氷砂糖

蜂 蜜
ドロップ
パターボーノレ
ゼ、リーサンド
だんご

大 福 島 ？
最 中
乙／ロップ。

〉ー

」ろとうも類

1讃寸一

穀

莱

7.2 ユ80

70 
150 

手L

1. 4 
10. 8 
8.0 
5.0 
3.6 

88.。

69 
150 
150 
120 

260 
100 

180 
ユ350

130 
150 
130 

3050 

ご
も
ん
ナ
う
瓜

ろ
ナ
ど

類笑果

86.6 4200 80 50 瓜
1
4
J
2
4
 

M
M
 

類一明
一

A野

0.6 30 潰良ヌ士写
ノI、1損物漬

0.4 20 ジセソ水産加工品類

0.4 20 タ
4奇

ノ＼j混日旨山
同

繕

＂＇－、ι入' 井 市 平 m:r 
食 口口口 j洋 !JU 

入 数 % 人 数 % 

ー3ヨF又'" 1誤 8 27 39 68 

種 ヨミ j頭 2 7 20 40 

芋 類 5 17 15 30 

旦 類 5 工7 24 48 

魚 貝 1活 22 73 29 58 

~~ 類 24 80 21 42 

§[J 委員 4 ユ3 工6 32 

手L 類 ユ4 47 35 70 

有 色 野 宗オ宇三 3 10 20 40 

その他の野菜 4 13 12 ヱ4

果 物 類 4 13 2 4 

苦言 -r ... ~ 3 10 工3 26 

日岳 好 口口口 20 66 32 64 
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第 7表 2 調 2里 法 別（搬なもの〉

金 井 市 SJZ: IIlJ 
調 :ffl1 日日

人 数 ／。／0 人 数 % 

揚 物 9 30 25 50 

1r11 ：！説、 め 2 7 7 14 

焼 物 工 3 7 14 

茄 で 物 2 4 

7二F土寺ι、 i物 2 4 

蒸 し 物 4 8 

手口 九3勘 物 工 3 16 32 

生 物 2 7 4 4 

1十 4初 2 7 2 2 

御 飯 物
一一J

1 3 

漬 物

第 8表生 j舌 時 間

金 井 市 平 町

1 I睡 日民 9時00分間 8時43分間

2 家 ヰ主 エ時30分か 2時30分が

3 身 仕 度 20分 II 49分か

4 食 苦手 工時20分グ 工時00分グ

5 徒歩または散歩 43分か 工時四分か

6 勤 務

7 休 ，自u、 日時00分か 4時00分か

8 読 ヨEヨョ－ l時00分 P 15分グ

9 運 動 10分か

10 入 浴 30分が 30分グ

11 乗 4加 7分が 5分グ

12 畑 仕 事 2時10分か

13 趣 味 2時00分が 45分が

14 R.呉 楽 30分か 30分 M

15 雑 談 工時00分 μ 1時10分 P
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小 金井 地区 にお ける 高齢 者の 生活 環境 調査第 9表 1

75才， 76,-77, 78, 79, 80, 81, 82, 83, 84, 85, 86, 87, 88, 89, 90, 91, 92, 93, 94, 95タ

2）＼、 3 1 1 
3ノ＼ 4 6 2 1 

25人

年

女7ノ＼男出民

宮市

入歪f言司

工工工3 1 工2 
男
女

200, 240フ 300, 350, 500フ 570, 580, 1100, 2100, 3000 
2 1 2 1 工工 1 l 1 l 

工5, 17, 20ヲ27, 30, 37, 43ヲ50, 80, 93, 100, 113ヲエ25, 135フ工40,
1人 2 工工 2 1 2 2 2 1 2 l 1 1 2 自宅敷地（坪〉

l, 2, 3フ 4ヲ 5ヲ 6, 7。8, 9, 10，工l
3}=i4 8 6 4 3 l 2 1 

6.0, 6.30, 7.0司 7.30, 8.0, 8.30, 9.0, 9.30，工0.0，工0.30, 11. 0, 11. 30, 12 
2人 3 2 9 8 4 2 1 1 

.M. 

4.0, 4.30, 5.0, 5.30, 6.0, 6.30, 7.0, 7.30, 8.0, 8.30, 9.0, 9.30，工0.0
5ノ＼ l 8 5 9 工 2 1 

M. 5.0, 5.30, 6.0, 6.30, 7.0, 7.30, 8.0フ8.30, 9.0, 9.30, 10.0，工0.30，工L0, 11. 30，工2.0
朝 2人 8 4 9 4 2 2 工
廓

P. M. s. 30, 6. 0, 6. 30, 7. 0, 7. 30, 8. 0, 8. 30, 9. O 
2}¥_ 13 8 3 4 1 l 

M 

自宅間数（間〉

食事は何時に食
べるか

29 2 工（

H
U
C
）
 

エ肌 5, 7, ユ0, ユ3, 15, 20, 22フ 25, 30 
2 2 1 7 l 4 15 数田

、λ、
、Jノ、
j iごi

その他
4 

果物ァ野菜，酢のものフ甘いもの，苧類，
工3)¥ 4 工 3 2 好な飲食物

関芸
2 

裁縫ヲ
3 

散歩，
工

ラジオ？テレビ？映画ア
8ノ、 7 2 

、＂＂
71<= 立旦吋Jj主

大学，その他
工 工工

寺小岸ーァ塾？小学校フ高女？
工ノ＼ l 14 2 養教

鶏？小鳥
3 l 

牛，馬？豚？犬フ猫，
l戸工0 16 家畜の

工つム
最良ヲ良？和恵、？悪 j老衰
工2人工5 2 3 l足悪

vJ巴出
品目ベ~1:7c 康i窓

24戸自！［去車（有）14戸，3戸，電気洗濯機7戸，冷蔵原（有〉4戸フ電気J師長庫（有〉自家水道26戸？飲料水（井水〉 26戸，
4ん間食する 24人

自宅風呂
午睦するその他事項



小平地区における高齢者の生活環境調査第 S表 2

29人

勺

ra
門
〈

U
円。6

1

 

no 
門

む

つ

山

寸

斗

Q
〕

A
せ

1
4

円。
門
ベ
）
勺
ノ
山
内
ノ
ハ
】

円。
勺
A

－1

－14

Q
U
 

ーム
1
4
円
ノ
山

円。
円

U
門
ノ
山
門
ノ
山

円。，
 

G
V
ハ
ノ
ム
只
u

勺
J

Q
U

つU
門

h
v

つi
勺

ra

円
h
〉

門

J
戸

b

つU

勺
J才

人

民
V
1
4
1ム

寸

i

女

品令年
男
女

エ35, 150，ユ70, 200, 250, 270, 300, 320, 350, 390, 400, 460‘500フ 510ラ 520ラ 900
2 4 2 2 3 2 6 3 2 2 3 ♀ 2 l l l 

40, 50, 60, 68, 
iノ＼ 5 l l 

エ間？ 2, 3, 4フ 5ヲ 6, 7フ 8, 9, ユ0,ユ2
- 4?9 18 8 2 l 3 ユ－ l 

P.M. 

自宅敷地（坪〉

6.0, 6.30, 7.0, 7.30フ 8.0, 8. 30, 9. 0, 9. 30，ユ0.0，ユ0.30
1人 l l 2 8 工2 ユ5 2 4 l 

3 

4.0, 4.30, 5.0, 5.30フ 6.0, 6.30, 7.0, 7.30, 8.0 
l人 8 3 ユ9 ユ工 3 l l 

M. 5.0, 5.30, 6.0, 6.30, 7.0フ 7.30, 8. 0, 8. 30, 9. 0, 9. 30，工0.0，ユ0.30，ユL0，ユ1.30，ユ2.0，工2.30，ユ3.0
朝ユ人 5 13 ユ5 8 3 l 
思

.M. 6.0ヲ 6.30, 7.0, 7.30, 8.0フ 8.30, 9.0, 9.30, 10.0 
タ 4人工ユB ユ3 io 2 

エJrjl,5‘10ラ 15ヲ 20, 25, 26, 28, 30 
L人 3 4 l 4 2 2 30 

その他
ユ9

牛乳ヲ
工

煙車3

l 
すし，麺類，

3 3 
肉類ラ卵，

ユユ
酒類フ

ユ
アイスク 3ー飴菜子，

3 

その他
工8

園芸フ民謡ヲ
l l 

映画？
2 

ラジオヲテレビ，読者？
日人 2 6 

牛＇ J馬，豚，犬，鶏，猫
14戸12 22 ユ7

最良？ 良，精悪い
28ノ＼ 18 l 

自転車（有） 45戸3 午睡する 22人

2 38 4 

電気洗濯機（有） 8戸33）二l,5戸，電気冷蔵庫（有〉自家水道42戸，43戸3 飲料水（井水〉
23人

A.M. 朝何時に起床す
るカミ

食事は何時食べ
るカ込

（
〕

5
H）

数回
、，、
/fr 人

好な食物飲物

楽娯三
、

仕
ψj瞳

家畜の有無

い
ピ
出

ム目

ι
唱と康健

自宅風呂
間食するその他の事項



xx 小麦粉にふ、よほすy線！照射の影響

要 約

60Co r線照射によって製パシ用強力粉が受ける諸

変化を詳細に知る日的で 2.5～1056×104 repの範問

にわたる照射試料を調製し＇ pH, マノレトース・f1lli, 反

射光度， P アミラーゼ，水粘皮， アノレカリ粘）丸 酸

粘度，ペースト吸収スペクトノレp プアソノグラブ，ア

ミログラブ測定を行った。その結果T線照射によって

小麦粉の諸性質に著しい変化が生じ3 照射量の増加に

つれて低品質化を来すことを認めた。これらの変化は

蛋白質の変性p デン粉粒子および分子の変化に由来す

るものと思われる。フアリノ， アミロ両グラムでは

2.5×104repですでに変化が認められ3 30×144 rep 

以上の試料ではその変化は著しく 3 1056×104 rep照

射試：jDj.では小麦粉としての性質を完全に失うに至って

いる。

1. まえがき

近年放射線性同位元素の放射線を利用する目的で，

多くの研究が進められているが、それを実用化するた

めには，なお克服すべき問題が少ながらず残されている。

食品化学の分野においても種々利用法が研究されてい

るが，放射線の照射によって食品の主要構成物質であ

る蛋白質1), 2），炭水化物3入脂肪1）や栄養上重要なビ

タミン2），また食品加工／：：：－.， 品質に影響する酵素類叫

色素などに物理的，化学的変化を生じ，実用｜二多くの

困難な問題が残されている状態である。われわれは小

麦粉に種々の線量を照射しそれによって粉の諸性質

にいかなる変化を生ずるかを確かめるべく当実験に着

手したがp 予想以上に変化を生じ高蛋白質含量の強力

特級粉は照射量の増加につれて3 あたかも低蛋白質含

量の薄力粉のごとき特性を示すようになり，また色度

が増加し品質の（fi;Fを米たした。 2～3×104 rep程

度の低総量ですむ殺1l5)6）の目的に y糾H!?i身；j・命：を｛史）！ J 
する場合にはI）~~

殺百，j の目［巾に｛史JIJ するにはカピや：！！＼~完o.'I包｜量iの殺l芸｜品laH言： 
で、ある 20～60×104repで‘もt；｝の変質をご考l蓋に入れて

おく必、要があり， 200×104repもの高線量を要する芽

老

治

雄

養

勝

正

井

山

口

新

秋

道

寸
斗
B

ィー
A
1

養栄

胞生成l基iの殺l述となると，小麦粉としての特性がほと

んど失われる事を覚悟してかかる必要があろう。

Milner3）らの報告によれば 100×104rep照射の小

麦からでも製パンは可能であるが，対照、に比してその

製品の品質の低下はまぬかれず，照射によって混担耐

力が低下し，マノレトース佃iが増加し，そして粘度の低

下した粉では当然対照と同一の製造工程で製パンする

事は不可能であろう。

われわれの実験より Milner等の報告（照射小麦よ

り製せる粉のマノレトース佃i，プアリノグラブイ－，ア

ノレベオグラブイー，アミログラブイー，製パン試験を

行い， 小麦粉諸性質の変化を報告している）および

Pomerantz7〕の報告 Cr線照射により小麦粉のブア

リノグラム，アミログラムに激しい変化を生じ，また

小麦粉中に含まれる種々の酵素に失活が起ることを指

摘している）にあると同様傾向の結果を得たほかに新

しい知見がえられたのでここに報告する。

2. 試料および実験方法

2. 1 照射装置

東京水産大学設置の公称 lKC6°Co r線照射装置を

使用した。

2.2 試料

製パシ用特純小麦粉を使用し3 この 250g を内径

6. 5cm，高さ 8.2cmのポリスチローノレ製共栓円筒の

内容一杯になるようにつめ僚栓し， 2.5×104, 30×104, 

96×104, 370×104, 1056×104 rep照射の試料を調製

した。 2.5×104, 30×104, 96×104, 1056×10品rep照

射試料は DoseRate 24×104 r・／hrの「Cj筒形 6ocoパ

ケット IJ'lにてp おのおの 6分間， 75分間， 4時間， 44

時間四方より均一に照射し＇ 370×104 rep照射試料は

Dose Rate 8. 5×104 r/hrの回転台にて 43ll寺問 30分

照射した。 2.5×104 rep照射試料は線源の移動ll寺聞を

考慮に入れると尖II？，｛の照射量は幾分多くなっている。

2. 3 尖験ガ法

2. 3. 1 水分試料5gを 105°C で21!寺間乾燥し，

乾燥前の重量との差をもって水分とする。
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2. 3. 2 pH 試料 5gに 40ccの蒸溜水を加えてよ

く賢持し？ 日立 EHP-1m! pHメーターを使用し， 5 

分間以内に測定する。

2. 3. 3 マノレトースf1lli法 A.O.A.C.B） に従い試料を

30°Cで1時間処理し， 還元力を測定し，これを小麦

粉 lOg中に含まれるマノレトースの mg数に換算して

表わす。

2. 3.4 (3－アミラーゼ活力 i) :J1llll 1：一試料 lg,

M/5 pH4酢椴緩衝液 25cc，トレオ…ノレ lccに蒸溜水

を加えて lOOccとし 30°C で5llij:llり－！111/Jlし，遠心比

減し上j畳j告をとり M/20pH41N何度緩衝械で、 10!t!rl乙

希釈する。

ii）活力測定：前1記.!J¥1出液 2cc,M/5 pH5酢円安緩衝液

5ccを 50cc容メスプラスゴにとり？これに百iJi岩間：デ

シ粉 1%, トノレエン 1%になるように反応1J:'U夜を調製

し蒸溜水を加えて約 48ccとする。 50°C で 1JI寺間作

針で示しp 自動的に筆記するようにしたものである。

主として小麦粉中のクソレデンの量および質の判定に用

いる装世であるO

2.3. 9 アミログラブ測定 プラベンダーのアミロ

グラブを使用する。試料を無水物に換算して 56.23g‘

秤取し蒸溜水450ccを加えフアミログラムをとる。

ブラベシダーのアミログラフでは 2分間に 30Cずつ

！二昇し， ~~lj度化を自記するようになっている。

3. 結果および考察

3. 1 試料小支粉の成分を去 1に示す。

表 1 試料の一般成分表

JFJさせ反応倖止に N-NaOH1容i夜 lccを加え＇ ！.長沼 試＊~1－は照射器；の増加につれ黄色を＋11：びてくるO その

水にて定容する。この反応混液 5ccをとり，ソモギ一 変化は 96×104rep以上の試：jS［.で、は肉眼にでも認知さ

法のにより測定し，マノレトースに換算する。活力は試 れる。

料 lmgに相当する酵素j夜が前記条件下で、生じたマノレ 3.2 水分 照射による試料水分の変化は当実験に

トースの mg数で－表わす。対照は前記反応j昆液に直 おいては認められない。

ちに N-NaOHlccを加えたものを用いる。 3. 3 pH 96×104 rep照射以ヒの試料には明らか

2. 3.5 水，アノレカリフ円安各粘度の測定 Mc Micael に pHの変化が認められ酸性に傾く。小麦粉のような

の粘度計を使用しA.A.C. C.法に準じて測定するの 緩衝力の強い物質において，このような明前な変化を

2. 3.6 粉一水系ベースト吸収スペクトノレ測定 試 生ずることは，後に示すマノレトース師の増加およびア

ii'!・ 20gに 19ccの来潟水を加え，ぺーストをつくり， ミログラブの変化と考え合せると，おそらく高分子物

オパーノレグラス 1枚の透過光線を標準とし 3 このぺー 質の Depolymerizationのみならず、クソレコースが有

ストを厚さ lmmのセノレにはさみ， 370～640mpの 機rrをに変化しているためであろう。

問の吸光度を測定するO 3. 4 反射光度 各試料の反射光j支を測定してみる

2. 3. 7 反射光度の測定 試料 15gに蒸溜水 25cc と，表 2のようになり，反射率は照射量の増加につれ

を加えた，いわゆる，ケシトジヨシペーストを調製し， て減少し変色していることが知られる。

460mpおよび 530mpにおけるこのペーストの反射

率 nI変化マグネνワムの反射光度を 100とする）を反

射型分光々度計を用いて測定する。

2. 3.8 プアリノグラブ測定 プラベシダーのプア

リノグラブを使用する。試i＇~I-を無水物に換算して

43.25g秤取し 適当に水を加えて対照のブアリノグ

ラムの最高粘桐j支がプラベンダー単位の 500の線に達

するようにする。当実験では加えた水の量；は対照試＊＇＇・

の秤取重量の 61.4%で、あった。告試料開の差異を明ら

かにするため 61.4%の定水分ブアリノグラブ測定を

行った。ブアリノグラブは？小支j!；） の出1§!11告の•／fl：状を

知るための遅速度j則空機の一種で，一定温度で粉 水

混和物のi混担を行い， j昆jf，＇.機の IW~に対する抵t/1：の変化

を表わす Dynamometerの変｛立をスケーノレ上を動く

表 2

R53料＝

I kアoJ I 

対照 01 13.9 

日1「「
75. 7 

2. 5×104 13.9 5. 69. 75. 7 

30 II 13.9 5. 67. 74.0 

96 II 工3.8 5. 64. 71. 3 

370 II 工4.0 5. 60. 69. 2 

1056 が エ4.1 4. 47. 58. 2 

*R16および林R5aはおのおの 460mpおよび 530

mpにおける反射率

3. 5 マノレトース＇f111iおよび (3－アミラーゼ活力 96 

×104 rep試料を除き， 30×104rep以 l：で十土照射量の

増加につれてマノレトース・fffJiは増大する。 1056×104rep 
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では対照の 1.6倍に達する。また戸ーアミラーゼ、活力

は照射量の増加につれて減少し， 1056×10勺 epでは

尖にその 80%近くが破壊される。 マノレトース｛！日iは

30υCで 111年11.¥j処却しているのであるから，成：uアミ

ラーゼの作用により生ずる還元基も考慮する必要があ

るが，また SeamanIO）らの報告にあるような照射に

よる還元去の増加も含まれる事と考えられる。これら

の結果を去 3に示す。

表 3 マルトース価および Fアミラーゼ活力表

照、 射 最 マ ノレ 一 ス価 {J－ ア
、、、 フ 一 ゼ

マノレトース佃i

(rep) 
Jl'弓汗し、l『 H円~'1百、~~~J_ァ y 活 'I生 度

(MV) 

対照 0 320 

2. 5×104 321 

30 II 332 

96 II 304 

370 II 402 

1056 II 505 

3.6 水，アノレカリ， ~i妻名指lj度 表 4に各種 1'1riJ支の

測定値を示す。対照の水p アノレカリタ円安各懸潤11互のpH

は各々 6.9, 8.0, 2.9 で、あったが， 照射試i＇~I·の pH

は幾分異っていると思われる。水およびアノレカリ粘度

は 30×104rep以上の試料で、は，照射量の増加につれ

て増大し， 目安事［i度は逆に減少する。 370×104repで

は水およびアルカリ粘度は対照のそれぞれ2.l{tf, 2.4 

倍となり酸粘度は 0.6倍と減少しp 1056×104 repで

はアノレカリ粘度は 3.0 ｛九除名1il支は 0.1倍と激しい変

化を示す。水およびアノレカ y~~＇i度の増加はデン粉の可

溶性化および親水力の増加等のためと考えられ，般1'iEi

度の減少は蛋白質の膨潤度の減少によるものと考えら

れる。

表 4 水3 アルカリ，酸各粘度表

照射量（rep)

対照 0

2. 5×104 

30 II 

96 II 

370 II 

1056 II 

（単位 センチポイズ）

3. 7 iEf) 水系ペースト吸収スベクトノレ 2. 5×10壬

repでは対照と差異が認められないが， 30×10'1 rep 

以上では 405mpに訂する極大の山が減少し＇ 37×104 

repに至ると消滅してしまう。スペクトノレは照射量の

増加につれ順次変化し 3 1056×104 repでは他の試料

と著しく異った様相を呈する。

100 23.2 ユ00

エ00 23.4 101 

104 23.0 99 

95 21. 7 94 

126 15.4 67 

158 4.8 21 

3.8 定水分ブアリノグラブ測定各試料のブアリ

ノグラムおよび、その特性値を図および表5に示すe

表 5 定水7アリノグラム特性値

照射最（rep) D-p. E5 I Eia I安定度

対照 0 9.5 500 0.1 0.4 19. 

2.5×1Q4 9.0 525 0.3 0.5 18. 

30 II 2. 0-555 0.6 l. 0 7. 

96 II 2. 0--565 0.6 1.8 6. 

370 ／／ 2. 0-670 3.6 4.8 1. 

1056 ／／ 鼠 関せず

吸水率…全試料とも 61.4.% 

n ..…・最高粘刺授に到達する時間（min)

μ……到達せる最高粘調度（プラベシダー単位）

E5……Dから 5分間後のグラム中心線の低下 Cl11

数

Eia・＂… II 10分間後の か

安定度…グラム最高指＇；調度の線に来っている時間

(min) 

2. 5×104 rep 試i＇~f.にすで司にわずかながら変化が認め

られ 1056×104rep試料では？もはやブアリノグラム

の展開が生じないほど激しい変質を来たした。照射量

の増加につれ， i）最高指＇；制度が増加し ii）生地展開

H寺間が短縮し iii）安定伎が著しく減少し時間の経

過による引制度減少の！見合が大となるO i）より主と

してデン粉粒子および分子の変化が考えられる。すな

わちミセノレの崩JtJ，分子高l；合の開裂により試料のl及水

率が増加したためであろう。 ii)iii）よりグノレテンの

変性が認められp 照射：量の増加につれて製ノミン用強力
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粉のブアリノグラムは順次低蛋白質含量の薄カ粉の特

性を示すフアリノグラムへと変移していく。

これは 1’線照射によって SR基の破壊等の蛋白変性

を1日し，そのためミキνシグによるグノレテ γの民tmが

減少してくるものと考えられ，遂には小麦粉としての

特性を完全に失うにいたっている。

3.9 アミログラフ測定 色試料のアミログラムお

よびその持性値を国 3および表6に示す。

表 6 アミ口グラム特性｛直

一一一一一一一一一一一

60°C 67. 5° c 
一一一一一

20 100 

2. 5×104 20 100 

30 ／／ 20 100 145 

96 ／／ 25 135 160 

370 II 25 70 65 

1056 II 55 60 40 

照射量の増加につれて， i）糊化開始温度が低下し，

ii）低温で最高Wi度に到達するようになり， iii）最高

粘度の舶が｛氏くなる。アミログラムは当然試料中に含

まれる蛋白質3 酵素類の影響も考蔵されねばならない

が3 このデーターからデシ粉に大きな変化が生じてい

ることが察知される。 2.5×104 repですでに変化が認

められ＇ 30×104 rep以上．においてその変化は明Ii京で

あるO 370×104 rep以j：に至つては正常の小麦粉のア

ミログラムとは言い難く，あたかも発芽小麦よりひい

た粉のアミログラムのごとき様相を呈しているO

結語

2～3×104 repほどの低綜量（殺虫線量）では小麦

粉の質的変化は無視しうるが＇ 30～100×104 rep （殺

前線量）では y線照射による小麦粉諸性質の変化を？

特に食品加工J：は卜分考慮に入れておく必要がある。

薪胞の殺菌には 150～200×10'1repを要するといわれ

るが， 100×104rep以上の高線量では，小麦粉の質的

変化が激しし、から，滅菌の目的でr線照射を利用する

ことはほとんど実用性はないのではなかろうか。小麦

粉に対する y線照射の利用法としては，殺菌法として

の利用法より蛋白質やデン粉のごとき高分子物質の質

的変佑をとらえ，これを何か他の目的に利用すること

の方がより実用性があるのではないかと考えられる。

付記

この報告は，われわれと償山義春氏（日本製粉株式

（粘度単位はプラベンダー単位）

度 最高~；i度到（達お。よび
糊温（化OC開）始度

93. 0° c 温それ度に すC)る

415 450～91.5 62 

415 450～91. 5 62 

240 320～87.0 61 

200 255～86.0 60 

40 80～64.5 60 

35 80～62.0 58 

会社中央研究所）， 岡田郁之助教授（東京水産大学）

との共同研究によるものであり，すでに工業化学雑誌

第62巻・3 4号 562～565（昭和34年）に発表されたもの

である。
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図 1 粉一水系ペースト吸収スペクトル

(1）対照（2) 30×10'1 r印刷 96×10勺 ep

(4) 370×104 rep (5) 1056×104 rep 

図 2 定水分フアリノグラム
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図 3 アミログラム
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XXI 生体，食糧中の Strontiun1測定の意義

bよび濃度について 第 1報

栄養科

序 受d診．

iiffil 

Calciumと化学的性質の類似している Strontium

はCalcium摂取の｜療に不純物として生体内に入り，

Calciumと共に骨組織の一部となって沈着する。核爆

発実験に依って生じた RadiostrontiumもNatural-

strontiumの同位体にほかならないので生体内に入

った場合は，やはり骨組織に沈着して骨髄を照射して

白血病3 骨の腫療等を惹起すると，思われる。

核爆発実験によって生じた Radiostronti um (go Sr) 

は対流圏，成層間よりの降下物，いわゆる死の灰，（fall-

out）となって大気，大地を汚染する。 9osrが生体内に

入る経路は，この汚染された大気の中のチリに含まれ

ている日osrの粒子を吸入するかp汚染された大地から

食物？店環を通つての経口的な隈取であって a）植物の

上に積るか，土壌から植物に吸収されるか， b）食肉，

牛乳による動物を経由するか c）飲料水が汚染される

かの経路であって，すなわち環境，食物等の汚染によ

ってである。

成屑圏降下物は対流圏降下物に比してゆっくりと数

年の長期間にわたって地球表面上に降下する。従って

go Srの地上の蓄積量，生体の汚染度は今後共に増加す

る危険性を考えるべぎである。外界の汚染度と人体の

汚染度は期間的にズレがあって，現在ではまだ 9osrの

外界の汚染度と，人体の汚染度とは平衡に達していな

い。ωわれわれが今知りたいのは 9osrの汚染度が外

界と人体との聞に平衡状態に達した場合，どの程度人

体が 90Srによって汚染されるかである。

Discrimination Factorの定義

生体内に入った訟を生体は自己の有する生化学的

作用によって，完全ではないが3ある程度 SrとCaを

差別する能力を有している。この差別作mは生体l)'.Iの

種々の生物学的過程において Caと Srに対する生体

の態度に相違があると思われるためである。

このSrとCaの代謝の若，差別作用を C.L.Comar(2〕

は DiscriminationFactor(D.F.）差別ltl子と定義し

新井養老 秋山勝治

酒 井 十数 関 博麿

梶山文江 添島矩子

た。

この D.F.の研究方法として Radiostrontiumと

Radiocalciumを1凹または長期間投与しての二重追

跡子j去による実験的 D.F.を求めた報告は）（4〕〔5)(6〕はす

でにある。

国連科学委員会の定義によれば， D.F.は次の式で

示される。 D.F.を，前駆体（たとえば食物）と生物体（た

とえば骨）が平衡状態にあるとき，前駆体と試~：3j.中の

SrとCaの比を比較することによって示している。

D F J五色－~－J~
（前駆体→託料） Sr/Ca 前.＠I~体

現在各方面において 9osrの測定が行われているが，

前述のごとく食物循環と環境との問にまだ平衡状態に

達していないので＇ 9oSr のみを測定したのでは汚染の

状況は判明するがp 生体の有している D.F.は判明し

ないし，将来日0Srが平衡状態に達した時の人体内蓄

積量，許容量の推定は困難であるO そこでわれわれは

すでに平衡状態に達している天然の Srと Caの量を

生体，食紹；について求め，生体の有している D.F.を

算出し，将来の gosrの体内蓄積量を推定しようとす

るものである。

測定方法

現在 Srの測定方法としては浅利民弥氏の発煙Tii'lilli空

法（7),Emission Spectrometer〔s),Fla mephotometer‘ 

(B)Activation AnalysisC9J等があるが，大量の Ca中

のSr定量法としては浅利氏の定量法が多く採られてい

るので，われわれもこの方法に従って測定した。 Ca

量は？古法に従って過マシガシ椴カリ滴定法で行なった。

結果

試~8／.としては獣骨のうち，東北，！）~］Ji/~，九州のもの

について SrとCa量を測定した。 （表 1)

考按3 結語

90Srが環境から人骨の1:1ごlに入る過程を制べるにはF

9osrおよび Srの土壌から植物，植物から家畜，人間

へとの移行を調べなければならないし， gosrがある段
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表 1 獣 骨 中 Sr, Ca 量

種 類 年令性別 珪 1出 灰最中 Ca% Sr/ lOOCa 採 取 年 月 取 地

大 腿4二 骨 4 才色 群 J尚

4二
3.5才一 群 馬即j ,n岡丸

牛 6 オ‘ ♀ よ三 11埼
肋 骨－

大腿，馬 骨 戸υ 才 ♀ ilJ 7巴

大腿馬 骨 5 才 ♀ 不pヨr 子

階から次の段階に移る日寺にどの位移るかを知るために

Discrin1ination Factor が必要となってくるので土

壌から数段階を経て人間に入るまでの 9oSrの過程を

土壌→牧一草→牛乳→人間と仮定して考えると

D. F.ニ D.F.×D. F.×D. F. (6) 
（土→人）土→草草→乳乳→人

となるので， D.F.を算出するには土壊，植物，家畜ヲ

人骨等について Sr, Ca比を求めなければならないが，

定量法としての浅利氏の発煙Tiflj~j安法はかなりの時聞を

要し，かつ大量の試＊＂＇・を必要とするので，今回は実験的

段階としてニ，三の試料について行なったが，今後定量

法を検討して実験を行う予定である。

Ca量はいず‘れも灰量（灰量としてlOOgをとった）の

約38%であるが， Sr・は牛に比して馬の方が約 2倍量

のものもあったがう例数が少いし実験開始後間もない

のでう結果を検討出来る段階ではない。また 90Srを

求め比放射能を出すべきであるがう満足する測定条件

を得られなかったので？今回は行なわなかったが，現

在までの成績を一応報告する次第である。

本要旨は第22団東京都衛生局職員業務報告会におい

て報告した。

38.1 0.07 1958. 6 対ミ ノ仁リ二J二、l 

37.2 0.08 ユ958.6 東 五」1品

38.1 0.08 1958. 8 長 11埼

38.0 0.16 1958. 9 東 思

37.4 0.11 II 東 尽
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XX≪ 牛乳中の大腸菌群の熱抵抗性に関する

実験的研究， V熱衝撃を受けた大腸菌の

培養基に対する発育態度について

（本論文の要旨は昭和3L1年 4月3日p 第31恒！日本獣

医学界において発表した）

工まえがき

市乳中の大腸菌n平の由来については？その原！Zilが殺

菌後の二次汚染にあること，殺菌温度およびI時間が規

定通りに実施きれなかったのではないかということ，

さらに先に報告1）したように3 大腸菌群の死械が単分

子反応式（Monon1olecularreaction equation）に従

うことから原料乳中に大量の菌が帯在したので、はない

か，などがあげられる。なお，殺菌直後検査すると陰性

なのに，数時間経過後再検査すると陽性を示すことが

往々みられる。この問題については，当然その間に増

殖あるいは汚染の事実があれば，さして疑問とするに

はあたらないのだが3 実際には充分冷却保存の処置が

構ぜられており，菌の増殖も 3 また汚染の機会もみら

れぬような条件の下においても，なおこうした現象が

みられるところに問題があるわけh である。この点につ

いては松井2）らも述べているように，殺菌乳中に大)J号

菌i洋が極く少数存在する場合には，検査量が少いと 3菌

の証明される場合とされない場合とがあるということ

も一応考躍しなければならない。しかし，これだけで、

はまだ｜陰性が陽性に転ずるという問題が充分に解明さ

れない憾がある。この疑問を解く鍵として，なお 2,3 

の因子が考えられるわけであるがp そのーっとして，

熱あるいは化学的物質により活性を失った大腸菌群が，

Metaboliteの刺i誌により復活するという Taylerお

よび Heinmets3）らの考え方をあげなければならな

い。 1954年 Taylerおよび Heinmetsらは Coliを

対象として， これを熱p 塩素3 過F由化水素，エナノレア

ノレコーノレで、処置したものと， さらに処置後クエン般？

乳隙う移阿佐ワ：で一定ll~j:11¥J処持したものとの発育fB］数を

比ij皮~~UJ したところフ手L献のような Met日bolitc: の作

用をうけた菌が復活する事実を発見した。このことは

獣医衛生科春

日大大学院 松

田三佐犬

本昌雄

牛乳の殺菌，またJ]~素剤による器械器具の消毒の場合

にも当然問題になる点である。さらに今一つ考えねば

ならぬ点は，すでに Eijkmann4), Burke5) 6）らが述

べているように，被加熱闘の菌数測定の場合，培養期

間の長い程集溶数が多く p 芽胞では特にその傾向がつ

よいという事実であるO この現象を休llf~ （Dormancy)

と称し，このような休限期間の存在は，恐らくl波地され

た重要酵素の再生に時間がかかること 3 および障害を

うけた菌体が3出地中の何等かの毒性物質に対して3強

い感受性を示すことに原凶すると考えられている。わ

れわれも過去において，これに似た現象を経験してい

る。すなわち3 本研究の第E半1~1) において少しく触れて

おいたように，熱衝撃を受けた大腸菌！？平をi古地に接種

してみると，牛乳培地および乳糖ブイヨンに接種した

ものでは？発育が認められるまでに可成長時間を要し

たが，相当長時間加熱されたところまで発育がみられ，

したがって熱苑点（ThermalDeath Point）の高いこ

とを示した。これに対して B.G.L.B.では，比較的加熱

H寺問の短かいところですでに発育を示さず，熱宛点が

低くなることを認めた。またわれわれが市販の牛乳を

実際に検査する場合？デスオキ乙／ゴレート寒天による

37°C, 24時間情養では，大腸菌群集落の発生がみられ

ないのに，さらに 481時間まで培養を続けると 3典型的

な大腸菌群集落の発生をみることが屡々あるO しかも

その菌を乳糖ブイヨンに接種すると 24fl寺間以内に酸

とガスの形成がみられる。したがってこのような菌は

Lactose slow司fermenterではなく，デスオキνコレ

ート寒天における一時的な発育遅延現象とみることが

出米る。以上述べた事実も恐らく Eijkmannらのいう

休日民現象，あるいは Taylerらのいう担活現象（Res-

to ration）と深いl¥llifil'i"I：をもつものと考えられる。

］＿；）、［：に述べた諮問胞については3 今後殺j'.f,j礼（牛乳

その他）中の大腸菌群の白米を追求する場合に十分考
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慮すべきものと考える。

そこでこれらの問題の中から，特に休日民という問題

を考慮して，熱衝撃を受けた菌の培地に対する発育態

度について，遠藤lj•\J出および最近使用されるに至った，

大脱出Pl宇検査m1主rn!M店地であるグスオキνコレート寒

天を後t~ji養出j也として検討を試みたところう興味ある

知見を得たのでここに報告する。

JI 実験方法

本実験に使用した菌株は，当研究所の北村が豆腐か

ら分離した，かなり熱抵抗性の強い E.ColiI型T 57 

1宋である。実験に＼~~しては予め Heart Infusion broth 

(pH 7. 4）を用いて 37°C に 24時間ずつ 3代継代暗

養した菌をmいた。加熱ff) mediumは脱11旨乳（乳隙

々皮 0.16%）をmい，供試菌量は加熱用 medium9 

ccに対して前記菌液 lccを添加し， mediumlcc当

りの｝岩量を 1Q9～1010程度合むようにした。加熱方法

は漸j曽加熱法，すなわち，あらかじめ一定温度に保持

した恒温槽に菌液添加1済の加熱用 mediumを容れた

試験管（径 2.2cm，高さ 9c111, j豆さ ln1111の共蓋付

試験管）をJ1'fi入して加熱する方法を採用し3また恒温槽

内の温度分：(fjを均一かつ一定に保持するために，恒温

槽i匂を電動式かく j芋器で絶えずかく持した。温度計は

日本薬局方標準水銀計 2本を使用し， 1本は恒温槽内

に直接， f也の 1本は対照の加熱）目 medium 内に挿入

して，槽内と試験管内の温度との問に変動を生じない

ように注意した。生残菌の検出測定は，まず加熱直前

のもの3 所定加熱温度到達時，さらに保持期に入って

からは一定時間ごとに行った。なお一定時間ごとに取

り出した試験管は直ちに 40C以下の氷水中に投入急

冷し，培養までそのまま保持した。実験（1）では培地と

してデスオキνコレート寒天“栄研円を？実験12）では

デオスキνコレート寒天“栄研”と遠藤培地（自家製〉

を併用し， 実験（3）では上記2培地のほかに B.G.L.B.

培地を加え， それぞれ 37°C72時間培養し， 24時間

ごとに菌の発育状況を観察した。供試菌H支は培養菌液

そのままでは種々の大きさの菌塊（Clump）を含んで

いるために，これらが熱抵抗性に影響することが懸念

されるので，不揃の菌塊をj:JJ;[捻し，出来るだけ均一な

菌集団（Population）を得るために， Reacl7）らの｛却

にならい，添加前， 東洋ろ紙 No.7をfl]いてろ過し

た。加熱温度およびi時間は実験（1）では 61°Cで 15分，

実験（2）では 62°Cで10分，実験（3）では 63°Cで30分

とした。

E 実験成績

1. 実験（1）の成績

上記の方法で61°Cで 15分加熱し， 61° C到達時，

61° C保持後 5分＇ 10分， 15分と 5分ごとにそれぞ

れ生残菌数を測定した。この｜祭のいわゆる予熱期は 6

分であった。その結果は第 1表に示すように3 加熱前

のものではデスオキνコレート寒天でも 20～24時間

第 1表 61°C 加熱菌のデスオキシコレート寒天における発育態度

37°C-24h 37° c 48h 37°C 72h 

菌 数｜対数｜菌 数｜対数｜菌 数 i対数

加熱直前 12×1010 12×lQlO エ1.0 12×lQlO 11.l 

(61°0c到分達） 37×107 8. 38×107 8.58 38×107 8. 

5 7八J 31×106 7. 49, 36×106 7.56 40×1Q6 7. 

10 分 工工× 1Q5 6. 04! 31×105 6.49 33×105 6. 

15 分 17×工O壬 5.20 53×101 5. 72 67×101 5. 

で全集落の発現がみられ＇ 48～72 ll寺間出養しても集 時間以降あまり増加はみられぬが，長時間加熱された

落数には変化がなく，単に集落の大きさを増すのみで もの程 24iJ寺問に発現する菌数は少なく， 481時間， 72

あった。それに反し加熱された場合には 24日寺i札 48 時間と漸次発現菌数の増加がみられるに至ったO また

H寺間， 72時間出養によってそれぞれ菌数の差がみら 長時間加熱されたもの程？発育集落が小さくなる傾向

れ，漸増しているO またう時間が短かい場合にはその を示した。

差がほとんどないのに以しp 加熱H寺間が只くなるに従 2. 実験（2）の成績

って 3有の11'¥Jの主が日n羽：である η つまり知IJ!j=11¥J加熱さ ドX!li6； では 62° じで’＇j~l~，j!(l ）と lidl主の刀法で加熱を行

れたものでは 24n守山でさ主残i誌の大部分が発現し3 48 い3 この場合は加熱時間を 10分とし） 62° C到達II与お

( Hil) 



よび62°C保持後 2.5分， 5分， 7.5分， 10分と， 2.5 保持後5分＇ 10分司 15分， 20分ラ 30分と， 5分ごと

分ごとに生残菌数を測定した。この際の予熱期は 5分 に生残菌数測定を行った。このI~~の予熱期は 4 分前後

で、あった。その結果は第 2表に示す通りでp 大体実験 で‘あった。その結果は第 3表に示す通りで？大体（1),

(1）と同様な様相を示し，やはり長時間加熱されたもの は）と同様な様相を示したが，この場合には 63"C20分

程菌の発見がおくれることを認めた。なお，デスオキ の点で，阿倍地問に著しい開きがみられるに歪ったo

vコレート寒天と遠藤培地とをくらべると後者の方が すなわち） 37° c) 2411寺問では3 遠藤培地にはかなり

圧倒的に高い数値を示し， 雨情地聞に 24fl寺問でかな の発育がみられるのに，デスオキνコレート寒天には

りの聞きがみられた。これは（1）の場合よりも加熱温度 菌の発育が全くみられず） 48時間自に至り急激に発

が高いことも影響していると思われる。 〕見をみるに至った。また 63°c) 25分加熱の点で十主

3. 実験f3）の成績 37° c' 24時間の培養でデスオキνコレート寒天，遠藤

本実験では 63°Cでこれまでと同様の方法で加熱を 培地いずれにも菌の発現がみられず， 48時間に至り

行い，加熱｜時間を30分とし， 63°C到達時および63°C 両者に菌の発現がみられるに至り，しかも両培地問の

第 2表 62°C 加熱菌のデスオキシコレート寒天と遠藤培地における発育態度

加熱直 jjfj

0 分
(62° C到達）

2. 5分

5 分

7. 5分

37° c 48h 

コ｜遠藤培地｜デス才キνコi遠藤培地
｜ ｜レート寒天 I 

対数｜菌数｜対数｜菌数｜対数

10×108 9. 00 10×108 9.00 
10Xl08' 9.叫1山 1伊 9

19×106 7.28. 61×106 7. 79 21×工06 7. 13×107 8. 

72×105 6.86'. 32×工06 7.51 16×工06 7. 50×106 7. 

工2×105 6.08' 36×m I 6. 56 21×105 6. 20×106 7. 

30×104 5. 48 28×105 6.42 62×104 5. 42×105 6. 

10 分 l15＞く104 5.18 16×105 ! 6.20138×10什 5.58120×105I 6. 

第 3表 63°C 加熱菌の各種培地における発育態度

加熱直前 8.85 山よU l十 8.85 8.57 
十

8.54 

(63°0c到分達）
76×105 48×1Q5 + 85×1Q5 49×105 

6.88 6.68 6.93 6.69 

5 分
55×101 工3×105

十
82×10壬 14×105 

十
5. 74 6.11 5.91 6.15 

10 分
36×10a 16×1Q4 

＋ 
15×工04 I 20×工04

十4.56 5.20 5.18 5.30 

15 分
10×102 28×1Q3 十 l 27×102 65×103 

ート
3.00 4.45 4.43 4.81 

20 分 。 28×102 14×102 14×1Q8 
十

3.15 4.15 

25 分 。 2.0×10 工5×10
十

1.30 2. JJ:3 

30 分 。 。 0.1×10 12×10 
2.08 

( 1G2) 

コ（遠藤培地

対数

lOX 10 I川 10× 9.00 

21×106 7.30 15×lOi 8.26 

7. 70 

23×工05 6. 20×106 7.30 

12×工05 6. 55 × 10~ 6. 74 

6.48 

8.85 
，＿；；ハムU I －ト

8. 57 

85×1Q5 50×105 1÷ 
6.93 6. 70 

82×101 14×105 1 十
5.91 6.15 

15×工Q4 26×工01I寸I 

5.工8 5.42 

30×1Q8 83×108 l十
4.48 4.92 

18×102 16×10s I + 
3.26 4.20 

3.6×10 20×10 1 十
1.56 2.30 

0.工×10 l. 7×10 
2.23 



開きがさらに大きくなり，菌数においても両者間に 1

けた以との開きがみられるに至った。なお， 13.G.L.B. 

では 72時間以ヒ培養しでも〉 63° c 25分以降の処で

は菌の発育が認められなかった。

IV 考察および結論

以上 E.coli型株を用いて，これに 61°C, 62°C, 

63° Cでそれぞれ加熱し 遠藤店地とデスオキνレコ

レート寒天を用いて生残菌の検出測定を行い？その結

果から，培地に対する被加熱菌の；程度を検討したとこ

ろ，未加熱菌は所定の培養期間で完全に全集落の発現

を終るが，被加熱菌で、は長時間，あるいは高温で加熱さ

れたもの程発現がおくれる傾向を示し，さらに加熱温

度のヒ＃l・，加熱1時間の延長にともない弓その傾向が大に

なる事尖を認め？特にデスオキνゴレート寒天の方が

遠藤培地よりもその傾向が顕著であることを認めた。

ことに 63°C30分加熱した実験（3）の成績にみられるよ

うに，加熱の末期においては， 241時間培養では，デスオ

キνゴレート寒天に閣の発育が全くみられず） 48時間

に至り急激に集落が発現する事実はp 本山地による検

出測定のためのよ1＇~（養時間が，一般に20～241時間でよい

とされている点からみて等間視出来ない事実と考えら

れる。したがって3 このことを，牛乳の工業殺菌処理の

場合にあてはめて考えてみると，もし殺菌］直後に検査

すると，実l~iには陽1生であっても｜注目；と判定する結果

を招来する危険性がないとはいえない。また菌の熱抵

抗性をみる場合，その熱死点を測定するに当ってう以上

の点を考庖：しないと，判定をあやまる場合があると思

われる。つまり，菌の熱死点は生残菌をJ:t~f養するときの

培地の組成および培養時間の長短によって，容易に変

動するということである。このように加熱をうけた大

腸菌群の培j由における発現がおくれることうさらにデ

スオキ νコレート寒天のような特殊選択l~＇~ij由でその傾

向が顕著な事実は，そのj京区！が加熱により障害をうけ

た菌の酵素活性の回復にi時間を要すること，および障

害をうけた菌が本店地に含まれるデスオキνコーノレ酸

ソーダの発育阻害作用に対して強い感受性を示すため

であろうと思われる。 B.G.LB. 出j出の場合にもこれ

と同様な現象がみられると述べたが， これも br・il-

liantgreen の発育抑制作用に対して3 いわゆる静菌

的（bacterio-stastic）な状態にある被加熱的が強い感

受性を示すことによると考えられる。以卜．の諸現象は，

Eijkmann, Burke らのいう，いわゆる休u民現象と考

えてよいのではなかろうか。したがって，菌がさらに長

く加熱される場合には休日民期間がさらに延長し，加熱

の末期に至りなお残在するI誌については？場合により

発育をみなくなることがあるのではないかと推察され，

実際には十であってもーと判定する結果を招来するこ

ともあり得ると考えられる己ところが，このようにほと

んど不活佑された菌でも一定期IW，特に Heinmetsら

の誠告したような良好な Metaboliteを多量に含有す

る培地（牛乳もその 1っと考えられる）におかれた場合，

いわゆる復活現象をfilし？デスオキνゴレート寒天の

ような培地でも再び十分発育することがあり得るとも

思われる。

以 1~.要するに被加熱r.oBiが出j由に発育する場合3 休眠

期間をもっていることは3 現在のような大腸菌群検出

用l{'i地をFjjいる検査法で？殺菌操作完了直後の牛乳に

ついて、殺HM効果フ衛生活；Jll［の是非~1＇：日定ならびに市販品

の品質検査を行うlltiに特に3考慮さるべき点と考える。

いずれにしてもこのような問題が牛乳検査の場ι殺

l道官後｜注目二で，しばらくして検査すると陽性になると

いう疑問に対して， Heinmets,Taylerらの復活とい

う問題との関連において p これを解く鍵の一つになる

のではないかと考えられる。そうした意味から将来さ

らに詳細な検討がなされるべきものと思う。

稿を終るに臨み，笹ll懇篤なる御指導と御校閲を賜っ

た東京医科歯科大学教授柳沢文徳博士，ならびに国立

公衆衛生l境衛生獣医学部長松井武夫博士に対し満腔の

説L患を衣するものである。
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xx臨 牛乳中の大腸菌群の熱抵抗性に関する

実験的研究 VI 殺菌H寺にjミ、ける牛乳中の

大腸菌と共存細菌との問の U association の

有無に関する実験的考察
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（本論文の要旨は昭和34年10月16日第151TII日本公衆衛生学会において発表した〉

I まえがき

牛乳中に存在する大腸菌群が加熱殺菌により死滅す

る Jr~~に単分子反応式に従い，時間の経過につれて対数

的減少を示す事実については春日！日が既に実証し，こ

れを報告している。しかし笑l~iに牛乳の殺菌が行わ

れる場合は，生乳中に大腸菌群だけが有：在するわけで

はなし各種の細菌が各様の菌叢を形成しているわけ

であり， しかもそれらの菌数，その比率も区々である。

そこで，このような場合，果して大腸菌群が単独に存在

する場合と全く同じ死滅過程を示すか否か，言い換え

れば大腸菌群が共存細菌から何らかの影響をうけて，

その死滅過程に変｛七をみせるか否かが疑問になってく

る。このような問題についてはまだ報告がみられない

が，これに関連があると思われるような報f~d.！＇＞すでに

LangezJ, Behrens3), Huckel4），木俣5）らによってな

されている。すなわち， Lange, Behrens, Hiicl臼 1

らは，加熱により死滅した細菌を，その生細菌の浮櫛i伎

に加えて加熱した結果，生細菌の熱死点、（Thermal

Death Point）が死菌を加えないものよりも延長する

ことを認め，この原｜却を死菌が生菌を保護することに

よると考えた。さらに木俣3二戸も pH6.9の M/15燐般

塩混液に一定量のゼラチンをj容解しp これに Pseudo-

monas fluorescensの生産iを懸濁浮櫛させたものと，

ゼラチンの代りに本菌の苑菌，寒天培養 2斜面分を浮

加させたものとを加熱してp その熱苑点を測定した結

果，ゼラチンおよび死菌を加えたものの方が，何も加え

ない対照にくらべて，熱死点が高くなることを認め，

Langeらと同様にこの原因を細菌蛋白質の保護作用

によるものとJH；測した。また3 細品iを力日1熱する場合に

加熱「IJmedium rJ: 

1'i¥iの熱死点をろ：ギtす』るという何j芭iこついては？すでに

高くなることを認め，春IIl1）もこの事実を確認してい

る。さらに，北村7)も豆胸中の大腸菌群の熱死点が対照

よりも高いということを認めている。これらはいずれ

も Hi.id王el，木俣らのいう蛋白質の保護コロイド作用

(Protective Colloid Effect）によって説明出米る

と忠われる。しかし3 木俣らのいう死細菌の量がどの

程度に加熱nJmediumに含まれていたかはう定性的

実験であるため，その詳細を知ることが出来ない。以

上のような諸ゴ三｛実を基にして，さらに，加熱用 n1eclium

中に持在する細菌が共に生菌である場合について考え

てみたII寺，一方の細菌が単に蛋白粒子として，他方に

対しで保護コロイド的作用をなすか，あるいは両者が

相互にそのような作用，つまり干渉作mを呈するか，

あるいは両者間にそのような現象が全くみられず，そ

れぞれの菌が単独に浮治している場合と全く同じ死滅

過程を示すかどうかは疑問である。

そこで，この間の状況を明らかにする意図の下に，

われわれは，牛乳を加熱用 mediumとして，大腸菌

Escherichia coli I型株について3 一種あるいは数

種の生菌との共存条件下で実験室内殺菌を試み，対照

として大腸菌単独で加熱したものと比較し，大腸菌と

共紅白．との間にごHlJ,；作m，つまり associationがみら

れるか否かを検討した。以下その成績について報告す

るO

JI 1種の菌との共存下における大腸菌の死滅状況に

ついて

本実験ではプドワ球菌と大腸菌の共右下で加熱殺菌

を試み，大JJ易的単独の場合との比較を行った。

1. 実験方法

Dt~r\:J;;:!IL} 1Wは， ~t1iJIの北村がn~n仮J.I府から分自w した

Zavagli6）が牛乳中で大腸菌群を加熱すると熱死点が Escherichia coli I型T-57林で3 保存林を Heart-

( 164) 



Infusion broth(pH 7. 4）を用いて 37°cで24時間ず

つ 3代継代培養したものを使用した。加熱mmedium 

は滅菌脱！！日乳（乳酸々 度0.16%）を用いた。大II易商単

独の場合は，加熱mmedium 9ccに継代 3代｜三！の大

腸菌店養液 leeを添加した。プドワ球的と大II易商の 2

者共存の場合は加熱用 mediumSeeに， lee当りの

ブドワ球菌数が 108程度になるようにF 予め Heart-

Infusion Agar斜面で24時間培養したブドク球菌の

2白金耳（径 1einの渦巻型白金耳）を lOeeの脱脂乳に

浮激したもの leeを加え，さらに単独の場合と同様継

代 3代目の大腸菌培培液 leeを添加した。いずれの場

合でも加熱用 mediumlee当りの大腸菌量は 108程

度とした。なお，使用したプドワ球菌は国立衛生試験

所鈴木i専士から分与された Staphyloeoeeus aureus 

浅草株である。

加熱方法は漸増加熱方法，すなわち，あらかじめ一

定温度に保持した恒温槽に加熱用 mediumを入れた

試験管を挿入して加熱する方法を採用した。この！氏

値温槽｜うの温度を一定保持するためにp 浴槽内を電動

式かく伴器で絶えずかく持したO 温度計は日本薬局方

標準水銀計 2本を使用し，一本は恒温槽内に直接，他の

一本は対照の加熱mmedium 113に挿入し，槽内と試

！験管内の温度との問に差を生じないように注意した。

加熱温度は 60°C とし， 加熱fl']mediumの温度が

60° C に到達してから15分間加熱保持した。

~I三残雨のii5r1H測定は，まず加熱直前のもの， 60°C に

到達H主 60°C 保持 5分自＇ 10分 l~I, 15分目と 5段階

について定量的に実施した。一定時間ごとにとり出し

た試験管は直ちに 40C 以下の氷水中に投入急冷し，

培養までそのまま｛呆j守した。

大腸菌検出測定Ji=]培地にはデスオキ Vコレート寒天

た栄fvFを使用し， 2菌種共存の場合には一応 Plate

Count Agar“Difeo”により総生菌数測定をも実施

した。なお3 デスオキνコレート寒天による大腸菌検

出測定の場合は， 前報8)9〕に述べたように， 被加熱残

存菌が休ll民現象（Dormaney）によって発育増補の遅

延する事実のあることを考慮して， 37°C で48時間ま

で出養を実施した。総生菌数測定の場合は常法にした

がいう 37°c 48時間培養した。

2. 実験成績Jならびに考察

f;l'D表に示すように，大腸菌の死滅状況は，大腸菌，

ブドワ球菌共存の場合でもう大腸菌単独の場合と全く

同様で，両者間に全く差が認められなかった。すなわ

ち，いずれの場合でも大腸菌数が 1I10に減少するに要

No. 1 大腸菌とブドウ球菌とが混在する場合の菌の死滅状況

加熱直前

0 分
(60° C 到達）

分

1 0 分

1 5 分

大腸菌 E.C.I型T-571宋単独

する熱宛時間（ThermalDeath Time), すなわち，

Stumborn), Ball11)12）らのいう D一位は 5分である。

また？菌の死滅率速度恒数（Velocity eonstant）を

求めると 3 大腸菌単独の場合は

60°C到達時 k =O. 22 

60° C 保持後 tニ 5分のとき k =O. 76 

II t =10分のとき k =O. 61 

グ t =15分のとき kニ 0.51

となり？保持W3における kの平均値が 0.63である。

これに対してプドワ球菌と共存の場合の大腸菌のkは

60°C到達H寺 kニ 0.22

60° C 保持後 t= 5分のとき k =O. 74 

II t =10分のとき k =O. 58 

II t =15分のとま k =O. 48 

となり’ k の平J~Jfli'[ 

差がなし、O したがつてこの揚合3 2種の！Miが共存して

( ]_()!)) 



いても相互間に干渉作用も，また一方が他方に対して

保護コロイド的作用を呈するような傾向はみとめられ

ない。

直 数種の細菌との共存下における大腸菌の死滅状況

について

本実験では） :'kの実験の場合と同様 E.coli I盟T-

57~~（を供試砲として使用し，数種の細菌との共存下で

加熱し，供試大腸菌がどのような死滅態度を示すかを

検討した。実験Aでは 60°C保持後15分まで，笑験B

では保持後30分までそれぞれ観察した。

1. 実験方法

供試大腸菌の前処置，取扱いは前実験の場合と全く

同様である。加熱mmediumも同様減菌脱脂乳（乳

酸々 j支0.16%）をJlj いた。共存菌として，プドワ 3~（菌

1種，手Liff庭球菌 2種の；n・ 3種をmいた。ブドク球菌は

前に使用した Staphylococcusaureus浅草株，手L般

球菌のl十11種は市販乳l円安菌製剤jから分離した熱低抗性

の強い Str.faccalis, 他の 1種は市販牛乳から分

離した Str.lactisである。プドワ球｝芸iは Heart-

Inf us ion brothの 37°c 24時間培養したもの， Str.

faccalisおよび Str.lactisはいすごれもブドク糖寒天

斜面37°c 24時間J:,,;i養闘を用いた。 4－，芸i種共存加熱の

場合は， lOccのブイヨンに共存菌 3種を浮税させたも

のlccを，加熱HJmedium Sccに加え？さらに前記

大／］易菌培養 lccを添加して？会量を lOccとした。加

熱!Elmedium lcc当りの大腸菌量は 10目前後とし3

共存歯車：は 3菌種を合せてこれも 1Q8 としたO 大JJ易自

単独加熱の場合は加熱用 mediumSccにブイヨン lcc

を加え，これに大腸菌防養 lccを加えて全量を lOcc

とし，加熱mmedium lcc当りの大JJ易産i量を共存加

熱の場合の菌量に合わせるようにした。加熱方法その

他は前実験と全く同様であるO

2. 実験成結ならびに考察

実験A

a=s 2表にみるように，大腸菌単独加熱の場合も， 4IIJ 

種共存加熱の場合も 3 大脱出iの宛滅状況には何ら差異

がみられず， HU実験の場合と全く Jiu様な様相を示した。

大JJ易的の熱比日む＝IM'.lはいずれの場合も D--11立にして 5分

No. 2 大腸菌と数種の細菌とが混在する場合の菌の死滅状況

加熱 直前

分
(60° C 到達）

32×106 17. 511 32×106 17. 51 

プドク l~(j孔

5 分 73×105 16. 951 73×105 16. 951 72×105 16. 

:: I :: : ::: I: ::1 :: : ~：： 1: ::1 :: : ~：： 1: ::1 :: : ~：： :・ 97 

で， 死i成率速度恒数kは‘ 単独加熱の場合 0.64，共

存加熱の場合 0.54で？両者間に大きな差がない。な

おp Plate Count Agarによる総生前数測定の結果ー

15分間では著しい］Ji!~少がみとめられずフしかも残存雨

の大部分が Str.faecalis によって 1~i められているこ

とが認められた。これはおそらく， Str. faecalis の

熱抵抗性が強いために，他の!IBr種は著しい減少を示し

ても， faecalisは 60°c 15分程度の加熱ではほとん

ど死i成しないことによるものと考えらjもるn PJ，卜．この

場合にも時！日志の［！日に何ら千)J；；作用がみられず， ilS-

soci日tionの傾向のないことを、前認した。

( lGG) 

実験B

第 3表にみるようにう本与i：；駄では 6f)OC で 30分ま

で、加熱し p 力n熱保持後10分おきに測定を実施したがy

この場台にも， 1]:1.独加熱と共存加熱との問に何ら差異

がなし大腸菌の熱死点が他の共存菌の影響を受ける

ような傾向は認められなかった。

IV むすび

以上の尖！抗結果から，牛乳の加熱殺菌が行われる場

｛＇！，牛乳！？！に大)JJ;}l)¥jがfli』の細Wiと共有していてもう大

服部の死ti＆過程は7 本T'Mが単独に牛乳中にある場合と

全く悶様な様相を示すこと p つまり？数額の細雨が共



砕している場合でも，各菌種は相互に全く関連なし

それぞれの菌種の集団（population）は， その抵抗性

の強弱に応じて，単分子反応式にしたがって死滅して

行くことが前認された。この＇Ji:）ミは大！！日1'fiが単独に存

在する場合でも，大）｜易l基iの兇j成時Jlljおよび死滅率速度

恒数kに差がないことからも立証された。また，これ

を大腸菌の側だけからみた場合，他の細雨は熱抵抗性

の強弱にかかわらず，大腸菌の熱抵抗性に何ら影響を

与えないとみることが出来る。

先に述べたように， Lange, Behrensらは3 生菌j手

滋i夜に死1罫を加えて加熱するとう死菌が躍質粒子とし

て生1'lifこ対しで保護コロイド的作Jljをムk:i－ることによ

り生前の熱死j誌を高めると報じているがp 少くともわ

れわれが本実験で試みた商量 (107～108/cc）の範ill］で

は生前向志の聞には Langeらのいうような現象は認

められない。しかも，実際に牛乳の工業殺菌が行われ

No. 3 大腸躍と数種の細菌とが混在する場合の菌の死滅状況

T 57株，プドワ球菌， ｜ 

プレートカワシト寒天 I 

（生菌数として） I 

37°C-72h 

加熱直前

0 分
(60° C 到達）

:: : ::: I; ::1 ~：： ::: 1:: :1 7工×。

1 0 分 16×工0415. 201 16×工0415. 201 17×104 27×106 17. 431 

19×106 17. 281 2 0 分 19×工0314. 29 

3 0 分 I11×工02!3. 041日×10213. OBI 16×102 
5…16. 701 

る場合F われわれが試みたような莫大な雨量の細雨が

牛乳中に存在するということは事実上・考えられない。

したがって恐らく本実験においてみたと同探な現象が

生乳中でもみられると考えて間違はあるまい。さらに，

生菌は生物学上あくまで閉された小字宿（microcos

mos）として考えられ，その細胞中には相当複雑な

Organizationが営まれているわけで、あるから， 生閣

を Lange, Behrensが死菌について考えたと同様な

意味で単なる！謬質粒子として論ずることは，この場合

安当·I~：を欠くように思われる。また緒言においてふれ

たように，春問。はプイヨ γ， 生理食J1iil?Xおよび牛乳

にそれぞれ大腸菌を浮散させて同一条件で加熱した結

果p 牛乳中で熱抵抗性が最も強い傾向にあることを認

め？また ZavagJi6）も奇ATilsonI3〕も同様な事実を認め

ている。これは木俣らのいうように，加熱用 medium

中に何らかの保護物質が多量に存在すると細菌の熱死

点が一般に高くなるということから推して，牛乳その

ものが 1種の勝質溶液であり，牛乳に含まれるカゼイ

シカノレνュワムなどの勝質粒子が保護ゴロイド作mを

呈することにより，熱伝導を緩慢にするためと考えら

れるO しかし，今次実験の場合について考えてみると，

これとは可成り性質がことなるものとみなければなら

ない。すなわち？牛乳の場合における保護修質の量と，

今仮りに保護勝質として考える帝国I笥｜の量との間にあま

りにも差があることが， j趣をことにする所以と考えら

れる。もし細菌が保護勝質として作用するとするなら

ば，恐らくそれが莫大な軍：に存布する必要があるので

はなかろうか。したがってp 仮りに牛乳l*lに存在する

カゼイシカノレνワムのような保護腰質の量と！司程度の

細菌が存在したならば，たとえそれが死簡にもせよ 3

生菌にもせよ，ある程度大腸菌の熱死点を高めること

になり得るかも判らない。しかし司このような事をわ

れわれが対象としている生乳について考えることは不

自然であり，事実上あり得べからざる問題で、もある。

それ故，われわれが対象とする生乳に対して殺菌が行

われる場合にはp 本実験の結果から推測し得るように，

細菌相互間には何ら associationの傾向はみられない

ものと考えるのが至当であろう。

なお，牛乳衛生上，各種の細菌が共存し，一定の商

議を形成している生乳を対象として加熱殺菌を行い，

その殺菌効果をみる場合には， 一定条件で加熱した後

に生残［'tj数を測定し，それと加熱前のihli数との関係か

ら死滅率を求めることが行われている。その li:i~，生前

曲線（SurvivalCurve）を求めることが試みられるが

この生前曲線は， lji( {01 !j:fl.rJに対・してそれぞれの｜時間に

おける残布生菌の総数をプロットしたもので、表わされ
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る。しかしp その場合の曲線の傾斜および菌の熱死点

は，菌叢中にある熱抵抗性の強い菌種の population

および蘭叢を形成するそれぞれの前積の population

の菌量によって支配されることがp 本実験の結果から

明らかに認められた。

終りに臨み，種々御教示を賜った国立公衆衛生院部

長松井武夫博士に対して深甚なる謝意を表するもので

ある。
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xxw ケイ酸カラムによるポマード中着色料の試験法

The Examination of Colouring Matters in Pomade by means of 

Silicic acid Colmun 

衛生用品料 夫

也

子

健

哲

輝

村

谷

合

田

戸

落

緒 写ヨ 約20積を対照とし本処珂に際しての溶媒の種類によ

ポマ一ド巾の着色宇ミ！の試！：命法についてはオミだ、椛立さ る各色素の1吸若－と汗F自ffH'

れていないが，仁）~江守；に比較して色京の合有量がきわ トグラブイ， IQ史ll史スぺクト／レを測定することによつて

めて少く，このためかなりの量のAki・生試料．を処f'Uする やや11!1；足すべき結果をf守．たので、報告するO

関係上，多量の溶媒を必要としp 分離に困難な点が少 実験の部

くない。 1. 対照色素対照とした色素は Anthraq uinone 

ケイ酸が MethyleneBlueとか Fuchsin をその 系 4種， Indigo系 2種， Thiazine系 1種， Phthalo-

水溶液から吸着する現象は以前から知られており，こ cyanine系 2種〉 Nitroso系 1種3 Triphenylrne-

のことは逆にケイ酸の定性試験にも利用されている。 thane系10積， Porphyrine系 2種であって，第 1表

またv9カゲノレp ケイ酸2〕3〕を用いての一部の色素に に示した通りであるO 以下色素名は木表に記載した略

対するカラムクロマトグラブイが報告されている。 語による。

われわれはこの油分と色素との分離にケイ酸カラム 色素試料は主として東京化粧品工業会 (I-I. Kohn・

を用いることが最も望ましいことを見出したので，こ starnn & Co. Inc.製〉ならびに悶立衛生試験所藤井

こにケイ目安カラムを主とする吸着法による系統的分析 部長から恵与されたものを使用した。

法を目的として，緑色，青色の許可および許可外色素ノ

第 1表対照色素の種類

I Anthraquinone系 ① Methylene Blue (MET) @ Azur Blue VX (AZU) 

① Sudan Blue B (SDA) 百 Phthalocyanine系 ⑪ Acid first green (ACI) 

① Quiniza1・inSS (QUI) ①－1 Cu-Phthalocyanine (SKY) ⑮ Guinea green B (GUI) 

① Alizarin Cyanine ⑦－2 Lionole Blue (LIO) ⑬ First green FCF (FIRS) 
green (ALI) V Nitroso系 ⑪ Light green SF (LIT) 

c Carbanthrene Blue (CAR) R Naphthol green (NAP) ⑮ Brilliant Blue FCF (BRI) 

JI Indigo系 VJ Triphenyl Methane系 VII Porphyrine系

R Incligotin (IND) ⑪ Erioglaucine X (ERI) ⑬－1 Cu-chlorophyllin (CHL) 

① Indigo Carmine (INDC) @ Victoria Blue (VIC) ⑬－2 Cu-chlorophyllin Na 

JII Thiazine系 @ Diamond green (DIA) (CHN) 

2. 色素のケイ酸カラムによる吸着ケイ酸求 計 60ccを用いて洗；旅するときは？①SDA①QUI⑦

(Mallinckrodt製）とガラスオミ（100～130メッνユ） IND ⑮－2 CHNの4種をのぞいて，完全に吸着され

を 1: 1の重量比でj見合したもの約 5ccを第 1図のよ るか，またはJj備に不溶＇i~l：のまま残存する。

うなゴヅグ｛寸カラムに70良し？石油エーテノレでうるお また別にヒマν泊，木！轍（ 9 : 1）から調製したポ

す。これに各色素の 50mg%クロロホノレム液またはそ マードに各色素をそれぞれ添加したもの20～40gをと

の懸潤液約O.lccを加え3 クロロホノレム20ccず、つ 3回， りp 水浴ヒで加温し3 融解させ3 これに倍量のクロロ
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l与を5 第 I 図

ホノレムを加えて均一な液とし，前記と同様にカラムJ二

で処理したところ同ーの結果が得られた。液の流速は

ポマード塁、剤の種類（市販品の場合） ' t夜量等によっ

て異るが，受器を圧力調節コックならびに浴蝶蒸気の

凝縮装置をつけたロータリーポンプに接続し適宜圧を

調節した。

この際クロロホノレムはポマード基剤を容易に溶解す

ること，色素のケイ隙吸着を障害しない反而，油分は

ほとんど吸着しないことから，本処:im上最も適当な溶

媒と考えられる。

ここでクロロホノレムで治Ulする 4種の色素をA属と

し7こ。

3. A属色素の分離 ①SDA ①QUI ①IND ⑪ 

-1 CHLの4植の色素はケイ酸末によって吸着1r/J抗す

るこができないため，ケイ隙末以外の他のi吸話剤につ

いて検討した。

そのうち石油エーテノレで洗j捺した炭F夜マグネνワム

lOccのカラムは① INDと＠－1CHLを比較的よく吸

着する。 ・fflLRIND は5～10%の流？とが認められた。

吸着後10%塩般に！吸着剤を溶解させ，エーテノレ・lil1lllを

行うと⑪－1CHLのみはエーテノレ胞にくるが？⑦IND

はヱ一テ／レに不iW＇巨
エ一テ／レ屑をi徐き水JWをクロロホ jレムとふれば⑦IND

をづ〉自If~できる。

なお炭般マグネ ν ウムのかわりにJ，）~f~支カノレ ν ワムを

mいるときは①INDの吸着が良好でない。

ープJCDSDA ①QUI はj炭lrrl支マグネνワムには｜吸着

されない。 また Celite, 活性アjレミナによってもl吸

着されずp 最も完会なi敗着を示すものは活性炭で、あっ

た。すなわち Darco-G-60 とガラス末の 1: 1重量

比のもの Secをカラムとして用いた。

しかしながら活性炭吸着後，これら色京の悦請は容

易でなく 1022：＇£極の有機1￥：~煤を試みたがほとんど不可能

で、あった。

そこで硫酸，燐~Iを（比:TIH. 71）の等量混液の使用に

より， ①QUIのみはきわめて容易に溶出し， j容出j夜

を水で稀釈後クロロホノレムで＇・：！ Tl日士i，分離可能なことが

認められた。しかし①SDAは本溶岐によっても会く

i容U¥せず，出硫円安とクロロホノレムとを交互に加えるこ

とによりはじめてj容jHする。このとき1~111支を添加して

法透を高めると一層速かになる。 1~~出後の①SDA は

多量の11；~硫般の存布で、ほとんど槌色してみえるがフ多

田：の水で？：品釈後， クロロホノレムとふりまぜれば復色し

てくる。

4. B. C 属色素の分離 クロロホノレム洗漁により

A同色素と油分を除いたカラム i二端には他の大多数の

色素が保持されている。

そこで排水溶媒ならびに含水溶媒を用いてその溶離

状態を検討した。すなわちクロロホノレムに種々の割合

でアノレゴーノレを添加した溶媒で洗j僻したところ，＠V

IC@DIA苛：はきわめてよくはなれてくるが？①NAP

せ；はほとんどj容出してこない。 （第 2表）

これに対し単一のアノlノコーノレ， また更に 5%, 50% 

の合水アノレゴーノレをmいて順次親水性を高めると＠

VIC、＠DIA等は次第にはなれにくくなり，逆に①

NAPはきわめて容易にj容出してくるO これらのj容媒

系では特定のものには選J尺性がみられるが，全体とし

てはpだらつくものが多いためやや選沢性が乏しいが，

水を分離溶媒として採mすることとした。ただし＠

AZU @ACI @GUIは水だけでは完全に溶11＼しにく

い傾向があるが，水で処理した後アノレコーノレで洗糠す

れば完全に浴出する。

以上の溶離の傾向は確かに各色素の極性に関係する

ことは明らかであるが， ケイ円安カラムをクロロホノレム

で前処Jmした後直ちに含水アノレコーノレ洗j僚を行えば⑪

VIC⑫DIAは容易にはなれるが3 あらかじめ水で処

理した場合はp 11¥f;水アノレコーノレによっても溶IUしてこ

なくなる。

水，アノレコーノレでifHHする色京をB属とし3 ⑦MET,

⑪VIC,@DIAは酢肱アノレゴーノレ？水（ 5 : 70 : 25) 

ではじめてj容出し，これをC同とし3 なおカラムj：に

残存する色京を DJ,:'tl とした。 CJ，~色素はケイ般に強く

l次着されており， J -.n己溶媒によっても完全な溶出は望

み難しうiとだ真に￥1:tu)Eすべき治製i~は見出していない。
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第 2表 ケイ酸カラム上 B,C色素の溶離性 （溶媒60ccの洗練による）

アjレコー アjレコー アノレコー 無水ア アルコー アルコー 水処理後 酢酸：ア
ノレ：クロ ノレ：クロ ノレ：クロ ノレコー アノレコー ノレコーノレ

溶 媒 ロホノレム ロホノレム ロホノレム ノレ ノレ ： 水 ノレ． 水 オk ノレ ：水

(10 : 90) (15 : 85) (20 : 80) (95 : 5 ) (50 : 50) (5: ？~5) 

①ALI 十十 十十 十件 十件 十社 十件 朴十

cCAR 一
①INDC 十 十 十 十 十ト 十件 十什

⑦MET 十 十 廿 十十 一 十件

①－1 SKY 一 一
R-2 LIO 一 十

* 十件 相 十十十

①NAP 一 土 十 十件 十i十 廿十

@)ERI 十十十 十ト 十朴 十｜十 十件 十件

@VIC 十件 廿十 十社 十件 十＋ 十十 -tt十
@DIA 十件 十｛十 十十十 十十十 十件 十十 十十十

@AZU 十 十 イ十 廿十 十十十 廿叩 -tt十
@ACI 十 4十 十十 十社 廿十 十十十 十 十件

@GUI 十 ＋ 十 十｜十 4朴 廿十 十社

⑮FIRS ＋ 十 廿十 十件 十件 十~十

@LIT ＋ 十 廿十 十十ト 十社 十十十

@BRI 十 十 ＋ 十件 廿十 十｝十 十1十

十件：90%以上，十十＝50%前後， 十二10%前後， こと＝微量溶出するもの。

カラムク口マトグラフイー BJ，高色素について内径 ：酢酸：水（ 5:1:1:4）を展開剤としたものが

lcm高さ30cmのコック付カラムにケイ酸末を 20cmの 特にきれいな分離を示した。

高さに充填し，クロマトグラブイを実施した。なおカ 5. D属色素の分離ならびに硫酸溶媒中の吸収スペ

ラムは，前記第 1図と同様に減圧下におき，適当な流 クトル

出速度を保つように留意した。 ①－lSKY@CARとはケイ限カラム上に残存し通常

B属各色素の溶離）I鼠イ立は＠－2CHN＞①ALI二三⑪ の有機溶媒では溶出困難である。しかし硫酸によって

ERI孟GUI>@AZU孟RINDC孟⑮FIRS孟＠LIT孟 は何れもきわめて容易に溶出し， j容出液を水で稀釈す

@BRI孟①－2LIO＞①NAPの通りである。ただし〉 れば沈殿としてあつめることができ，この操作をくり

はほとんど定量的に分離し得るもの＇~は近接しなが かえすことによってこれら色素を精製することも可能

ら分離し得るもの，孟は分離しにくいことを示す。 である。

従って⑮－2CHN①ALI～＠GUI@AZU～①－2LIO このように硫酸中で安定な態度を示す他の色素とし

①NAPの4つに細分することができた。 ては， A属の Q)SDA①QUI①INDをはじめ， B属①

ペーパーク口マトグラフイ 主としてB, C属色素 ALI①INDC Cめ－2LIO等が考えられ，事実A属の3種

に対し， 20cm上昇法をとり，常法に従いペーパーク の色素は硫酸処理後，水で、稀釈しクロロホノレムで＇ 1°1li出

ロマトグラブイを実施したO 展開溶蝶にはメチノレアノレ した場合と，直接クロロホノレムに溶解後それぞれの吸

コーノレ：水（ 2 : 1 ), Methyl cellosolve：水 (1: 収を比較するに何れも①SDA 653mμ ①QUI 650111μ 

3 ), メチノレアノレコーノレ：水： cone.NHρH (20 : 20 RIND 604mμ 附近にあり，ほとんど溶媒の差異を認

: 1 ), Methyl cellosolve：水： cone.NH40H (10 めない。

: 30: 1 ), プチノレアノレコーノレ：エチノレアノレコーノレ： ところでcCARR-lSKYは硫眼中で吸収スペク

N/2酢酸（6: 2 : 3）等を選び検討したが，これらの溶 トノレを測定する以外適当な方法が見当らないため，こ

媒よりも 1%酢酸鉛を含む 1%酢酸液に浸漬乾燥した れに関連し硫酸中で安定と思われる数種の色素につい

P紙を用い3 プチノレアノレコーノレ： Methyl cellosolve ても比較検討した。
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HOAC : EtOH : H20 
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このうちで⑪－2LIOの水溶液における吸収は 672

mμ であって，硫酸中では近赤外部に吸収帯のずれる

ことがわかる。

このような現象は他の色素にも多少みられ，①IND

604111μ （クロロホノレム）→630111μ （硫酸〉①INDC613 

mp （水）→620mμ （硫酸）①ALI607, 645mμ （水）

→595, 635mμ （硫酸）のように①ALIを除いては多

少増加する。

しかるにR－2LIOの場合にはlOOmμ以上のずれが

できるところから Phthalocyanine 系に国有な現象

と考えられ（R－1SKYは硫酸以外の溶媒中で測定し

ていないが），同定j二有利と思われる。なお近赤外部

のため食糧等を添加して Naの影響を調べたが吸収帯

に著しい影響はなく，また同じ Cuを分子｜今にもつ

⑬－1 CHNについて行っても，また更にカラム中に微

量残存するポマード基剤が，硫酸中禍色になる点を考

慮したがp 何れも障害されることがなかった。

6. 試験法以上の結果より試験法の概要は第 3図

の通りである。
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ド中の藷色料試験法

カラムクロマトグラフイ

ペーパークロマトグラブイ

①ALI ⑪ACI 

①INDC @GUI 

（め－2LIO @)FIRS 

①NAP @LIT 

⑪ERI ⑮日RI

⑪AZU ⑬－2CHN 

属〕
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すなわち④CARは 427mμ に対しR－1SKYは

792mμ R-2 LIOは 775mμ 附近にそれぞれ吸収の極

大が認められ，特に①－1SKYの吸収は尖鋭である。

（第 2図）
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1. ケイ酸カラムを用いクロロホノレムを溶媒とする

ことによってポマード中の油分と着色料とをきわめて

容易に分離することができた。

1. ケイ酸カラムを用い溶媒を変えることにより，

A・B・C・Dの4つの属に分割することができ，更

に炭酸マグネνワム，活性炭を吸収剤とすることによ

ってA属を，またケイ酸カラムクロマトグラブイによ

りB属を細分し得た。

1. 硫酸中 750～800mμ の吸収極大を測定すること

により有利に Cu-Phthalocyanine系色素の同定を行

い得た。

なお本法についてはA属中活性炭カラムを用いた｜怒

の溶出速度が遅いこと，またB・C属中の分離証明の

細部に関しては未だ十分とはいえないが，緩衝液を分

離溶媒とする等今後の検討にまちたい。

二本法は香泊中の着色料の試験法にも，ある程度応用

し得る可能性がある。
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